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DATA-・ 一]?HONEサ ー ビ ス

序 論

DATA斗HONgrス とは・種々 のデー タ伝送用端末鑓 へ のデー タρ 送

受信を行 な うために電話回線 網 を使用す ることを云 う。 】‥

この提 案は1961年f1月 カナダで,'デ ータ量Q多 少に拘 らず
,高 速度

で安 く処理す る必 難 か ら実現 された・又 ぽ 々の端末装置に合拠 たデ ー

タ セ ッ トが なか った の で,一 連 の デ ー タセ ッ トが 開発 され た
o

デrs伝 送 に は シ リア ル・ パ ラ レル・ アナ ・グの3つ のモ ー ドが あゐ.・デ

ー タセ ッ トは デ ー タ処 理 機器 と コ ミ ュニ4一 シ・ヨソ媒 体 の 間 の イ ン タ ーフ ェ

イ ス と,様 々 な種 類 の 機 械 の 信 号を伝送 容 易 な型 に変 換 す る働 き が あ る
。 更

に新 しい型 の デ ー タ セ ッ トが 端末 装 置メ ー カ ーお よびそ の ユ ーザ ーの 側 か ら

必 要 に な り現 在 開発 さ れ てい る。DATA-PHONEデ ー タセ ッ トが必 要 と決 ま

し び ゴ ミ ニペペく

る と,限 定 品 と し てModelShop"が 造 られ,関 連 の あ る端 末 装 置 メ ーカ

ーに貸 され る とい う具 合 で あ る
。 メ ーカ ーの勧 告 は重 要視 され 特定 範 囲 の'

メーカーの機器に限らない機能を持ち合わせるよう 璽更槽 ボ 囎 発協 会

設 計 がな され て い る。1

データセ・・と接続 して効果的に作動する端末装 凝 媒躍 』々の宝

形 を と る ことが で き,例 え ば,印 刷 装 置,キ ーボ ー ト

プ,手 書 きの諸 票(フ ァク シ ミル)等 が あ る。

DATA--PHONEデ ー タ セ ッ トの 型 体 は3つ の 伝 送 モ ー ドに 区 分 し て 考 え るこ

とが で 丁き る。 一'

デ ー タセ ッ ト'一

1

デ ィ ジ タ ル

　
シ リ ア ル

1

シ リーズ100&200

一
む パ
ハ フ しノル

1

|
ア ナロ グ

シ リ ー ズ400シ リ ー ズ600
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現存す るもの及び将来 に予定 きれているもの をよ り詳 しくあげ ると次の如

くとな る。

シ リーズ100シ リ ーズ200シ リーズ シ リーズ シ リーズ

ー 亘㎏ 嘩一町ぷ ㌶ 謁

102

75BP9ま で

1〔r5

300BPSま で

201

2000BPSカ ら

2,400BPSま で'

202

105BPSカ ち

1,200BPSま で

・BPS=B工TSPERSEOOND

・ σS==GHARACTERPERSEσ ●F「D

50140t601

40.8KBPS20CSま で 手 書 き

ま で 諸 票

402602

75σSま で フ17クシ ・

ミル

605

医療用遠

隔計測器

●

現 況

DATA--PHONEサ ー ビス は カ ナ ダ及 び米 国 全土 に提 供 され て い る。 あ る場 合

には特 別 な デ ー タセ ッ トが提 供 され る場合 も あ る。 特 に カ ナ ダで使 用 され て

い る602NR&NTは 米 国 では 使 わ れ て い な い。 又そ の 反対 に,米 国で使

用 され てい て,カ ナ ダ に は な い もの も ある。 当社 で提 供 して い ない機 器 が必

要 な場 合 には特 別 な要 求 願 い を行 な う こ とに な る。

タ

旨ム月 設

デ ー タ セ ッ ト103A2は 低 速 で シ リア ル 伝 送 用 に 提 供 さ れ る もの で あ る。

ス イ ッチ ン グ ・ネ ッ トワ ー ク で は 標 準 低 速(300BPSま で)デ ー タ セ ッ

トの103Aに 置 き か え る こ とが で き る。

。uprightmarkingspacingfrequencyを も つ'

・500BPSま で の オ ペ レ ー シ ョ ン が 可 能 で あ る 。

-4一
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●ス イ ッチ ン グ ・ネ ッ トワ ー ク で 使 用 で き る よ う設 計 さ れ て い る
。

・全 二 重 お よ び 半 二 重 ど ち ら の 通 信 方 式 で も 可 能
。

・オ ベ レ 一 夕 ー一一に つ い て は'atte(nd・iじ .よ'びun8・ttendの し"ず れ で も よ い 。

こ の デ ー タ セ ッ トはindidisua:1;li'net:だ け 使 用 で き,[分 岐 ス テ ー シ ョ

ン やkeytelephonesystemを 連 結 す る の に 使 用 し て ば な ら な い
。

デ ー タ セ ッ ト105A2は イ ン タ ー フ ェ イ ス,外 観,そ の他 の 機 能 は1の3

Aと 同 様 で あ る。1

ぷ カタ ヨロ
105A2に は 通 常 の つ ま りUPRIGHT',marking'とLspadng .freq-

Uencyを も っ て い る 。 .ttt-1:.

103Aは"1-NVERTED"markingとspa .ci・ngfr lequency・ を もつ 。

105A2と103Aと は 同 一 の コ ミ
ュニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム で の 混 合

使 用 を す る ヒ と が で き な い 。

デ ー タ セ ッ ト105F2

機 能 概 説'

こ の デ ー タ セ ッ トは 専 用 回 線(Pointtopoint,multipoint)で 使 用 さ

れ,低 速,シ リア ル 伝 送 で ダ 送 受 信 の 両方 の 機 能 が あ る。

・全 二 重 も し くは 半 二 重 オ ペ レ ー シ ョン

・通 信 速 度300BPSま で 一

・電 力120V ,60サ イ ク ル 〆 交 流

。イ ン タ ー フ ェ イ ス の特 性ElectronicIndustriesAssoc ・に 準 拠

注:こ の デ ー タ セ ッ ト'は105Bと の お き か え が 可 能 で あ る。TWXサ ー

れ 　'ビ スのUPRIGHT周 波 数 を使用 して い る か らで あ る
。又,電 話

機は つ い て お らず,コ ン トロ ール は端末 装 置に よ って 行 な わ れ る 。'

デ ー タ セ ッ ト201A5,20iA4

機 能 概 説

デ ータ セ ・ ト201A3
、紅 び201A4}通 信 速 度 は 中 程 度 でDATA-・

PHONEY-一 一ービ ス用 に 使 用 され,デ ー タ セ ッ ト201Aと お き か え る こ とが

一5-一
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で き る。 、..

ス イ ッチ ン グ ・ネ ッ トワ ー ク ・ 専 用 回 線 ¢)ど ち らで も使 用 可 能 で あ るJ.'/

2線 式 ス イ
.ッ チ ソ グ ・ネ ッ トワ ー ク お よ び2線 式 専 用 回 線 で はDATAIi・ ・

AUXILIARYSETの804Aが 必 要 で あ る 。

オ ペ レー シ ョンはUAXILIARY・qETが な く と も可 能 で あ る 。

2線 式,4線 式 の ス
,イ ッチ ソ グ ・ネ'ッ ト・,:ワー ク の 時 の 通 信 速 度 は2・0'0・O

BP『(個 定)で あ る
・・.'・

専 用 回 線 の 場 合 も2,000BPS(固 定)で あ る。 ∴ ・'.1

デ ー タ セ .ッ ト201A3は デ ー タ セ ッ.ト の 中 に・あ る 送 信 グ ロ ッ グで ダ イ ミ

ン グ を と る。(internaltiming)

201A ,4は 接 続 され る端末 装 置か ら送 信 ク ロ ックが 与え'ら れ,そ れ に よ

って タ イ ミン グ を と る。(eXternaltiming)

ユ ー ザ ー 側 の 機 器 と デ ー タセ ッ ト
.と の 間 り 信 号 方 式 はElectronicInd

・・…t・i・ ・Ass・c…i・n(EIA')で 示 す 標 準RS232A(電 圧 イ ン タLフ ー

イ ス)に 従 炉 ラ。 既 に 以 前 か ら設 置 さ れ て い る 端 末 装 置(も し くは201A

と の お きか え)に つV)て!ま,オ プ シu'ン 機 能 が 準 備 され て お り,こ れ に よ っ

て 端 末 装 置 側 で 適 格 な 信 号(ContactClosureBasisで)1を イ ンターフ ェ

イ ス 装 置 に 送 るべ く調 整 す る こ とが で き る。

2線 式 オ ペ レ ー シ ョ ン で は ど ち らの デ ー タ セ ッ トを 使 用 し て も送 受 信 は 可

能 で ある が,送 受 信 を 同 時{二 行 な う こ と は で き な い 。 送 信 時 に は 受 信 部 は 送

、 信 デ ー タ の モ ニ タ ー を と り・ 送 信 ス テ ー シ ョン の ロ ー カ ル ・コ ピ ーを 提 供 で

き る よ うに して あ る。 .,・.一 、∴ ㌧ ・ピ

4線 式 で は,送 受 信 を 同 時 に 行 な う こ と が で き るが,送 信 デ ー タ の モ ニ タ

ー を と る こ と は で き な い
。

デ ー タ セ ツ,ト2:01B機 能 概 説

デ ー タ セ ッ ト201Bは 高 速 音 声 帯 域 通 信 用 で あ る。 専 用 回 線 で ・2・40'el'

_6一
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BPS(固 定)の 通信速度 でオペ レLシ ョン され,音 声帯域 での最高 のス ピ

ー ドを も っ て い る
。

ユ ーザ ーの蘇 難 からデ ータを直流形式 め シリプル
で うけ とり∵ 交縮

号に変 調 し・回線 に送 り出す・受融 ‖で は2・IBは 競 れモきた儲 縮

流 に変 換 し,端 末 装 置に 送 りこむ 。

・2線 式又は4線 式

● オ ペ レ プ ニ はa'tte
."dも し

.〈 ↓まun・ ・t・nd・t..一

●単 方 向通 信 も し くは 両方 向 通 信 可能 で あ るが同 時 に送 信 は不 可能

・201Bは4Cチ ャネ ルで 使用 され るが
,誤 り率 が 高 いが 音 声帯 域 ≠ ヤ

ネ ルで も使 用で き る。'ぴ':1

・MgltiPointオ ペ レ ーシ ョンで使 用す る こ とカミで き る
。

201Bに は 内部 ク ロ ックが あ り
,ま た2"OfAと 同 様1こ外部 ク ロ ック を

うけ る こと もで き る。 これ らの ク ロ ック で デ ー タセ ッ トと端 末 装 置 との や り

と りの タ イ ミン グを と り,送 受 信 の 歩 調 が 確保 され る(IeMIOO9
,1015,

7702'で は以 前 あ る場合 に はデ ー タセ ・ トの内 部 ク ・
。クを使 用 した が,現

在 で は端 末 装 置 に よ って201の タイミツ グ を とって い る
。・

201Bは201Aに 類似 して い るが ,高 速 通信 がで き る点 と,専 用 回線

に だけ しか 使 用 で きな い点 で異 な る。

●

デ ー タ セ ッ ト202B]幾 能 概 説

デ 一-iタセ ッ ト202Bは 中程 度 の通 信 速 度 でor'」リア ル形 式 を と り
,主 ど し

て専 用 回 線 の デ ータ処 理 シ ステ ム で使 用 され るべ く設 計 され た も の で あ る
。:

各 種 の 端 末 装 置 と接続 され て使 用 され るの と同様 にDATASPEEDサ _ビ スで

も使 用 され る。 ピ 〃.

通 信 速 度 は150BPSか ら1600BPSで あ る。 特 殊 な専 用 回線

一7一



(DataChannel)で は1,600BPSで 使 用 さ れ る.

202Bそ れ 自 体 は トラ ン シ ー バ ー で あ る。 例 え ば,4線 式 専 用 回 線 で11

DATASPEEDの 送 受 信 器 の 場 合,1台 の202Bが 同 時 に 作 動 す る。

電 話 装 置 が 連 結 さ れ て お り,こ れ に よ っ て デ ー タ セ ッ トの機 能 を コ ン トロ

ール し
,又 通 話 が で き る よ う に な っ て い る 。

操 作 はattendで もunattendで も よ い 。

碕

デ ー タ セ ッ ト202C5,202C6機 能 概 説

202C5お よ び202C6は シ リア ル ・デ ー タ の 送 受 信 に 用 い られ る。

202C6は ¶re・ve・rsechan・nel機 能'ノ を も ち,こ れ に よ つ て"Break"`

信 号,回 路 の 正 常,あ る種 の エ ラ ー コ ン トロ ール,エ ラ ー発 見 信 号 等 を 送 出

す る こ とが で き る。 こ の機 能 は202C5に は な い。'

端 末 装 置 か ら の 送 信 要 求 符 号(RequesttoSend)が ドロ ップ し た 時 は

送 信 の 終 りに ソ フ トでturn-Off機 能 が 働 く。 こ れ に よっ て20msの 間

900サ イ ク ル の 信 号 が 送 出 さ れ,受 信 機 で は20msは 充 分 な 時 間 で あ り

デ ー タ と し て み な す こ と な くturn-off(通 常15ms)と な る。 この 機 能

は20.msが シ ス テ ム の 要 求 と 相 反 す る 場 合 に は 働 か な い機 能 で あ る。

通 信 速 度 は1200BPSで あ る。

DATA-PHONEサ ー ビ ス
,専 用 回 線 及 び・a31ternate専 用 回 線 に 使 用 さ れ る。

分 岐 の な い 単 独 の 回 線 で 使 用 す る こ と が 望 ま し い 。202C5,202C6

はKeyTe!ephoneSystemで も 使 用 で き る が,holding機 能 は つ い て い

な い 。

両 方 向 通 信 で 半 二 重通 信 方 式 で あ る。

fastpollingオ ペ レ ー シ ョン が 可 能 で あ る。

電 話 機 と デ ー タ セ ッ トが1つ に な っ て お り通 話 と デ ー タ伝 送 の 両 方 が 可 能

で あ る。

一8一



●

次 の3つ の方法が とれ る。

m常 に無人応答

② 自動応答キ ーの コン ドロールで無人応答

倒無人で応答せず
1
,1

シ リ ー ズ800オ ー ト 。コ ー ル 装 置 と の 連 動 が 可 能 で あ る
。

EIAの そ の 他 の イ ン タ ー フ ェイ ス を と り つ け た り
,202Aの イ ン タ ー

フ ェ イ ス を と りつ け る こ と が で き る。

デ ー タ セ ッ ト401E,401F機 能 概 説

ペ ヒ

デ 一 夕 ギ ャザ リン グセ ン ターへ少 量 の デ ー タ送 信 を行 な うぺ ぐ,DATA-

PH・NEサ ー ビス の ためC・設 計 され てし・る.又 ,次 の よ うな論 回線 の類,例
き　

え は 専 用 又 はintercommunicatingline,外 国 交 換 局 に 亘 る回 線WATS

回 線 も し くはtie-trunkで 使 用 さ れ る。

デ ー タ伝 送 に使 用 す る回 線 は2線 式 用telephonegrade回 路 で な け れ

ば な ら な い 。

・ ・iE蝉 独 回線 も し くは ・・'y,,。i,_、 で 使 用 され る.デ ー タ

セ ッ トは シ ステ ム 中,中 心 ステ ー シ ごソ として考 え な け れ ば な らない 。

SPeaker-Phoneも し くは 内線 電話 機 を接続 す る こと がで き る。 接 続 し

た場 合 は デ ー タセ ッ トを働 かす ため にDataボ タン.を押 さなけ れば な!'ら

な い。

デ ー タセ ッ トを設 置 す る際,別 途BPX回 線 を設 置 す る こ とがで き る。

401Eは 単 方向 通 信 で デ ィ ジ タル ・デ ー タを扱 か い ,パ ラ レル送 信 が 可

一9一
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能 で あ る。 キ ャラ クタ ーの組 合 せ は100通 りあ り,送 信 は20キ ャラ ク タ

ー/秒 ま で の 間 で 行 な う
.従 っ てa'pha--n/ume・r'cco

・de・及 び エ ㌃r・

用 も含 め て特 殊 コー ドの 使 用 が 可 能 で あ る。
　

受 信 側で は 操作 …tt・ ・dも し く恒 ・・a・t⊇ ゴ ㌍ も41く ・9un亘－

ttendの 場 合 で も応答 が 行 な わ れ る。

'

デ ー タ セ ツ'ト402C,402D機 能 概 説 ・'.

vx}

DATA--PHONEth－ ビ ス用 で,通 信 速 度 は 中程 度 で あ る。

∴ ㍍ 、㍍1蕊 瀦 回竺 一ビス'・外廷 局に亘る回線

t台 のデ ータセ ッ トには イ間々`『!回 線 設置す る・ことを勧b
.る。他の施 設を

使肘 鵠 合繊 術的 な面か らの蔽 カミ必 琴 とな る・
∵,

P柳t ・toRointの 伝送 随 用 さ損 噸 は・2,線式で音声醐 醜 でな

けれ ば な らな い。
ノ

DATASPEED5に 使 用 す る場 合 は750キ ャ ラ クタ ー/分 の 通信 速度 で あ'

る・ デ ー タ セ ・ トはa」 即dで もun・1・C・dで も が レ ー
.シ ・、が で き る・

402DATA-PHONEデ ータセ ッ トは パ ラ レル伝 送 が可 能 で あ る。402C

は送 信の み で402Dは 受 信 の み で あ る。

デー タ セ ッ ト6℃IA機 能 概 説

Telesq「'ptT「arn・ ・M'tte`・ 送 受 ⇒Elecs・ ・一一・w・・ter・
,rぞ・・-

mitte「 を 近 遠 距 離 の 電 話 回 綱 に 接 続 で き ・ 両 方 向 通 信 が 可 能 で オ ペ
.レ 三 シ

・ン は 半 二 重 通 信 方 式 で 行 な わ れ る。

'1'"

ア
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デ ー タ セ ッ ト602A機 能 概 説

602A『 は ズ イ ッチ ン グ ・ネ ッ トワ ー ク及 び 専用 回 線で 使 用 で き
,フ ァ ク

シ ミル信 号IZ)FM送 受 信 を行 な うもの で あ る
。'㍑ ・ ㌧、、

ダ ィ:アル ・ネ ッへげ 一 クで フ 。ク シ ミ・噸 器 との イ ヅ ダ ー フ ェイ スで 最 初

に 使 用 され た デ ー タセ ッ トで あ る。

ア ナ ロ グ ・モ ー ドで あ る。

連 結 さ れ た フ ァク シ ミル機 器 の コン トロ ールに よ って,常 時 又 は 一 部 ,

una＼tfe6dの 自動 応 答 が 可能 で あ る

送 信機 と受 信 機 どは一体 で あ るが,同 時 に送 受 信 を行 な う ことは で きな い。

1分 間 ピ10・ ～ ↑6イ ンチ平 方 の送 受 信 が 可能 で あ る。 ・

コ ピ ーは ↑イ シ ヂ当 り80～100行 で あ る。

602AはPh'one-Faxサ ー ビス の602NT&NR・ と類 似 して い るが ,

Phone-Faxの 場 合 は フ ァク シ ミル機 器 は 当社 で提 供 され るもの を使 用 す る
。

デ ー一.一喝タ セ ツ ト603AξB機i能 概 説

603型 医 療 機 器 用 デ ー タセ1ト は,医 療 に必 要 な デ ータの 即時 送 受 信 の

た め に医 学専 門 家 の 要 請 に あわせ て設 計 され て い る。 この デ ー タ ・セ ッ トは

医 療 用 電 子 機 器 に連 結 され,心 電 図 を送 信 す る こ とが で き る。

2種 類 の医 療 用 デ ー タセ ッ トが あ る。

605A送 信 機

605B受 信 機i

送 信 機',、

送 信 機 は603Aデ ー タセ ッ トと電話 回 線 に直 接 接 続 され て い る6個 の ボ 』

タ ン付 白電 話 機 とか らな っ,てい る。 そ して あ るオ ペ レ ーシ ョン方 式 か ら他 の

オ ペ レ ーシ ョン方 式へ と切 替 え るよ うに な って い る。605Aは デ ータ送 信

一1・1一



装 置,reversechanne1受 信装 置,回 線 コ ン トロ ール装 置か ら な り,こ れ

らは 白塗 の金 属 キ ャ ビネ ,ットの 中 に 納 め られて いゐ 。2,5・ ピンの イ ンタ ー フ

ェイ ス連 結 装 置 が キ ャ ビネ ッ トの 裏 に あ り,こ れ に医療 機器 を接 続 す る よ う

に な っ て い る。''"『'一
'

受 信 機

受 信 機 は605Bと 電 話 回線 に直 接 接続 され た6個 の ボ ダソ.付白 電話 とか

ら な って い る。603Bに は 回線 コ ン トロー ル回路,Iimiter,復 調装 置,

テ ス ト及 びrεversechanne1送 信 装 置 か ら な り,こ れ らは白 塗 の 金属 キ ャ

ビネ ッ トに納 め られ てい る。25ピ ソ の イ ン タ ー フ ェイ ス連結 装 置 が キ ャ ビ

ネ ッ トの 裏に あ り,こ れ に医 療 機 器 を接 続 す る よ うに『な って い る。

デ ー タ ・ チ ャ ネ ル 概 説

デ ー タ ・チ ャネ ル は ユ ーザ ー又 は 当社 で 提 供 す る端末 装 置 間の情 報の 伝送

を可 能 にす るもの で あ る。

端 末 装 置 の設 置 は同 一交 換 局 内 で も,他 の 交 換 局 内に 及 ん で もよ い 。従 っ

て チ ャ ネル は ロ ーカ ル ベ ー スで も よ い し,多 局間 ベ ースで も よい。 ユ ーザ ー

の情 報 は ア ナ ログ ない しは デ ィジ タ ル 。デ ー タで あ る。

ア ナ ロ グ ・デ ータ では フ ァク シ ミル,テ レ ラ イ ダ ー,Phono--Fax ,Tele-

script装 置等 を 端末 装 置 とし て使 用 す るご

デ ィジ タル ・デ ー タで は テ レ タ イ プ,IBM,RCA,バ ロ ース… …そ の

他の 会 社 で販売 し てい る端 末 装 置 で 取扱 うこ とが で き る。

チ ャネ ルの サ ー ビス は半 二 重 通 信 方 式,全 二 重通 信 方 式 の いず れ で も可 能

で あ る。

端 末 装 置の設 置場 所 の数 に よ って必 要 な チ ャ ネ ル の本 数 が 決定 され る○

チ ャネ ル は ユ ーザ ニゐ大多 数 め 要求 に応 ず るべ く,各 種 の通 信速 度 を設 け,

・" ,/一'{ゴ2_tt"



い くつ かの スケ ジ ュ ール と タ イプ に分 け られ る。

●

端 末 装 置-・i'ゾiド'ビ1』ll・"

あ る 条 件,が あ る 場 合 に は そ ・の 、チ ャ ネ'ル にDATA-PHONEデ ー タ セ ッ ・トが 必 要

にな る。つ まり端末装置が伝送 す るために変換が必要 な信号を 出す場合には

DATA-PHONEデ ータセ ッ トを 使 用 しな け れ ば な らな い。

又,デ ータ ・チ ャネ ル を使 用 した り,デ ー タ ・ギ ャザ リン グ の ため にス イ

ッチ ン グ ・ネ ッ トワー クを交 互 に 使用 す る場 合 が あ る。 ス イ ッチ ン グ。ネ.ッ ト

ワrク を使 用 す る場 合 は例 え 交 互 に 使 用:す る'だけ で あ っ て もDATA-PHONE
ロ

し
コ コ 　 タ ド

デ 一 夕セ ッ トが 必要 とな る。 い

・Vl ・・1, .・"1三':/1,・i..-
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DATACOM

概 説

DATACOMti-一 ーービ ス は テ レ タ イ プ に よ る メ ッセ ー ジ な ど の 低 速 度 の デ ー'タ

を ロ ーカ ル も し くは 多局 間 に 亘 って 電 話 回線 網 を 使用 しで送 受 信す る与Lビ

スで あ る。 ダ イ アル テ レ タ プ ラィ タ ーで 外 観及 び 操作 はTWXと 同様 で あ る
.

両 方 向通 信 が 可能 で あ る。DATAC(MはTSSコ ン ビ=・,一 夕の端 末 装 置 と して

使 用 す るこ と もで き る し,又1つ のDATACOM端 末 装 置 か ら,他 のDATACON

端 末装 置 ヘ メ ッセ ー ジを送 信す る端 末 装 置 と して も 使用 で"き る。

CALLの 種類 ∵tt・'・

DATACOMは 大 多数 の場 合 ヌイ ッチ ング ネ ッ トウー クを使 用 す る。 従 っ て

この ネ ヅ トワ ー クの 全 て の 共通 のCALL方 式 はDATACOMと 一 緒 に す るこ

とが で き,正 規 の 電 話 サ ー ビス と同様 に扱わ れ る。 例 えば ロ ーカ ル 。コ ール

多局 に亘 る遠距 離 コ ール,オ ペ レ ータ扱 い に よ る遠 距 離 コ ー ル ,通 達 事 項,

修 理,集 金等 は 同 じ手 続 き で 行な わ れ る。

多 国交 換 局 に 亘 る回 線

・多 国交 換 局 内へ のDATACOMサ ー ビス に は何 ら制 限 は ない
。b"t

ぬTS回 線(WideAreaTelephぴneServ'ica)'

この回線 を使用 してDATACOMを 行 な う場合 で も何 ら制 限 ばない。

●

コ ー ド

DATACCMで はASCI「 コー}が 使 用'さ れ る。

通 信 速 度

毎 分100語(110BPR)の ス ピ ー ドに 設 計 され て い る。

_15-_



サ ー ビ ス の 現 状

カナ ダ

このDATACOMサ ー ビスは カ ナダ 全土 に提 供 され てい る。

サ ー ビスの提供 を受 け は 関 連電 話 会 社 の 認 可 が必要 で あ る。

米 国 ・Σ 一 ∀

カ ナダのDATACOM端 末 装置 は米 国 にお け る同様 の 装 置 で あ るな らど れ と

でも接:続 で き る。'

更 に,現 在dataphoneサ ー ビス で テ レダ イブ と交 信 して い るコ ン ピュ ニダ

は スイ ッチ ン グ 。ネ ッ トワー ク を通 じ て カ ナ ダのDATACOM端 末 装 置 と交 信

す る こ とが で き る。

'

電 話 機 の取 り『つ け

タイプ500の グ レ ー の電 話機 を必 要 に 応 じて取 りつ け,音 声 通 信 を行 な

うことが で き る』 これ は 機械 の ス タ ン ドに つ い る棚 に と りつ け る。

AIlswerBack

全 て のDATACOMス テ ー シ ョン に は ユ ー ザ ー判 別 の た め,14キ ャ ラ ク タ ー

の 容 量(Alpha,Nu'mefic,Space>の あ るAnswerBack装 置 が と り つ け ら

れ る。AnswerBackの 配 列 は 業 務 に よ り こ とな る。

イ
,「 、

キ ー ボ ー ド'

DATACOMの キ ー ボ ー ドはTWXや 普 通 の タイプ ライ タ ー と同 様 で あ る。各

キ ーは8レ ベ ルの コ ー ドを 出 す。 キ ー ボ 「,ドの操 作 は専 用 回 線 の テVタ イプ
ト ド ヘ

ラ イ ター の キ ーボ ー ドの 操 作 とは異 な る。

"t
_1'6一
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パ リテ ィ 。 キ ー ボ ー ド

DATAC(M端 末 装 置 に はParityも し くはNonParityの い ず れ か の キ ー ボ

ー ドを と りつ け る
。 各 々、別 個.のU・S.0・Cコ ・一一・・ド'をも っ て い る 。 ・":'"

パ リ テ ィ ●キ ー ボ ー ドは コ ー ドの 組 合 せ に よ
っ てMarrkか らSpaceへ8番 目

の レ ベ ル で ピ ッ トが か わ る。 こ う
.Uて 偶 数parityが 作 られ る68番 目 の レ

ベ ル にMarkやSpaceを 入 れ ・る・ご .と・{二よ り↓Ut－ ノレめ 合 計 数 は常 七二偶 数 と 『な/る。

,『`,… 』『▽ 珪・

NO.35 .PSRl,.・,.t'E'㌧,

33P 、S .R(P・g・Send・ndReceive)は 通 常 オ ペ レ ー シ 。ン を 安 易{=・

す る よ う に 高 さ を 合 わ せ るべ く ス タ ソ・ドに の せ る。 ス タ ン ドに は 電 話 回 線 の

オ ペ レ ー シ ョン に 必 要 な デ ー タ セ ッ トも 取 り つ け て あ る 。DATACOM端 末 装

置 の ス タ ン ドに つ い て い る棚 は 電 話 機 を 設 置 で き る よ うに し て あ る 。

NO.33ASR

53今
.㌍,(ぺ ・・m・ …S・ ・d・ ・g・ndRece・ …gT・1・ ・yp・w・ ・…)

は 比 較 的 単 純 な 警 自動 的"業 務 用 に設 計 され て い る
。 コ ン ソ ー ル の 左 側 に つ

い そ い ・る 紙 テ ー プ 。 り 一 ダ ー ,紙 テ ー プ ・パ ン チ を 除 け ばNO.PSRと 似 た 外 観

で あ る 。
..'、'・t'"・f;t.

NO:"55PSR
、tt.t.tt∵ ・t・ ・.・ ・1

55PSRはNO33PSRで は 必 要 な 機 能 を 提 供 で き な い 時 に 用 い ら れ9…

る も の で あ る 。 装 置 の キ ャ ビ ネ ッ ト は 金 属 でNO.33PSRと 外 観 が 似 て い

るO争 ㌦・

設 置 及 び 取 り つ け_・ … 、、∵ ㍑

装 置 は オ ペ レ ー シ ョン し易 い高 さ の 台 に 置 か れ る 。ス タ ・ン㊦ に は 電 話 回 線'

網 を 使 用 す る時 に必 要 な デ ー タ セ ッ トが と り つ け られ る。

35PSRを の せ るテ ー ブ ル は 装 置 の 一 部 と し て は 提 供 され な い
。DATACOM

-17-・.,1・ 、



端 末 装 置 に あ る棚 は 電 話 機 を支 え る よ うに な っ て い る 。

NO.35ASR: ..、1 .・;・ 、

NO35ASR lは 紙 テ ー プ 伝 送 業 務 に 使 用 され る 。 ∵-1… ∵i

紙 テ ー プ の フ ィTド はfrictignfeedSproket・feedの い ず れ が で あ る 。

こ の 装 置 に は又,,、 固 定 のgate,singlecontact・ ・taper・eader,repert-

v・atorが つ いて い る。 この 点 でNO.28AST-Mode19に 似 て い る 。

こ の 装 置 は 次 の 機 能 を も つ 。

1・.8チ ャ ネ ル 紙 テ ー プ の 作 成

(ペ ー ジ ごコ ピ ー を 作 ら な い 」'

2.キ ー ボ 三 、ドか ら の オ ン ラ イ ン 伝 送 と同 時 に8チ ャ ン ネ ル 紙 テ ー プ の

作 成 。.、.、.tt

5・ キ ー ボ ー ト伝 送

4.自 動 テ ー プ 伝 送

送 受 信 デ ー タ の ベ ージ ・コ ピ ー と 紙 テ ー プ ・コ ピ ー を 作 成 す る 。

機 器 の 主 要 部 はCallCOntrOlunit,キ ーボード,デ ータ セ1ト 印 字 装 置,

電 話 機,紙 テ7プ 。 り一 ダ ーt紙 テ ープ 。パ ン チで あ る 。

ぷ
callcontrolunitと デ ー タ セ ッ ト に つ い て い て はStationEquiP-

mentCornmontoallMachines"に 述 さ れ て い る も の と 同 様 で あ る 。

ρ

」

適応業務

DATACOMサ ー ビス の最 初 の業 務 は ユ ーザ ーが 自分 の コ ン ピ ュー タをTSS

ベ ースで 使 用 す る こ とで あろ う。 市場 が 発 展 す る`二従 っ て一 般 的 と な り,購

販売,経 営 管理 機 能 の分 散 等 の 交 互通 信 が必 要 な適 応業 務 が 取 り扱 わ れ る よ

うに な る。.、 ㍉

ユ ーザ ーの 利益 、,、 、 、
cx',t

DATAC()Mは そ の 操 作 の 容 易 さ,電 話 回 線 網 の 適 合 性,8・ 単 位 のASCIIコ'

一_18_
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v

－ ド・低 価 格等 の 故 に コ ン ピ ュー タの端 末 装置 とし て理想 的 で あ る。

DATASPEED

概 説

DATASPEEDサ ー ビス は高 速 の5 ,6,7,8単 位 紙 テ ー プの 法送 用 に設 計 され

て い る 紙 テ ープが読 まれ,デ ータ は電話 用 設備 を通 じて毎 分1 ,050ワ ー

ドの速 度 で 送 信 され,受 信 側 で再 生 され る。

この サ ー ビス は ロー・カ ル局 内1も し くは 多局 間の長 距離 電 話 回 線網 ,専 用

回 線,interco1耐unicationline,外 国交換 局 に亘 る回線 ,WATS回 線

や1ti・e-t「unkの よ うな諸 設 備 を通 じて 提 供 され るサ ー ビスで あ る。

上記 いず れの 場合 で もDATA--PHONEデ ー タセ ッ トは各 設 置場 所 に必 要とな

る。 デ ー タセ ッ ト202Aも し くは202C2が 使 用 され る。 両 方 向通 信 が

可 能 で あ り,1台 の デ ー タセ ッ トが 紙 テ ープ 送信機 と紙 テ ープ 受 信機 の 両 方

に接 続 で き る。1枚 の パ ネ ルが提 供 され ,左 側 に置 かれ る デ ー タ セ ッ トの カ

バ ー とす る。

ス タ ン ダ ー ド ・サ ー ビス プ イ プ ・2と 呼 ば れ る －eg5,6 ,7,8pt{sZの ・・ず れ

の規 格 に も調 整 す るこ とが で き る。L

DATASPEED装 置 は2つ の 基本 ユ ニ ッか ら成 づーてい る。 即 ち↓ 紙 テ ープ送

信 機 と紙 テープ受 信機 で あ る。送 信 機 は完 全 に穿 孔 され て い る紙 テ ープ も し

くはchadlessテ プ を読 み と る。受 信 機 は 穿孔 テ ープ を作 成 す る。

●

機 能

AutomaticAnswer

ま ず 基 本 と し てDATASPEEDシ ス テ ム で は 受 信 側 で の みautom、tic'

answerが 可 能 で あ る 。 こ の 機 能 が 働 く時Vま 受 信 機 は 自動 的 に 始 動 し
,紙 テ

ー プ の 再 生 を 行 な い
,メ ッセ 』 ジ の終 りで 紙 テ ー プ を 切 り と る 。・
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コン トロ ール ・ユ ニ ッ ト

この ユニ ッ トは 送 信 機 と受 信機 を操作 す る時 に 使用 され,デ ータ セ ッ トの

右側 に あ る。

操作 一手 動Answe「

送 信 機

受 信 機

送 信の 終 りは受 信機 と受 信 機 に次 の ど れ か に よ って 示 され る。

1.あ らか じめ決 め られ た テ ープ 上 の パ タ ーン で送 信 終 了 を示 す 。

2.送 信 中 の短 い 休 止で 示 す 。望 む な らぽ そ の 後 通 話 モ ー ドに で きる し,又

接 続 を とめ る こ ともで き る。

DATASPEEDの 休 止 は送 信,受 信 ス テ ー シ ョン共 に次 の方 法 で 行 なわ れ る。

デ ータセ ッ トのTALKボ タン を押 し,hand-setを もち あげ る。 こ こで

休 止 す る。 そ の 他 のlt;タ ンはNorrha1に も ど る。

AutomaticAnswer

DATASPEED受 信機 はデ ー タ セ ッ'トのAUTOボ タ ン を押 し,紙 テ ープ をセッ

トして お く ことに よ ってautomaticansmerを 行 な う こ とが で き る。受 信

機 の この状 態 で 入 って き た コ ール は デ ー タセ ッ トをDATAモ ー ドに し,モ ニ

タ ニを始 動 させ る。answerback符 号 が送 信機 に送 出 され,受 信機 が デ ー

タ を受 信 で き る状 態 で あ るこ とを 示す 。送 信機 か らの最 初 の コール は手動 で

行 な う必 要 が あ る。

DATASPEED5

直

D

㎡

概 説

DATASTEED5は 中 速Q5・6・7・8単 位 紙 テ ー プO伝 送 用 に 設 計 さ れ て い る 。

DATASPEED5は 穿 孔 さ れ た 紙 テ ー プ を 毎 分750語 で 送 受 信 す る。

ネ イ'ッ チ ソ グ 。ネ ッ トワ ー ク,専 用一回 線;デ ー タ ・チ ャ ネ ル の 設 備 を 通 じ
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て サ ー ビス され る。

DATAPHONEデ ータセ ッFの402Cは 各 送 信 機 に必 要で あ り
,客 送 信 機

に はDATA-PHONEデ ー タ セ ッ トの402Dが 必 要 で あ る。

DAT∧呼D送r5A ・5Cは 完全に郷 〔 町 一プ ・もしくは

chad!ess紙 ‥ ア を 読 み 取 り 送{言 す る
・

受 信 機 の5Bは 穿 孔 紙 テ ー プ を 再 生 す る 。

・(

・し1」 ・1、",
.:・

・ ・1'い ・《{二 、,一,

機 能

DATASPEED5A送 信 機 は2つ の ユ ニ ッ トか ら成 る
。

すなわち ・プ ブ・レ上 嘩 齢 れ る・パ 烈 な紙 テープ ・戸 ダ一瞬 源

及び コン トロー・同齢 蝉 のユニ ・ ト掌 る
、rテ ブ吸 びス タン ドはS

A活 機の1部 で⊇ ・・.402Cデ 三夕㌧ 、トが必要であ る・紙㌃ 捲

き取 り 装 置 及 び 巻 き 戻 し 装 置 は5Aに は つ い て い な い 。

5C送1言 機 はDATASPEED2と 同 様 ,床 に 設 置 さ れ た キ ャ ビ ネ ッ トの 中 に 納

め られ る 。 キ ャ ビ ネ に は デ ー タ セ ツ .トttO2C.s紙 テ ー プ リ ー ダ ー 及 び 電 源

用の臓 が収め られ ている・ ‥ プ舗 取 り ・詩 戻 し鑓 酬 ・・ており ・

y-一 ル はDATAS四ED標 準 り⇒ ヒが使 わ れ て い る。

`暖 信機 即A皿SPEED2銅 様 ・床1・設齢 れ たキ・ビネ・・収 納 され

てV'る.デ 三夕⑭ の402Dが 瀕 で ある・新 い'型 の紙 ㌃ ㍗ チ

(DRPE)で オ ペ レ ー シ ョン の 面 で 改 良 さ れ て い る。

オ プ シ ョン機 能

・「eYersr・h・nne1:こ の継 ↓よ回畦 鎚 をFた し塒 泊 動的{蹴

旬 年 な預 能で あ る 。そ して・ オペ レーター は随意に伝送 オベ ‥ シ ・

ソ印 止す,6eと ができ る・ この織 を働 力'顧 ため ・・は
iDATATpH6)IEテ ソ

タ セ ッ ト402C2と402D2と が 必 要 で あ る。
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Una七 七endedService-一 、、一

,・,. '.レ ㍑ ・uΨ

ぷ ご繊 能はデータセ・トの自動応答離 に離 して働く鯉 である・送信

機も受信機も入って傾 →レ`二対口r郵 答ができ舛 鱒 熱 きる・

パζの機能によって送信機 として は当該受信 装置以外 のステー シ ランに デ一夕
コト

ア ロ ニ

を送信 しない よ う賭 す る ことができる・とのため・二・ぶ 頚 髄 受 繊 も

あ る種の判別機能 をもち合 わしていなければ ならない。受信機のcharacter

g号neratogrはDATA-PHONEデ ー タ セ ッ トのanswerbackチ ャ ネ ル を通 じ

て,送 信 機 の判 別 装 置 に 対 し て14ヒ ラ トの特 殊 パ タ ー ン を 送 信 す る。

こ の 機 能 は 送 信 機 が 正 規 の 受 信 機 か ら,コ ー ル ・バ ッ ク さ れ て い る か を 判

定 す るの ・二役立 つ ・1ユ ー ザ ーの ・ha「acte'gene「a!o「 も送{譲 剛 吊り

鑓 も同一 の ビ ・ ト ・鋤 ・LWお パ 池 の ユ ニザ ニに割 当 て たe・,.t,トパ
ゾ

:三き;㌻1:鷲 ㌶三鷹 雛描 蕊
は考 え られ な いか らで あ る。

高

●

Break機 能

gpattendedサ ー ビ ス のr,eVersechanne1に よ っ て.も し 回 路 の 欠 陥
.1「1

な い しは受 信 機オ ペ レー ター の 操作 に よ って 信号 消 失 事 態 が 生 じ た場 合 は 伝

送 が 中止 され る。 こあ事 態 の場 合 は1送 信 中にreversechannelを 通 じて

紙 テ ープ リー ダ ーのre㎡ote始 動 やrembteス ト ップ がで きな くな る』

送信機の送信準備が整 ってい ない

〆 、1、

無 人 オ ペ レ ーシ ョン申,送 信 機 の り一ダ ー ・ス イ ッチ がRUNに な って い な

い とか,テ ープが セ ッ トされ て い な い とか.テ ープ が もつ れ て い る時.コ 」

ル を受 け ても無 視 ず る。 送 信 中 に この事 態 が発生 す ると50秒 後 に機 械 は止

ま る ・ 一

、1・

「17r)い 』

`
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頃

Unattended受 信 ス テ ー シ'ソ
,一}

AUTOキ ー を 押 す こ と に よ って 受 信 機 をunattend状 態 に す る こ と が で きる
。.

受 けた 　 ル`二対 しては・ しか るべ き信鱒 送 し熟 す る・信 号は送 信ス

テ ー シ"ン の オペ レ ータ に音 で答 え1こ あ音 を聞 い て送 信 機の 操 作 を始 め る
。

送 信 機 の オ ペ レー タが接 続 を 断 っ た場合 受 信機 はす ぐに接 続 を切 られ るが
,

受 信 機 がcalledPartycontrolの も とで 接 続 され て…い る場合 は30秒 の

タイ ム ・ア ウ トの後 接続 が 切 れ るg㍑ 」訟 こ

、
,,,1猷 ・'

受 信 機 の 受 信 準 備 が 整 っ て い な い .,1、7　 オ'S
'け ← 一`'噺 ・

、

・ 、..'c't.'`:'/is'L':1't

受 信 機 がunattendで 作 動 中 は,パ ンチ速 度 の タ イ ミン グ が お か しい場 合

は,受 け た コール に対 し ては無 視 す る。 しか し次 の コ ールを受 け な い訳 で は

な い・ オ プシ ョン と して・ この状 態
、`…な3タ 場 合 受 け た ・ → レ・・対 して は

bUsyど じて取 り扱 う こ とが で きる。 このL機能 は受 信専 用 回線 で数 台 の受 信

機 が グル ニプ接 続 され て い る時使 用 す るオプ シ ョン で あ る。

送受信機の組 み合 わせ

送受信編 方酷 ち合わせるため・・体 ρ回線・・鵜 機,蹄 機の両方を

接 続 す る こ と が でLきる9送 ・受信 オペ レ ーシ ョンの 選 択 は手 動 で 行 な われ ,

ど ち らの デ ー タセ ッ トと回 線 とを接 続 す るか に よっ て 決め る。 この選 択 の た

め 受 信 機 ・・つ ・・て ・・る・E迫 キ ー操 作 し,、 。2Dデ ー タtセ,。,、、の)V.一

回路 で猷 され るバ うす る と送 信 ス テ ーシ 。ン,醍 駆 テ 「シ 。ソ,又

は そ の逆 を行 な う こ とが で き る。

●

適 応 業務

DATASPEED5は 緊急 処 理情 報 の 量 が テ レ タイ プ やT塀Kサ ー ビスの毎 分 瞬

100語 よ りも多 いが,DATASPEED2の 如 く多量 に必 要 で な いユ・一ザ_の

ため に 開発 さ れ て い る。DATASPEED5は 上 記 両者 の 中間 に あ.たる毎 分750

語 の伝 送 が 可 能 で,5,6,7,8単 位 の 紙 テ ー プの伝送 を行 な う サ ー ビスで あ る。
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こ の サ ー ビ ス は デ ー タ ギ ャ ザ リ ン グ の シ ス テ ム で 送 信 ス テ ー シ ョ ン が 沢 山 あ

り,受 信 ス テ ー シ ・ソ がtケ 所 で あ る よ う な 業 務 に 最 適 で あ る 。tt.・、t。

=・tii…":・V・ ・tt、 ㌧1:・ ・t・tパ ・ザ/

バ ・;,'L・'・ ・'・1 ,..-

DATASPEED]i)RIN工ER)"「'tt't':

概 説 い ㌻ ・"':ご ・㌘ぷ ・

こ の プ リ ン タ は 中 程 度 め 速 度 で,シ リ ア ル'・ ・プ リ ン タ ー で あ り,一 打 一 字

の 装 置 で あ る 。DATASPEED2の 送 。 受 信 機 ど 連 動 可 能 で モ ニ タ ー も と る こ

とが で き る・ 又 プ リ"蝉 独`二 醜 し・ デ ー 叉 ・ ト202Cも し くは

202Dを 使用 して当社が提供 す る音 声帯域回線 と結ぶ ことがで き る。

機 能"≒

1分 間1050語 の ス ピー ドで作 動 す る。 ロー ル ペ ー パ ーの 規 格 は 巾8.5

イ シ ヂ,直 径5イ ンチで あ る。 この 装 置 は静 電 ス ク リーンを 使 用 し て イン ク

の直 接接 触 を 避 け て い るの で 音 は静 か で あ る。'作動 す る部 分 は わず に ロ ー ル

ペ ーパ ーの 紙 送 りメ カ とイ ン ク 。ポ ンプ だけ で あ る。

イ ン クの容 量 と して は印字1200時 間 分 で,そ の提 供 は当 社 が 行 な う。

この プ リンタの コ ー ド及 び 活 字 はASCII(67)も し くは5単 位 コー ドで

あ る。1行 に は80文 字 の印 字 が 可 能 で あ る。"◎改 行ssは 自動 的 に行 なわ れ

る。81番 目の キ ャ ラ ク タ ーは印 字 しな い し,又82番 目の キャ ラ ク タ ーは

受 信iデー タ'中にCR/LFIiー ドが な'い限 り消 え て な くな る。 タブ は スペ ー

ス コー ドも し くはHTコ ー ドに よ っ て行 な わ れ る。

標 準 ス テ ー シ ョン

受 信 専 用DATASPEEDプ リ ン タ は 次 の4つ の 構 成 を と る こ とが で き る 。 各

構 成 の コ ー ト体 型 ぽ 分 プ シ ョン で あ る♂

1.プ リ ン タ と 当 社 が 提 供 す る デ ー タ セ ッ ト

2.DATASPEED2の 送 信 機 と連 動 させ た 構 成t・ttt:.、
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●

5.DATASPEED2の 受 信機 と連 動 させ た構 成

4・DATASPEBD .2の 送 信機,・受 信機 との組 み合 わせ に よ る構 成

DATASPEEDの 紙 テ ープ 機器 と連 動 して使 用 す る場 合 は,単 独 で 構 成 す る

場 合 と異 な り2～3の モ ー ドが あ る、。モ ー ドはセ レク タ ー ・ろイごッチで行 な'

い・ 紙 テ ープ 関係 の み,紙 テ ープ とプ リシ タ'プ リン タの み ,,あ る い は ロ ー

カ ル ・モ ー ドで の紙 テ ープ読 取 りプ リン トが あ る。』

標 準 オ プ シ ・ソ とし て上記4つ の 構 成 を 可 能 に す るため3つ の ざY"ケ ー

ブ ル ・キ ッ トがあ る 。 この キ ッ トに1よ っ てDATASPEED2で 使 用 す・るデ_タ

セ シ トが使 用 で き る よ うに して あ るご'

"t今 迄 の 経 験 か ら
,4つ の 構 成 以 外 も考 え られ て きて い る。 例 え ば,750語/分

で あ るとか1000語/分 の オペ レ ーシ ョンが で き る システ ム で あ る とか,特

殊 ビ ッ トパ ダ ー・ンの作 成等 で あ る。

'

操 作,・.、

コ ー・ル に 対 し て は 自・動 応 答,手 動 応 答 の いず れ で も よ い 。

DATASPEED .の 紙 テ ー プ 機 械 と連 動 し て プ リ ン タを 使 用 し て し・.る場 合 は,

全 体 の コ ン トロ ー ル と し て はDATASPEED端 末 装 置 が こ れ を 行 な い プ リ ン タ

はSlaveユ ニ ッ トとして取1)扱 わ れ る・従 つ 下 ㌃ ㌘ ジ トは紙 テ ープ

機器 で 使 用.す るもの が採 用 され る。'コ ール の始 動 と終 結 はDATASPEED紙 テ

ープ機 器 の 場 合 に準 ず る。
い ↑.・∫

適 応業 務 .'い.

現 在DATASPEEDサ ービ スの ユ ー ザ ーは このDATASPEEDプ リン タに 魅力 を

感 ず るで あ ろ う。適 応 す る分 野 と して は教 育 界,放 送界,百 貨店,製 造部 門

あ るい はTSSオ ペ レ ーシ ョン等 で あろ う。 、 〔・}、、

情 報 検 索 及 びそ の ス .イ,・や下 パ ジクの 分 野 に お い て も潜 在需 要 が あ るだろ …う。

,・1
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lrr.ltl"`

MI ,LT工COMSERV工CE

・1::{'…〆ノ ・1』'

序 ㌻ パ ー'∵ 口 、一 … ぽ ・・べ

.r・ 、1・・kh//t・ ・い 」

㌻ 頚 サービぎ暗 声 醜 データ伝送ト ビスの総称名である・`

,㌫ 卿LTICOMサ ービスはスイ・チy「 のベースに立ちほ 山のサゴ ス離
t'一

が あ り,tそ の 通 信 速 度 も2,400BPSか ら50KBPSま で あ る ぴ,"1"'一"

こρ ヅ ー ビス はTr・n・-C・n・d・T・1・ph・ ・eS・ ・temと 裁 ち れ・ 種 々

商 信 巖 で,料 熱 、.』as唄U鴫 ・(醐 使用 料 金方 式 〉方 式 を採
ヒや 　ミ

シ くロ 　

吊 して い る 。

い'概 説

ゴ|

閲JLTICOM_HIGHSPEEDは 端 末 機 器 か らデ ィ ジ タ ル ・デ ー タ を シ リア ル

で 受 信 し,ス イ ッチ ン グ ・ネ ッ トワ ー ク を 通 じ て 受 信 ス テ ー シ ョン に デ ー タ

送信 殉 な うもので ある・ステ⇒ ・ン鑓 ・二は賠 声 チ・ネルの提供 も含

ま れ て レ・ゐ 。.・ 、 一・ ・

ス テ ー シ ・ ン は 次 の 構 成 と な る ・ …'・ ・'L

㌧ 二1礁 ・ひqデ ニー ・ト:〆 』
1
:一.8.、0・4.今7補 助 デ ー タ セ ッ ト

_∴ ・,θ・06B7補 助 デ ータセ ・ ト"∴
1_107ANス ピ ー カ'^'

設 置 は ユ ー ザ ー の 構 内 に お か れ,端 末 装 置 とMULTIC(M伝 送 サ ー ビス との

イ ン タ ー フ ェ イ ス を と る㊨

　さハ
基本サービス ,.∵'

翫 、G。 。UPぬ8KBSも し くは5・KB9の 通 信速 度

HALFGROUP∴8
、2・KBSρ 輝 速 度

注:ス テ ー シ ョン間 の サ ー ビス を受 け るには 両 ステ ー シ ョン共同 一グ

ル ープ の ス テ ー シ ョン で な け れ ば な ら な い 。

-26一
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●

●

ぷ バ^

基 本 機 能.._ぼ, ,_一 い ○ ・ 川:パ'一
し

通 信 速 度 ㌶ ‥ バ 白 …=「 イ

.1,'1,,、 ・ 、一 照 ・IKIBミ ・'1・v・"'蝉1'''"・i':"

、・4・ αβ・甲 一 町'"「1∵

50KBS

.い つ:

.、a.t{.gpd.ed.も し く はunattendedオ ペ レ ー シ ョ ン

全 二 重 通 信 方 式'''"いt

,1 『'、it::?

デ ータの送 受信は同時 に行なわれ る♂'

音 鱒 絡 ∵.㍑ ㍉ 「 ・冷

音 声チ ャネ ルは別個 に設 け られてお り,音 声 とデ ー タを同時 に送 信
ト 　く

できる・'"

VoiceRecal1

オペ レ ー タが遠 隔地 の オ ペレ ータ に対 して あ る信 号 を送 り,デ ー タ伝送 を

防げ るこ とな く,音 声 応 答 を行 な い た い時 の機 能 で,チ ャ'ネル は音 声 チ 尋 ル

を使 用す る。"

LOcalTest

ユ ーザ ーが 端末 装置 とMULTICOMス テ ー シ ョン間の イ ン タ
.フェ イ スを テ ス

トした い時 行 な い,端 末 装 置か らデ ー タを送 出 し,同 じ端 末 装 置 の 受 信部 分

で デ ー タ授 信 ず る・ これ1二 よ っ て 輌ITCO畔 ㌃ シ・ヨ、.1.-eee末鑓 との

テ ス ト を 行 な う こ と が で き る 。

R。.m。t。 、Test・ ・パ ーi'""!+'1'・:'"甘

肌ITIC・Mス テ ー戸 ン及 び伝送 サ ービス施設 の1タス トは歳 話全社 の
.-1竃

テ ス ト ・セ ン タ ーか ら 遠 隔 デ ス トが で き る。

^
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ユ ーザ ーの利 益

融通惟 一他 のMULICOMユ ーザ ーヘ デ 一 夕の伝 送 が 可 能

高 速惟 一通 信 速 度 は50KBSま で可 能

低 廉 一使用 した時 間 分 だけ の料 金 の 支払 で よ く,時 間 は最 少6秒 で 分

単 位 で 計 算 され る。 基 本 サ ー ビス 及 びそ の装 置 に つ い ては月 間

の基 本 料 金 が定 め られ てい る。

Recal1・-MULTICOMス テ ーシ ョン に は音 声 又 は 信 号 に よ る リコ ール ・チ

ャネ ルが 準備 され てい る。

TOUCH-TONE-Callin,9.!1

一速 く,効 率 よ く,し か も簡 単 に呼 び 出 す こ とが で き る。

音 声 連絡 .・ 、一、'・、'㌧"

-MULTICOMに は音 声 連 絡用 に別個 の チ ャネ ルが準 備 され て い る。

.1・□"＼'

適 応 業 務

集 中 フ ァイ ル 検 索

受 注 業 務 の 集 中 化

コ ン ピ ュ ー タ 。バ ック ア ップ

●

フ ン ピ ー ー タ聾 の 殉 '・

デ ー タ ・コ レ ク シ ョ ン

TSSに お け る 使 用

デ ー タ伝 送 の た め の タ ッ チ ・,トー ン.

タッ チCト ー ン装 置 はデ ータ通 信 システ ム の 中 セ簡 易 な デ ー タ ・イ ンプ ッ

ト手 法 と して効 率 よ く使 用 す る こ とがで き る。.タ ッチ ・ トーン{熱 ま末 端 同志

を信 号 に よ っ て連 結 す る働 きが あ るた めに,ユ ーザ ーに簡 便で 循 廉 な デ ータ

蹄 二r≡ 提供することができる:

、㌧tし ・ ある働 」限はある.そ れ

→

'
〉



は どの 地 域 で で も 利 用 で き る訳 で な い こ と と
,ス タ ン ダ ー ドの タ ッチ ・ トー

ンは10個 の ボ タ ン しか つ い て い な い こ と で あ る 。 こ の2つ の 制 限 に つ い て

は12個 ボ タ ン 付 あ タ ッ チ ・ トー ン を 提 供 す る こ と に よ っ て 克 服 す る こ とが

で き る。

・、、1'i乱 ・.・.1'、1・ll.:,・

送 信 ス テ_シ 。シ"∵

当 初 イ ン プ ッ ト ・ス テ ー シ'9ソ っ ま り 送 信 機 と し て2つ の タイ プ が 標 準 化

され よ う と し そ し∵る。'㌧ 唱'〆

{a}12ボ タ ン の パ ッ ト ・タ イ プ の タ ッ チ ・ トー ン

個12ボ タ シ の カ ー ド ・ダ イ ア ラ ー'■ タ イ プの タ ッチ ・ ・ト ー ン

この2つ は,ダ イ ア ル 式 の 単 線 電 話,'プ ッ シ ュ ・ホー ン,ea11.d・trect◎r

ＬE接 続 して使 用
で き る し1:1:ある い:はBPXの 内線 と して 設 置す る こ とが で き る

と考 え られ る。受 信 ス テ 」i}シsヨソで デ 一夕セ ヅ トの401Fを 使 用 して い る

場合 は,送 信 スデ ーシ ョンで は あ る特 別 な機 能 を必 要 とす る 。送 信 ステ ーシ

ョンで は デ ー タセ ッ トを 必 要 としな い。 ・

受 信 ス テ ー シ ョン

受 信 ス テ ー シ ョン と ぽ 当 社 の デ ー ダ セ ッ ト401Fと 接 続 さ れ た 端 末 装 置

(テ レ タ イ プ,カ ー ドパ ン チ,コ ン ピ ュ ー タ)で あ る 。 当 社 の デ 一 夕 セ ジ ト

で あ る シ リ ニ ズ405は こ の タ ッ チ ・'ト ー ン サ ー ビ ス 用 と し て 標 準 化 され て

ゆ く動 き に あ る。

オ ペ レ ー シ ョン はattendも し くはunattendど ち ら も行 な う こ とが で き

る.大 抵 の 場 合 受 信 ス テ ー シ ョ'ン で は コ ー ド変 換 装 置 が 必 要 と な る。
●

`

諸 機能

デ ー タ通 信 に タ ッチ 。 トソ を使 用す る場 合 は以 下 に示 す諸 機能 を考 慮 しな

け れ ば な らな い。

・12ボ タンの タ ッチ ・ トーン ・パ ッ ト

ー29一



・T2ボ タンの タ ッチ 。 トーン ・カ ー ドダ イ ア ラ ー とダ イ ア ル及 び イ ソデ

ッグス ・カー ド

・受 信 ステ ー シ ョン で デ ー タセ ッ ト401Fを 使 用 して い る時 の み特 殊 機

能 を必 要 とす る 。そ の機 能 は 送 信 ス テ ー シ ョンの 送 信 機 を切 り離 し,デ

ー タ送 信 中 は"通 話 不 可"の 機能 を発 揮 す る。
ノ

・回線 上の種 々の多重現象 を取 り除 くことにつ いては別 途考慮 し調整す

るの が望 ましい 。

・受 信 ステ ーシ ョン で デ ータセ ッ トが 必要 な場 合 は 当 初401F型 を使

用 し,終 局的 には403が 設 置 され る。

・大 低 の場 合 受 信 ス テ ーシ ョン では コ ー ド変 換 装置 を 必要 とす る。 これ

に よ り2/8タ ッチ ・ トーン コ ー ドをASCIξBAUDO'IHOLLERITH

'一 ドに変熱 る・ コソピー一夕 とオンライ ンで接繊 ㌍ 場 合に

は ・一 ド変 換 装 置 を必 要 と しない時 が あ る.

デ ー タ通 信 の ため の タ ッチ 。 トーンは カ ナダ では 専 用 回線 及 び スイ ッチ ン

グ ・ネ ッ トワ ーク の いず れで も可能 で当 社 の音 声 帯域 サ ー ビ スで あれば 連 結

可 能 で あ る。 米 国 で は ス イ ッチ ン グ ・ネ ッ トワ ー クでの み利 用 す るこ とがで

き る。'

そ の 他 考慮 す べ き ポイ ン ト

タ・チ ●トー∵ ‥ ビスrた め`二は批 呼 応撒 壊 に鍼 れ てし'
.

るが,あ る種 の 適 応 業 務 に 》ういて は最 初 に予 定 し,予 想 した シ ステム よ りも

得 て して 複雑 に な る場 合 が あ る。 タ イム ア ウ トの時 間 が長 く必 要 に な った り, 、

鵜 データを取扱 う機器で アルフ ァ ●デ ータを取 吸 い熱 ζち 可変長の

デ ータ を取扱 うな どの 要 素 は,こ の サ ー ビス を受 け る前 に種 々検討 を加 え な

け れ ば な らな い・ 全 ての 設 置 に つ し'て云垣 こ
、と、⑰ るカ㍉ 各 ス テ ー シ ・ソ

には電 話 機 が必 要 で あ る。
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適 応 業 務

以 下 に この サ ー ビスの 典型 的 な アプ リケ ーシ ョンを あ げ る。

一 ビ リン グ業 務 の集 中化

一セ ー ルスマ ンの 自 宅 か ら直接 イ ンプ ッ トされた 受 注 メ モ を集 中 処理 す る

シ ス テ ム

ー製 造 部 オペ レ ー シ ョンで の 労働 時 間 及 び時 間 単価 の イ ン プ ッ ト,材 料 手

配,製 造 スケ ジュ ール及 び ス テ ータ ス 。レポ ー ト専

一金 融 機関 で の テ ラ ー オペ レ ーシ ョン に;

低 当物 件 の チ ェ ック,貸 付 勘 定で の 利 用,関 連 預 金 の チ ェ ック等

一局 外者 か らの 照 会 に 対 す る応答

ユ ーザ ーの利 益

通 常の 電話 機 を デ ムタ 通 信 シス テム での イ ンプ ッ ト装置 と して使 用 す る場

合 には 数 多 くの利 点 が あ る。

一広 範 囲 にわ た って利 用 す る こ とが で きる。

一簡 易 さ と操 作 の 容 易 惟

一低 廉 等 々

傘
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デー タ伝送 サー ビス

現 在 と将 来

データ伝送サー ビスに関する一癖 金体系



`

'L㍍
li"li t・・㍑tt・ 一 ・ ・(× ・

・.}`㌧ イ

デ 一 夕 伝 送 に 関 す る 協 定 ・

14u・えit..s{Ll-]・

4650項 総 則 .,i・ 、.,川,

当 社 忙 同 一 交 換 局 内 及 び 多 局 間 サ ー ビ スで あ っ て も 以下 に 示 す デ ー タ送 受

信 の た め に デ ー タ伝 送 サ ー ビ ス を提 供 す るも の とす る。

(alデ ー タ伝 送 の た め の チ ャネ ル ー466。O、 項 参 照
,へ,

㈹ 端 末 デ ー タ セ ッ ト装 置4670項 参 照'

{c}デ ー タ 伝 送 に 関 す る施 設 サ ー ビス と シ ス テ ム ・サ ーーービ ス

4680項 参 照

4660項 デ ータ伝 送 のた め の チ ャネ ル

1.総 則

㈲ 当社 は 同一 交 換 局 内 及 び 多局間 で の デ ー タ 伝送 の た め チ ャ ネル を り一

スす るもの とす る。 リースを受 け る者 は この チ ャネ ルに 装 置 を接 続 で

き る し,あ る いは 当社 か ら しか るべ き装 置の リースを 受 け る こ とが で

き る。

(b}

2.伝 送 は単 方 向 通 信,両 方 向 通 信,及 び両方 向 同 時 通 信 の いず れで もよ い。

5.直流交信及 びベル交信は設 置設備にその機能が あれば付加料金は課せ ら

れない。 しか しある程の工事が必要な場 ぱ 、:その状態によ り別途料金が

課 せ られ る・ ・ パ

4・チ ャ ネ ル は 以 下 の ス ケ ジ ュ ー ルgも とで リー ス さ れ る。

ス ケ ジ ュ ー ル1・ ・-45BPSテ レ タ イ プ ・ サ ー ビ ス に 準 じ た チ ャネ ル

ス ケ ジ ュ ー ル2-55BPSテ レ タ イ プ 。サ ー ビ ス に 準 じ た チ ャ ネ ル

ス ケ ジ ュ ー ル3-75BPSテ レ タ イ プ ・サ ー ビ ス に 準 じ た チ ャ ネ ル

ス ケ ジ ュ ー ル4一 音 声 帯 域 の た め に 準 備 さ れ た チ ャネ ル に 準 ず るチ ャ ネ

ル 。 伝 送 の 規 格 が ユ ー ザ ーの 要 求 す る も の と合 致 し な
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い場 合 には,デ ー タのdelayと 損 消 を考 慮 したチ ャネ

ル が しか るさ き月間料 金 と設 置料 金 で供 給 す る こ とが

で き る。

5.チ ャネル の性 質 及 び距 離 は 次 に 示 す もの で あ る。

{a)異な る地 区 間 の.ロ ーカ ル ・チ ャネ ル

{1}全ての スケ ジュ ー ル

個多局間 にまた が るチャネル

{1)ス ケ ジ ュ ・,,..JV1,2,3

2)ス ケ ジ ュ ー ル4,tttt・!

6.チ ャ ネ ル の レ ン タ ル に つ い て は 次 に 示 す も の で あ る 。

伺 異 な る 地 区 間 の ロ ー カ ル ・ チ ャ ネ ル

{t}ス ケ ジ ュ ー ル1,2,3

(2}ス ケ ジ ュ ー ル4

、 働 同 一 建 物 内 の ロ ー カ ル ・ チ ャ ネ ル

、W全 て の ス ケ ジ.一 ー ル ・

lc}多 極 間 に ま た が る チ ャネ ル

(1}ス ケ ジ ュ ー ル1,2,3

② ス ケ ジ ュ ー ル4.

固 多 局 間 に ま た が る チ ャ ネ ル の 中 の ロ ー カ ル ・チ ャ ネ ル

(1}ス ケ ジ ュ ー ル1,2,5

{aス ケ ジ ュ ール4

7.デ ー タ ・チ ャネ ル の 両 端 で は 設 置 料 金7ド ル50セ ン トが適 用 さ れ る。

(全 二 重 オ ペ レ ー シ ョ ン の 場 合 はa5ド ル で あ る。)

aス ケ ジ ュ ー ル4に 関 し て は チ ャ ネ ル 設 定 に2～5の 区 分 が あ り,以 下 の

月 間 料 金 と 設 置 料 金 が 決 め ら れ て い る。 ・'

_34_
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月 間 料金 設 置 料 金
'
1交 換局`三設 置す る第1ス テ ーーーシ ョソ

2点 間 の チ ャネ ル(ス イ ッチ ン グ不 可能)

タ イ プ4A10ド ル15ド ル

タ イ プ4B35ド ル,22ド ル

2点 間 の チ ャ ネ ル(ス イ ッチ ン グ 可 能 ,マ ルチポイン ト)

タ イ プ4A55ド ル,22ド ル

'iタイ プ4B60ド ル57ド ル

同 一 交 換 局,同 一 チ ャネ ル に追 加 す る ステ ーシ ョン1個 所 に つ き
( .',

'タ イ プ4
A

.2.D.ド ノじ、15ド ル

タ イ プ4B25 .ド.ル22ド ル

9.混 合 使 用

(a}ス ケ ジ ュ ー ル4の デ ー タ ・ チ ャ ネ ル は異 な る タ イ プ の 音 声 帯 域 チ ャ

ネ ル と して交 互 に 使 用 す る こ と が で き る。 例 え ばintercommunic

-atingciicuitあ る いe:Cla ・ssCシ グ ナル 。チ ャネ ル と して

使 用 す'る こ と が で き る。 変 換 用 の 鍵 は 月 間1ド ル で,設 置 料 金 と し

て は7ド ル50セ ン トを 必 要 と す る。

(b}ス ケ ジ ュ ー'JV4の デ ー タoチ ャネ ルは テ レ タ イ プ'チ ャ ネ ル と し て

使 用 す る こ ともで き る。ClassAも し くはBシ グ ナ ルチ ャネ ル と し

て,あ るいは テ レ タ イ プ ・チ ャネ ル として使 用 す る場 合,も し くは

ス ケ ジ ュ ール1,2,3,デ ー タ ・チ ャネ ル として使 用 す る場 合t端 末 設

置 場所 につ き月 間 料 金20ド ル が適 用 され る月 間料 金 には変 換 用 の

鍵 の料 金 も含 ま れ てい る。

(c}ス ケ ジ=一 ルt,2,3,デ ー タ ・チ ャネ ルは 同一 周波帯,も し くは狭 周

波 帯 で あ っ て も異 なっ た タイ プの テ ビ タイ プ用 チ〔 ネ ル と して交 互

に使 用 す る ことが で き る。 例 え ばClassBシ グナル ・チャ ネルの スケ ジ

ュ口口ル1;2デ ータチャネル及びテレ タイプ ・チ ャネ ル(1日4時 間 ,1週

間 の ものは 除 く)と し て使用 す るに とが で き る。 変 換用 の鍵 は 月 間

一55一
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ば 『.'ト.《 ㌧

料金1ド ルが適用 ぎれ㍍ 詮 直料ぐ金ば7ド ル50セ ジ ト{・iiる。

10.チ ャ ネ ル の 派 生 使 用(channe1-derivingarrangもment)

`a)チ ャ ネ ル の 派 生 使 用 と は,ユ ー ザ ー が1つ の デ1:"」 ・L.fv]ヤネ ル で 狭

周 派 帯 の 複 数 チ ャ ネ ル ど し て 債:用 で き る こ とを 言 うご と の 設 置 は 当

社 が 行 な うか,ユ ー ザ ー 側 で 行 な う。

(b}Datapak

(1)こめサ_ビ スは当社に よジど 行なお れ,顎 下 にあげ る組合わせが

あ り,多 局 間受 信可 能 の ス ケ ジ=。'一]tz4デ ータ ・チ ャネ ル 派生 使

用 す る もの で あ る。

{a}82.5BPSま で の場 合 は8本 の チ ャネル を稼 動 させ る こ とが で

Lt':'/き

る二 … 『'

'旬'62

.6B∂Sか ら180B'pScZ5間 で あ れ ば4本 の チ ャネ ル を 稼 動

.、 ロ ー」、 ・'・

させ る ご とが で き る。

②タ ヤネ ルの月 間 料 金及 び 設 置 料 金 に加 え で,'次 に 示す 如 く各 交 換

局で の派 生 チ ャネ ルの第1:端 末 設 置場 所 及 び 追加 設 置 場所 に は 月

間 料 金 が定 め られ て い る。 ∵'

atttt第1設 置場 所 追加設置場所/個 所(x)

シソプt/ッ クス ・オペレーシ'9ン'45ド ル ・10ド ル

デ。プレ。クス.赤 レニジ。シt't't55ド ル15ド ・レ

縞 二ら:バ 鉦 あ寵 噺 に適 用 し,第 懐 置融 胴 臓 物

の中での追加設 置場所 には この料金 は適用 され ない。

、働 還 識 のぱ デ 。プレ'ックズ 。オ☆ 一シ 。ソを行 った

場合は次 の料 金が付加 きれ るb'
コ ロ トロ ヨ い ト

A.82.5BPS以 上bス ピ"ド"t音 声帯域 の距 離 料 金 の1/52

・"1・
、.11::1'..

B.82.5BPS以 上180BpSま で め ス ピ ー ド

t
t」

音 声 帯域 の 距 離料 金の1/16

c又,82.5BPS以 上180BPSま でのスピー ドの場合 は各 端 末 設 置場 所

で の月 間 料金 は25ド ル で あ る。

_56－

q



、

●

d派 生 チ ャネ ル を延 長 し,他 め交 換 局 内 で追 加 の端 末 設 置 場所 を受 け

た 場 合は 次 の適 用 を うけ ーる。

A周 波 帯 と チ ャネニル オ式'レ ー シ ゴンの 料金 は 多局 間 め距 離 料 金が適

用 され る。tttt}9パ

B他 の交換局までの延長に関 してはローカルの距離料金が適用され

るo,1"べ_一'1"T'

ldユ ー ザ ー側 ・で の 準 備fi';'tr・.・ti・.

`1}サ ー ビ ス を 利 用 す る に 必 要 な 端 末 装 置 は ユ ー ザLが 準 備 す る
。

② これ らの 準 備 は 次 の 事 項1と 関 連 あ る 。 一'1'litい …

aス ケ ジ ュ ー ル4の デ ー タ 。チ ャネ ルtL

bス ケ ジ ュ ー ル4の デ ー タ ・チ ャネ ル と し ての 交 互 使 用 の た め に 準

㌧ 備 され た 音 声 帯 域 チ ャ ネ ル

・.'1㌔.・caな い,しbと 同 様 のTELPAKチ ャ ネ ルLt・tl

、◎ ユ ーザ ーで 準 備 す る 装 置 の 連 結 は 次 の 条件 に 従 が っ て 許 可 さ れ る。

J..aい か な る こ と が あ ろ う ど 当 社 が 提 供 す る交 換 サ ー ビ ス と接 続 し た

∴ ・ヒ り,あ る いはDATA-LINE2シ ス テ ム と接 続 す るYこ と は で き な い 。

bユ ー ザ ーで 準 備 し た 装 置 は ユ ーザ ーで 準 備 した コ ン セ ン トレ ー タ

ー
,つ ま りメ ッ セ ー ジ 交 換 装 置 と 接 続 し て は な ら な い 。

(4}適 用 さ れ る 月 間 料 金 及 び 設 置 料 金 は 専 用 の 場 合 次 に 示 す 料 金 の 和 と

な る。

aチ ャ ネ ル料 金 ∀'

ATELPAKチ ャ ネ ル の 場 合 次 の 付 加 月 間 料 金 が 適 用 さ れ る
。

、II∴＼TELPAKIA50セ ン ト/マ イ ル㌧9ilt

}TELPAKB40セ ン ト/マ イルls:

TELPAKC25セ ン ト/マ イ ル

BTELPAK以 外 の チ ャ ネ ル の 場 合 ぽ,'月 間 料 金 は そ の チ ャ ネ ル の

料 金 体 系 に 加 え25%の 付 加 料 金 が 適 用 さ れ る 。チ ャ ネ ル が 多

.-ll局 間 に わ た る部 分 に つ い て は,チ ャ ネ ルの デ ュ プvッ ク ス 。オ
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ぺ.レー シ ョンの た め の料 金 は適 用 され な い。 チ ャ ネル の ロ ーカ

ル 。チ ャネ ルの 部 分{≒つ いて旦 デ ュプ レ ックス ●オペ レ ーシ ョ

ン に 関 す る月 間 料 金は 項 零聾 べ た もの を適 用 す る。

b端 末 料 金

A当 社 が提 供 す るデ ー タセ ッ トの場 合 は 料 金 が課 せ られ る。 当社

が提 供 す るデ ータ セ ッ トを必 要 と しな い場 合 は各 交 換 局 内で ユ

_'ザ_ガ 準備 す した装 置 の設 置 場所 毎 に 月 間4ド ル の料 金が適

用 され る。

BTELPAKチ ャネ ルの場 合 は端 末 料 金 に加 て 次 の付 加 料 金 が適 用

され る。

1洛 交 換 局で の噺 ステ ーシ ・ソ"10ド 」レ

2.各 追 加 ステ ー シ ・ソ:5ド ル

C当 社 が狭 周波 帯の デ ー タ ・チ ャ ネ ルを提 供 し,∠ユ ーザ ーが この

チ ャネ ルを前 記 の 如 く派 生 チ ャネ ル と して 使 用 し,更 にそ の ス

ピ_ド が82.5BPSか ら180BPSの 間 に あ る場 合 ぽ通 常 の チ ャネ

ル料 金 に加 え て,派 生 チ ャネ ルの 終 局 点 に次 の月 間 料金 が適 用

され る。

1,1交 換 局 内 で の チ ャネ ル15ド ル

2.多 局 間 チ ャ ネ ル25ド ル

46'70項 端 末 装置

1.総 則

(a}この項 で 述 べ る端 末 装 置は 当 社 が提 供 す る交換 サ ー ビス 及び 多局間 交

換 サ ー ビス との 接 続 の た め,も し くは 専 用 デ ー久 ・ヂ ャネ ル との接続

の ため の 装 置 で あ る。

fO)装tWLは 次 に 示 す 機能 の1つ 以 上 の 機能 を有 す る。

川直 接 デ ーータの イ ンプ ッ ト,ア ウ トプ ッ トが 可 能.1"t

②当社 が提 供 す る設 備 と ユ ーザ ー で準 備 し た装 置 との イ ン ター フェ イ

ー58一
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スを とる装置 であ る。

ぽ 装置は デ ータ作成 装置で作 成 された信号を当社が提供 す る設備 を通

じて伝送す るのに合致 した信号への変換を行 ない,逆 に当社が提供

す る設備 から受け とった信 号をデ ータ作成 装置角 の信号に変換す る。

{C}データ装置を 当社¢)交換サrビ スと接続す る方法は当社で提 供す る

ロ

DATA--PHONEデ 三 夕 ・セ?,ト 及 び デ ー タ ・ コネ ク タ ー装 置 で 行 な わ れ
,

そ の 機 能lx(b}(2}とb}13}の 機 能 を有 す る。

(φユ ーザ ーで準 備 す るデ ータ送 受 信用 の 装 置は 当 社が提 供 す るど6サ ー

　 ヘヒ

ビスとも接続 で きるが,2著 聞 の加入電 信 サービス及 び複数著聞の加

入 電 信 サ ー ビス 及び 公 衆 電話 サ ー ビス とは 接続 す る こ とが で き ない。

2・DZNTA-・PHONEデ ー タセ ッ トの月 間 料 金及 び設 置 料 金 は次 の 通 りであ る
。

月間料 金 設 置料 金 働

NO.100シ リ ー ズ

75BPSま で の 変 調

送 受 信NO.102A,102NA

102NB(x)

500BPSま で の 変 調

送 受 信NO・ ↑03A1(x)

103A2,105F2

NO.200シ リ ー ズ

f200BPSま で の 変 調

送 受 信

NO.202A,202B(x)

NO.202C1(x),202C5

NO・292C2(x)
,202C6・

NO.202E7

20ド ル

50ド ル

40ド ル

42.5ド ル

50ド ル

25ド ル

〉

37ド ル

37ド ル

15ド ル

75ド ル

75ド ル

30ド ル

一59一



2000BPSま で の 変 調

送受信

・b…1A・1・01A烈1・ ・ ドル
.15・ ドル

N・i2・1A宰q1A・
,。 、11・ ド・叱 一 ・・ ド1・

岡同 一 構 内で 設 置 場 所 を変 更 す る場 合 は%の 設 置料 金 が適 用 され る◇

区噺 規1・納 入 す る こ とは で き な い機馳 追 加 も し くは願 変 更 に の み納

入 さ れ る。

・・.、 ・。シ リーズ'胴 料 金 ..設 置 料 金

・垣 ・・⑭ スr・ ・個 の信号の うち ・誤

昨 』'・個嘩 号の麺,一 、 ・
」具'

送 ・言N・ …,A・ ・).、 口 写…....t1,5ド ル
'いi:・

^こ!'"

受 信NO.401p(x)40ド ル75ド ル

20CHR/秒 の スピー ド,8個 の 信 号 の うち

同 時! .:2個 の 信 号 ρ 変 調 、.ご 、 、t・ 一.;x

送 信NO・401E!Oド ・ル15ド ル

受 信NO・401F(x) 、40、 、ドル,75ド ル

20CHR/秒 の ス ピ ー ド,8個 の 信 号 の う ち

同 時 に2個 の 信 号 の 変 調 を 行 な うか,も し く

は1弓 個 の 信 号 の うち同時 に5個 の 信 号 を変;∴ 、

調

送 信NO・401J295ド ル110ド ル 、

月 間 料 金 設 置 料 金 岡

75CHR/秒 までの スピー ド,同 時 に 声
、個 ま で

の信 号 の 変 調 二

送 信NO・4029
,i,、55助

NO・402S2
、 ・4・:5れ

一一40一

75ド ル

75ド ル
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t

、・ 一 、'ン.・ 覧 ∴

、・,∵ ・,註 ・.・ 』 ・ 月 酬 金 設 置 料 金 醐

受 信NO.402Di./∵100ド ル150ド ル

・,lS、 、.、NO.402D2.1三1・';':・'"4'10ド ル150ド ル

10CHR/秒 ま で の ス ピ ー ド1;8個 の ⇔'を ∴ 』i'

??の グ ル.・一 プ に 分 」ち 各 グ ル ー プ か ら1個

つ つ 同 時 に 変 調

受 信NO.403E2パ 川:i''"110ド ル110ド ル

NQ.403E3(蓉'ttt:"i15ド ル110ド ル

NO.,600シ リ ー一・一ズ';

テ レ ス ク リ プ ト(Elec'troWriter)に 使 用

送 受 信N〈).601A.10ド ル15ド ル

Phonefax装 置 に 使 用

送 受 信NO.602NT,602NR(x)'5ド ルZ5ド ル

フ7ク シ ミ ・唯 置 ・・ 使 用 …6・2A
,(・)..・"4)5ド ・ゾ'75ド ル

心 電 図 機 器1に 使 用 ,,

、送 信 ・N…b・ 今1単 . .,・1tt2'Zち ド1レ3・ ド・レ

受 信NO. .603BIQA'35ド ル57ド ル

NO.800シ リーズ

補 助DATA-PHONEデ ータセ ッ ト

NO.804Al,1・5bド ノレ':115(y)

、、Nq・8・4G110ド ・レパ15(・)

岡 同 一 構 内 で 設 置 場 所 を 変 更 す る。 ・ジ誓.・ 一"1

場 合 は%の 設 置 料 金 が適 用 さ れ る。 二…'・

PO新 規 に納 入 す る こ と は で き な い 機 種 で,・iビ ・tt－ く べ'い ○

追 加 又 は 信 所 変 更 の 時 に の み 納 入 され る。

(Y)DATA・ 一・PHONEデ ー タ セ ッ トと連 結 して 同時 に 供給 され た 場合 は'tt置 料 金

の適 用 を うけ な い。
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.5・デ ー タ ・コネ ク,ター装 置 の月 間 料 金 と設 置 料 金 は次 に 示 す通 りで あ る。

畑 デ ータ'彗 クゲ 装置は ユ ーザ ーで準旬 たぞ 一夕装置 と当社が提

供 す る設 備 とを接続 す るため の もの で あ る。 この 装置 の 月間 料 金は4

ドルで設 置 料金 は15ド ルで あ る。

4・デ ー タ ●チ ャ ネ ル に 使 用 す る リ ース 対 象 の デ 三 夕 セi" 'ト 及 び デ ー タセ ッ

ト用 キ ャ ビネ は 下 記 に 示 す も の で あ る 。

月 間 レ ン タ ル:設 置 料 金

{a}NO.200シ リーズ

1800BPSの ス ピ ー ド,変 復調 、.

送 受 信NO202D3(注)、60ドiY .7、5ド ル`x}

NO・202D4(〃)7 .5ド ル .75ド ル(x}

注1200BPSま で の ス ピ ー ドで 、

交 換 サ ー ビス に も使 用可 能・1200BPS

ま で の ス ピ ー ド、

2400BPSの ス ピ ー ド,変 復 調

送 受 信NO201B1・'1.15.ド ル150ト ルk}
(イ ン ターナル ・タイ ミング用)

NO201B211i5ド ノレ150pレ 佐}

(エ クス ターナル ・タイ ミング用)

NO.201B5142:ド ル15Q、 障レ{x)

(イ ンタ ーナル 。タイ ミング用)

NO.201B4142ド ル150ド ル(x}

(エ クス ターナル ・タイ ミング用)

倒 ～きの 他 の デ ー タ セ ッ ト.

4800BPSの ス ピー:一ド,シ リアル変 調

Pointtopointの デ ー タ ・チ ャ ネ ル に 使 用 ・・ 、

送 受 信260ド ル150ド ル図

4800BPSの ス ピ一 己 シ リアル変 調

ス イ ッチ ・デ ー タ ・チ ャ ネ ル に 使 用

ス イ ッチ ン グ に は 特 別 バ ッグージ料 金

が 適 用 さ れ る。

送 受 信.560ド ル150bijレ 図

一42一
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《

㊤ デ ー タセ ッ ト用 キ ャゼ ネ 月間 レン タ ル 設 置料 金

デ ータ セ ッ ト用 キ ャ ビネ は デ ー タ セ ッ トを

い くつ か 納 め るた めに 使用 す る。 ㌃40'ド ル15ド ル

・PO同 一 構 内 で 設 置 場 所 を変 更 す る場 合 は%の 設 置 料 金 が 適 用 さ れ る
。

柏 親 親 納 入 す る こ とが で き な い機 種 で,追 加 も し くは 住 所 変 更 が あ っ た 時

の み 納 入 され る。

5DATASPEED装 置

(a}タ イ プ2

可 変 長 テ ー プ送 受 信 可 能 で ス ピ ー ドは

1050語/分

送 信 機15'`5朽 ぴ75ド ル

受 信 機'17も ドル75ド ル

回 タ イ プ5'";:

可 変 長 テ ニ プ 送 受 信 可 能 で,デ ー タ セ

ッ トを 備 え,ス ピ ー ドは750語/分

送 信 機

テ ー ブ ル 据 え 付 け8Z5ド ル110F)vCx}

床 設 置1225ド ル150口 晦}

リバー:ス ・シグナ リング機能10ド ル75ド 刷y)

unattendedオ ペ レーシ ョン切 換125ド ル .37■ 晦1

受 信 機'240ド ル150D麻}

リバース ・シグナ リング機能."10ド ル ・,150ドノL(Y)

unattend切 換 可 能送 信機 との 接続 ・'

可 能 幾能'
,、.、r7.5ド ル37ト'ntyi

unattend切 換 可能の送受信の1部 、

と し て受 信 機 が 働 く よ う に す る 機t5.5ド ル'57ド ノ瑚

機 能
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月 間 レン タル"設 置 料 金
コ ヒ　

送 受 信 兼 用 機 .、 ∵tStビ,・ バ 油1-

・摩 糠 轡 　 ∴ ㌫・26_
〈口

床 設 置34Z:5ド ルi・ ・.1'300ド ル(x}

リ バ ー ス ・シ グ ナ リン グ 機 能20ニ ド)レ・"'・150ド ル国

(c}そ の 他 の 装 置

受 信 プ リ ン タ,‥ ・ぽ6・ ・ ＼ドル ・5:。 ・ ドル

テ ー プ 装 置 に プ リ ン タ を 接 続

す る た め の 回 路 変 更

送 信 も し くは 受 信 機3ド ル ・ 、10ド ル(y}

送 受 信 機5ド ル'↑0ド ルly)

PO同 一ー－SS内 で設 置 場 所 を変 更す、る場合 は 設 置 料金 の%が 適 用 され る。

∩nこの 料金 は 納 入 後 に 機能 の取 り付 け が な され た場合 に適 用 す る。

6.DATACOM装i置 ・

、黒 鍵 は次の場合唖 用するべく提供されている・
自営 回 線

ピ1'』;L-1'自営 交 店 交 換 サ ー ビ ス

1川,い.外 国 交 換 サ 」 ビ ス

電 話 サ ー ビ ス'

(b}DATACOM装 置は 月 間使用 料 及 び 設 置 料 金 に加 え て 下記 の・ため月 間 使用

料金5ド ル(ス タン ダ ー ド 。カ ラ ーの 特別 に配線 され た電 話 機 も含 む)

b・;付加 料 金 と して適 用 され ㍉ パ'　 」〆Tい

(t)(a}で示 した 如 く同 一変 換 局 及 び 多局 交 換 サ ービス

② テ レ タイ プ53ASRも し くは35ASRが 付 い て お り印 字 機能 の み

の もの,あ るいは紙 テ ープ と印 字 機能 の 両方 を備 え てい るもの'
'1い'

ス補 助 タ ッ チ ト ー ン パ ッ ド'・

{a)ダ イ ア ル電 話 と連 結 され た12個 ボ タ ン の タ ッチ ・ トー ン が 提 供 され,

-44一
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デ ー タ伝送 炉 可能 に な って い る● この 装 置は 通 常 の電 話 サ ー ビス と連

結 も で き る し・ 又PBXサ ー ビス とも接 続 で き る9
、,色幡緑 色 だ け で ある。

会社 は 納入 の 当初 カ ー ドリ ーダ に は40枚 の カ ー ドを提 供 す る.追 加

カ ー ドは ユ ー ザ ーが ζち を準 備 し な け れ ば な
.らな い。

倒 下記 ρ 月 間 料 金 と 設 置 料 金 が適 用 され る。 ,、.、.

ぶ.,月 間 料 金 設 置 料 金

補 助 タ ッチ トー ン パ ッ
iド...13ド ル75ド ル

カ ー ド リ ー ダ付 補 助 タ ッチ トー ン パ ッ ド7ド ルZ5ド ル

'・

、

4680項 デ ータ伝送 シ ステ ム及 び デー7伝 送 サ〔「ビ ス

1.総 則
・'L'・

(a)DATA-一 －LINEシ ス テ ム とMULTICCMサ ー ビ ス は 以 下 に 説 明 す る通 り で あ る 。

2.DATA-LINE・llシ ス テ ム 及 びDATA-LINE皿 シ7jltム

す コ らば　 よガ

(a)これ らの シス テ ムは デ ー タ ○ス テ ー シ ョンか ら集 中デ ー タ ・ター ミナ

ルへ1本 の ア クセ ス ・ライ ン を通 して デ ー タの 伝送 を行 な うものである。

(b)これ らの シス テ ム は 当社 の ユ'ニザに の み 提供 し、 ユー ザ ー 側{三は・当社

の提供に よるか、 もしくはユーザー自営の集中データ ・タ ー ミナ ル'を備 え

て い る必 要 が あ る 。'

(c)DATA-LINEシ ステ ム は適 合 す る サー ビス施 設 が 利用 で き るか ど うか

に あ る。 シス テ ムの 全 ての ス デ ー シ ョソは カ ナ ダ国内になければな らない。

価 シス テ ムの 最 少 は5本 の ア クセ ス ・ライ ン と10の デ ー タ:・ス テー シ

ョt!か らな り、.この うち最 近2つ の デ ー タ ・ス テ ー シ ョンは1つ の デ

ー タ 三ステ ー シ ョンが 泣 直 して い る距 離 帯 に位 置 しなければな らない。

ミ ヨ ト ト ら

(clこg)シ ステ ム の ユ ー ザ.≡は(d)で 述 べ た最 低 の条 件 を満足 す るた め に6
ノ じ べ の

ト

ケ月間の期間 が与 え られ ているQこ ¢)期間 の料金は実際に使用 され て

い る装置 と施設だけに限 られ る。

閨 デ ー タ ・ス テ ーシ ョンに適 用 され る距 離帯 は ス テ ー シ ョン が位 置 す る

交 換局 と集 中デ ータ ・タ ー ミナ ルが位 置す る交 換局 との 間 の 多 局 間 距

一45一



離 に よ っ て 定 め ら れ る。(5ナ40.1項(a))

コ

回料 金 は デ ー タセ ッ ト及 びそ の 他 の装 置 に対 す る料 金 に 付加 され る。料

金 は ア クセ ス ・ラ イ ンの 月間料 金 とデ 一 夕 シ テ ーシ ョンに対 す る月 間

料 金 との和 で あ る。

DATA-LINE9シ ス テ ム で は1つ の交 換 区 域 内 で10以 上 の ス テ ー シ 。ソ

を設 け た場 合 に は各 追 加 ステ ーシ ョンに 対 し て月 間料 金 が適 用 され る。

追加 ス テ ーシ ョンは最 初 の10ス テ ー シ ョンが位 置す る交 換 局 内で あ っ

て も,あ る い は ロ ー カ ル ・サ ー ビ ス 区 域 内 で あ れ ば ど の 交 換 局 内 で あ っ

て も よ い 。

ア ク セ ス 。ラ イ ン の 月 間 料 金 は1ラ イ ン に つ き

DATA_LINE皿500ド ル

DATA41NE班450ド ル で あ る.
.o

デ ー タ ・ス テ ー シ ョンの 月 間 料 金 を次 に示 す 。

距 離 帯 DATA-LINEn DATA-HNE班

∨

ナ ソ八 一

91

交換 局間 の距離 φイル 最 初 の10

ステ ーシ ョン.

追 加 ス テ ー

シ ョン1個 所
各 ステ ーシ ョン

'以 上

以 下'

1 0 50 40ド ル 15ド ル 50ド ル

2 50 125 50 20 100

3 125
・225

75 50 150

4 225 350 100 40 200

5 350 550 155 5'0 275

、6. 550 750 185 75 350

7 750 950
'

235 95 425
、

ヒ

8 950 1,150 285 115 500
"9ご 、ll

1,で50
11
.3'50 535 155 575

10 1,550
』1

,550 385 155 650

11 1,550 …,950
、

460 185 725

12 1,950 2,350 535 215 .800

15 2,350 635 255 900
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5・MULTICOMサ ー ビ ス

、伺 このサ ー ビスは決 め られた交鯛 のあ る・rカ ル ヴ ー ピ㍗ エ リア
　 ヒ ン

に 位 置す る ユ ーザ ー間 の デ ータ伝 送 サ ー ビスで あ る
。'

又 こ の システ ムは 同一 ス ピー ドで互1・イ ンタ_フ ーイ スの とれた デ

ー タ伝 送 装置 間 の デ ータ伝 送 サ ー ビスで あ る。

㈲ ス ピー ドは以 下 に示 す もの が 使用 で き,全 二 重通 信方 式 を採用 し,音
ビ 　 ヒ ヒ 　

声連結 可能 の チ ャネ ル も含 ま れる 。

伝 送 ス ピ ー ド

ハ ー フ ・グ ル ー プ ・サ_ビ ス't9 .2KBPS

フ ル.グ ル_プ ・サ_ビ ス408KBPSも し くは50KBPS

日 当 社 が サ ー ビス を提 供 す る交 換 局 を決 定 す る。

㈹ 以 下 にス テ ーシ ョン とア ク セ ス ・ライ ンの 月間 料 金 を 示 す。

ス テ ー シ ョン設備 に は 同期 方式 での デ ー タ伝送 が 可 能 な 装 置 と音 声 連

絡の 同時 使 用 装 置 も含 む。

ア クセ ス ・ライ ン には ユ ーザ ーの ス テ ー シ ョン設 置場 所 と本 当 該交換 局

間に必要 な本 当該交換 局に』設置 され る装置 を含む。

サー ビスが当該交換局 以外 に及ん だ時は,料 金設定 としては ア クセス ・

ラインの月 間料金及び設置料 金に加えて,特 別 ピ設定 された パ ッケージ

料 金が適用 され る。

月間料 金 設 置料金ω

ステ_シ 。ソ設 備/硫 　 1■ ・

ハ ーフ ・グ ループ ・サ ービス375ド ル150ド ル

フル ・グル ープ ・サービス275ド ル'1501'ル

ア クセス ・ライン/本

ハーフ ・グル ープ ・サービス・'250ド ル100ド ル

フル ・グループ ・サ ービス"300ド ル100ド ル

国 同 一 構 内 で 設 置 場 所 を 変 更 す る場 合 は 設「置 料 金 の%が 適 用 さ れ る 。
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(e)2点 間 サ ー ビスの 場合 」二は 各 メ ッセ ー ジ6秒 間 を単 位 と.して料 金 が適

用 され・ 残 りの 半端 な 時 間 に も同一 料 金 が適 用 され る。.同一 半該交 換

局 の ロ ーカ ノレ●サ ニ ビス 三エ リア に位 置 す る ステ ニ・若 ヨシ]琿の サ ー ビ

ス`rつ いては料金 とレてぽ1距 離帯 が適用 され
,輪 ω 畦 ・・マイル)

当該 交 換局 が異 な っ て い るス矛 一 シ ョン 間 で のサ ー ビ.スに つい ては料

金 は 当該 局 間 の距 離 料 金 が適 用 され る。(3120項)

距 離(マ イ ル)6秒 間料 金及 び半 端 時 間適 用料 金

以 上

0

200

425

650

1,000

1,400

以 下

200

425

650

1,000

1,400

ハ ーフ ・勿 レ」プrナ ←ビス 、フル ・ク)レ・㌶Cサ ービ ス

1Z5セ ン ト

22.5

2Z5

.3i2、s、

3Z5

40.O

315 .セ ン ト

4.5

55

65.・ .

75

80・

料 金 の 行 政 管 理

,A総 則4650項 参照

.B、端 末 装 置(46,6.0項)

1.NO・202BDATA-PHONEデ ー タ セ ッ ト、は ス ケ ジ ュ ー ル4で 使 用

す る こ と が で き, 、 タ イ プ4Bは1600BPSま で の ス ピ ー ドで 変 復

調 が で き る。 τ ・ ・ …

Cデ ー タ 伝 送 シ ス テ ム 及 び デ ー タ 伝送 サ ー ビス(4670項)

1.MULTICOMサ7ビ ス は 下 記 の 交 換 局 間 で 提 供 さ れ て い る。

オンタ リオ州 ハ ミル トン市 オンタリオ州 オ ッタワ市

、 オ ンタ リオ州 ロソ ドゾ市 ケベック州'グ ベ.ック市

ケベ ック州モン トリオ ール市 オ ゾタリオ州 トロン ト市

MULT
.ICOMサ ー ビ ス が オ ペ レ ー シ ョ ン 中 に,中 断 さ れ た 場 合 に は 当 社 は
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直

ユ ー ザー の要求 に よっ て 料 金の 払 戻 しを行 な うが ,そ の原 因が,ユ ー ザ

ーの 怠 慢 あ るいは電 圧 低下 に よ るも ので あ る場 合 は払 戻 しを行 なわ な い 。

払 戻 しは ステ ーシ ・ソ設 置 とア ク セ ス ・ライ ンに つい てだ け 行 な う。 各

中断 に つ い ては ユ ーザ ーか ら中 断 の連 絡 が あ っ た時点 か ら判 断 し,24

時 間 単 位 も し くは概略 中 断時 間 を対象 として月 間 使用 料 金 の4/30の 料

金 払戻 しが 行 な われ る。

白
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デ ー タ 通 信 サ ー ビ ス

現 在 と将 来
●

_カ ナ ダに お け るスイ ッチ ング の変 遷

6



】

●

ス イ ッチ ン グ

川 ス イ ッチ ン グ ・ダ イ ブ の 概 論 ・

{a)概 論 ・,…

倒 ス ペ ー ス ・デ ィ ビ ジ ョ ソ ・ス イ ッ チ ン グ

(c)タ イ ム ・デ ィ ビ ジ ョン ・ス イ ッチ ン グ ・

㈲ ス トア ・フ ォ ワ ー ド ・ス イ ッチ ン グ

㌦白.カ ナ ダ に お け る ス イ ッチ ン グ の 変 遷

・ 倒 手 動 シ ス テ ム/

:㈲ プ ロ グ レ ッ シ ブ ・ス イ ッチ ン グ ・シ ス テ ム

(c}コ モ ン ・コ ン ト ロ ール ・ス イ ッ チ ン グ ・シ ス テ ム

{d}ス トア ー ド 。プ ロ グ ラ ム 方 式 の 電 子 交 換

◎ ス イ ッチ ン グ ・シ ス テ ム の 将 来

{a現 況 で の テ ク ニ カ ル な3つ の 要 素

一 論 理 回路 ,'メ モ リ ー,ソ フ トウ ー ア

(b)

(c)一

(d}ロ ー カ ノレ ・オ フ ィ ス交 換 の 可 能 性 一終 局 オ フ ィ ス

(e)混 成 ス イ ッ チ ン グ 。 シ ス テ ム

(f)分 散 ス イ ッ チ ン グ

ス イ ッチ ン グ

倒 ス イ ッチ ン グ ・タイ プの 概 論

概 説

遠 隔通 信 に お いて,ス イ ッチ ン グ とは あ るス テ ーシ ョンを呼 び 出す のに 使

用 され る もので あ り,、この結 果 融通 性 の あ る通 信網 をつ く りあ げ て,デ ー

タ伝 送施 設 を最 も効率 的 に使 用 す る÷ この よ うな 集中 ス・イ ッチ ン グ ・シス

テ ム が 使用 で きな い と し た ら.各 ユ ーザ ←は 構内 で 自分の ス イ ッチ ン グを

行 な う必 要 が あ.り,又 通 信網 で 各 ユ ーザ ー同 志 が通 信す るた め に はそ れ な
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の 施 設 が 必 要 に な る。 .・

今N個 の ユ ー ザ ー が あ っ た と し た な らぽ 必 要 な 回 線 はn・(n--1)を,2で 割

っ た 数 ・カ ナ ダ で ⇔ よそ!
,.5,×.,i・11の回 線 に な る.・)に な り擬 す る よ

うな結果 がでない ことは明白で ある。これに対 して1個 の集中交換局 を設

け た だ けでそ の 回 顧 を ・回線(カ 、ナダで ⇔ よそ5・ ×1・ ・吻 回線 とな る ・

に減 らす こと がで き,又 そ の平 均 距離 も何 百 マ イ ノレ之な商 。.

経済 的 な通 信網 は 上記2つ の極 端 な例 の 中 あ り,そ の考 慮 すべ き点 は,人

口密度,交 換 セ ン タ ーの 分 割,通 信量,,ユ ー ザ ーの 総 数,ス イ ッチ ングの

コス ト,伝 送 コス ト及 び そ ¢)施設 使用 料 金 が あ る。 しか し根本 にあ・る経 済

性 は マ ル チ ・ス イ ッ チ ン グ ・シ ス テ ム に よ る遠 隔 地 へ の タ イ ム 。 シ 』 ア ・

べ_ス で の 伝 送 の 可 能 性 か らで て く る も の で あ る。 … ㌧ い

ρ

旬

●

ス ペ ー ス ・デ ィ ビ ジ ョ ソ ・ス イ ッチ ン グ

カ ナ ダ で 発 展 し て き た 通 信 網 の 構 成 は ユ ー ザ ー の グ ル ー プ が他 の 全 て の ス

イ ッチ ン グ ・セ ン タ に リ ン ク さ れ てい る ロ ー カ ル ・ス イ ッチ ン グ ・セ ン タ

を分 割 使 用 す る こ と に あ り.,5つ の 段 階 を 発 展 させ て き た 通 信 網 構 成 の 発

展 の 中 に あ る 電 話 網 に そ れ が み られ る。 こ の 種 の ス イ ッチ ン グ は ス ペ ー ス

。デ ィ ビ ジ ・ソ 。ス イ ッ チ ン グ で 行 な わ れ る 。 ス ペ ー ス ・デ ィ ビ ジ ョエソ ・

ス イ ッチ ン グで は 交 換 マ ト リ ック ス で の 接 点 は ユ ー ザ ーが 通 信 して い る間

は す う とユ ー ザ ー間 を 物 理 的 な 連 結 を は か る 。 こ の タ イ プ の ズ イヅ ヂ ソ グ

は 又 伝 送 マ ト リ ッ ク ス で1群 の チ ャ ネ ル 交 換 を行 なう の に も 使 用 され る 。

これ は グ ル ー プ ・ス イ ッチ ン グ と し て 知 られ て い る。

タ イ ム ・デ ィ ビ ジ ョ ソ ・ス イ ッ チ ン グ,'t'/t'・-t・ ・/:'x

情 報 を間 断 せ ず に 伝 送 す るため に接 続 の途 中 に 中断が あ っ ては な らな い訳

で は な い。 この 事 実 は カ ナダ で19・65年 来 使 わ れ て い るpcMキ ャ リア

の よ うな タ イ ム ・デ ィ ビジ ョソ ・マ トリ ックス ・キ+リ ・ア`二あ らわれ て い

る。 タ イム ・デ ィビ ジ ョソ ・スイ ッチ ン グ ・シス テ ムで は,も っ と正 確 に
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に は タイ ム ・デ ィ ビ ジ ョソ ・マ トリックス ・スイ ッチング ・システムでは各ユー ザーに

瞭 続 さ讐 鱒 翫 ゲー トが開 くの`ま・ つ まり連結 され るの時 る一 瞬

間 だけ与え られ るだけで あ る'b間 断 な く行なおれ るゲ⊇ ドゐ開放…間め時間

間隔が非齢 短いものであれば他・三じやぎ 硫 どなく端 して伝送す
る こ と が 可 能 で あ る 。1パ ー:1'戸1、 パ ・:.・・1.1..,・.1.礼 .:-1-:1:i、

旧 り
t:・・1・'・・::口/・1:・. .・ ば.・ ・ 、1ぷ

.、㍉,

ス ト ア ・ ブ ォ ワ ニ ド ・ ス ィ ッ ヂ ジ グ 」 ∴ 一 ・,…:・ ・,

も うLつ の ス イ ッ チ ン グ に ス トア:ラ ォ ワ ニXゆ ズ イ 『ッチ ソ ダ'(蓄 積 交 換)

が あ り,'ス ペ ー ス6デ イ ピ ジ ョ ソ な い し タ イ ム ・タ ≒ ピ ジ ョ・'Y1・女 イ汐'チ

く

ソ グの いず れ で も行 な う こと がで ぎ るがde1ムyの 特 徴 があ る。:'A・ず 情報 ぱ
ハ

ノト コ

一 般 的 に は メ ッ七二 ジ型 体 と し'て通 信 者 か らス トアは プぶ ワ 甲 ド ・ス 牢 ッ

チへ 送 り込 み,ス イ ッチで は 後刻 ユ ーザ ー に伝送 が可 能 に 在 る 古宅 メ層ッセ

ー ジを ス トアす る。 この 手 法 は過 去 に お い て も"電 話応 答 サ ー ビ ス"か ら

現 在の ス トア し,翻 訳 す る よ うな"メ ッゼージ ・スイッチ・デ一夕 ・サービス"

と・・ろ・・ろあるが,こ の 種 の 力 ・チ1シ グめ可 能 性 ・・端 緒 を つけ た ・・過 ぎな い。

しか しこの考 え方 自身,通 信 ハ イ ウェイ の高 度 利 用 の道 を示 す もの で あ る。

●

(2)変 遷't'・"

手動 システム

今 日に至 るまで の カナダでの スイ ッチング 。コ ミュニケーシ ョンの変遷は

電話 の初期の段階に きかのぼ ればその あとかたどれ る○最 初の段階では ワ

イアーの適切 な供給とおず かな茄入者で必要時点で物理的 な連結 がな され

て いた。ジギ シクがあ らわれ発展 を遂げ,端 末にと って かわ り∫.ジャンバ

ーには パ ッチ ご』ニ ドふ と『らて代わ った5と の方法は今 だに手 動PBXで

使われ ⇔ ヅ 畝 編 議 ・オペ ‥ タ↑。ようて連結さ耐 いる。。.
'、 一

プ ロ グVッ シ プ'・ ス イ ッ チ ン グ ・シ ス テ 込'"1バ …

ス イ ッチ ン グ ・シ ステ ム で オ ペ レ ー タ方 式 を 脱 皮 し ょ う と し た 最 初 の試 は
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カナダでt:1900年 代 の初め寧 鯖 勢 ・..㍗ 烈 提 ほ 庭の・P－

タ リー ・ダイ アル電話機)と 連動 したStrowgC「 交 換機 によつて発信者 が

熱 る各 デ ・ジ ・ ・毎 に選択 と連結が行 なわ蝉 よ うにな った・ この鑓

ぱ き校 鯛 での手較 繊 の欠点 樋 な パ9と して いち早 く締 的

で ある こ とが立 証 され た 。 しか しこの装 置 に は メ モ リーが な く,各 桁 はそ

の通 り道 は セ ッ トす るが,記 憶 は され ず,接 続 ステ ップの 途 中 で 話 し中 の

状 態 が生 ず ると,シ ス テ ムは別 の ル ー トを選 択 す る こ とがで きず,空 き状

態に な るま で再 度 ダ イ ア ルを廻 す 必要 が 生 ず る。 この シス テ ムは 多大 の信

頼 性 を増 し,多 数 の回 線 へ の接 続 を可 能{二は した が・ 根 本 問 題 が依 然 と レ

て 解 決 され て い な い。

コモ ン ・コ ン トロ ール 。シス テム 上

195咋Aゐ は じめ カナ ダ の詩 会勘 ・C。、・。m。・D・ ・ec・D・ …n・e・'

Di・li・g(遠 距 離 直 通電 話 サ ー ビス)を 意 図 して いる頃,aSlli間 メニ融通 ☆

性 の あ る経 済 的 な 中継 線 を設 け る ため に長 距 離 の電 話 網 には 別 ル ー トへ の'・'

交換 の投 射 が 不 可欠 で あ る ことが 明 白・・な フた.こ の弾 初 の ・モ ソ ・ゴ

ソ トロ ール装 置 を 使用 し,メ モ リーが あ り自動 故 障認 知 の 可能 な クロ スバ

ースイ ッチ ン グ ・シス テム が カナ ダ に紹 介 され て きた。'}

中継 線 を接 続 す る の{二使 用 され る この 装 置 は 単 に 接 続 す る時 に だけ 使用 さ

れ,一 端接 続 され る と他 の ユ ー ザ ーが タイ ム ・シ ュア ・ベ ース で 使用 で き

せよう・・繊 されるMで ある・更にご嘩 置`二醐`r獅 噛 鯵 篶

たることができる・服 ぽデ冥
、尽 叱1察 ア リ叱タ鱗 鱒 るとか・

特殊接続であるとか自韓 熟 知!;よるよ・り安い諜 鷲 ゼ で輪 ・

これ叫 よ卿 離 の鱒 ζ㌘ 銀 闘`⑭ っく、ほ 陣 していつ埜

システム働 の経畔 つ娯 寧 ミ頓 速砿 がり嘩 カナ・抄 全スイ叉、そ

ン グ機能 の40%を 占め て い る。

ク・スパー交織 に組み込まれて・・る臓 物取 イズと交互会話に対垣

高鍵 ひ る・特ぽ 者嘩 勲 紗 麿 今迄ジ チ●べ二そでとり扱わ
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●

A

れ了いたVIDEO越 昨 今嘩g7ロ グラ・錫 む ピ鍋 門・・交換 鑓 を使

用す る ことがで 鵠 日 共 察 た・.ζれ らのサ ゼ スはこの よ うに知 ス・・

一交換 に よつて可駐 な鎮 ⑭ 坤P
・ これによってプ ・グラムを損 うこ

とな く○ 現 在のネ妙 乏 頚 再醐 を願 うことが できたので ある・19'6・

年代・ データ ●サニ ピ子が増加 するに?れ て・交換 サービスへの要求 が強 く

な っ て き た 。1度 に異 っ た い くつ か の ポ イ1ン トに対 し て の デ ー タ ・ブ ロ ー ド

キ ャ ス テ ィン グ,個 々の ス テ ー シ ョン 間 の ネ ッ トワ ー クの 自動 セ ッ トア ップ

高速 セ ア トア ジ ろ ・データの
.スピー ド変換・電話の交換用の設備 では もとも・

と不可能 であったデ ータの川 ア ●フ・ワー ・・スイ 学 ソ辱 ・墳 す硬

求が質 してきた・ い で もクロヌパー交換 勧 コ㌣ 口 無 ・ マぬ 騨

性が ζ竺 ら
,¢～琴求 のスペ ース ・デ ィビジョソ交換 の部 分に頂摩適 合 する ζと

が認め 弊 た・雛 苧 サ ー ビスに使用 さ只 いるローカノ咬 換局 で使用 さ

れ て い る ク 『ス パ ー 。タイ プの 交 換 機 は か よ うに し て電話 の全 交 換 ネ ッ トワ

ー クの経 済 性 に答 え るべ く使用 され て いる
。広 帯 域 デ ータ伝 送 に 対 す る要 求

につ いて は ロ 三 カル局 で ク ロ ス バニ交 換 機 に4
,線に分割 され た 回線 と コモ ン

●コン トロ ー ル装置 に よっ て コ ン トロ ール され る
。 通路 交 換 マ トリ プクス を

付加す ることで こ埠 観 ている・ ユ ーザーにと っては規模 か らみてそ の経

済性 の鯛 は認祭 れて いるので・ 媒 以よ硬 しい・モン"γ ト・一ル

難 の 要 求 は な い ・
..,,、

,、$

ス トア ー ド ・プ ロ グ ラ ム 方 式 の 電 子 交 換 _. ,

クロ スバ ー交換 機 に よ る コモ ン ・コ ン トロ ール装 置 に っ い ては,現 在で も な

お新規∫子設置は されるが,1967年 カナ ダ`;薮 壁代 の交換装 置が 導入 され

てき吉
,.、て 照,祉 ア.一ド●プロ42ム(EICζtmi・ ・Stgr・d,Pr栗 ㌍

一旦P
,).烈 パ ㍗ ソ ●コン トロ ー'Vlを不興 し螺 子交換 シ耳 媒 あ

る・ この種の ス トアー ド●プ ログラ今旗 の装置 醐 期 ⑳酬 で崎 頒 プ

ロセ サ、 エ レク トロメ カニ カ ルな ク ロ ス ・ポイ ン トを もち,し か もや っか い

な記 憶 装 置 さえ も も ち合 わ せ た安 い交 換 シ ス テ ムの 要求 に対 して 即座 にそ の
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答 え とな り得 る よ うな代 物 で は な か っ た。 しか し,・これ らの 出現 に よ り,

どん 在学:ザ ィ ゾが必 要 か たつ いて の示 唆 も与 え.・・そ の 製 造 な らび に稼動 実 、

積`三 よ り将 、来 安価 な交 換 装 置 の 開発 に資 す る ものがあ っ た。 ..,.、

電 子 的 ぼ ス トア ニ ド"・プ ロ グラ ムによ る コ ソ,Eロ ・,rル方 式 を今 日迄 経験 し..

た ごと一己 よ って,㌧ この種 の オペ レ ヘ シ 亘、ヅ が非 常 に 融 通 性 の あ る もの、だ と、、

云 うこど が判 明 して きて ホ る。新 しい プ ー ピス機 能 は わ ずか な経 費 で即座.・

に付 茄 す る こ とが 苛能 にな らて い る∂例 え ば短 縮 ダイ ア ル ・サ ー ビス,転 二

送,5者 間 の 会話 等 がそ の 融 通 性 を示 す もの で.わ ず か な出費 で 可能 とな

詩 ニ ピら融 …ど あぶ ・∵ ㌧Vパ'・ 一・:・'J:'tt"一 ・、:＼,.、t,jご 、

支'トプ ξ'ナ寡 ワ ニ ド方式 とそ れに 付 随 す る異 な イた通 信 速度 の烹 一ぷ 変 換

とら・ラ ジ ーマ シ トの 変 換等 は ス{ポア ー ド・プ ロ グ ラム方 式 で あれ ば,・よ り

硫 、エ ニ ザ 禰 の 便 宜 を企 て法 が で き る.・カ ナダ に劇967年i・ 導

入 きれ は した がiこ の 交 換 シス テ ムが 実 用 化 され た のは1969年 で あ り,

ズ ト9デ・フ ォ'Lワ ニ ドの ための 小 型 コソ ピ・=一 夕は1968年 に 紹 介 され,

薄 束 電 子 交 換 シ スデ ム で行 な わ れ るで あ ろ う諸 サ ー ビスに先 が け て現 在の

サ ー ビス の開 始 を行 って い るご:

同 様 に して現 存 の 電 子 交 換 で デ ー タの 全 二重 通 信方 式 が 可能 で あ る が,、次

期 の電 子 交換 機 に よ り/も ら と集 約 統合 され た 安価 な,yl－ ビス体 制 が1975

年度 まで に 実施 の予 定で あ;る⑳ で,そ の間 の サ ー ビス は カ ナ ダでは クロス

バ ー方 式 に よ って サ ービ スが行 な わ れ る。 しか しなが ら1;ワ0年 代 の半

ば ま で にはESP交 換 方 式 に よ り,複 雑 な セ ッ トア ップ理 体 を簡 単 に と り

扱 え る よ うにな り,近 距離,長 距 離音 声応 答 サ ー ビス,・無線 通 信,-VIDEO

交換 等 に つ い て包 含 す る こ とは 明 らか で ある。 将 来 の交 換 機 に 使 用 され る

中央 処理 装 置の 高 速性 に ょっ て通 信 量 の 面 か らは最 大 効 果 も 得 られ ゐ し,、

文 あ らゆる タイ プの ナ ー ビスを集 約 す る ことが でき る6之 の 手段 に よっ て

こそ 真 に ユ ーザ ーの利 と な る と云 え る わ け で あ るゼ'・ 、.○ ・.「…,㌦

';、"i-L,11
/.
、
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{5}ス イ ッチ ン グ ・シ ス テ ム の 将 来1'

スイ・チソグ硫 の三つの主要な分野に関して雛 口 卜髄 解部 待た

れ て い る 。 ・、只 ゴ

論 理 回 路,、 ・へ 二

先 づ,論 理 回 路 の 大一.巾な フ ズ ト ・'・ダ ウ ン が 必 要 で あ る 。 過 去 に お い て はESP

ス イ ッチングにICが 使 わ れ る 場 合 で も 量 的 に は 小 量 で あ っ た 。 従 っ て そ の コ ス

・は7rス パ ー方母 比べ 場 合 で 経 れ を少 し猷 樋 囲・・す ぎなか った・

しかし現状の プ リ4・ フ ・・プ回ZZ-一個の製造 ・ ・Fで2・ ～3・ 個 の ブ

リ ジプ ・プ ロ ップ 回路 を持 ち,こ れが一 個 の単 位 に 組 み込 ま'れ て い るLSIの

媒 瀦 鱈 ζ・Esp早 ・・チ ソグは 将 来・19ア
.5年 ～19 ..so.年 嘩

期 に 明 るい期 待 が 増大 、し( 一乗 ゐ もの と思 われ る。 む ろん1970年 代 初 期 に

お い て は,ICの よ り小 型 の もの の利 用 が コス ト的 な面 で何 らか の 効果 を も
,1・

た らす もの と考 え られ る。

メ モリ ー 、

第2の 障 害 は 安 価 で,小 型 で,よ り高 速 の 記憶 素 子 を得 る と い う点 で あ る。

現 在試 行 段 階 に あ り,カ ナ ダ では 新 た に1972年 か ら サ ー ビス の実 施 が 待

たれ〔;rP
、S¥STEMSで さえメ モ リーのmetwa－ 点授?容 量・二限

界 を年C鷲 ていや・ パ ・ ボ"
、,_

二㌘::綴 ㌻ 驚:1二 讐 ⌒ らt',..そ・
〈:-ttl… バ,…!)

MentalOXideSiliCO.n ..FieldEppeCtTra㎡SiStOrMemOry(MOS)

Orthoterrite 、Bubble:,Memorriesと か あ る い はHoloqraphic

遮ぷ 黙㌶欝 ㌔な麓 ス3㌔ご1∴瀧
■

ward(蓄 積 交 換)機 能 を 備 え た 廉 価 なBSPswitchersを も た ら す も の で

あ り,セ ン トラ ル 。プ ロ セ サ ー の よ り経 済 的 な 使 用 を促 す こ と が で き よ う 。
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これ らの 機器,装 置 が実 現 す る時 間 的 な見 通 しは 明確 で は ない が我 々は 廉 価

な 大量 記憶 装 置 が 開 発 され,こ れがSwitchingSistemに 使 われ る最 初の

時 期 は,1975年 ～1980年 の 間 に な ろ うと見 てお り,そ れは 現 在待 た

れ て い るLS口 の 援 用 と一 致 す るとの 見 方 を して い る。

又ニ プ ロセ サ ー ・ス ピー ドにつ いて も次 の 段 階の 限 界 に 至 らん と して お り,

間 もない 将来 に現 在 実 際 に試 用 され てい る.Swicherの10倍 の 速度 の プ ロ

セ サ_が 利 用 で きる よ うに な る こ とが待 たれ て い る。 今 後 よ り充 実 した総 括

的 麹 信 ・二対 す る辮 の増 大 ・・対処 し得 る形 の よ ・)飾 な …1・h・ ・rを 考

え る場 合,メ モ リー速度 上 の 障害 が最 も重 要 な点 とな って い る 。経 済 性 につ

い ては,そ の最 適 な問 題解 決方 法 を探 さなけ れ ば な らな い が,こ れ は ハ ー ド

ウ ェア を追 加 す る こと にな るか も し くは プ ロ グ ラ ミング時 間に よってこれにお

きか え る か の課 題 を含 ん で い る。 よ り有 効 な コ ンパ イ ラ ーを使 用 す る ことは

今 後 プ ロ グ ラ ミン グで の経 済性 を追 求 す る上 で も,効 率的 な リア ル ・タイ ム

・プ ロセ ス を行 うた め に もそ の必 要 性 が 増 す も の と思 れ る 。

亀

●

FutureSwitchers

－般 的 に二 つ の ク ラス のESPofficesが 純 粋 に 機器 の経 済 性 の 観点 か

ら出 現 す る もの と思 わ れ る。

SpaceDirisionSwitch'er

第 一 の 形 態 に 我 々 が 今 日知 っ て い るSpacedivisionのE,SPoffice

を 拡 張 し た 形 の も の と な ろ う。 ガ ラ ス で被 覆 した り 一 ド ・ リレ ー が 第 一 世 代

の 機 械 で は 使 わ れ て い た が,こ れ は 高 価 に つ き,し か も ス イ ッ チ ン グ ・マ ト

リ ックス に関 しての み有 効 な単 に暫 定 的 な解 決 で あ った。 次 の バ ージ ュンの

switcherは そ の 後 の半 世 代 につ いて考 え られ た もの で,こ れは 純 粋 に経 済

的 理 由 か ら ミデ ィア ム 。サイ ズのICを セ ン トラ ル ・プ ロセ サ ーに持 たせ た
1

メ カ ソカ ル な ク ロ スバ ー 。ス イ ッチ のミ ニ アチ ュア版 が 採 用 され た 。 コス ト

の 削 減 の 課 題 に よ って過 去 に使 われ た リ_ド ・オ シ リ_・ メ モ リ ーに 代 っ て
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・f.
」

り一 ド ●ライ ト●メ モ リーを 実 用化 レた の で 孝「る。 これ に よ?て 回線 利用 者

の状 況 の 変 更`二伴 う プ ログ ヴ ム 嘩 獅 ミ大 巾に鯛 イヒす≡ 祭 な ろ う・

次 の世 代 のspaced'vi・i・nESP・ff'・e・ ・は・ そ四 々 チ ソ グ ●マ

トリクス`ニ ソ リ ・ ド●ス テ ー トのc「 …P・i… の 形 で 嘩 鱒 新 が必 要 と

され ている。現 在 この種 の機器の利用に関 しては潜 在的に三つの問題 が挙げ

られ る。現 在の回線(自 由回線)を 扱 うのが利用考`『よる管 理と共同 して行

わねばな らない こと,呼 ば れて いる加入者 に知 らせ る方法 として現 在使用 し

て いる電鈴用の 高電圧に耐え る能力 がなければな らないこと,又 電話会社の

もの以外 の機器 か らの一時的 な通信防害か ら影響 を受け ないものでなければ

な らな い こと で ある。

む ろん,新 し い交 換 ス テ ーシ ョン機能 で は最 初 の 二 つ の問 題 は 解決 され得 る

で あ ろ うが・ 第 三の 防 禦 の 問 題に つ いて に解決 が難か しい;し か し機 器 装 置

1二対 し ての経 済 的解 決 が成 さ抽 ば・ ・paced'Y'
.・i・nの 第 当 代 で のE

SPSWitCherは198・0年 代 初 期 には 実 現 の 可 能 性 が あ る 。

●

時 分割 方 式 スイ ッチ ン グ

現 在ESPofficeの 第 二 段 階 は 経 済的 観 点 か らtandem型 のswitcheξ

に期 待 を寄 せ て いる。 これ は 完 全な 時 分割 式ESPswitcherで ある 。伝 送

機能 を除 い て,既 存 の スイ ッチ ン グ 。シス テム は 自動 電話 技術 の初期 か ら,

今 日の デー タ ・プ ロセ シ ン グ ・シ ス テム の場 合 の よ う'に,デ ィ ジ タ ル ・ス イ

ッチ ン グと論 理 回路 を 使 っ て い る。 時 分 割 ス イ ッチ ン グが出 現 すれ ば,コ ン

ピュ ー タ ー とswitcherと は完 全 に類 似 した もの とな り,伝 送 用 の マル テ ィ

プ レ ックス装 置 との 区 別 も難 し くな るで あ ろ う。

TandemiSwitehers

ペ
ソ サ

時 分 割ESPswitcherを 定 義 づけ る要 素は,今 日使 わ れ て いる も の以 上

に麟 雄 能 の ソリ パ ●ステ ー ト.ス イ ・チを必 早 しな い と い うこと か

ら区 別 し て,経 済 性 に つ い て は,tandemswitchingに よ っ て そ の 効 果 を
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得痴
、ζとが昧 ・・こ雄 既存 のP・Ml{∴1・ ・ri・よ る短 距騨 送機能 を大規

模・…㍗ ㌣ ♪、‥ 資 ンする殼 である・・ス ト分析⇒3て も鴻 二世

代哩p・ 蝉 … が期 するま'恒 又現在の計画でも綱 搬送に対

しr騨 繰 紛 れ てk1り;'ス イ'ッ短 行 う前 ・二dec・d・ 亘ピを 行 跡 法

よ りも烈PCMが 直 接 ス イ ッチ ン グ を行 う こと に よ って ・ 明 らか に経 済 的 に

有 利 であ る.こと.が確認 され て い る○

時 分割 式ES,Ps町tckingを 使 用 ず る ことは,又 ス イ.ッ チソ グ機 能 での完

全なハイアラ ーキ ーに対 す る瀕 竺 拡 大する こほ 輔 しなy'で す む こと

を 意 味 し て い る 。 実 際 と し て,一 つ の 結 合 点 は 多数 も し くは,少 数 の.tan-

dempointsか らspacedivisionの ア ナ ロ グ ・ス イ ッ チ ソ久 に伴 う累 積

的1蒙 原 則{二 伝送 損 失(transmissionimpairments),を 排 除 した も の と し

て 構 成 す る こ と が で き よ う。

この統 括 的 な ス イ ・チ ング方 式 とPC¥lg「 「iet「`二よ る方 式 で・ 腰 で あれ

ば,ア ナ ロ グか らデ ィ ジ タ ルへ の 変 換 が成 され,距 離 に 関 係 な く,又abso-

lutedelayの 問 題 か ら伝送 の 品 質 を切 り離 す こと に よっ て,回 線 ρ長 さの

近距 離,遠 距離 にか か わ らず,こ の ど ち ら との結 合 に際 し て も別 回 線 の 距離

に関連 す る 品質 の 問題 か ら距 離 の 要素 を独立 させ られ る こ とは 明 らか で ある。

これは 又,国 際 間 の 回 線 に 関 し:でも同様 に考 え られ,そ れ に よっ て 国際 間 の

互換性 の 問 題 も明 ら かに され よ う:・ ,

各switcherで の 変 調,復 調 機 能 の 解 消 と い う こ と は,PCMス イ ッチ ン グ

の 大 き な 利 点 で あ る 。 ㌃心'
,.い ・ ・

EndOffices'こ

endも し くはlocalexchang-eofficesの 場 合 は,前 述 の,ta品em-∴V

officesと は 異 っ て い る。 ・.t}

end・o)fficeは 地 域 的 な'ズ イ ッチ シ グ機 能 を=果 た し,加 入 者 か ら の 近 距 離 』'

伝 送 を コン ・セ ソ トレ ー シ巳 シ す る 機 能 と な る。 トラ フ ィ ッ ク の 頻 度 との 関 係
ハ ト ぐ

で各 加 入 者 へ の 配 線 設備 よ りはtrぱk数 が少 くて良 い。
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ハ イ ブ リ ッ ド ・ス イ ッチ ン グ ・シ ス テ ム

ア ナ ロ グか らPCMへ の エ ン コ ー ダ ー は現 在 電 話 と か 他 の ア ナ ロ グ型1の シ

グ ナ ル を 扱 う ネ ッ トワ ー ク の 中 で 高 価 な 部 分 と な っ て い る 。 エ ソ ユ ー ダ ー を

置 く最 適 箇 所 はtrUnkで あ る 。 これ は ア ナ ロ グのil・pacedivisionも し く

は時 分 割 式ESPス イ ッ チ ン グ に よ る ア ナ ロ グ サ ー ピ ■ の 際
,最 初 の コ ソ セ

ソ トレ ー シ ョ ン を 行 う レ ベ ル で あ る ぺ きで あ ろ う。

こ の様 ・な ア プ リ ケ ー シ ョン で は ソ リ ・ッ 、ドステ ー トのcrosspointは 必 要 な 場

合 も不 必 要 な 場 合 も あ ろ う。 し か し時 分 割 式 又,spacedivisionの ス イ

ッ チ ン グ で 共 通 し て 必 要 な 機 能 は セ ン トラ ル ・プ ロ セ サ ーに 組 む こ と が で き

一 台 の セ ン トラ ル ・プ ロ セ サ ー に よ っ て 制 御 さ れ る こ と に よ つ て
,両 方 式 の

ネ ッ ト ワ ー ク を一 定 の 場 所 又 は,各 所 で 利 用 す る こ と が 可 能 と な る 。 帯域 の

拡 大 も しくは デイ ジ鋤 施 設が ・一力・レへの回線 の頒 にぽ と され る場合

に考慮 す べ き必 要 は,物 理 的 な高 周波 回 線 の コス トと,回 線 を制 御 す る ため

の電 子 装 置 の コス トで あろ う。

trunkingの 方 法 と して分 岐施 設 でrepeatuequipmentの 分 割 使用 を 行

う ことで は経 済 的 な効 果 に 期待 で きな い。 しか し利 用 者 がPCMcarrier

system(1.5Mbsの 速 度,こ れは 現 在長 も経 済 的 な限界 に あ るr'egu・lar

pai・redcableと 思 わ れ る。)を 常 時連 続 使用 す る潜 在 力 を持 っ て い:る と

すれ ばそ の 経 済 性 は む ろん 認 め られ よ う。

同様 に他 の ロ ーカ ル回線 分 岐 の方 式 は経済 的 容量 の 関 係 を 持 って い るが,大

半の場 合,利 用者 側 が この よ うな オ ーダ ーの ピッ ト・レー トの利 用 は必 要 ど

して い な い場合 が 多 い。

しか し泌 要・・よっては・ これ らの施設 蹄 揮 パ!ク スに切取 る と と

は 容 易 で あ り,そ の 場 合,同 じESPス イ ッ チ に よ っ て 制 御 を 行 い,同 じ

trunking方 式 を 採 用 す る こ と に な り,formatinstructionsは 共 通 の

信 号制 御のデ ータ ・チ ャ ネ ル を通 し て 相 手 局 へ 送 られ る こ と に な る 。
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DecentralizedSwitching

いろ いろ な型式 の情 報 の ロ ーカ ル ・ス イ ッチン グの19§ .0年 以 降 の 将来

的 な可能 性 はdecentralizedス イ ッチ ン グ 。シ ステ ムの概 念 を持 つ もの と

な:ろ う。そ れ はスイ ッチ ングは時 分割 式ESPス イ ッチ ン グの 第 一 世代 の よ う

なtrunkingに よ る伝送 の マ 一一ジva能 のみ な らず,交 換 機能 の うちで識 別 し

難 い部 分 となっ て来 るで あ ろ う。

イン テ グ レ ー シ 。ン の段 階 と割 合 は,ほ とん ど三 つの 技 術 的要 素 に ま たれ る

と いえよ う。第 」 は セ ン トラ ル 。プ ロセ サ ー に許 され る ス ピ ー ドで あ り,第

二 はLSIの コス トと又,最 も重要 だそ の 信頼性 で あ り,第 三 は メ モ リ ーの

ケ ィ ズ と コス トの問 題 で あ る。

大 型 セ ソ トラ1ル ・プ ロセ サ 一一一台 が数 千 の コ ミュニ ケ ー-orヨ ソ ・チ ャネ ルの

通 信制 御 処理 を扱 う この ス イ ッチ ン グ方 法 で はそ の隣 接 した相 手 と共通 のシ

グ ナ ル ・チ ・ヤネ ル を通 じて結 ば れ る ことに な るで あ ろ う。

時 分割 式 も し くはspacedivisionの スイ ッチ ン グ ・マ トリク スは 中央 に

置 か れず に,む しろ交 換 施 設 か ら拡 散 され る もの と思 わ れ る。

ス イ ッチ ン グの各 結合 点 は,そ れ ら を統 合 管 理す るセ ン トラ ル ・プ ロセ サ ー

と結 ば れ,遠 隔制 御 され る。そ れ は 加入 者 を ま とめ て コソ セ ソ トレ ーシ ョソ

す る こ とで経 済 性 や 同 時 に,加 入 者の 便 宜 を 向上 させ よ う。

ロ ーカ ル の設 備 に関 して は,地 域 的 回線 網 で扱 わ れ るnonrepeatedの

.llwidebandの デ ィジ タ ル も し くは ア ナ ロ グ方式 の 可能 性 が不 足 して来 てk・

り,こ れ に伴 って経 済 的 現 実 へ の期待 も増 して い る。switchngdeか ら

最 初 のtandem.switcherへ の 伝 送 は む う うデ ィジ タ ル の 施 設 を 経 て行 わ れ

る が,.各 種 全 て の 形 態 の 利 用 者 の 通 信 上 の 要 求 がswitchednodeSか ら

smitchednodeへ 分 割 さ れ た 施 設 を 通 じ て 満 た され る こ と と な ろ う。
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1)GeneralBackground

過 去10年 間 ⊇ け るdatatelecommunicationの 傾 向 はnational

switchednetwork・ に 関 し て の 要 望 に 向 け られ て い た 。 こ の 目的 は プ ラ イ

ベ ー ト 。ライ ン ・サ ー ビ ス と は 全 く異 質 の も の で あ る。 現 状 で は 主 た る デ ー

タ 伝 送 需 要 は ス イ ッ チ ン グ ・ネ ッ トワ ー ク を通 じ て の も の で あ り,こ れ は 時

間 の と距 離 を 基 礎 と し て い る 。 シ ス テ ム の 考 え 方 と 一部 の 技 術 的 機 能 は 電 話

に お け る 呼 出 し と 同 様 に 考 え られ て い る。

datateleco㎜unication⇔1ナ る 最 新 の開 発 は 音 声 と デ ー タ を 同 時 に

扱 い,デ ー タが 伝 送 さ れ て い る 間 に 遠 距 離 地 間 で 会 話 が 出 来 る と い うも の で

あ る。

〔

ぞ

勺

●

TWX

1962年 にteletypewriterexchangeservi、ce(TWX)が 利 用 可能

とな った 。利 用 者 は カ ナ ダ国 内(海 外 も含 め て)の 何処 に対 してで もダ イ ア

ル を回 してそ の番 号 を指 示 す る ことに よっ て電報 のメ ッセ ージ を送 る こと が

出来 る よ うに な っ た。 この サ ービスは 電 話 網 と重 複 した施 設 と して よ りは,

そ れ を基礎 と し て実 現 され た もの で あ り,こ れ は 既 存 の 巨大 な電 話 回線 網 と

同様,経 済 的 な もの で あっ た。

そ の他 の 交 換 サ ー ビス

同 年 中 にそ の 他 三 種 の デ ー タ ・サ ー ビスが 同 じ判 断 に よ って 成 され た。 こ

れ らは 三種 共,既 に専 用線 の み通 じて 実 施 され て い た もの で あ る。 この サ ー

ビス には,telescript:こ れ は手 書 きの メ ッセ 一-yft書 き なが ら同時 に伝

送 す る もの で あ り,phone-taxは 地 図 や 製 図 な ど印 刷物 を伝送 し正確 に再

現 す る もの で 又,dataspeedは 他 の 機械 で 作 成 され た紙 テ ープ の情報 を毎

分1,000語 以 上 の ス ピー ドで送 る もの で あ る。Dataspeedは オ フ'ラ イ

ン ・ベ ー スでは,コ ン ピュ ー タ 。ユ ーザ ー に 極め て経 済的 な デ ータ ーの送 信

を提 供 す る もの で あ る。 ここで 述べ た オ フ 。ライ ン とは ユ ーザ ーの コン ビ ュ
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タ はdataspeed'の サ ー ビ ス と 直 接 オ ン ライ ン で 結 ば れ た 状 態 で は な い との

意 味 で あ る 。 そ れ は,オ ン ラ イ ン ・プ ロ グ ラ ム の 準 備 し て あ る コ ン ピ
ュ_右

文 各 種 のteleCOmmUniCatiOnti'一 ービ ス と直 接 必 要 な 周辺 装 置 を 完 備 し た コ

ン ピ ュ ー タ が そ の 時 点 で は 極 め て 少 数 で あ
っ た た め で あ る 。

」

・

■

オソ ・ラ イ ン ・コ ン ピュ ー タ 。シ ステ ム の 開 発

カ ナ ダ に お い て は,1962年 当 時 オ ソ 。'ラ'イソ も し くは 直 接 伝 送 施 設 に

結 ん で オ ペ レ ー シ ・ソ を 行 え る コ ソ ピL-一 夕 ーは12セ ヅ トに 満 た な か っ た
。

又 この 数 少 な い 例 で は 専 用 線 と し て 固 定 さ れ た 形 態 の 回 線 が 使 わ れ て い た
。

こ れ ら のteleprocessingシ ス テ ム は い つ れ も4800ピ ッ ト/秒 以 上 の

伝 送 速 度 の も の は 見 ら れ な い。 コ ン ピ ュ ー タのexecutivecontro1を 行

っソ フ トウ ェ ア が 考 え られ て い な か っ た 当 時 ,カ ナ ダ で コ ン ピ ュ ー タ を ダ イ

ア ルで呼 出 す と い うこ とは 誰 も考 え て いな か っ た。

e

♪

'

こ の 技 術 に 関 し て は,プ ロ ジ ェ ク トMACの よ うな 例 と し てMIT(Mas・sa_

chusettsInstituteoft・echnology)の よ う な 機 関 で 開 発 が 進 め ら

れ て い た 当 時 で あ る 。 しか し1964年 来 近 くには コ ソ ビ ュ ー 々 ・メ ーカ ー

の 主 な と こ ろ は いつ れ もそ れ ぞ れ 第 三 世 代 の 新 機 種 の 発 表 を 行 っ た 。 コ ン ピ

ュ ー タ産 業 で は この 頃 よ り,各 種 ス ピ ー ドの オ ソ ・ラ イ ン ・ タ ー ミナ ル を附

加 で き る コ ン ピ ュ ー タを 宣 伝 し は じ め て い る が,特 注 に よ る特 別 の 例 を 除 い

て・voicechanne1の 容 量 以 上 の ス ピ ー ドを持 っ た もの は 見 ら れ な か っ た
。

しか し現 在 で はTrans-Canada-Telephonesystemが 一 般 に 提 供 して い

るTWXと かDATAPHσNEサ ー ビ ス の 利 用 に よ っ て ど こ か ら で も コ ン ピ ュ

ー タを ダ イ ア ル で 呼 出 す こ と が 可 能 で あ る
。 しか し誰 も 来 だ そ れ を 実 際 に 行

っ た 者 は 見 られ な い 。1966年 後 半,IBMとCanadianGeneral

Electricが カ ナ ダ で 問 題 解 決 の 有 力 な 手 段 と し て タ イ ム ・シ ェア リン グ・サ

ー ビス を 利 用 す る に 至 っ た
。

L「
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メ ッセ ご ジ ・ス イ ッチ ン グ ・デLタ ・サ ー ビ ス(MSDS)

1`967年 春,Tfans4anadaTelep'honeSystem

(TCTS)は 新 し いmessageswitchingdat'a]service(MSDS)を 発

表 し た 。MSDSは 概 念 と し て は 旧 く.数 年 以 前 に 開 発 され た も の で あ る が

コ ン ピ ュ ー タに ょ っ て ス イ ッチ ン グ され る 蓄 積 交 換 技 術 と 組 合 せ て新 た に 出

て来 た も の で あ る 。 コ ソ ビ ュ ー 々の 利 用 に よ っ て 幾 つ か の 有 効 な 機 能 が 生 れ

て い る。

そ の 二 つ の うち 顕 著 な 二 例 ば,利 用 者 が 専 用 の 電 信 回 線(tele'graphcir-

,。 ・・、)極 じ て の 伝 送 村 齢 な っ1已 と と酷 交 換 網 極 じ で の デ づ

e'サ1二 已 輝1用 で き る よ}う ピ な っ だ こ と で あ る.こ れ はM・DSの ・ ソ't・

ユ_タ ボT;WXとm。iti、i・ ・Li。nの 専 用 線 夕 ー ミナ ・1・,ftf吏っ たDATA-

PHONE型 の サ ー ビス を集 合す る こと がで き たか らで あ る。 これは今 ま で

分離 し て い た二 つ の コ ミ ュニ ケ ーシ ・ソの世 界 の 一 体化 を意味 す る もので あ

あ った 。第 二 は 伝送 す る デ ータの価値 の高 揚 と 伝送 コス トの 節減 を もた らす

通 信 にお け るデ ー タ処 理 の 可能 性 の 点 で あ る。

'
▼

●

冒

デ ー タ 。プ ロ セ シ ン グ ・ナ ー ビ ス ・ ビ ュ ー ロ ーの 開 発

1968年 末期 に は,カ ナ ダ(:teい て いわゆ るデ 一夕 ピプ ロセ シソ グ ●サ

_ビ ス を始 めた 。

これ は カ ー ドの パ ン チ委 託 と第三 世 代 の小 型 機 を使 った。'し か し利 用者 の仕

事 が処 理 され戻 され るの に二 日間 を要す る場合 も あ'り,情 報 の 運搬 には 広 い

市街 地域 を一 台 の少 型 車 で カ バ ー して いた に す ぎな い。

郊 外地 域 の デ ー タ処 理 サ ー ビス は これ よ りカ ー ドや磁 気 テ ープ は 都 市間 を

連 絡 す る パ スに 乗せ られ て運 搬 され る。

自動 車 に よる情 報 の運 搬 は充 分 役 に 立 ち 又高 価 で な い ことが挙 げ られ るが

しか し弱 点 をも持 つ方 法 で あ る。 寒冷地 を運 ん で こ られ た カ ー ドや磁 気 テ ー

プ の リールは コ ン ピ ュー タにか け られ る前 には 暖 め,「 解 かす 」必要 が あ っ

た し,磁 気 テ ープ 。リー ルに つ いて は ビ ルデ ィン グや 都 市 の 間 を運搬 中磁 気

一一66一
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篭

り

瞬

の影 響 を受 け るの を防止 す る問 題 も話 題 とな った よ うで あ る。 この 種 の 問 題

ばDataphoneサ ー ビス とか高 速 専 用 回線 に ょ って 解決 され よ う。

これ は 明 らか に 太 いな 時 間 的節 約 とは な る が,telecommuniCationの 各 .

末 端に 置 くタ ー ミナル装 置 に コ ス トが必 要 と な るわけ で あ る。

通 常,末 端 の タ ー ミナ ル装 置で は イ ンプ ッ トされ たデ ータの コ ピ ーが 作 られ

る よ うに な って い る。 も し これ が デ ー タ処 理 セ ンタ ーで 可 能 とな っ た ら,デ

タの 移 送 は オ フ ・ライ ンで 行 われ る が,こ れ は利 用 者 の情 報 は タ イ ム9
ごシ ぞ

ア リン グ ・サ ービ スの よ うに直 ち に処 理 を実 行 す るため に 即 コソ ピ ュ 一夕 ヘ

イソ プ ッ トす る必 要 を持 た ない もの で あ る。 し、

EDP事 業 経 営者 の 大半 は,オ ン ・ライ ンで 直 接 コン ピ ュ ークへ 入 力tる 方

針 は示 して い な い。 コン ピ ュー タ ・セ ン タ ーの コ ミュ ニケ ーシ ョン ・タ ー ミ

ナ ル とか,コ ン トロ ー ル 。ユニ ッ ト,こ れ らは 一般 的 な 々イ ム ・シ ェ ア リン

グ事 業 で 使用 され る もの で あ るが,こ れ らは又EDPteleProcessing事

業 に も完全 に適合 す る もの で あ る。

技 術 が問 題 な ので は な く,大 き な疑 問 と して あっ たの は,こ の最 初 の ター ソ

ア ラ ソ ド ・サ ー ビスが充 分な 利 用 者 を得 て,オ ソ ・ライ ン ・テ レプ ロ セ シ ン

グ事 業 に必 要 な大 型 コ ン ピ ュー タを導 入 し稼 動 させ る ための 投 資 費 用 を生 み

出せ る か ど うか と い う点 で あっ た。 カ ナ ダで は1968年 以 降 明 らか に伸 び

を見 せ,オ ソ 。ラ イ ンに よ るEDPは 月間 平 均 一 社の 割合 で増 えて い る。

2)今 日の テ レプ ロセ シ ン グ市場
●

』

.

■

オ ソ ・ラ イ ン ・テ レプ ロ セ シ ン グ市場 は 大 いに 普及 を見 せ たデ ータ処 理 事

業 と並 ぶ 程 の 規模 に至 って い る。 オ ソ ・ライ ン市場 の 主力 を成 す こ とに な り

'そ うな の は差 程 多 量 に至 らな い トラ フ ィ
ックの 需 要 を常 態 と して 持 つ利 用 者

で あ ろ う。 大 手ユ ーザー は 自社 の コン ピ ュータ ー ・セ ンタ ーの 採 算 を 確保 す

る ことは 容 易 で あ ろ うし,も し くは デ ー タ処 理 サ ー ビス 。セ ンタ ー との 間 に

複 数本 の 専 用 回線 を設 け る よ うな 手 段 を講 じよ う。 しか し ユ ー ザ ーの 大 半 は

常 時 デ ータ を アク セ スす'る 必難 を感 じ てお らず ・処 噺 一 ビス を行 う
,・.1ソ
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ピ ュ 一夕 ・セ ソタ ーヘ ダイ ヤ ル し,'目 的 に応 じた速 度 の オ ン ・・ライ ンを通 じ

て必 要 な トラ ソズ アク シ ョソの処 理 を行 え る迅 速 な タ ーン ア ラウ ン ド・タ イ

ム を期待 で き よ う。

現 在,電 話 交換 回線 網 を通 じて行 わ れ るデ ータ ・サー ビスで は1200bps

を越 え る 速 度 の ものは あ ま りない。 し か し変 化 は 早 ぐ,テ レコ ミュニ ケ ー シ

ョン ・ネ ッ トワー クの 開発 がとれ に寄 与 して い る。 現 在研究 中 の最 新 式 デ ー

,.セ パ は14。 。 。bpsl漣 え る速 度 を もって 、、るが この 鑓 は ま 舗

品 化 の 段 階 に は至 って いな い。 この他,19現 在生 産 中の もの で,・,上記 と1200

bpsの 中間 に位 す る置 が14KHzの 音-声帯域 チ ャネ ルで 一般 に利 用 され てい

る。 よ り高 速 の デ ータ ・セ ッ トは 更 に高 価 とな るが,シ ステ ム と してそ の テ

レ コ ミュニ ケ ー シ ョン部 分 が能 力 的 に強化 され る こと に よ って充 分 償 え る。

SwitchedDataServices

テ レプ ロ セ シン グの 利 用者 は セ ンタ ーの コソ ビュ ー タへ 直 接 ダイ ア ルをす

る ことがで き,数 百 枚 の パ ンチ カ ー ドを数 分 で 送 るに等 しい デ ータ の伝 送 が

可能 で あ り,そ の場 で 解 答 が 印刷 され て得 られ る と い うよ うな ご どが で き る

段 階 に至 って いる。 又,或 る 利用 者 数 社 か らは 現 在予 測 で き る音声 帯 域 回 線

の能 力範 囲 以 上の 速 度 で,そ の よ うな伝 送 を行 いた いと い う要 望 が 出 され て

いる。

WidebandService

広 帯 域 デ ー タ ・ チ ャ ネ ル は18・75Kilo'bits,192Kilobits,40・8

kilobits,50Kilobits,108Kilobits更 に こ れ よ り 高 速 の も の を 含

めて完全二輌 線樋 ☆ カ アぬ よってデー。を送りたいとの鯉 の利
ミ ヘ ノ

用 者 に提 供 され よ う。 磁 気 テ ープや デ ィス ク ・パ ック をタ ー ミナ ル と して 持

っ て い る利 用者 に と っては 明 らか に必 要 な種 類 の もの で あ る。 他 の 利用 の 可

能岬 台O=ソr－ 夕9● メモ リ"-thyら別 ぽ.メ モハ 　 の結

合 を行 っ て大 量 の 事務 処 理 デ三 夕 の移 送 を行 った り,リ モ ー ト 。コソ ビ ュ ー
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●

タ ・シ ステ ム で スタ ン ド ・バイ と して も う1セ ッ トの コン ピ ュータ を働 ヵミぜ

る と い っ た こど が考 え られ る 。

この 種 の オ ペ レ ーシ ョンは 巾 広 い伝送 施 設 や デ ータ ・セ ッ トの 必 要 を示 す も

の で あ ろ う。現 在200Kilobits,2'5α4kilobits,460.6Ki.10bits

装 置 が 実 用化 され てい る。 しか し これ らば い つ れ も特 注べ 二女に 止 ってい る

が,現 状 で考 えち れ る傾 向 が続 け ば.こ れ ら高 速 のも の も仏 つ れ 標 準 的 な も

の に な ろ う。

●

、

.
e
.

PicturephoneService
sl

テ レ コ ミュニ ケ ー シ ョン ・キ ャ リア ーは コ ン ピ ュータ ・ア プ リケ ー シ ョン

との 組 合 せ で特 に 有 効 と思 わ れ る他 の高 速 サ ー ビス を もた らす もの と して期 』

待 され る。そ れ はPicturephone(登 録 済)で あ る。 これ はPlacingcall

用 の タ ッチ ・ トーン装 置 を応 用の 基礎 に し て変換 回 線 網 を通 じて,二 股 に シ

Picturephoneサ ー ビスの 提 供 を 行 う ことが ね らい で ある。 通話 の相手 は 互'

い に相 手 の 顔 を見 な が ら話 が で き る 。又Picturephoneサ ー ビスは デ 一夕

・バ ン クか らの情 報 検 索へ の応 用 が可 能 であ る。 コン ピュ ータが 呼 出 きれ る

と,コ ン ピ ュー タ か らの 英 数字 の 情 報 が即時 利 用 者のPicturehoneの ス ク

リーン に写 し 出 され る。 コ ン ピ ュ ータ へ の指 示 が,タ ッチ ・ トーン の キ ー ボ

ー ドか ら送 られ る と コ ン ピ ュータ はそ の該 当 プ ロ グ ラム に従 って情 報 を選 択

しデ ィス プ レイ を行 う。 ビジ ュア ル 。デ ィ スプ レイの 補 助 機能 と して プ リ ン

ト 。アウ トを行 う こと もで き よ う。 検 索 は迅 速 かつ 静 か に行 え る。 この種 の

デ ータ ・バン クで は 多 くの利 用 者 が 専用 線 を利 用 す る際,諸 々 の 拘 束 な しに

利 用 し合 うこ とが で き る。

VoiceBandServices

・増 大 しつつ あ るよ り高 速 な回 線 サ ー ビスの 需 要 を期 待 してい る間 も,い わ

ゆ る オ ソ ・ラ イ ン の利 用者 に は音 声 帯域 の 使 用 が継 続 され るで あ ろ う。音 声

帯域 回線 用 には 各 種 の 装置 が 使用 され てい る。 例 えば,紙 テ ープ ・リーダ ー,
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カ ー ド・リーダ ー,高 速 プ リンタ ー,磁 気 テ ープ 装 置,デ ィスプ レイ装 置,

タ ッチ ・ トーン装 置,と 各 種 の 通 信制 御 装 置 で あ る。 そ の ほ とん どは72bo

㌃ ㌔ps以 下 で使 わ れ てい る
。 デ ザ イ ンの進 歩.型 式,価 格 に よ って この種 の タ

ー ミナ ル装 置は 小 規模 な 事務 や 家 庭 に 加 速 的 に入 り込 みは じ めてい る。 これ

'1・1らの機 種 の うち には リ モ ー ト ・タ ー ミナ ル と し てでは な く, 、コ ソ ピ..一口タの

周 辺xecと し て使 用 す る 目的 欄 発 され た もの 醍 られ や・P・tq・h・n・ の

'て デ ー パ セ ジ ・は ・ン ピー一 ・.セ ン・ 一で よ りも リモ ー い テ ミナル偵‖

こ で パ
ッケ.一 ジ と し て 設 置 され て い る。

〔

ぺ
,

●

冨

PortableTerminalsandCompufers

ターミナル装 置や コン ピュ ータの なか には 携 帯 目的 を配 慮 レた型の も の が 出 て

来 てい る。利 用 者 は これ を方 々 へ運 ん で 使 うも ので あ る。 最早 ・ デ ー タ ●セ・

ソ タ ーや デ ータ ・バ ン クか ら遠 い とい う ことが 問 題で は な く,最 短 距 離 に あ

{し'
る騙 の湯汲 の間 がデ ー・ ・セ ン・ 「と鱒 眺 等 い とい う鰍 雑 っ

ノ

"'で いる・章 離 合鑓 は臨 同職 との避 穏 疎している
・回線の搬 面

での腰 畑m・ 鰻 声帯域 チ・ネルの許容範囲内であれば・・どこででも利

用都 携 帯用タニ ミナルを持って脚 して利用万 ことが可能である・より

高速は髄 パ 聾 唖 縦 の融 点細 ることによって・ しばしば齢 さ

れ 得 る も の で あ る。 これ らの予 想 され てい る加 入者 の回 線(loops)は 増 大 す
1る

回線速 度 に適 合 し得 る よ う設 定 す る ことが で き るが 機動 性 は減 少 され る。

40Kilobites以 上 の回線 では,印 刷 の速 度 は毎 分50～40ペ ージで あ り,

＼'棚
者 の大 半 に と って必 難 植 え た 意 味 しか もた ない とい 弾 純 鯉 由 か

'
ら鵠 離r㌣ て嚇 力ぱ れてしまう…

Needforunderstanding,Coope'rationandCooperationand

●

・

∨

芦

planning

以 上Vaつ い てCana白 ・n .b・ ・inessmachlinep・ ・vide「sとCanadian

ぞ;1;・ ・r'Cat'・nSCa「 「'e「Sと の 継 よ 吐 きな協 力 と理 解 と調 立
一70一



ぺせ

角

し

㌔

案 が望 まれ て い る。

現 在課 題 と な ら てい るのぱ 次 と)諸点 で ある。

a)メ ッセ ニ ジ'・・gラ ー の減 少

b)コ ー ドと ア ソti_,ミ 。 ク方 式 ゐ 酵 花lt'"t

c)装 置 間 め電気 的 結 合

d)シ ー・Jtilデイ シ グ

e)イ ンタ ー コネ ク シ ョン

f)メ イ ソテ ナ ソX・ ・テ ス テ ィシ グ

9ハ 技 術'的諸元1■L-

a).b)の 項 目に つい て藏後 に述 べ る。'e)の 項 目はTelecommissionの 他

の章 で 扱 う。 又残 りめ4項 目は 元 来枝 術 的商 題 とい え よ う。'

メ ッセ ー ジ 。』エ ラ ーの 減少

Teleco㎜unicatio醍 供者 の 目標 は 妥 当 な コス トの範 囲 で エ ラ ー率 に つ

い て充 分 な効 果 を あげ る こ とで あ る。 必 要 に応1二 てエ ラ ー検 出 エ ラー訂 正

の装 置 に よっ て追 加 的 な 防 御機 能 を加 え る こ とが で き る。 多 くのエ ラ ーは 減

少 させ 得 るが 皆無 と す る こ とは で き ない 。 雷 の よ うな,天 災 に 属す る もの は

伝送 の エ ラ ーか ら解放 へ の 最終 的 な障 害 で あ る。 そ れ は解決 に近づけることは・

で き るが,一 方 で 回線 の 提 供者 と利 用者 双方 に コ ス ト的重 庄 が 加 わ る こと に

な る。 エ ラ ーの 問 題 解決 につ い て は 回線 に 関 しての技 術的解 明 とい う方 法 以

上 に コ ン ピ エ 一夕 の ソフ トウェ アと か適 正 な処 理 が 土 ラ ー防 止 に 大 き く寄 与

す る こと が 期 待 で き るため,ア プ リケ ーシ ョン での シ ステ ム 。デ ザ イ ンの 段

.階 で の 解決 に大 い に期 待 が 寄 せ られ て い るb

夢 コ ー ドお填 び ア ン.サーバ ックの 標準 化

、、コー,ドの うち或 るものについ てぱ 既 に この産業内でめ標準化が成 され て

い るo.^

Am・ ・
.ica・Stand・ ・dC・d・f・r'1「ff'・ ・m・ti・ ・E・ ・h:ang・(ASCII)
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は現 在合 衆 国でUSASIと 呼 ばれ て お り∴ そ れ と共 にBinaryCoded

De、c㎞81.(BCD)の 標 準 コ ー ドが あ り,旧 い もの ではMurrayandBaudot

コー ドが 今 日デ イシ タ ル ・コ ミュニ ケ ーシ ョンの各 装置 で 使 われ てい る一般

的 コ_ド とな って い る。 これ らは 各 種 の 標 準 化 に関す る委 員 会が定 期 的 に こ

の 種 の コ ー ドで注 目す べ き規 模 の も のは 今 現 在は ない 。単 に幾 つか コ ー ド体

系 を 寄せ 集 め た場 合 は か え っ て技術 的 改 革 を妨 げ る こ と にな ろ う。

Answerbackに 関 す る コ ー ドにつ い て は,各 種 のco㎜oncarrierが テ レ

タ イプ 装置 と共 に 使用 され てい る 関係 か ら現 在有 効 な もの が存 在 してい る。

とれ らの コ ー ドは コ ールの最 初 に 自動 的 に 移送 され る。 これ に よってそ の コ

ルが 開 始 され る前 に機 械 装置 は 相手 と結 ば れ る。

そ の コ ール に一 致 しな い コー ドが送 られ た場 合,そ れ は間 違 い と見 倣 され,

結 合 は され ない 。利 用 者 の送 るメ ッセ ー ジ にはstandardindustryコ ー

ド,arswerbackコ ー ドcustomersFrequentlybuildコ 一下 が 正式 に

シ ステ ム に加 え られ て い な い 装置 へ の誤 っ た送 信 を妨 止 す る ため 含 め られ て

い る。 利用 者 は この よ うな手 段 に よ っ て 自 己の プ ライ バ シ ー保 護 を講 じて い

る。』

tq

e

●

●

4)Summa鍵y 、

客 種 テ レ コ ミrニ ケ ー シ ョソ ・サ ー ビ ス の 実 験 と コ ン ビ ュ ー一夕 産 業 と コ ソ

ピ1ユ 一 夕 利 用 者 の 間 で 予 測 され て い る ニ ー ズ に 関 して は,次 の よ うに 要 約 で

き よ うC

1.傾 向 と し て,nati。naldialnetworkの 利 用 は デ ー タ 伝 送 と 音 声

の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン共 に 増 大 を 示 しつ つ あ る 。

2.現 在,1200bps以 上 の 各 種 一ゐ 速 度 の 回 線 が 実 現 して い る 。 又

TCTSに よ っ て 実 質 的 に ど の よ う な 速 度 の も の も,megabit単 位 の

も の も含 め て 扱 う こ と が で き る 。

5.テ レ プ ロ セトソ グ利 用 者 の 大 半 は 音 声 帯 域 回 線 の 利 用 を 考 え て い る も の

と 思 わ れ る 。 速 度 は1.OKilobits程 度 が 予 想 され る 。
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4.事 務 機械 と テ レ コ ミュニ ケ ー シ ョン 施設 と を結 ぶ鍵 とな る の は適 切 な

デ ータ ・セ ッ トの開 発 に ある。

5・デ ー タ 。.セ ッ トお よび リモ ー ト ・タ ー ミナ ルと しての事 務 機械 の設 計

に 更 に一 段 の 努力 が必 要 で あ る。

6.小 規 模 な事 業,又 は 一般 家 庭の よ うな小 利 用者 も この よ うな傾 向 が進

行 す る こ と に よっ て利 益 を受 け る こと にな る。

ス利 用 者 と コソ ビ ュー一夕の提 供 者 と共 同通 信施 設 の提 供者(common

corrier)の 有 効 な協 力 が必 要 で あ る。
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Aこ1潜 在収 益

テ レ コ ミュニ ケ ーシ ョン 産業 に おけ る1990年 まで の 潜 在市 場 の長 期 見

通 しに つ い ては,人 口,収 益,テ レ コミ ュニ ケ ー シ ョン普 及度,移 民 と家 族

構 成 な ど の点 を 基礎 に本 報告 書 の第 一章 で仮 説 を述 べ た が,こ こで 更 に,環

境 的 な変 化 や進 展 の もた らす 影 響 に つい て考 察す る と.

社会 の複雑性の進展 と予想 される影響お よび制度

複雑 化の進展 に適 応 し得 る,,よ.り大 量かつ有効な情報 の流れ に関

す る必要性

潜在的諸問題に対して効果的な技術的あ るいは非技術的解決方法

発見 の可能 性の増大

が挙 げ られ る。 。

これ らの 明 らか にな って い'る傾 向や 二7ズ か ら推 して,テ レ巨・ミュ ニ ケ ー シ

ら ソの長 期 的な 潜 在市場 の 平 均 成 長 率は1955年 以 来,過 去15年 間 の 伸

び率 以上 は最 低 限 今 後 も続 くで あ ろ うとの見 方 が妥 当 と 見 られ てい る。 過去

15年 間 の 収益 全額 の 平 均 成長 率 は 年 率9%以 下 で あ り.こ の 間 の 数 字 に対

じ て,194.'6年 ～50年 の 間 は 平 均 成長1?%,又1926年 ～67年 ま

で の平 均 は8%で あっ た。

前述 の総 括 的 な 前 提 を基 に して,,潜 在市 場 の長 期 予 測 を行 っ た も の が次 に掲

げ る表 で,比 較 のた め に過 去 の プ 一夕 も挙 げ た も の で あ る。

又 金額 は 掲 げ たそ れ ぞ れ の 年 で の時 価 で示 し て ある。 この産 業 全体 の 金額 的

な数 字 は 不 明 で あ る。

表 一8

テ レ ゴ ミュニ ケ ーシ ョソ の長 期 潜 在 市場 サ'
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注)1.収 益 予測は潜 在市場 の広汎 な予想の範 囲で,各 期 間での一時点を基

準 に してい る。

2.こ の予測は過去の物価 上昇傾 向に よる収益 の影響を1990年 まで

外挿法 によらて加 味 した結果 が含 まれてい る。

3.表 に示 した期間ゐ過去 および将来の成長 率は いつれ も極 めて近い率

とな っ てい る。

4.将 来 の潜 在収 益 には 既 存のcommoncarriers以 外 の業 者 か ら生 じ

'る 不 確 定 な収 益 要 素 も含 まれ てい る
。

現 時 点 で どの クラ ス.の利 用 者 が将 来 自 己 の 準 備 に ど の よ うな手 段
'
を選 択 す る か が 明 らか で は な い。

過去 に は テ レ コ ミュニ ケ ーシ ョン装 置 の 大 半 はCOmmOnCarrierS

の 側 で 準備,提 供 してい たが.将 来 はcarrierと 利用 者 側 で準 備 す

す 装 置 とが 混 在 した形 で 使 わ れ る傾 向 が 強 くな ろ う。

(

●

B.産 業 の 成 長 と収 益 へ の 影 響

L:980年
に 年 間40億 ドル,1990年 に95億 ド ル が 予 想 され てい る

コ ド まノ

が これ は 大 き く二 つの館 田壽に 分 け る ことが で ぎ る。

第 一 の範曝 は,テ レ コ ミュニ ケ ー シ ョン ・サ ー ビスの 既存 の部 分

の拡 大 と 発展 の範 囲 で考 え られ る もの で あ り,こ の 予 測 の 期 間 内 に進展 が 予

想 され る もの で あ る。

これ には 基 本的 な 電話 サ ー ビ スを含 み,さ らに,新 た に変 化 した 形 の サ ー ビ

ス,広 域 の 電 話 サ ー ビ ス,テ レ ック ス.広 帯 域 サ ー ビ ス,デ ー タ コム な ど も

含 ん でい る。 前 述 した通 り,こ れ らの 諸 サ ー ビスの 中 には 成 長 の 下降 をた ど
ト コ ノ シ

ると思われ るも6も 嫡 へ これ 蝉 他 の業者や'XXX者 によ婿 力によっ

て前述の平均成長率以上の成長が期 待 され る。 この分野の年間潜在収益は

1990年 まで に'60億 ドルを越 えるもの と予想 され る。

第二 の範躊 どしては,現 在は未だ存在 しなら新 しい種 々のサー

ビスに関 してであ り,,こ れ には現時点で は未だそ の包括的 な概念 の範囲に
_76一
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あ って 明確 に具 体 化 され て い ない もの を含 め た範 囲が あげ られ る。

これ らは 社 会 の複 雑 化 の進 展 に伴 う新 しい二2ズ の 出現 と 関連 してお り,実

利 的 な,指 導 的 な リク リエ ー シ ョン的 な,も し ぐな 娯楽 的 な 目的 に 供す る 情

報 の流 れ を量 的,質 的 に 向 上 させ る ニ ーズ を持 つ もの で あ る。
.1"

こ れ ら の ニ ー ズ の 多 くは ビ ジ ュア ル な 型 の テ レ コ ミ ゴ ニ ケ ー シ ョ ソ装 置 を 必

要 と す る も の と 思 わ れ る。 又 そ の 多 ぐは コ ン ピ ュ ー タ を 基 礎 に 置 い た サ ー ビ

ス と な ろ う。 そ の 例 と し て は 自筆 の 文 書 め テ レ コ ミニ ケ ー シ ョ ン,テ レ プ ロ

セ シ ン グ,マ イ ク ロ フ ォ ー ム,マ イ ク ロ フ イ ッシ ェ と か,commonspace

risualtelcomsystem,更 に 実 用 化 され たaudio-visualrelrieral

systemな ど が 考 え ら れ よ う。 この 範 疇 で ぱ ・↑.9gi・0年 ま で に30億 ドル を

越 え る数 字 が 予 測 さ れ て い る。 将 来 の テ レ コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン の 重 要 性 や 情

ホ
報 流 通 の 経 済 に対 す る 影 響 に つ い て ア メ リ カのPeterDrucke∫ 「th・eknow-

ledgeindustries」 の 自 身 の 討 議 の 中 で 次 の よtFうに 触 れ て い る 。

*peterDrucker

「断 絶 の時 代 」

発 行:HarperandPow1968年

「知 識 産 業,そ れ ば アイ デ アを 創造 し,分 配 し1955年 に は ア メ リカ合 衆

国 のGNPの4分 の1を 占め てtoり,197・0年 の 後期 にはtlLoataI

p,atinalproductのonehalfを 占め る と思われ.る1。・品物'や サ ー ビス の

生 産 よ りは む しろ情 報 を 生 む もの で あ る。 アメ リ カぱ 第二 次 大 戦 か ら この 方

つい 最 近 まで物 の経 済 を 行 って きた 。

、しか し相 わ れ わ れ は知 識 の経 済 へ と変 イヒしつつ ある6だ が 統 計 上 では・ そ

れが 明 らか な 現実 で あ る にも かか わ らず,重 大 な事 実 と して 示 され て いな い 。

明確 な のは 知 識 が 将 来 にk－け る 「生 産 の 要素 」と して,進 展 した経 済 の 中 で

中心 的 な もの と な りつつ あ る とい うこ とで あ る。 」

この情 報 の 必 要性 の増 大 の 問 題 は テ レコ ミ三雲 ケ ー シ ・ソに 関 す る本 報告 書

第5章,情 報 と デ ータ ・サ ニ ビス で詳 細 が 参 照 され てい る。
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表 一9GNPと テ レ コ ミ ュニ ケー シ ョ ン産 業 の 関 係

TelecommunicationsContributiontoGNP

(inbillionsofcUrrentdollars)

EstimatedTelecomTeIecomas.

Year-ContributionGNP%ofGNP

194ら0.11120.9

19550.34"281.2

19650.81551.5

rl968"11.1'711.6

1980Est.'5.1181'1.7

1990Est.ス25741.9

Sodrce:EstimatesderivedfromDBShistoricaldafa

注)1.GN'pに 対 す る テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 構i成 に つ い て は,テ レ コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 産 業 の 総 体 を 把 握 す る た め そ の 売 上 げ(operal-

ingrevenue)か ら 問 題 税 －supplie,rentsな ど を 差 引 い た も

の で あ る 。

2.こ の 表 た 示 し たGN'Pの 価 額 の 成 長 は1970年 が7%,以 後1980

年 ま で の 間 が,8%更 に1990年 ま で の 間はZ5%と した。

'文GN
pの 量 の成 長 は4970年 に5.5%,以 後,1980年 まで

'

の 間 ば5%、 更 に1990年 ま で の 間 は4.5%と し た.1980年

以 降の成長率 の低下は主に労働 力の増 加率 の減少が予想 されること

に よ っ てい る。

5.こ の表 に 示 した,GNPと テ レ コ ミュニ ケ ーシ ョン産 業 との関 係 は

市 場 の潜 在予 測 の妥 当 性 を示 す 指 標 と して の意 味 と,表 一8で 示 し

た 潜 在市 場 に 閲 す る共 通の 決 定 要 素 と して の意 味 を 持 って い る。 長

期 的 な見 通 しで はGNPの よ うな 経済 指 標 は成 長 に比 べ て よ り有 効

な 決 定 要 素 と 思 われ る。 しか し環 境,将 来 的 サ ービ'ズの量,お よ び

有 効 な デ マ ン ドの程 度 にっ い て は正 確 に算 定 を 行 う と とが難 が しい 。
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4.こ の表 は 収益 の 過去 の 数 字 と将 来 の予 測,
.成 長 率,お よび この産

業 のGNPに 対す潜 在的寄与 の間 に妥 当性を持 った相関 関係を示

す ことを意と してい る。

この見方は われわれの社 会の現状 で明 らかに され てい る環境の力

(社 会,技 術,経 済)の 考察を加え補った もので あり,有 益 なテ

レ コ ミュニ ケ ー シ ョン全 体 と し て,国 家 的 要求 を裏 付 け る もの で

あ る。 ・

D.サ ー ビス需 要 の長 期 予 想

Par斑 で ぱ よ り短 期 的 な テ レ コ ミュ ニケ ー シ ョyに 関 す る予 想 を述 べ た が ,

この章では研究 の役割 斑 鍛 化の影野 考 える前段階 とし9 ・・1990
.年

まで の電 話 に 関 す るニ ーズの発 展 に つい て,そ の総 括 的 な意 見 と前 提 を まと

め た。

情 報 の 伝送 につい て需要 はそ の環 響的 意味 に おい て来 るべ き10年 間

匠急 激 な増 大 を 見 せ よ う。.

社 会は 異 った 形 で現 在 よ り更 に 多 くの任 事 を行 うこ と にな ろ う。そ れ

ぼ コ ミュニ ケ ーシ ョンを 中心 とし た もの と なろ う○

経 営科 学 の 進歩 と道 具 と して の コン ピュ ータ を 使 った オペ レ ー シ ョン

ズ 。リサ ー チは 人 間 の視 野 に 新 しい次 元 を加 え る こと に な ろ う。

t990年 に至 る以 前 にこれ らの科 学 は 諸 々'の組 識 で の基 本 的 な変 革

や 諸 種 の シ ス テ ム の複 雑 な性 格 を 上手 く処 理 す る能 力 や 社会 の必要 性

に 対応 す る もの と して大 い な る進展 を遂 げ てい る で あ ろ う。 、

テ レコ ミ ュニ ケ ー シ ・ソ ・ネ ッ トワ ー クの拡 大 と技術 進歩 に つい て,'

次 の よ うな点 が 予想 され る。

・教 育手 段 と し'ての テ レ ビ

o産 業 用 テ レ ビ

o有 線 デ レ ビ/'-tl

o4Kb/s～1.5Mb/sの 高 速 デ ータ伝送 媒 体

o上 記1.5Mb/sの 極 め て高 速 な デ ータ 伝送
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o高 速 フ ァク シ ミル

oタ ツム トー ソ に よる情 報 バ ックへ の メ カ とデ ー タ の検 索

oPicturephoneそ の 他 の ビジ ュア ル ・デ ィ スプ レ イに よ る情 報

検 索

o交 換 局 での ビデ オ ・スイ ッチ ン グ

o都 市 間 を結 ん で 会議 を 行 うテ レ ビ

oデ ータ ・バ ン ク との デ ータ の送 受

.o小9J手k・ よび 帳 票 類 の流 れ を減 少 させ た バ ン キ ン グ'シ ステ ム'

E・ 研 究 ・開 発 の 役割

テ レ コ ミニ ケ ーシ ョンの シス テ ム と ネ ッ トワ ークは そ の 発 達 に おい て高 度

に複 合 化 され た 段 階 に至 っ てい る。 この複 合化 に よる一 つ の結 論 は今 後更 に

必要 な 革新 を継 続 して行 くた め に求 め られ る新 た な 知 識 の 習 得 に 多額 の費

用を 要す る とい う点 で あ る。 .

そ れ は課 題 を設 定 し,計 画 し,開 発 し,作 り上 げ,求 め られ て い る二Lズ に

適 応 す る サ ー ビス と してそ の市 場 を 経済 的 に育 ち得 る段 階 まで 開 発 す る準 備

期 間 と して の数 年 間 にそ の結 果 と して派 生 して来 る もの で あ る。'

この産 業 が主 体 とな っ て行 う研 究 ・開 発 で の継 続 的 な経 費 支 出の効 果 として

既 存 の サ ー ビスの価 値 的 な進 歩 や 将 来 の サ ー ビス計 画 に 不 休 の前進 が期 待 で

きゐ 。

利 鈍 の 水準 や,利 用 者 の 将 来的 ニ ーズ に対 応 す る研 究 ・開 発 計 画 を遂 行 す る

ため には恒久 的 な 必要 条 件 と な っ てい る。

この環 境 変化 の 時期 にお い て,カ ナダ の テ レ コ ミニ ケ ー シ ョン研 究 の諸 組 織

に期 待 され る適 切 な 研 究 開発 の 役割,目 的 は次 の よ うな点 に集 約 で き ょ う。

1.コ ス ト軽減の ため の 諸 手 段 が,諸 計 画 を進 め るに あた っ て,よ り適 切

な,又 コス ト的 に も適 切 な方 法 を生 む こと にな ろう9又 これ は加 え て,

利 用者 の利 益 に もつな が る もの で あ り,こ れ らの コ ス ト軽減 の 意 図は 国

民 的 な 目標 と して 同 じ意 味 を 持つ 自由 競争 下 の カ ナ ダ の製造 工 業 を育成
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す る こと が で き よ う。

2.カ ナ ダ 自体 の ニ ーズ を直 視 す る ことが 重 要 で あ・りt"輸 入 技 術 の利 用Pt－

非実 用 的で あ るか あるいは無意味で ある,。

発生す る新 しいニーズには カナダの環境 に最 も適 した様式 をもって対処

す ることで ある。又 このこ とは 副次的 にカナダ人 の人材 育成,維 持の効

果姓 むものであり・これ輪 太い噸 徽 ミ寄せら綱 鵠 ⑰ う乏・

又 国民的立場からわれわれが望んで願 テレコミー該 三ピ口 頼

に影 響 す る本 質的 腰 素 と も考 え られ る・
、 … 一 、 。

F.社 会変 化 の 影 響

研 究 ・関 発 計 画の 根拠 は進 行 しつ つ あ る社会 変化 に 関連 し て大 き く影 響 を

受 け る もの で あ ろ う。

い わ ゆ る情 報革 命 や 進み つ つ あ る一脱工業化社会"の 様 タ な形 の ニ ーズ と混 在

す る形 で 社 会 的 変 化 が 起 っ て お り,そ こ では過 去 に必 要 と され た もの よ り一

層,動 機 を 重 視 した市 場 や 社 会研 究 の計 画 作成 が必 要 と され る こと に な ろ う。

これは臓 化したい二つ 樋 確に指向することを鰍 し・文鎮 的麺 で

も極め て迅速 に対 処す る ことが期待で き よう。

社会変化幽 す るこの よ う砿 汎端 麗を と り上げ るに獅 ては・ こ
、の錯

書の主 旨にそ って,検 討 の範囲を テーレ コ ミュニケー シ ・ソに直接 関連す る部

分 に限 るの が適 切 と思 わ れ る。

1・ 都 市 化 ・ 土 地 利 用 の パ タ ーンの 変化 と,一 般 の要 望 に 対す る実 現 可

能 で かつ 充 足 し得 る段 階 の 変化 。

これ は この 報 告 書 の前 の部 分で 多 くを述べ た点 で あ る。

2.豊 か さ 一 自由 選択 の可能 性 の 利 益 とテ レ ユ ミュニ ケ 一顧シ ョソの各 種

の 範 疇 を 包 含 した 諸種 の サ ービス に対 す る人 々の 価値 的 な受 け と り方へ

の結 果 的 な影 響 を 高 め る方 向 を意 味 す る。

5.一 般 需 要 者 の変 動惟 一 先 述 の 豊 富 と社 会 ・経 済 構 造,新 しい 情報 の

流 れ に関 連 す るもの で あ る。
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4.教 育 の継 続 一 一楽 しみの た め に も し くはそ れ と同 等 の 意 味 で職 業 的 な

理 由 のた め に人 生 を 通 じて学 習 を 続行 す るた めの施 設 を含 む。

5.リ ク リエ ーシ ョン的,娯 楽 指 向 的 傾 向 一 これ には 純 粋 の娯 楽 と.楽

しみ と しての連 続 的 な教育 の 両 方 が あ ろ う。.・.・ ・

或 る学 者 は マ ス ・メ デ ィアを 次 の よ うに分 け てい る。 ㌧

そ れ は 一 方 通行 の メ デ ィアを 通 じ て一 定 の地域 に伝 達 す るも の と,往 復

で,相 互 作 用 と反応 を伴 う コ ミュニ ケ ー シ ョン ・メ デ ィア であ る。

マ ス ・メ デ ィアの 専 門家 は,そ の 一 方 通 行 的性 格 が 強 さ か ら必 然 的 に社

会 の 同 質性 は 増 す と見 て い る。

6.組 織 的 な選 択 一 新 しい輸 送,コ ミュニ ケ ー シ ョン,動 力 の技 術 が人 ・

口 の分 散 を促 す もの で は な く,む し ろ,技 術 的 な 可能 性 の 存 在 を意 味す

る もの と考 え られ よ う。 問 題 は 都 市 化 に対 して人 々 は どの よ うな段 階 で

,㌧分 散 を望ん だ り,反 作 用 す るか とい う点 で ある。

分散 化 は莫 大 な コ ス トや社 会 的 併 害 と して過 密 化 を伴 うとい う重 大 な傾

向 を 持 って お り,又 テ レ コ ミュニ ケ ー シ ョン に 多 くの 新 しい 影 響を、も た

らす もの と 思わ れ る。

Z医 療 お よ び健 康 管理 分 野 の動 向

死亡 率と国民 の健康管理の研究 ・技術 を指向した人 口密度が大 きく関

係 す る もの で あ る。

病院 や医 家 の 治 療は コン ピ ュ ータ花 しつ つ ある。・問 題は これ らの潜 在的

な方 式 を人 々 が どの程 度 受 け 入 れ るか に ょ'って」 遠 隔診 断,処 法や 治療

の サ ー ビスの効 果 が決 っ て くる ことで あ'った。

先 述 の諸 点 は,テ レ コ ミ.ユニ ケ ー シ ョソ が 与 え てい る最 も想像 の容 易 な社 会

的傾 向 と して 挙 げ た もの で ある。'

これ らは,社 会 的 ニ ーズ,価 値 や,利 用 し得 る資 源全 体 の 一部 の 相 互 作用 の

基 本 的 プ ロセ スを 示す 意 味 を持 っ てい る。

一 時 期 の相 互作 用 の 後,し ば しば 論 争 を 呼 ぶ で あ ろ うが,明 確 化 し得 る二」

ズ と行動 を もた らす 有 意義 な姿 勢 が 明 らか に され よ う。 こ の動 き に と もな っ
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て,'テ レコ ミュニ ケ ーシ ョン産 業 は そ のニ ーズ に対応 す る機 器 的 な資源 を も

って 迅'速に 活 動を 行 う こと と な ろ う。
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技 術 文 献 用 の 安 価 な ソー ス ・デ ー タ ・タ ー ミナ ラレ

ロ ー レ ンP・.マ イ ス ナ ー 、 マ ン ス フ ィ ー ル ドL.ク リ ンaッ.ク 、 ロ バ ー

トA.Nル シ ュ

ロ ー レ ン ス 放 射 線 研 究 所

U…r・i・yiof
..c・1・ …ni・,Berk・1・y,C・1if・r・i:a"i
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概 説

技 術 文献 を コ ン ピ ュ ー タ ・フ ァ イ ルに入 力 す る ため の 安価 な ゾー ズ ㊤デー…

夕入力 装 置が 、 市 販 の ハ ー ドウ ェア と特別 に設 計 され た イ ンダ ー ブ ニイ ス、.

そ れに十 分 に練 り上 げ た ソフ トウ ェア とを使 って組 み 立 て ら れ た。'この装 置

の キ ー ボー ドには 、 入 力 キ ー と して 、 ラテ ンお よび ギ リシ ャ ・ア ル フ ァベ ッ

トの 大文 字 、 小文 字 と数 字 、そ れ に約100種 類 の 特殊 記 号 キー が備 え ら れ

てい る。 入力 され た文 字 は 、 ソ フ トウ ェア文字 発 生 器 に よっ てCRTス ク リ
つ キ コ 　

一 ン上 に表 示 され る.こ の ソフ トウ ェア文字 発生 器 は ま た、 肩 つ き文字 、 下

つ き文 字 、 イ タ リッ ク、 太字 の いず れ も表 示 で き る。 装 置は また、CRTス

ク リー ン上 に直 接 デ ィス プ レ/し て、 制 御 キーを 使 い、 捜 入、 削 除 、 そ の他

の文 献 訂正 もで き る よ うにな って い る。 フ ァ ク シ ミ リ ・レ コー ダ ーが っ い て

おり・かなりの高速でぷ 願 の良いバーぽ 一を安伸 力するほ 縦

は 、 この 入力 装 置に つ い て、現 在 使 って い るハ ー ドウェ ア構成 に つ いて のべ 、

同時 に"商 品 と して 実 現 可 能 な"シ ス テム の青 写 真 一つ ま り8Kコ ア、32

Kデ ィ ス クを持 つPDP-8コ ン ピ ュー タと、 ター ミナル(り 台 また は そ れ

以 上、 キー ボ ー ドと記 憶 ス コ ープ とで 構 成 され る)、 フ ァ グ ジ ミリ ・レ コー

へ それ・二必鞠 ンタヲ ・元スとで構成されるシス≡ 三にマ㌘

べ た も の で あ る 。 イ ン タ ー フ ェ イ ス の ハ ー ドウ ェ ア 面 の 特 徴 を 詳・説 し、 同 時

にソフトク・アの全体のシrテ ぷ それに使用したデータ?興 ㌍
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て も 解 説 して あ る 。

序 論 一 ・、

文醐 理げ ジ・… コンビ一 夕が役立つ ことは・広 く鍋 さ、獅 よ う

にな っ て きた 。.しか しな が ら、 これ まで の と とろ で は、"技 術 文 献"の 整 理

に、適 切 な配慮 が な され て応 用 され て き たわけ で は な く、 た どえば ・.アノレフ

。べ 。 ト瑚 の多 くの廟 った記 癖 文字、 あるいは撒 な表現9.輯 や・

型どお り"一 度に1行"で 扱 えない作図 などを含 む文献には、ほ とんど応用

され て いなか っ た。

技術 文 献処 理 が 難 か し いの は 、 出力 装 置に原 因 が あ るの で は な い 。 とい ク、

のは必 要 な性 能 を備 えk写 植 機(た と えば ラ イ ノ ト・・uン505、 ビデオ コン

ブ8'5・ 、 フ'。 ト』ン7'15、 そ れ に ホ ト5・ 二 ・力2・ ・な ど .)が す で・・.

市販 されて お り、 ほ とん どの コ ン ピ ュ ー タで直 接 作 成 され た磁 気 テ ープ を 使

って も駆 動 で き る よ うに な って い るか らだ 。 こ うし た写植 機 鱈 一般 に 複雑 な

文献の場合はい く分効率が悪いのは確か だが、 た とえ動作速 度は遅 くな って

も技術文献 の取扱 いで柔軟性が高 いので引き合 うレ、従来 の自由度のな さと

比較すればは るかに優 れてい る。

コ ン ビ・ 三 夕 ・ソフ トウ・ ア面 で の障 害 は ・ と く{堀 服 し難 い 学 では な

い 。図 形 処 理 に要求 さ れ る十 分 な 知 識 を持 った 熟練 プ ロ グラ マ ーな らば、

t.5人 ・年 も'あれば 、 一－paの 技 術 文 献 を、 どん な コ ン ピュ ー タか らで も、 い

か な る規 格 の 写植 機 モ デ ルに も適 応 す る出力 形 式 に 変換 す るた め の プ ロ グラ

ム を作 る ことが で き る と され てい る。

む しろ 、 難か し いの は 入 力部 分 で 、 そ れ もオペ レー タに 適 当 な"フ ィー ド

バ 珍"を いか に提 供 す るか に集 約 され る・ この フ ・一 ドパ ック機 能 は醐

百種 類 もの異な った文字 蒼備 えたギーボー ドを使 って、 オペ レータが適切 な

当 言 ・でかな り正確 に・抜紋 髄 入力す るために必要 とな るもので 越 ・

.主 だ ド・オベ レー ・に多願 の文字の フ・一 ・バ ック提 供す るロC

文字像 をバー ・ウ・アぽ 生 させ るのではな く・ ・フ け ・アで発生 ㌣ る
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こと が 必 要 に な る 。 そ の た め 、 キ ー ボ ー ドは オ ン ラ イ ン で 操 作 さ れ な け れ ば

な ら な い 。 し たが っ て 、 我 々は 技 術 文 献 入 力 タ ー ミナ ルの 設 計 を 、 独 立 し た

も の と,し て 考 え る の で は な く、 コ ン ピ ュ ー タ、 フ ィー ドバ ック ・デ ィス プレ イ 三 ・

付 キ ーボ ー ドぶ ハ ー ドコピー(校iE刷b)出 力 機能 、 そ れ に他 へ応 用す るた めの デ'"i「 …

一 夕伝 送 用 相互 通 信能 力 を含 ん だ、 完全 なオ ン ラ イ ン ・シス テ ムの1部 と しゼ考 えく

る の で あ るo'

プ ロ ジ ェ ク ,トの 背 景,,..、"

・一㍗ ス放撒 職 所 順 子鮮 ク:・ヒープは19‥ 年以来・'6巻 の原

子 力 デ→ タ集"ア イ ソ ト・・…プ便 覧"を 発 刊 して ぎた 。各 巻 は 回 を重 ね るご と'

にほぼ坪 が倍増してきて典 .1?・!年 熱 発干・1さ液 第 蜷 は"x

や グラ フ がぎ っ し り詰 っ た大 版 で ほ ぼ600ペ ー ジどい うポ リS－ ム にな っ ・

てい る。 この最 新 号作 成 の ため に は、原 文 デー タを 用 紙 に望 ま しい形式 に書

き写 す作 業 に2人 ・年 か か り、 こ1のと きは交 換 可 能 な タイプ ・ バ ー と数 字'・ ・t

鯉 上の大文字の位置・ゴ ぴ ク数字を備えた改良列 グライダーが励 詑

た。 この新 刊 が ま さに 印刷 終 了 の直 前 に なっ て は じめて編 集者 達 は 、次 号で 一

もζの全部操作ボ 最初かピ 抄 返さ加 ぱ ならない・とに気づぽ の〆…

で あ る。新 刊 の原 稿締 切 日と、 そ れ が発 刊 され る 日と の遅 れ時 間が 、 この 入

力 作 業 に関 係 して い る ことは重 大 で 、そ の結 果 編 集 者達 は 、 デ ー タを継 続 的

に 更 新 して コン ピュ ー タ ・フ ァイ ル上 に貯 え てお くとい う可 能性 を検討 す る

よ うに な っ た 。 この フ ァ イ ルの仕様 が これ までか な り改善 さ れて きて い る之

とが、 結 果 と して 同 研 究所 を初 や て、技 術 文 献 を コン ピュ ー タが読 め る ラ デ

イ・ノVに入力 す る能 力 そ の もの をか な り改善 す る必 要 が あ る ごと'1ご目を向 げ ざ

せ た,こ少に な るo

何 らか の技 術文 献 入 力 ター ミナルが 開発 され れば 、 当研 究所 では他 に も基

本 的 に応 用 で き る ことは 明 白だ った 。 と くに ア イ ソ トープ便 覧 と同 じよ うな

原 子 力物 理 学 デ ー タの編 集 とか 、"レ ビュー ・オ ブ ・パ ーテ ィ クル ・プ ロパ

テ ィ∴ ズ"(同 誌 の 場合 の フ ァイ ルは 、 分 量 で は少 な か ろ うが 、活 用性 は よ

り高 い だ ろ う)に は適 用 で き るだ ろ うし、 また 出版 予 定 の技 術 論文 や 、 シ一
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ス言 語AL(}6Ll↓1Ptk'の 書 籍 目録 お よび 技術 情 報 グル ープ(Technica1・

Info…rmatiohGnoup)用 に これ まで す で に コ ン ピュ ー タで処 理 され て き

た他 の情 報 につ い て も同様 だ っ た 。 さらに 、 当研 究 所 で得 られ た成 果 が いか

な る もの に せ よL:そ れは他 の機 関で 同 様 な シ ステ ム を設 計す るど き に役 立 ち'

得 る だ ろ うと思 わ れ た。'

技 術 文 献 入力 装 置の 能 力 と して我 々が 要 求 した こと は、 そ れ故 に、最 低限 ・

で も"ア イ ソ トー プ便 覧"の 一 連 の文 献 を コ ン ピュ ー タ ・フ ァイ ル に入 力 で

きる能 力 だ っ たわ け で ある。 同文 献 の一 部 を 図1に 示 す 。 こ うした方 針∀ と

づ五 だあ に、 我 ぺば 最初 は、'他 の 興味 あ6'"7オ ーL7ッ トの問 題 を あえ て無 視

す る ピと に し』た ので あ るbた と えぽ我 々は、・我 々の シ ステ ムに 分数 な どで 表

わ され る複雑 な 数 式 を いか に取 扱 うか を、 まだ 教 えて い な い。

t'19 ・'68年 に、 我 々1は"ア イ ソ トープ便 覧"の よ うな 文 献を 作 成 し得 る キ

ー ボ一一ドを設 計"し、 組 み 立 て た(図2参 照)。 この キ ー ボ ー ドを使 って 我 々

は、 さらに新 しい キ ー ボ ー ドの設 計 、 改 良 に つ い て の考 察 を進 め 、 同 時 に 出.

力 技 術 を テス トす る ため の 文献 を 作 成 し た。 この キー ボー ドの キー は、 ダ イ

オ ー ド・ボ ー ドの縦 列 に接 続 され て お り、 そ の ダ イオ ー ド'・ボー ドの横列 に

出 力 コー ドがつ い て い る。 キ ー ボ ー ドには75の"文 字"キ ーが あ るが、 さ

らに約30文 字 拡 張 で き る余地 が ある(図3参 照)。 ギ リシ ャ文字 の大 文字 、

小 文 字はY24の アル ファベ ッ ト ・キ ー上 に畳 重 して あ る。 との最 初 の キ ー ボ

ーF;iS 、IBM-526キ ー パ ンチ に接 続 され、 キ ーが押 され る'たび に カ ー

ドに2』行ず つ パ ン チ され る よ うに して あ り、 また キー パン チの 印刷 ユ ニ.ッ ト

を 使 い、 オ ペ レ ー タに最 小限 の フ ィー ドバ ックが 与 え ら れ るよ うに な って い

る。か な り簡 単 な文 献 の場 合 は、 この フ ィ ー ドバ ックで適 当 で ある,ことが わ

か っ)そ。

我 々'は実際 に この キ ー ボ 一二ドを参 考 文 献 デ・一 夕の 入 力用 と して使'っ てい る

し'Nt969年 中頃 以 来 当研 究所 が発 行 し'ftレ ポ ー ト中 に 引用 して ある参 考

文 献 のぴ くつ か は これで 入 力 さ れ た もの で あ る。 これ らの出 版物 は、IBM

"'526か ら大型 コ ン ピュ ー タに 丸一 ドを 読 み 込 ん で・ この大 型 コ ン ピ ュ一
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夕が ライ ノフ ィル ム写 植 機 に直 接 入 力 で き る磁 気 テ ー プを作 成 す る とい う方

法 で 出 版 され る。我 々は また、 出 力技 術 をテ ス トす るため に、 よ り複 雑 な 文

献 サ ンプ ル も作成 してみ た 。 これら の サ ンプ ル 中に は、図1に 示 す ア イ ソ ト

ープ 便 覧Φ 、1、部 分 を 含 め、.それを磁 気 ζ一 プ に変 換 し、 ライ ノ フ ィ ノV.ム写 植

機 で 出力 し(図4)、 また直 接CRTマ イ ク ロ フ ィ.ルム ●プ ロ ッ ター と・ カ

ル コ ンプ ・イ ン ク レメ ンタ ル 。プ ロ ッ ター を 使 って(図5お よ び6)出 力 し

てみ た。 しか しな が ら、 この 複雑 な文 献 の 場 合{二は 、・.システ ム全 体(た と え

ばCRT出 力 も含 め て)を 通 して 、 エ ラー を発 見 し校 正 す るftbt!に 何 度 も反

復 作 業 を す る必要 あ る ζと が わか っ た。 エ ラ ーは 手 一 ボー ・ドで発 生 す るの だ

が 、 そ の時 点 で は フ ィー ドバ ックが適 切 で な い た め、 発 見 で きな い の で あ る。

そ うして い る うち に 、我 々は デ ィス ク とス トレー ジ ・ス コ ープ(蓄 積 管)一

を備 え た小型 コ ン ピュ ー タ(PDP-8)を この 計 画 に利 用 で き るよ.う{チな.

り、 第2号 の キrボ ーN(図7参 照)・を 組 みftて 、 そ の 『ン ピュ 一 夕に接 続

して ス トレ ー ジ ・ス ゴ 』プ を直接 フ ィー ド・く・ク と し て使 うとゆ 考 え を試

してみ た。 、.,,

この ス トレー ジ ・ス コープ は、 直 接 フ ィー ドバ ッ クの ため に何 行 か の 文献

を表 示 す るの に は適 して い る(図8参 照)こ とは わか ったが 、 ベ ー ジ組 み で.

校 正 す る ため には解 像 度 が不 十 分 だ っ た。 ペ ー ジ単 位 の校 正 には ・ 相 対的 な

字 幅 とか、 行 の そ ろ い、 段 落 の くぎ り、 列 の形 式 、 そ の他 を完 全 な1べ 「 ジ

にか な り正 確 に 再 表示 す る必 要 が あ る。 使 わ れ± い・る 文字が きわ め て複雑 で

あ る こと(図9参 照)、,yとr、Vとrあ る い は 太字 と細 字 と い っ た似 か よ っ

た文 字 を 区別 す る必 要 が あ る こ とな どの た め 、 使 用 文 字 の平均 幅 は 出力 装 置

の最 小解 像 力 の、 少 な と も12～16倍 に と る必 要 が あ る。 このた め、1行

100文 字 の平 均 的 な行 を シ ミュV-一 トす るに は 、 た とえば(9ポ イン ト活

字 の100字t行 は12ポ ィ ン;・5活字 の58字1行 に相 当す る の だ が)画 面

1直 線 上 に1200-1600個 の解 像 点 が必 要 で あ り、解像 点 が1024、

×1024個 のCRTで は 不 十 分 であ る。
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我 々は 、 何 らか の ハ ー ドコ ピー 出力 装 置が あ れば、 この 解像 度 の 問 題 を 解

決 し得 る し、一 方 コ ピーを、 で き れ ば オ フラ イ ンで校 正 した い と い う要 求 も

満 足 で き る の で は な い か と考 え た 。 た と え ば ご ア イ・ツ トー プ 便 覧 中 の デ ー タ

の 正 確 さ に 責 任 を 持 つ 科 学 者 と し て は 、 タ イ ピズ トが 最 初 の デ ー タ入 力 を 完

了 した 時 点 で 、 そ れ を 見 直 す こ と が で き る こ と を 望 ん で い る 。 我 々は 「値 段

が 高 す ぎ る 」 と い う理 由 で 、 高 解 像 度CRTシ ス テ ム'(た と え ば ス トロ ン バ

ー グ ・ デ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス4060 、27万5,'000:ド ル)と か'、 磁 気 テ

ー プ 入 力 の ロ ーーコ ス ト写 植 機(た と え ば 、 ラ ィ ノ フ ィ ル ムざ'6万 ・5,000ド

ル)、 高 速 イ ン ク レ メ ン タ ル ・プ ロ ッ タ ー(た と え ば が ル コ ン プ'ぴ6・5ζ'・

1万1,275ド ル)、 あ る い は 静 電 式 レ コ ー ダ ー(た と逐 ぽ 、ttバ リワ ン ・ス

テ ィ タ ス ー5、1万8,50'Oド ル)と い っ た 装 置 は 除 外'し た 。 最 終 的 に 、 我t
ペ

ヒ

我 は19イ ン チ の フ ァ ク シ ミ リ'・Vコ ・一ダ ー が 、 か な り高 速 で 、1走 査 線 当

り約1,800点 の 解 像 度(1イ1ン ヂ 当 り100走 査 線)が あ り 、 コ ス トは 『

.2,500ド ル 」以下(そ れ に イ'ンy－ フ ェ イ ス の コ ス ト`が加 わ る)で あ る こ1と.

を 見 出 し た 。 こ れ は 汎 用 の 図 形 出 力 装 置 と して も よ り広 範 囲 に 応 用 で き る よ

う に 思 わ れ た 。

我 々 はPDP-8、 キ ー ボ ー ド、'フ ィー ドバ ッ ク用 ス トレ ー ジ ・ス コtrプ

そ れ に 校 正 刷 り 出 力 用 フ ァ ク シ ミ リ ・レ コ ー ダ ー とを 、 ひ と つ の 技 術 文 献 入

力 シス テム 孔 て組 み上 げ 低 め に ・ イ ン タ ーフ ・イスの 設 計 と ソフ トウ・

アの開 発 に着 手 した 。 ハ ー ドウ ェアは キ ー ボー ドと イ ン ター フ ェ イ スを 除け

ば 、 全 部 市 販 されて い る もの を 使 った 。 〃

他 の 多 くの 機 関 で も我 々の 研 究 所 と同 様 な要 求 を持 って い ると思 わ れ た の

で 、我 々と して は、 プ ロ ジ ェク ト全 体 の 思 想 と して、 ど こで も入 手 で き る市

販 の ハ ■ ドウ ェアを 使 うと い う範 囲 内で 研 究 を 進 め ざ るを 得 なか った 。 逆 に、

我 々がや っと手 に 入 れ た 小型 コ ン ピュ ー タは 、 他 の ユ ーザー では 同様 にす で

に入 手 され てい た 。 そ れ 故 に 、我 々が、 常 に全 体 の思 想 が 正 確 に反 映 され る

よ うな 方 向 に沿 っで プ ロ ジェ ク トを推 進 し得 た とい う ことで は なか った 。、レ

か しな が ら、 実 際 に は そ れ ほ どか け 離 れ た もの にな った と い うわ け で は な く、
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実 現 した機 器 構成 を、 商 品 と して入 手 可能 な 構成 にす るこ とは か な り容 易 だ

った 。 さらに 、 八 一 ドウ ェ'アを 完全 に指定 で きな い とい う思 想 上 の不 利 は 、

我 々が すで に ハ ー ドウ ェ アの大 部 分 を 入手 済 みで あ る とい う優 位性 か らみ て ・

補 な って あ ま りあ る ことだ った 。'

現 在の ハ ー ドウ ェ ア構 成 は、8Kbア と256K'デ ィス クを 持 つPDP-

8/1コ ン ピュ ー タか ら成 っ てい る。 この コ ンビs－ 夕は(他 の ユ ーザ ーの
ロ ヒ ゾ

要 求 に 応 じ る た め)U汎 用 デ ィ 象 プ レ イ"iイ ン タ ー フ ェ イ ス"と 、{tl汎 用 」,

連 続 入 出 力 イ ン タ ー フ ェ イ ス"を 備 え て い る 』 こ れ ら の イ ン タ ー フ 土 イ ス は

両 方 と も 当 研 究 所 で 設 計 さ れ 、 組 み 立 て ら れ た もの で あ る 。 デ ィ ス ブ レ ィー・

イ ㍗ マ ○ スは・ デ ジタ ルニ ア ナ ロ グ'コ ンパ]夕 や ・"消 去"機 能 出

力、 ス トレー=ジ ・ス コープ か らの復 帰 信 号の"完 全消去"機 能Lそ れに ディ

スプ レイ中 の特 定 の位 置を 指示 す る カ ー ソル ど して 使わ れ る"ラ イ ト・ス ノレ

ー"機 能(ス ク リー ン上 に 記 憶 させず に、 一時 的 に な ど'

を具備 した、 多数の テ ク トロニ クズ タイプ61㌦ 甑 日 本 情 報 開 発 ・協 会

㌫㌫ 二=ll鷺 蕊:竺 レ鷲 竃 違
ネ ルに 接続 を 可 能 にす る もの だ 。つ ま り一 定 周波 数 の クロ ック ・パ ルス 三主

ネV・ 一夕を付 け て 、 どん な チ ャンネ ル で も、 最 大50KHzの 一 定 ス ピー ド'

で動作 で き る よ うに す る もの だ 。 このbシ ピュー タには、7ト ラ ッ クの磁 気

テ ープ ・ ドラ イ ブ も接続 で き る 。我 々の プ ロ ジェク トで必 要 とな った この ほ

か の ハ ー ドウ ェアは 、 キー ボ ー トと フ ァ クシ ミ リ ・レ コLダ ー だ け であ る。

この シス テ ムに現 在 接 続 さ れて い る キ ー ボー ドは 、 当研 究 所 で組 み 立 て ら

れた もの で 、 マ イ ク ロ ス イ ッチ社(ハ ネ ウェ ル社 の1部 門')'か ら購入 した り

Utド ・ス イ ッ チ を 使 っ て い る
。 この キ ー ボ ー ドの 外 観 は第'1号 ギ ー ボ 」二S・'

(IBM-526キ ・一・7〈ン チ を駆 動 した)に 似 て い る。主 キー ボー ドは2セ

ク シ ョ ンで 構 成 され る。左 側 の セ ク シ ョンは、 タソ グ ライ ダーの キ ー ㎡」 ド

の よ うに49キ ー が横 列 に配 置 されて い る。ーこ こに は36個 の文 字 お よび 点

キ ーと12個 の 共 通 に 使 わ れ る記号 キ ー(句 読 点 記号 な ど)s'そ れに ス ペ ー・
-93一
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ス ・バーが 含 まれ て い る。 ギ リシャ文字 は24個 の ア ノレフ ァ ベ ッ ト ・キー

(JとVを 除 く)上 に畳 重 配 置 さ れ てお り、 ギ リシ ャ文字 の 大 文字 お よび 小

文字 は、 通常 の ア ル フ ァ ベ ッ ト文字(ラ テ ン文 字)の 上 部 に縮 小 して 印字 し

てあ るぎ 右 側の セ ク シ ョンは、 特殊 に追加 された 記 号 用 の39個 の キー が配

置 してあ る6大 文字 、 小文 字 で使 い わけ れば;右 側の39個 の キー と左 側の

12個 の キ ー一で、100種 以 上 の異 な る記 号を 表 わ せ る。

キ ー ボー ドの最 上部 の横 列 に は、4個 の機 能 制御 キー と、10個 の文字 制

御 手 一が配 列 して あ る。4個 の 機 能 制 御 キ ・」はs・ ギ リシ ャ文 字、 肩 上 文字 、

下ら き文 字1そ れ に イ タ リ ッ ク書 体 を 指 定 ず る もの で 、 す べ て の 文 字に 適 用
ちい

で ぎ る。'他方 の10個 の 制御 キ ーは 、通 常 の 文字 キt・一と同 じ方 法 で キー ボー

ド遠方 を動 か す点 で は 、"文 字 キ]"で あ るが;し か し、 ふ ち取 り(TAB)
'とぶ

、 行 送 り、 そ れ に編 集 制 御の 指 定 を コ ン トロ ー ルす る役 割 が課 せ ら れて

蒜.シ フ は よび シ フ ト.・ ・。ク・・キ ーは通常 の タイ プ ラ イ タ ー と同 じ位

置 に 配 置 さ れ て い る 。'・

98個 の"文 字"キ ー は 、 ダ イ オ ー ド ・ボ ー ドに よ づ て 、7並 列 ビ ッ トに

符 号 化 さ れ'る 。 シ フ ト ・キ ー 、 ギ リシ ャ 文 字 、 肩 上 文 字 、下 つ き文 字 、 イ タ

リジク文字 機 能 は、'さ らに15並 列 ビ ッ トが 追加 さ れ る 。 これ らの12ビ ッ

ト符 号 は、 キ ーが 押 さ れ る と き常時 発 生 す るilパ ル スを 加 え て、 キー ボーード 、

か ら出 力 され る こ とに な る。 この12ビ ッ ト符号 は'PDP』 「8コン ピュー タ

に直接 入 力 され る。 しか しな が ら、 連続 入 出力 イ ン ター フ ェ イ スを 利 用 す る

ため に、 この ピ ッ ト符 号 を 連 続 フ ォーム に変 換 し、 二 本 の 分 離 した"テ レ タ

イ プ"チ ャ ンネ ルに 送 り込 む よ うに してい る。

フ 。 ク シ,り 記 鱗 置 は 、 ア ・げ ン勤 フ ラ ・ン グス ポ ・ ト ・コ ン ポーネ

ン5・ ヘ リ ックス記 録 装 置も モ デル3・19D・IAで 、'こ の装 置 は・ 永年 に わ たt・t

って有 線 伝 送 の 天気 図 受 信用 ど して 全米 で 使わ れ て きた 標 準 装 置 で あ る。 こ

の装 置 は湿 式 電気感応 記録 紙に電気 信号 を当 て て記録 す る もの だ 。機 械 式の 走

査 シスーテ ムが 信号 が 当 っ て い る点 を ボ記録 紙土 の 密着 した ラ イ ンそ れぞ れ に

沿 って動かす.走 査装 置は、記編 上の真直 ぽ ナィフー一〇 ・ゾ 電極(こ

…_'-l
t--94-:…'k'・
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●

れが 走 査線 を きめ る)と 、 ドラム とで構 成 されて い る。 ドラム に は、 回転 す

る こ とに 信号 を走 査 線 に沿 って 動か す た め の1巻 きの ヘ リ ックス(螺 旋)が

つ い て い一る・:。.t'L秒当.りの 走 査線 数 は、 ヘ リ ックス駆 動 ぞ]夕 の速 度 で決 め ら

れ・る○.また ↑イ ンヂ 当 りの走 査 線数 は(縦 方 向 の解 像 度)、 記録 紙 駆 動 モ

ー タの ス ピLニ ドで決 め られ る。 我 妄 の装 置で ぱ、 ベ リ ヅクス駆 動 ス ピー ド

は600rpm.つ ま り毎 秒10走 査 線 で あ り、 記 録 紙 駆 動 ス ピ」 ドは 毎分1

6イ ン チ、、す 励 ち 碇 査 当 り(。1秒 当'・5''"1'olo'iイ ン チで あ ぶ 帰 嘉

号 が 、 へ 戊 ッ ク ス が 新 た に 走 査 を 始 め る ご と ピ 回 転 ドラ ム か ら送 ら れ る。

※ ア ル デ ン ・エ レ ク トロ ニ ッ ク ・ア ン ド ・イ ンパ 「ル ス ・レ ゴ ー デ ィ ン グ ・エ

ク イ ップ メ ン ト社,マ サ チ 三 ∠ セ ッ ツ州 ウ ェ ス トボ ロ,ワ

(A-1・d・n'.El・ ・t・ ・ni・'・hd'1㎡P・1・eRec・rdingEq・ipm・ntc・mp・ 」

nyi.Inc.,Westboro,Mass)

記録紙上 に記録 された画像 の明暗度 は、走査掃 引中の信号レ ベルの変化

その ものを直接示 してい る。 天気図記録 のよ うな ものに応用 す るときは、変

化が緩慢 な直 流 アナログ信号が記録 中の掻度変化 を描 き止 す。 こIDよ うな応

用 の 場 合 は 、 リニ ア増 幅 器 と低 コ ン トラ ス ト記 録 紙 が使 わ れ る。 デ ジタル記

録 の 場 合 は、 そ れ とは逆 に、 黒 と白の は っき りした区 別 が 必 要 とな る。 そ の

た め 我 々は 高 コ ン トラス ト記録 紙 と、 高利 得 増 幅器 を 使 い、 信号 は パ ルス列

を 使 った 。 この 信号 の 周波 数は 横 軸 の 解像 度(1走 査 線 当 りの ポイ ン ト数)

を 決 め る。 走 査 線 は・・1.{、8インチの 長 さな ので ↓`我 々はt8KHzの 信号周 波

数ふ つ ま り 〔}:1秒 当 り、↑800パ ルス の 信号 を使 い、 走 査 線 上 に1800ポ

ィ・ン ト:v・.また は1イ ンチ当 り100ポ イ ン ト表 示 で き る よ うに した 。 した が
ト リ

って 縦方 向 、 横 方 向 の解 像 度 は とも にtイ ン チ当 り100で あり、 こ れは電
'T l'1

極 お よび 記録 紙 の電気 的 ・機 械 的特 性 で決 ま る公 称 動 作 限 界 に 等 しい 。

18KHzの パ ルス列 を使 うため にはミ600マ イ ク 白砂(1マ イ ク ロ秒

は 百 分 の1.秒)ご とにS2ビ ッ5・ ワ ー ドが シ フ ト ・Vジ ス タ ーに ロー ドさ

れ なけ れ ば な らな い 。PDP-8コ ン ピュ ー タは この速 度 で 問題 な く動作 す

る。 この ビ ッ ト構 成 が文 字 と して描 き 出 され る場 合 には 、1走 査線 単 位 で 点

一95一



像イビさ縮.文 献を出力す る場 合は 、文字像繰 形文字のvバ6ト リーに適
適

した形 であらか じめ難 しておけば・ この趨 縦 位で画願 出力す ること

は、 きわ め て容 易 な こ とで あ る。

開発 さ れた ハ ー ドウ ェアの構 成

現 在 の プ ロ ジェ ク トは 、 た また ま手 に 入 った コン ピ ュー タを 使 って お り・

この コンピュー タがすでに相互接続用ハ ー ドウェアを内蔵 し、い ぐつかの入

出力装置を鱒 に接続できる ように構成 されそいる・'とのため商品 と し亘

観点か ら聴 的 嫌 成 として同様な シが 云細 み立て るため の実 際の コズ

トを推定す るためには、見積 り表を作成 してみる必要 がある。 ここに掲 げる

購 臓 ぽ、我 ・が現在使 って・・る・・こ め`三 疏 設計お よび組 み立ての経

験、 それに 当研究所 で他の用途 に開発 した同様なシステムを基礎 に した もの

である。"典 型的"な 基本 シス テムの推 定価格は次の とお りであ る。

亀

●

冨

DECPDP-8/Lコ ン ピ ュ ー タ

増 設 用4Kコ ア ←(BO8Aユ ニ ッ トを 含 む)

3.2Kデ ィ ス ク(KD8Lを 含 む)

$9,150

5,50'0-

6,500

"、'

Tektronixglタ イ プ611記 憶 デ ィ ス プ レ イ

ユ ニ ッ ト

イ ン ター フ ェ イ ス(下 記 明 細 参 照'ヅ

$2,500

2,400

$21,150

$'4,900

■

・

呑

■

マ イ ク ロ ス イ ッ チ ・ ソ リ ッ ド デ ス テ ー ト

キ ・一:ボ ー'ド'(タ イ プ2-i)

追加 制御 用 キ ー

イ ン タ」 フ ェイ ス(下 記 明 細 参 照)

500

900



じ

●

●

ア ・げ ン社 モ デ1ヒ3i9-DA㍗ ク シ ミリ 、

記録 装 置(ヘ リジ クス駆 動 装 置、記 録 紙

駆動装 置、記録 信号増幅器 、磁気同期掃
ロ コ シ

引装置漣 続㍗ 三、・鯛 麺 周辺装置)$2・595

イ ン タ ー フ ェ イス(下 記 明細 参 照)1,555

〆

$3,750

tt典 型 的 な"最 小 構 成 の トー タ ル ・シ ス テ ム$50・800
、 一:

増 設 用 端 末 装 置(キ ー ボ ー ドと 、.、..バ...一

ス トレ ー ジ ・ス コ ー プ 、 イ ン タ ー フ ェ イ ス 付 き).、.、.、,○ 、

$5,800

'

。 れ ら の 価 格 は 鴻 成 機 器 を メ づ 一 の 表 示 価 格 で 買 い 取 っ た 場 合 ・の 価 格

で あ り、 イ ン ・一 九 ・ ス組 み立 て の頒 も含 ん で ・・るρ シ・ス テ ム ●デザ イ・

ン上か らは 、 追 加接 続 で 紅 ・一 ミナ'・・の数 は 彫 れ る・.これ は コアお よ、び,
の コ ロ

デ ィ ス ク容 量、 コ ン ピュ ー タの専 有 時 間 をす べ て の キ ーボ ー ドに 割 りふ らな

け れば な らな い た め で あ る。 ター ミナ ル数 は最 大4台 が 理想 的 で・ これ 以 上

増 設 す る場 合 は コ ン ピ ュー タの能 力 も 上げ る必 要 が2i>る9i

■

⑳

イ ン タ ー フ ェ イ ス の 詳 細

テ ク ・・r
.ク ス社 聖 イ ブ611ス ・レ ー ジ'デ ・スプ 呪 装 鯛 の イ ン

タ⇒ ・イ 祁2つ の.1・H・ ・ ト・vジ ス ター(X肺 よ びW即 ち ピ

ジ タル_ア ナロ グ変 換 器 とで 構成 され る。 この イ ン ター フ ェイ スを経 由 して 、

三 シ'已 一 行 コ ン 、。一;・され て ・・る・ 粧 ・、 ・ 表示 ・、"ラ 朴 ・ス

1・一 ・・(記 憶 を併 な わ な い赫)齢 旨1帝 号 恒 煕 ひ 彗 デ ・スプ レ イ

装 置か らの"消 去 完 了"復 帰 信号を コン ピ ュ:,夕 で 検 出す る機 能 に もち 信号

が鵠 興 る9・ ジ ・ク ・ボーNの ・川 中に は7 .09ト?レ の デ"ル ー ア

ナ亘 ∵コが 一夕、とr・ 、亘 ・!のデ・スプレ刷 繊 能の費用が群 れて

い るo.,・ 一
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キ ー ボ ー ド ・イ ン ター フ ェ イ ス は 、 キ ー ボ 「 ド上 で キ ー が 押 さ れ た と き に

ア キ ュ ー ミ ュ レ 』 タに 入 る12ビ ッ ト並 列 入 力 信 号 を 遮 断 す る 役 割 を 果 す 。

こ の イ ン ター フ ェ イ ス の 部 品 の 基 本 的 な 価 格 ば2・25ト ◆ル で あ る 。s't

フ ァ ク シ ミ リ記 憶 装 置 の イ ン タ ー フ ェ イ ス は 、5サ イ ク ル ・ デ ー タ ・ブ レ

イ ク 、 内 部 可 変 シ フ トレ ジ ス タ、 出 力 レ ジ ス タを 内 蔵 し て お り 、 部 品 全 休 の

推 定 コ スFは755ド ル で あ る 。 デ ー タ ・プ レ イ ク は 、 コ ア ・ メ モ リ ーか ら

シ フ トレ ジ ス タへ の 、 ワ ー ド転 送 を 制 御 す る た め に 使 わ れ る も の で 、 こ れ に

よ っ て ワ ー ドをil回 に1ビ ッ トで レ コ ー ダ ー に 表 示 す る の で あ ゑ 。"転 送 完

了 ヴ時 、 あ る い は レ コ ー ダ ー の ヘ リ ヅ ク ス ・ ドラ ム か ら 同 期 ト リ ガー ・パ ル

ス を 受 け た と き に 、 割.り 込 み が 起 き る 。

こ れ ら の 部 品 コ ス トに 加 え て 、 さ ら に 次 の よ うな 費 用 が か か る。(1)記 録 用

紙 の 貯 蔵fis－ 電 源 、 ケ ー ブ ル 、 コ ネ グ タ、 そ・れ に1-0%の 臨 時 出 費

(計 、105 ..Oド ル)・(2)組 み 立 て 労 賃 ・ 設 計 費 ・ 製 図 費(計825F'ル)。

こ れ らの 追 加 諸 経 費 は 、 こ の"典 型 的 な"総 合 シ ス テ ム ・コ ス ト推 計 中 に 含

ま れ て い る 。 、

吟

●

●

、代 替…シス テ ム(Alternatives)

自明 のqiと だ・が 、DEC・PDP-8コ ・ン ピュ 一 夕だけ が、 キ ー ボー ド

()そ の他 の ター ミナ ル)を 接 続 で き る唯 一 の コ ン ピュ ー タで は な い 。 この シ

ス テ ムで はP旦P-8Lの ス ピー ドを 使 い 尽 して い るわ けで は な いの で、 よ

り低 速 の 「1ンピュ 一 夕で 実 験 して み るの も面 白 い だ ろ う。 また も うひ とつ の

変 形 レ ステ ム と して は、 キ ー ボ ー一川 台 だけ の シス;ム を考 え、拡 張 用4K

コヱを 節約 す る こ と も可 能 だ ろ う。 この場 合、 シ ス テム基 本 動 作(ベ ー ジ ・

デ ィスプ レイ,へ 編 集 のた め の ラ イ ン ・デ ィスプ レイ、.校正 刷 り咄 力 動 作)は

重 複 を避 け る ことが 可能 で 、 そ れぞ れの動 作 に コアの プ ロ グ ラム ・スペ ー ス

の 大 部 分 を使 うこ とに な ろ。 マ ルチ ・キ ー ボー ド 。シ ステ ム の 場合 、 あ る い

は、 大規 模 な 文 献を 直 接 ア クセ ス す る必 要 が あ る場 合 に は、 デ ィス クを 増 設

す る(32K増 設 ご とに3,000ド ル とい う比較 的 安 い コ ス トで 、 最大

一98一
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〔

128Kま で 増 設 で き る)こ と が」絶
.対必 要 に な る 。

マ ル チ ・・'汐一 ミ ナ ル ・シ ス テ ム の 場 合 は 、.ス トレ ー ジ ●ス コ ー プ の 代 用 と

してT』V列 プ のCRT表 示 管 磁 列 ～ ド ・デ ・ ス ク ・ トラ ・ ク 躍 動 さ

れ る)を 考 えて み る必 要 が あ る。 この 場 合 は ソフ トウ ェア文 字 発生 器(コ ン

コ ユ

ピ'ユ 一 夕 に 内 蔵 さ れ て い る)が 、 画 面 全 体 の 像 を デ ィ ス ク 上 に 書 き 込 み 、 更

新 す る こ と に な る 。 デ ィ ス ク 記 憶 装 置 の コ ス トは 約5,000ド ル で 、 こ れ に

1ト ラ ッ ク 当 り300ド ル 増 に な る 。 標 準 的 なTVの 解 像 度(1フ レ ー ム 当

り、.約200,000ビ ッ ト)で は 、CRT表 示 管1フ レ ー ム 当'i)に 必 要 な デ

ィ ス ク ・ トラ ッ ク数 は2^'ト ラliク で 済 む 。 こ れに 対 して テ ク トロニ ク ス 社 の

ス トレ ー ジ ・ス コ ー プ に 相 当 す る よ う な 解 像 度 を 持 た せ る た め に'は
、 約10'

トラ ッ ク 必 要 に な る 。 し た が っ てTV画 像 を 高 品 質 化 す る た め とか 、 ビ ッ下

・一・レ ー トを 高 め る(1フ レ ー ム 当 り100万 ビ ッ ト)た め に
、 そ の 他 の 経 費

が 増 大 す る こ と に な ろ6

マ イ ク ロ ズ ィ ッチ 社 の 単 一 機 能 キ ー ボ ー ドは69個 の 文 字 キ ー を 備 え た も

の で、 多 くの応 用 に十 分 な もの で あ ろ 。 キ ーボ ー ドは現 在 で は 他 の 多 くの メ

ー カ ーが 設 計
、製 作 して お り、 そ れ らの 中 に は、 よ り多 くの キ ーを 備 え た、

価格 的 に も手 ご ろな もの もい くつ か あ ろ。

校 正 用 と して 刷 り出 され る もの が 、 この システ ムの最 終 製 品 と して使 わ れ'

るの だ が、 そ れ以 外 に 、種 々の コ ン ピ ュー タ、 あ るい はそ の他 の 装 置 との通"

信 用 の 出力(そ してお そ ら くほ 入 力 用 も)デ ー タ ・チ ャ ンネ ルが必 要 で あ る

面 白 い こと にはご この接 続 の 場 合 には 、 フ ァク シ ミリ.レ コ_ダ.イ ン タ_

フ ェイ ス 申 に、 出力 デー タ ・チ ャ ンネ ル用 に必 要 な大 部 分 の ン・一 ドゥ ェ アが

内 蔵 されて い るので 、』PDP-8か ら他 の コ ン'ピュ ・L夕に デー タ伝送 す るの

は 、 お そ ら く何 ら費 用 を か けず に 可能 だ ろ う とい う ことだ 。 一 方、 磁 気 テ ー

プ駆 動 も可 能 にな る の で 、 相 互 通 信の た め の 入出 力能 力 は ↓1著 し く強 化 され

る こ とに な ろだ ろ う。 バ ∵'
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ター ミナ ルの 利 用
『"前
途 の よ うに、 多種 類 の 大 き さの 違 う文字 を使 っ て文 献 の 文 章を 編 集す る

∴'甑
ソ刀 ウ・アで発生 させ 類 字が必 要にな〔 ・文 献の輻 櫟 分 を相

'㌧ 互

i。操作 す るた めには、形の完全敏 字をオ ンライ ンで表示す 継 妻ヵ泊 り:1

また画面上の像全 体を 順次、蓄積 した り、高速度ぞ書 き替 えた りす るこ}とが

必要 とな 呂。 タ ー ミナ.ル数 が少 な い場 合 は、 最 も経 済 的 な デ ィスプ レイ を選

・ぶとすぱ 珂 烈 烈ソ働 ものに・画像を記ぽ 竺 レゴ

◆ス コニで 姪 ぽ 亘 る∴
,

この糎 の画面上に点像を記憶 さぜ れば、'その点像 は画面が消去 されるま三で'

残 る.・ の地 点願 あ る・・は文字f象・ その他)'を 勘 目してい くの}熔 易だ

が、 画 面の'1部 分 を消 去す る こと はで きず 、 消去 す るに は全 体 を消 去 しな け

れぱ 鱗 … こうい う欠点があ ったため浅 々は当初・ この避 難 って

文献 を 相 互 に操 作す 不た めの シス テ ム が実 現 で き ると、'完全 に確 信 で きなか

ったの で あ る 。成 功 の カ ギ は、 す で に明 らか な よ うに、画 面全 体 に文 字 を再

表 示 す うに 必要 な日綱 の 間 隔 が馴 ・とい う ことで あ る・ この旭 ・ た と え

ば 特 定の文字を消去 す るには、画面全体を消去 して、その文字以外の残 りの

文詮 論 酷 示 す る・とによって実現可fp].になる・ ・れ渡 す 剛 間は1

棚 下 である・ しか し、 ・の間隔は まだ長 す ぎるので・秘 要 に再編 す る
ハ

こ とは避 け な け れ ば な らな い 。 この事実 が 、 この タ ー ミナ ルを 使 っ て我 々が

文 献 を相 互 に操 作 す る手法 に、少 なか らぬ 影 響 を 与え た の で あ る 。'

㍗ の グ ミナ・レで 文舷 操 作 す る こ れ ま、 巻 物 の操 作 に類 以 た ところ

が あ る。 っ ま り、_定 時 間 に見 え る(CRTデ ィスプ レイ上ltr)文 字 は 、

一畦 頬 部に記憶叉 て1・繊 の長文の 畑 二すぎず・文献は画面上

・三賜 えな・湖 中 敵 て・・ると考えられるからだ・この輌 に見えない

牟側・t./右魎 部分○郷 ゾ ・スン上ヒ125・ 文字 トラ ・クとして書力'れ

てい る ほお も し も左 側 を オ ー・・こす る紛 トラ ・ク が残 って い る場合 は・

コア 中 の左 右 の バ ッフ ァに書 か か れ て い る。
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文 献 を 操作 す る際 には 、 この た め 、我 々は 通常 、 記 憶 され てい る一 連 の 文

字全体を・左側の部分と右側の部分とに分(ナる・雄 ど控 かには・撃 が ,

な く空いている場合 脚 腎 ・れらの左右部坪 酷 な鍛 階言講

成中におさめられて・・ることになる 廓 操但 易嘩 態は・文字数が少な

くスク'、り 顯 秒 数の文字槻 らている状鱈 あり・
,馳 操作しにくし'状
状

態 は 、 デ ・,スク上 に2r 、故 事 ラ ・クが残 ってい る場 合 ・ そ して この 中 間

の状 態 と して 酒 面 肪 は み 出た 榔 の 文字 トラ ・クが ・ ア 中 峨 っ て ・・る'

状態が あるわけで ある。

そ れでは利用者が ど うす れば操作でき るか を解説 しよ う。すでに数百字 が

入力されていて、文献が左 列と右列 臼 ・ほぼ同 じ長 さピ分!ナられ 西 ると仮定

して、 途 中の状 態 か ら説 明 を す る 。 この 場合 、3段 階記 憶 構 成 中 に 空 きは な

し、 左 列の約20字 がCRTス ク リー ンの 上部 近 くに表示 され・ 右 列 の ほぼ

同 じ長 さの文 が画 面 の 下 部 に 表 示 さ れ て い る。

'⑳ 文字 列 通 常 の方 法 で キ ー ボ ー ドで タ イプ す云 と に よ り・ は 勃 ・

え る こ とが 苦き る。 そ の 文字 は 左 列 の後 端 に 加 え られ ・す.ぐ ス ク リ ー ン上 に

表 示 され る。

1文 字 の消 去 は 、左 列 の 後端 か ら("左 消 去")で も右 列 の先 端 か ら

("右 消 去")か らで もで き る・ どち らの場 合 も・・画 面全 体 が 消 去 さ.れ・ そ

の後 に1文 字 消 去 が完 了 した 形 で再 表 示 さ れ る・

左列曝 端から右列の先端勺 、文摂 動 る("右 輸"}あr∵ はこの

逆 の移 動 をす る("左 移 動t')こ,と が で きる 。 この 場合 も また 、CRTス ク

リー ンは 消 去 され、 新 た に再 表 示 さ れ る。
ヒ 　ト ヒ ヒ 　 ピ

ノ ロ ロ

これ らの いず れ の場 合 に も、 記憶 さ れて い る文 献 の ス トツ ソグ は修 正 さ れ

る こ とにな る 。左 右 のtt文 列 表 示"用 ¢ コ ア中 の 記憶 容 量 は 小 さ く、 す ぐに

あふ れた り、 空 に な った りす るの で 、騨 ↓ま・の ・怪 童 記憶 部 と・デ ・ス ク

との 間 で 転送 され る こ と にな る。

文 字 が 加 え られ て い る ときを 除 け ば、 ス ク リーン 上 φ表 示 は 、 左 右 の"文

列 表 示'"用 記憶 部 の 現 在 状 態 を示 してい る。 この た め、 そ の画 面 の 再 表 示 が、タ
ー181-J、

＼



消 去 と移 動 の速 度 を 毎 秒 約1回 に 制限 して い る。 この理 由 で、我 々ほ利 用 者

がcR・'T・ デ ィスプ レ イを1度 再表 示 す るだ け で、tl回 に数 文 字 消去 した り移

動 した りで きる よ うな方 法 も開 発 した 。

書 き加 え られた 文 字 は、 左 列 に 入 り、 順次 左 ス ドゾン グの最 下部 に貯わ え

られて 行 く。そ の 親 し い文字 は ス ク リー ン上 左列 ゐ 後 端 に表 示 されご そ の後

ス ク リー ンの 中央部 へ'と改 行 さ れ表 示 され て行 くゐ だ が、 画 面は、'ス ク・リー

ンが い つ ば い にな 表 ま で消 去 され な い。

文 献 の最 初 の入 力 は、 右 列 と右 ス トリン グが3段 階 記 憶 構成 の ど の段 階 で

も空 き状 態 に な っ て い る場 合 を除 い て、 一 定 の方 法 でプ ロ グ ラム で操 作 さ れ

払。'最初 は、 左 ス トリン グ全 体 も空 いて い る。 しか し、 文 献 が 左 列 に入 力 さ

れる と、 由間 の"部 分 トラ ック'"領 域 にあ ふ れ出 て、 全 トラ ックが書 かれ る

と、 そ れは デ ィ'スク に移 し出 さ れ る。"右 移 動"操 作 が 行 なわ れ る と直 ぐに

右 ス トリン グは空 き状 態 でな くな る。 これ らの操 作 が何 回 か く り返 さ れ ると

左 ス トリン グは空 き状 態 に な り、 文 献 は全 部 が右 ス トリ ング に配 置 さ れ る。

そ のた め 、 キ ーボ ー ドか ら入 力 さ れた デ ー タは し・ず れ も、 文 献 の一 番最 初 に

配 置 され る こ とにな る 。

分 量の 多 い文献 中か ら、 必要 な 部 分 を深 しだ す 処理 を ス ピ ー ドア ップ す る

だ め ピ、 前述 の"列 表 示"に 加 えて 、"ペ ージ表 示"が で き る よ うに なっ て

い'る。 ペ ー ジ表示 の場 合 は 、編 集 操 作 は で きず 、 右 お よび 左 列表 示 記 憶領 域

は 空 きに され、 トラ ッグ.・バ ッフ デ申 に押 し戻 さ れ る・。 これ らほ 、'その後 正

確 に2つ の トラ ッグが コ アに含 まれ、 文 献 の残 りは デ ィス クに 含 ま れる よ う

に再 整 理 され る。 こ れ らの2ト ラ ック(合 計512文 字)が ス ク リーン上に

表 示 さ れ、'同時 にそ れ らの 中間 に移 動 可 能 な カー ソル が 表 示 され る。(カ ー

ソル はC'RTにttラ イ ト ・ス ル ー"モ ー ドで 送 ら れ て く る 小 さな マ ー ク で 、

画 面 には記憶 されず 、毎 秒 数 回書 きか えち れ る。):利 用 者 ば 、 左お る'いば右

の1ベ ー ジを1回 で動 か す ことが で き る。 この操 作 を す る と、 古 いぺ]ジ が

コデが らデ ィス ク に書 き込 まれ ご 、 新し い ペ ージ が コ アに入 って きて、 コア

に 入 っだ2ト プ ック が表 示 され る○ 利 用者 は また、 この2つ の ペ ージの 画面

_iO2_

、

●

●

σ

・

.



ぜ'

●

●

内 で 、 力 ニ ソル を あち こち 動 かす こと もで きる 。"文 列表 示"(編 集)モ ー

ドに 戻す と きは 、 カ ー ソル の 左 側 の文 献 ば す ぐに、.左列 表示 領 域 に 、,右側 の

文 献 は右 列 領域 に 行 き、 画面 は前 と 同 じ よう に再発 生 され る。'

これ まで説 明 して きた 表示 方法で ぱピ す べ て 固定 した 形 式を 使 い、 文字 幅

は 固 定 した もの を使 い、 スク リーン 上 に 表 示 で き 嘉行 数 も固 定 して きた 。行

送 り、 タブ 、 そ の他 は、特 定 の 指 示器 を 挿 入 しな い限 り、画 面上 で実 行 で き

ない 。 文列 の 末 尾 の単 語 は任 意 に 分割 で き る。 簡 単 に・い'えば、'こ れ らの デ ィ

スプ レイ は、 機 能的 に は ま さに鴫 文 献 用"で あ り、 利 用者 は ス トリン グ中 に

どん な 文字 が あ るか を 正 確 に知 る こ とが で き る。 ス ペ ー ズ ・パ ー も特殊 な 記

号 を 表 示す ろだ けで あ る。

文 献 の 噺外 観"を で ぎ るだ け 正確 に表 示 す るた め に、"ビ 三一 ・モ ー ド"

デ ィス プ レイ が で き るよ うに な って お り、 この なか で は、 文 字 幅 は 変 え ら れ

行 送 りで 改 行 したの 、 単 語 の 間 か ら新 し く行 を書 き始 め る こ と もで き る。

・

歯

応 用 ←`

デ ィス ク上 に記 憶 され た 文献 は、 フ ァク シ ミリ ・'レコ・・一ダ ー で1行 ずつ 書

き出 され る。 ス ピ ー ドは 毎 秒 約80文 字 の 割 り合 いで、一デ ィス ク ・フ ァイル

申 の32,000字 全 部 を 書 き出 す に・は約615分 か か る。そ お を校 正 読 み して

か らざ 利 用 者 は 操作 卓 で い さらに校 正 す る こ とが 可能 で あ る二最 後 に文 献

(亘 割2ギ ・ ト符 号 の形 で)は ・どう にでも 顧 るよう"i・輔 ざれる・

目的 に よ って は、 フ ァク シミ リ.・レ コ ーダ ーで書 き 出 した 六 一 ド・コ ピー

が 、 この シ ステ ム か らの 最 終 ア ウ トプ ッ トに な る場合 もあ る。通 常 の校 正 用

と して フ ァ ク シ ミリ ・レ.コー ダ ーで 出・力 された 文字 は 、・図 形 品 質 と して は 最

高 の も の で は な いが 、通 常 の コ ン ピェ 一 夕 】ライ ンプ リンタ(文 字 幅 が 固定

され て い るの で、 大 文字 が そ ろわ な いハ よ りは か な り良 い し、 タイプ で コ ピ

ー した もの よ り多 分優 れてい る。 しか しな が ら、 ほ と ん どの場 合 は この ハ ー

ド・ ピ ーが最 終 ア ウ げ ・ トこ三はな 醜 い ・.む しろ、 ・ ソ ピー ータ に 入力 さ

れた 文 献 の 使 用 意 図 は、 情 報 検 索 とか 、 自動 索 引、 言 語翻 訳 、.あ るい はそ の
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他 の 目的 用 に、 自動 シ ステ ム と して使 う ことに あ ろ。ち よ っ と違 った ケ 「 ス

は ソー ス言 語ALGOLを 入 力 した 場 合 で 、 この場 合 は コン ピュ ー タで・ 指

定 の ア ノレゴ リズ ム を実 行 し、 編 集 す ろた め に、 さらに 処 理 しな け れ ば な らな

いo・"

こ う した 応用 処 理 を す る場 合 は、 小 型 コ ン ピ ュー タで は能 力が 不 足 す る こ

と が あ る・ 熔 量 記麟 置ご フ ・イ ・レが 腰 とな ・・ 内敵 ろプ ログラ・ム も … … 二

長 く、 複i雑 な 毒Sのとな るか らだ 。 も し、7ト ラ ックあ るいは9ト ラ ヅクの 磁t-・:
　コハ コへ

気 テ ープ ・ドライブ が 付 け られ れ ば、 文献 は デ ィス クか ら磁気 テ ープ に 伝送一.

で き、そ こか ら他 のbン ピュ ー タに 伝送 で き る。1つ の 代 用 と して ・ も し フ 、

アク シ ミ リ ・レコ ー ダに イ ンタ ー フ ェイ スが付 き、 デ ータ出 力 チ キン ネ ルが'

付 、、て い れ ば、 文 献 は 、 入 力 チ 。ソネ ・・を 徹 た ・・埼 る ・ ソ ピ ー タ に も

伝 送 で き る こ とに な る。'

さ らに、磁 気 テ ープ あ るい はそ の他 の高 速 チ ャ ンネ ルか らの入 力 を 使 って'

フ ァ クシ ミリ ・レ コ ー ダー を汎 用 の図 形 出力装 置 と して利 用 で き る。 こ うす ・

れ ぽ、 完 タ,∴ イ ン ク リメ ソ タ,レ.プ 的 タ よ り高速 で 、 デ ー ・を プ ・ ・

トで き不。 と くに、 我 々は この レ コ ーダ ーを、 コ'シピ ニL夕 か らの 文 字 お よ

び 記号 を、 大 き く、 よ り高品 質 に プ ロ ッ トす 不ため に利 用 して い る。 幅48

イ ンチ、 長 さ27イ ソチ の1ベ ー ジ(こ れは 写真 で縮 少 す れ ば6イ ン チ ×9

イ ン チの ペ ー ジに相 当す1)を 、A.V.八 日 シ ェイが 設 計 した 文 字群 を使

っ て、 大 型 コ ン ピ ュ ー タで、 コ ン ピ ュ ー タで処 理 で き る形 に なお す 。 そ の 大

型 コ ン ビ 三一 タの記 憶 容 量を 利用 して、 この デ ー タを 走 査 線形 式 に変換 し・.

そ の形 の ま までPDP-8に 伝送 す ム。PDP-8は そ の デ ー タを 直 接 フ ァ.

ク シ ミ!J.レ コ ご ダ ニ に送1>込 むわeだ'.三 の・フ ・〃 ミ!J,が5,… 字 をZ

プ ロ セIJ－ト÷ 云已要 す る'に時 間(1行 ブ5"字 で67行)は270・ 秒 ・ す な わ

ち4.5分 で あ る。 これ は カ ル コ ンプ665で は'120分 の ライ ノ フ ィル ム写植

機 で は約10-12分 で あ ろ。つ ま り この フ ァクシ ミリ ・レコ ーダ ー は・ 外

部 の ソース(磁 気 タ ープ、 小型 コン ビ 二二 タ、 そ の 他)か らの 入 力 を 使 って

か な り高 品 質 な写 植 機 と して 利 用 で き 示の で あ る。 こ うした 応 用が で き るの
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で、 毎週 数 百 ペ ー ジの報 告書 を 印刷 す る必 要 が あ る研 究所 で 、 この 装 置を 買

い取 って も、 十 分採 算 が 合 うだ ろ う。

'我 々は
、 複 雑 な 分数 式 や 、 小 型 コ ン ピ ュ ー タで は 複雑 す ぎ て 処理 で きな い

数学文献 どを梼 茸 た学 ・コパ 口 外 結合して使うことを調
.しベ ロ

て い る。そ うした デ ー タは、 数学 文 献 で あ る ことを規 定 す る た め の 機 能 コ ・

一 ドを つ け て、 連 続 文列 の 形 で 入 力 す る。 我 々の小 型 コン ピ ュ ー タを 使 った

文献 加 ステムは・そ技 手に満 した9列 の形年 取 吸 うだけで・大

型 コ ン ピ ュー タ で分 析す る た めの 出 力 を 作 り出す 。 大 型 コ ン ピ ュ ー タは 、 写

植 機 で 出力 を 出 す が、 文 献 を分 析 した 結 果を 校 正 読 みす る た め に、 多分 この

写 植 機 を シ ミュレ ー トして 、 文字 を 発 生 させ、 そ れを 走査 線 型 式 に変 換 して

フ ァ ク シ ミリ ・レ コ ーダ ーで プ ロ ッ トした くな るだ ろ う。

も うひ とつ の面 白 い応 用 例 と して は、 キ ー パ ンチ で 出力 され た 文 献 とか 、

'
大 文 字 、 小文 字 の指 定の な い文 献 と い った よ うな 、 小文字 だ け で書 か れた 文

献 に、 か し ら文字 をつ け ろ ことが あ げ ら れ ろ。 この よ うな 文 献 は、 か な り簡

単 な プ ロ グ ラムで処 理で き る。 す な わ ち、 す べ て の文字 を12ビ ッ ト形 式

に変 換 して、 ピ リオ ドの次 に くる最 初 の文字 以外 は、 小文字 と して 印 を つ け

て お く方 法 だ 。 この方 法 で、 文 献 中 の単 語 の90%以 上 は正 確 に 処 理 で き る

処 理 した文 献 は 、 自動変換 で の 見 落 し、 エ ラ ーを 校正 す るた め に 、 人 間 の オ

ペ レ ー タが見 直 す ことに な る。 この 手 法 は、現 在 の 要求 に 応 じ る こと もそ の

ひ とつ だ が、本 来 の 重要 な ネ ラ イ は、 今 後数 年 の うち に一般 に使 わ れ る よ う

に な る、 大 文字 、 小文 字 を 使 う文 献 入 力装 置 を指 向 した もの で あ る。

・

β

参 考 文 献

図 説 明

Fi9.2.1968年 に 組 み 立 て ら れ た キinボ ー ド、 リ レ ー ・ボ ッ ク ス の イ

ン タ ー フ ェ イ ス 装 置 を 使 っ てIBM-526キ ー パ ン チ を 駆 動 す

る。
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Fig4.コ ン ビ=一 タ磁 気 テ ー プ で 直 接 ラ イ!'フ ィ ル ム を 駆 動 し・ 写 植 し

た 技 徹 齢 賑 ・
、 ・ 『': .

Fig.5・ 端 文 槻 本e・ パ ー 一 夕 ・マ イ ク ・ フ ・ノレム でプ ロ ・ トした

も の 。 、

Fi呂 ・'技 繊 躰 を・ ・
.ン ピー 一 ・ と連動 した ・ ル ・ ン プで プ ・ ヅ

ト した もの 。

・'・g.・ ピ ボ ー ・、 ス ・レージC・Tス=一 プ を厳 た ・ オ ン ライ ン技

術文 献 入 力 ター ミナ ル。'・

●`

貧

「

⇒
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才

"ダ イ レ ク ト ・ ビ ュ ー ・ス ト レ ー ジ ・チ ュ ー ブ リモ ー ト ・デ ィ

ス プ レ イ ・ タ ー ミナ ル か ら の ハ ー ド コ ピ ー"

'

A.Ve'zza

プ ロ ジ ェ ク トMAC,MIT

●

●

。

烏
「

こ こで はDDDネ ッ トワ ー クを利 用 した ダ イ レ・ク ト ・ビ ュー ・ス トレー ジ

・チ ュー ブ ・リモ ー トコ ン ピュー ター ・デ ィス プ レイ ・タ ー ミナル か らハ ー

ドコ ピー を得 る為 の試 作 ユ ニ ッ トの 設 計 基準 が説 明 され てい る。ユ ニ ッ ト及

びそ の操作 条件 が 、5種 の ドラ イプ ロセス ベ ーパ ー を使用 して 得 られ た結 果

と共 に述 べ られ てい る

一 序 一

過去 数 年 間 に於 て、CRTデ ィス プ レイか らの コ ン ピュー ター ア ウ トプ ッ

トの可読 フ ル サ イ ズ(8十 ×11イ ン チ)ハ ー ドコ ピ ー を得 るた め の

5～6種 の装 置 が 市場 に 出 ま わ っ てい る。 通常 、 装 置 とコ ン ピ ュ ー ダー-di間

に は広 帯域(500キ ロヘ ル ツ叉 は そ れ 以上)チ ャネ ル が必 要 とされ る 。実

際 的 な立場 か ら、 そ の よ うな広 帯域 チ ャネル の必 要 か ら生 ず る高 価 な通 信 コ

ス トが災 い し、 コ ン ピ ュー タか ら遠 く離 れ た地点 で の この種 の装 置 の 使用 が

阻 害 され て い る。 そ の逆 に、 こ こ数 年 の 問 に、 地 理 的 に広域 且 つ離 散 した オ

ン ライ ン ・コ ン ピュ ー ター の ユ ーザ ー コ ミュニ テ ィ ー を支 援 す る マルチ ・アク

セ ス コン ピ ュー ター時 分割 シ ステ ムの 出現 と発 展 が 見 られ てい る。 とれ らの

時 分割 シス テ ム の緊 急 必要 性 は コン ピュー ター オ ー バ ー ボイ ス グ レ イ ド電 話

回 線 と連 絡 す るインパク ト ・プ リソテ イ ニ グ タイププ タ ー ミナ ルの 助 け を借 りて

充足 させ て きて お り、 い ぐつか の研 究 用 機 器 を除 い ては、 とれ らの シ ステ ム

は リモート・アク セ スCRTタ ー ミナル を有 してい な い 。

最 近 イ ン パ ク トプ リン ター を使用 す る もの とは別 種 の ター ミナ ルが市場 に

出 て きてい る 。 それ らには 幾 つ か の種 類 が あ り、 或 る もの は 色 々な紙 の 媒 体

に載せて出せ、或 る ものは プ リン トされた もの と比 べ て 幾分 一時 的 な映 像 を作

b出 す事 は免 れ な いが 、CRTを 表 示 媒 体 と して 使用 してい る。 リLモー トC
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RTコ ソ ビ ュ ー一夕 一一・デ ィ ス プ レ イ ・ ター ミナ ル は2つ の カ テ ゴ リ 一-va分 類

さ・れ る6一 つ は 本 来 ア ル フ ァ ニ ュ ー メ リ ッ ク で 与 え られ.る,も の と も う・一 つ は

ア ウ トプ ッ トか ら イ ソ プ ジ ト及 び ア ウ トプ ッ トの 両 方 へ の,み に 可 能 な或 る種

の グ ラ フ ィ ッ ク能 力 が あ る もの で あ る 。

1∴ ア ル プ ァニ=一 メ リ ッ ク 及 び グ ラ フ ィ ッ ク の両 方 の 能 力 を 持 つ(ア ル フ ァ

ニ ュ ー メ リ ック の み の 場 合 よ り も勿 論 い く らか 高 価 で あ る が)タ ー ミナ ル ぱ

そ の デ ィ ス プ レ イ 表 示 情 報 に 関 す る一 般 性 及 び 能 力 に.よ り,・i、(、よ1り好 ま れ て い

り ・ る
。 更 に これ らの タ'一 ミナ ル は 長 距 離.ダ イ ア ル電 話 回 線 網 を 使 っ て オ ペ レ.一

、、 ぐ トさ せ る 事 が 出 来 、 よ り旧 式 で 普・及 して い る イ ン パ ク ト型 テ レ プ リ ン タ ー よ

、 ㍉り も10倍 早 く情 報 を受 容 し表 示 す る事 が 出来 る。 この よ うな クー ミナ ノヒは

恒 久 的 可読 記 録 の作 製 が 望 ま しい結 果 が 発 見 され るま で 延期 さ れ る よ うな調

査 一 応答 型の 応 用、 そ の他 山 問 コ ン ピ ュー ター ア ウ トプ ッ トが 一時 的 な値 の

み を持 つ よ うな応用 等 に も使 用 出 来 る事 が 分 ってい るρ そ れ らの応 用 の例 と

し ては、 全 て の タイ プ の編 集 、 技 術 設 計、 経 営情 報 並 び に管 理,シ ス テ ム、 情

報 検 牽 シ ステ ム、 及 び最 終 結 果 が イ テ レ イテ イブ な手 順 に よって得 られ る よ

うな応用 が あ る。 リモ ー トア ク セ スCRTコ ン ピ ュー ター 。デ ィ ス プ レイ は

レデ ィーメ ー ドの応 用 を提供 しただ け で は な く、 そ れ らを度 外視 して、 最適

'
シ ステム の開 発 とい う事 に関 して一 つ の火 つ げ役 となっ た。 しか し、 今 日で .

はCRTタ ー ミナ ルの うちの或 るユ ー ザ ーが ハ ー ドコ ピー の形 式 で の よ り恒
'

久 的 な記録 を要 求 した 場 合 、 或 る種 の テ レプ リンター を使 わ ざ.るを得 ない し

ヌ 、 も しグ ラ フ ィカ ル な情 報 の記 録 が欲 しい 時 は 、 それ は コン ビ ュー 々一が

や らねば た らない か ら、 記 録 け メ ッセ ン ジ ャー又 は 日本 国 郵 便 シス テ ム に よ

っ て配達 され ねば な らない 。 プ リン トされ た記 録 を得 る これ らの 方法 の両 者

共 に捨 て、 ユ ーザ ーは コ ソ ピ ー ー タ ーア ウ トプ ・ ト,をあ る 意味 で 再 生 し鮒

れ ば な らない とい う点 に注 意 す べ きで あ る。 、1,,

も し、実 際 、 グ ラフ ィ ック表 示可 能 の一 時型 コソピ.牛 「 ター ミナ ルが設 置

'さ れ よ うと して い る場 合
、 ター ミナ ル側 で よ りぷ 一マ ネ ン トな記 録 を得 る手

'㍑ 段
が 必要 不可 欠 な もの とた る。 この事 は1967年 の後 半 レζ、 プ ロ ジ ェ ク ト
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●

MACで の リモ ー ト ・グ ラフ ィ ック ・ター ミナ ル の 開発 の最 終 段 階 で認 識 さ

れ、 元 来 ア ル フ ァニ ューメ リック な普 及 してい る リモ ー トテ レプ リ ンター と

高 い 処 理能 力 を持 つ が、 コ ゾ ピュ一 夕ー どあ広 帯域 接 続 が必 要 な タイ プ との

断絶 を埋 め るハ ー ドコ ピーユ ニ ッ トの開 発 が可 能 で あ るか を調 べ る為 にい く
ト コ

つ か の実験 が1'968年 中ず つ と行 な われ た 。 この㌧」論 文 ぱ 幾 つ か の実験 を

遂 行 す る為 に構 成 され た試作 ハ ー ドコ ピー ユ ニ ッ トの 様 な機 器 の基本 的 な 目

標 を記 述 し、更 にそれ らの実験 ゐ結果 を解説す る6実 験 では5Mタ イ`プ77
　 コラ ロ　

7フ ォ トグ ラ フ ィ㌧ ク ・ ドラ イ シ ル バ ー べ ー バ ー並 び にイ ー ズ トマ ン ・コ ダ

ッ ク ・カ イ ン ド(YJ下K－ で示 す)'1811及 び1991ド ラ イ'シ ル バ ー ペ
』

パ ←が 使 用 さ れ た が13Mペ ー パ ーは 熱 現 像 直 接 プ リ;・;ト ア ウ・ト式 で あ り、

イ.一 ス ト ・」ン の 方 は 熱 安 定 鉗 像 直接 プ リ ン・トア ウ ト式 で あ る。'・'1

一 ・リモ ー ト ・ア ク セ ス ハ ー ドコ ピ ーユ ニ ッ トの 設 計 特 性

<1'
ハ ー ドコ ピ ー ユニ ッ トの設 計 に 於 て 考慮 す べ き特性 が い くつ か ある。 そ の

うち の い くつ かは コ ピ ーそ の もの に関 す る もの、 即 ち、 品 質こ 映像 安 定 性等

で ある。 人 間 とい うフ ァ クタ ーに関 す る設計 の 特 性が あ る、し、 又、 ハ ー ドコ

ピ ーユ ニ ッ トが オ ペ レ ー トす る シス テ ム叉 は シス テ ム の タイプ に関 す る特 性

が あ る。 設 計 の重要 な 基準 と して以下 の ものが あげ られ る。-1・

1)コ ピー の映 像 品 質 は、 ソフ トコ ピー ター ミナ ルで得 られ る もの と比 べ

て損 色 の ない もので な けれ ば な らない6バ ー ドコ ピーユ ニ ッ トが 多 くの

、 ツフ トコ ピこ:ター ミナ ルを サ ポ ー トす'る もので あ り、 或 る場合 には ソ フ

トコ ピー ター ミナル で は 完全 に 克 明 で は な い細 部 を 明 確 に す る為 に使 わ

れ る とい う所 か ら、 優 れ た映 像 品 質 に対 す る要 望 が 、実 際、 非 常 に 強 い

の で あ る○'唱 ・'

2')鉛 書及 び ボ ー ルペ ン の両 方 に よ』る書 き込 み が可 能 な表 面 を持 つ良 質 紙

が 使 用 され ねば な らな い。

3)'映 像 サ イ ズは機 械 の助 け な しで ソフ トコ ピ一 夕一歩ーミナ ル上 で得 られ る

'
細 部 全 て が 読 み とれ る もので な け れば な らない 。 ビざ 一 イ ング機 械 は使

い易 く婬 ってきており"手 の中に お さ ま るよう な もの も市 場 に出 てい るが、
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、

そ れ らを使 わねば な らない様 な コ ピー は大 抵 の場 合 出来 れば 避 け るべ き

で.あろ う。、

4.)ド ライプ ロセ ス ・プ リン トア ウ、トは非 常 に望 ま しい。.そ の 理 由 は ドラ

イ ・オ フ ィスコ ピー機 が 如何 に良 く普 及 したか を考 えれ ば明 白で あろ う

,5)・ γ ピ ・ 一 夕 ー か らt',rド ≒ ピ ー 機 器 へ 微 さ れ る騨 塑 に 映 像 フ

ォ ー マ ッ トは・ ソ フ トコ ピ 一 夕 ー ミナ ノヒの そ れ と等 し くす べ き で あ る ・

も し、 コ ー ド又 は 映 像 フ ォ ー マ ッ ト変 換 が コ ン ピ ュ ー タ ー で な さ れ る と

す る と・、.余計 な 計 算 時 間 が 生 じ る 。 ζ の 場 合 、 計 算 コ ス トは ぺ 輔 ジ あ

た り.t～2ド ル に も上 る 事 に な る し、 更 に 通 信 コ.ス トは 天 文 学 的 な 数 字

,で 上 昇 す る 。,,.、.

.,6・)1コ ピ ー あ た り の コ ス 、トは 通 常 の 企 業 用 オ フ ィ ス コ ピ.一 機 の そ れ と上

手 に 比 較 され るべ きで あ る 。'.、

7)コ ピーの嚇 安雌 雌 戦 守 力ら れるべ5で ・
.ゴ ーぽ 永久的

品 質 を持 つべ きで あろ う。

8)コ ピLの 入 手 に関 しては 、 り一 ドコ ピー を要 求 す る際ユ ー ザ ーが リフ

トコ ピー ダー ミナ ルを数 秒 間 以 内 で 使 え る様 に な って い な くては な らな

い し、 叉、 コ ピ ーは ター ミナ ルで1～2分 で 得 られ ねば な らな い。 .

9)ど の機 器 も ソフ トコ ピー タ ー ミナ ル に組み 入 れ可能 で なけ れ ぽ な らな

い・経済 面か ら見た場合・ タベ ナ㌍ ス トひ 上昇は避 け られ ねぽ な ら

な い か らで あ る。

言 うま で もな く、 何 らか の妥 協 は な され ねば な らな い し、 ハ 「 ドコ ピーユ ・

ニ ッ ト又 は そ れ か ら得 られ る コ ピー に対 して望 ま しい全 て の特 性 が 得 られ る

わ けで は ない 。 こ こで 述べ られ た ユニ ッ トに よっ て作 られ た コ ピー の映 像 品

質 は ソフ トコ ピー タ ー ミナ ルで の も の と全 く同 じ佳 い良 い とい う事 で は ない。

又 、4コ ピー あた りの コ ス トは オ フ ィ ス コ ピー機 ラス トよ り も幾 分高 い し、

コ ピー の安 定性 は 永久 で は な い 。

一・-1.fiO－
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～ 試 作 ハ ー ドコ ピ ー ユ ニ ッ ト;

醗 され繍 作ハ{ド ・‥ 一 ・ トは リモ ∴ トゾ クセス ♪㍗ ブプ・～

ユ ー ダ リ ッ ク 且 つ 『グ ラ フ ィ グ ゴ ン ピ ュ 一 夕 一 型 へ め 附 属 ユ ニ ッ トで あ る 。

こ の 型 の ター ミナ ル は 次 の もの を含 む:テ ク トロニ ク ス る.11ダ イVク ト ・

ビ ュ 」 ・ズ'ト レLジ チ=一 ブ(DVST)モ ニ タ ー1個 、 コ ン トロ ー ル 信 号

が消 去 、'書・き出 し、 表 示す る に徒 っ て、 偏 光並 に焦 点用 のXY-Z信 号 を与 え

るエ レ ク トロ ニ ク ス1セ ヅ ト6こ の エ レ ク トロニ ク ス は ア ル フ ァ ニ ュ ー メ リ

ッ ク ・』;イゾ プ:9ジ ト用 の キ ・-pボ';'〉;:こカ ー ソ ル ・コ ン トロ"-7V及 び グ ラ フ ィ ッ

ク イ ン プ ッ ト用 の ジ ョイ ス テ ィ』ヅ ク 又 は ア ヴ ス 、 点 ・直 線 ・文 字 描 写 能 力 用

の 必 要 回 路 及 び 通 信 モ ー デ ム へ の イ ン タ ー フ ェ イ ス を有 して い る 。(こ の 場

合 に は ベ ル ・ シ ス テ ム タ イ プ202C6デ ー タセ ッ トが 使 用 さ れ た)一 コーニ

ッ トはDDDネ ッ トワ ー ク 上 で 半 二 重 モ ■・・一■ドで1秒 あ たb1200ピ ッ トで

の オ ペ レ ー シ ョ ンが 可 能 で あ る ニ タ ー ミナ ル は キ ャ ラ ク タ こ ・ア シ ク ロ ナ ス

・1ジ リ テ ル ・ ビ ッ ト ・ス トリ ー ム を コ ン ビ ュ ー タ へ 送 り↓ そ し て コ ン ピ ュ ー

タ ー よ り受 け 取 る ご キ ャ ラ ク タ ー は10ビ ッ トの長 さ で 、 そ れ らは ス タ ー ト

ス ト ・プ 、 ・・yテ ・ 一 ビ パ 及 びASCII・ 一 ド法 峰 い て翻 訳 さ れ 酷

報 用 の7ビ ッ トで あ る 。 図 一1USCIIキ ャ ラ ク タ ー ・ア ナ イ ソ メ ソ トを

参 照 せ よ。

タ ー ミナ ル は 形 式的 に そ の プ ラ イ ア リ ー ・モ ー ドは キ ャ ラ ク タ ー ・プ ロ ッ

テ ィン グ と な っ て い・る。 点 プ ロ テ ィ ン グ 及 び ベ ク トル 。 ドロ ー イ ン グ モ ー ド

は ター ミナ ル が 適 当 なASCIIコ ソ トin-一ール ギ ≒ プ ク タ ー の 一 つ を 受 け 取

っ た 時 に 入 る。・文 字 プ ロ ジ テ イ ソ グ モ ー ドが 同 様 な 形 で 再 び 入 る 。

DV・STモ1ニ タL上 忙 表 示 され た 情 報 の よ りi9-一:'マ ネ ン トな書 か れ た 記 録

を 得 る為 の テ ク ニ ッ'ク に は 色 々 あ る 。 そ の例 と し て はCa)普 通 の 広 角 光 学

シ・ス テ ム の使 用 、 ぐb)広 角 光 学 シ ス テ ム が 必 要 と さ れ る時 、 走 査 レ ン3'を

使 っ て 定 常 シ:ス テ ム で 得 られ る もの・よ'り、 よ り⊃一 定 した 解 像 を 得 る事 が 出 来 ㌔

る 。.(・c)非 反 転 レ ン ズ の 多 量 使 用 に よっ て 映 像 を 作 り出 す 。(d)プ リ ン'

ド を 幻 ・ ト ・ フ ・イ・バ ー ・オ プ テf・ ク ・『フ ・ 一 ス プ レ ー 附 き のCRT ,

-11・1一
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'で作・る
。Ce、)'DVST± の映 像 の走'査変換 ・に・よ っ・で得 られ る'ビデオ信 号 は

ベ ーパ ー が プ ェ・イスプv-〉 上 を通 過 す る時 に走 査 線 を印 す 。(f戊 大 型 コヘ

ゾン ト・フ プミィ'バー オ プ テ ィ ッ'グフ ェ:一ス プ レ ー ト又 は メ カ ニ カ ル コ リメ ㌶

タが 使 わ れ る時 は 、直 接 プ リン㊦ カく得 られ る'。 この最 後 の方 法 で は適 切宏 映:

像 オ リエ ン デ ー'シ ョンを得 る為 に、 あ る種 の 転送 プ ロセ スを使 う2段 階 フi

トグテヲ ィ ック シス テ ム 叉 は 反転:され た映 像 を使 って2個 日のDVSTを 使

用 する 芳法 のいず れか の や1b方 を採 る事 が 出来 る。'「

上ぞ述 べ たテ グニ ジ'1クは全 て 検討 され てk・b、 そ の うちの2つ 、 即 ち、 コ

ソベ シジ ョナ ル光 学 レ ステ ム と走 査 変換 ぱ技 術 的二 経 済 的 見 地 か ら見 て最 も

有望 に思 わ れ る。 そ のう ちの 第一 の方 法 が、 最 も短 が 直入 に 見え た事 と、 走 、

査 変換 使 用 のユ ニ ジ トを作 る事 が経 済 的 に見 て十 分 に見 合 う とば思 え な かっ

たの で、 先 ず最 初 に 試 み られ る事 が 決 定 され た。

"
コン:ペン シ ョナルtt光学 シ ス テ ム を使 っ てDVSTモ 三 夕ー一一・上 の映 像 の フ ノレ

サ イズ1対1プ リy・ トを作 ろ うとす る時、 い くつ か の 困難 にぶ つ か る。問 題

は61'1モ ニ ター が そウ 明 る くは ない ど6う ・事 と、 ドライ・・プ ロセス 記 録 媒

体 叉 は ドラ イコ ピニ を作 る シ ステ ム で使 用 さ れ てい る感 光材 料 は伝 統 的 なズ

チ ー ル写 真用 叉は 映 画 用 の普 通 の写 真材 料 と比 べ て非 常 にセ ン シテ ィブ とは

言 え な い等 の理 由 か ら生 じ る。 も し これ らの マテ リア ル をASA写 真 ス ピ一
一　

ド・レイ テ ィ ング と同等 の もので 分類 した とす る と、 そ れ らはASA10'

PJ下 か ら約ASA1ま で の ス ピー ド・レ ンジ に落 ちる事 に な るで あろ う。代

表 的 なカ ラ ー ラ ィル ム、・例 えば イ ー ス トマ ン ・コ ダ ックの コダ ク ロ ー ムHは

ASA25で あり、 ポ ラ ロイ ド白黒 フ ィルムはASA3000で あ る。DV

STと ドラ イ プ ロセ ス媒 体 の劣 った エ ミシ ビテ ィー ・セ ン シテ ィビテ ィー の

組 合 せ を別 にす る と、 そ の他 の問 題 は レ ンiズに 関連 す る もので あ る。映 像 の

過 剰k歪 曲を生ぜ ず に直 径11イ ンチ とい う広 域 をカ バー 出 来 る近 接撮 影 用

に設 計 され たオ ブ ・シ ェ ル フ ・大 孔(f/2・5文 はそ れ 以下)レ ン ズな ど

と言 うものは世 の中 に存在 しな已 。 数種 の レ ン ズを使 っ て実 験 した が 満足 な

結 果 は得 られ なか った 。 そ の問 題 を克 服 す る為 に、 古 いが 滅 多 に使 わ れ ない
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1ベ ル ・イメ ー ジ ン グ シス テム が試 み られ、 適 当で あ る事 が 分 らた(言 うま

で'も老 い が、 とれ に よら て、 コス トが か か る レ ンズ設 計 やく設 計 改良 が避 け ら

れ た)。3501rm焦 点距 離、 フ ィル ム面 上 ↑5イ ン チ映 像 サイ ズ の2個 の 同

じ 無 限 焦点 シェ ナイ タ・一、 ゼ ナーf/4・5 .レ ンズが 無限 結 合 側が 向 き合 う様

に キ ャ スケ ー ドされ た。 この組 み合 せ に よ り(レ ンズ ロ ス及 び結 合 面 セ パ レ

"・・シ ョソ を無 視 して)、 焦 点距 離18.0㎜ のf/2・5レ ンズが 出来 上9た 。

図]2を 見 よ6こ の方法 で はDVST映 像 は近 い方 の レン ズの通 常 の フ ィル

ム面 にプV"ス され る。 この レ シズ を出 て2番 目のVソ ズに 入 る光 は映 像 が

無 限大 で 焦点 が合 う事 か ら殆 ん ど コ リメ 」 トされ る。 第2の レン ズは この ゴ

リメ ー トされ た光 を通 常 の場 合 のそ の フ ィ ルム 面 に映 像 を結 ば せ る6こ の場

合 、 そ れ が プ リン ト面 で あ る。

全 実 験 で使 用 された ベ ーパ ー ・ トラ ンろ ポー トは3M144デ ご タ'7コ

ー デ ィ ン グ ・モジ ュ「ル の 改良版 で あ っ た。 こ の モ ジ ュ ■ ル の 端 に は約

10十 イ ンチ の長 さのプ リン ト面 に送 られ る一巻 きの写真 感 光材 用 の場 所 が

確保 され てい る 。送 り用 ス ロ ッ トの 反 対 の端 にはttペ ーパ ー 及 び、11イ ン

チ の長 き のペ ーパ ーが そ の下 を通 っ た時 、 カ ム に よって作動 す るペ ー パー ナ

イ フ を駆 動 す る為 の い くつ か の ロー ラーが あ る。 ヒー テ ィン グ部 は 、回 転 筒

を 中 に持 つ ヒー テ ッ ド ・シ ェル及 び 関連 温 度 コン トロ ール か ら成 立 す る。代

表的 な方 法 で は 、 露光 され る とペ ー パ ー は ナ イ フ に .よっ てカ ッ トされ1、カ ッ

トされ たペ ー パ ーは ヒーテ ッ ド・シ ェル と回 転筒 の間 に密着 して送 られ る 。

5M144デ ー タ ・し・コ ー デ ィン グ 。モ ジュ ー ル の改 良 は 以 下 の様 で あ っ た。

す なわ ちス チ …一ム ・ トラ ッピ ン グ を防 ぐ為 の モ ヘ アで 被 われ だ筒 を1イ ンチ

あた りお・よそ30ス レ ッ ド(又 は グ ロ ー.ブ)の シ リコ ンに替 え られk。4一

ス トマ ン コ ダ ック ペ ーパ ーの安 定 に必 要 とされ る高 温 で のオ ペ レー シ ゴン の

為 に ユ ニ ッ トの 絶縁 と巻 き直 しを行 な った。,"∬

図 一7-3は 試作 ハ ードコピー装置を隣に持ったディスプレイの一つを示 しているい この図 で

はaニ ットは垂直に上か らDVSTモ ニター、 レンズ、電気作動ンやPtBs-、3'Mデ ータnレ

コーディングモジュール¢順 にマウントした同 軸 線状 光 学 シ ス テ ム方 式 を採 って い る
一一113一



適 切 端 度 ・ ン ト・ 一ル の調 整 をす れ ば・、ユ ニ ・ 嘩 前 に鰹 たつ 一パ 〔の

い ず れ もが 処理 可能で あ る。 図 一4で は対 で 使 用 され て い る レンズ が 示 され

て お りご これ か らそ れ らの 大 き さ につ い て の推測 が な され 得 よ う。 ソンズ キ

ャ 。 プの 内側 には6イ ン チの ス チ ール 製 の ス 〆 一ルが 設置 さ れて い る。

一 一 ー ペ ー パ ー及 び フ ォ ス フ ァ ーの 特 性

(

↓

3M777ド ラ イ シ ル バ ー ペ ー パ ー 、 イ 、r・ス ト マ ン ・ コ ダ ッ クK-1・877

ドライ ・シル バ ーペ ーパ ーの仕糖 性 及 びDDSTフ ・ ス フ ァ ⇒ 性 が 国

印 ・に示 さ れ てhる ・ ・ 一ス ・マ ン のK-1877は 改 良版K-19;1 、,匝

取 り替 っ てお り、 こ の改 良版 は優 れ た 処理 済 映像 の安 定性 を持 ち、 同程 度 の

セ ンシ トメ リ ックー 応 答 を 有 す る。K-1991を 使用 した結 果、 この場 合

の応 用 ではK-1877よ り もお よそ3～4倍 め早 さ を持つ 事 が 分 っ た。

DVSTの ス ペ ク トtラル放 射 性 はP1の ぞ抽 と同 じ位 で、777及 びk-1

877の 両 方 の スペ ク トラル ・セ ン シ テ ィ ビデ ィ ーの通 過 帯域 に入 って い る。

結 論 と してK-1991はK-1877よbも よ り うま く この応 用 に合 うス

ベ ク ト ラル ・セ ンシ テ ィ ピデ ィ曲 線 を有 する事 が分 る。

3Mペ ーパ ーと イ ース トマ ン ・コダ ック ・ペ ーパ ーの 処理 技 術 は 同 一 で は

な い。5Mペ ーパ ーけ 温 度 約125℃ の熱 さ れ た表面 に8秒 澗 密 着 して処 理

さ れ る露 光 後、 イ ース トマ ンペ ーパ ーの 地 は 乳剤 を約240℃ で4秒 間熱 す

る車 に よ り安 定 す 妥。 そ して プ リン トは 紫外 線 を乳 剤 に投 光 して映 像 さ.れる。

(実 験 で は、 こ れは 手 作業 で、 ペ ーパ ごを約20～50秒 間15ワ ッ トの 黒

色螢 光燈 の下 に保 持 して行 な われ た)'

■

命

実験 と結果

・実 験 は単純 で3種 の ペ ーパ ーのそ れ ぞ れ に つい て、 種 々 の露 出 時 間・ 熱現

像 又 は安 定 の温 度 及 び時 間 に つい て 行 な わ わ た。 これ らの プ リン トは 筆 者及

び そ の ス タ ッフ に よっ て主 観 的 に比 較 さ れた0

3M777ペ ーパ ーに つ い ては、 露 出時 間 は20か ら60・ 秒 に 渡 っ た。 現

像 掃 度 を高 くす る と露 出時 間が 短か ・くな った・ これ は地 の密度 を高 ぐ し・ 周.

辺 領域 の露 出不 足 一 主 観的 に言 わ せ て も らえ れば 露 出が 全然 され ず 一 と な,っ
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二

て しま う範 囲 の 減損 に とい う事 が伴 っ て達 成 され た。範 囲 の ロス は高 温 に よ

っ て ガ ンマ ー値 が 高 くなる とい う事 実 に よっ て生 じ る。叉 、 映 像 末端 の鮮 明

度 の 減少 は プ リン トの端 で の露 出問 題 に関係 す る と ころ の レ ンズ に そ の原 因

が あ る。 図 一6及 び 図 一7は3M777ペ ー パ ーに 行 なわ れ たプ リン トの再

生 を示 して い る。 これ らの プ リン トは灰 白 色 の 地 に黒 色で ある。

イ ー ス トマ ンK-1877に 対 しで の15秒 間 の露 出 で'はま あま あの プ リ

ン トが 得 られ、K-1991に 対 す る5秒 間 の露 出 で は そ れ よ り幾分 良 い も

の が得 られ た。 露 出時 間 を長 くす る とDVSTのt'地"ヵ ミ非 常 に・目立 づ.てプ

リ ン トが出 来 る。 短 か くす る とプ リン ト周辺 の映 像 の ロ スが起 る6安 定温 度

を低 くす る には 写真 現 像 の仕 上 げ で 高 い"地"密 度 が必 要 で あ・り.同 時 に コ

"地
、"の安 定 に は ロスが生 じ る。'労ン マ]は 種k'の 異6た 処 理条 件 に対 して

一 定 で あ るので、 ペ ーパ ー の ラテ ィ'チュ ー ドに吐変 化 ぱ ない 。 イ ー ス トマ ン

コ ダ ックK-!991を 使 って 出 来 た プ リン トの例 が 図'」・8及 び図 一9に 示

され て い る。 これ らは明 るい ク リーム 色 の 地 に藻 ピ青 色 を してい る 。

5種 の ペ ーパ ーの全 部 が限 られた映 像 寿 命 を持 つ 。 これ らのペー パ`一;の

"地"密 度 は時 間 と共 た 減少 す る。777の 場合 ・ ラジエ ダーや ヒー ター へ

近 づ け る と よ り早 く劣 化 す る。K-1877及 びK-1991に 対 して は、

光 に長時 間 あ て る と"地"が 現 像 され て しま う。 しか しなが ら・ 筆者 は3M

.と ・ 一 ス トア ン の一・L'パLめ 両 方 を ノー ・トの間 に2年 間 置 い て あ った が・映

像 晶 質 の顕 著 な劣 化 は 認 め られ な い。

一 注 一

極 、 最 近 に な って 、 ボ ー イ、 ニ グ社 がそ の社 内用 に特 別 に設計 され た レ ソ
ヅ ノ コ

ズ を使 った優 れ た この種 の 八 一 ドコ ピも装 置 を 作 った事 が 知 られ て い る。

そ の コ ピ ーで は プ リゾ ト全 面 に渡 って映 像 密 度 のば ちっ きは 見 られ な い。

_ま とめ_イ'

ハー ドコ ピー ユ ニ ッ トどそれ か ら得 られ る製 品 の特性 を ま どめ る と以下 の

様 に な る 。

1)プ リ ン トは ア ル フ ァ ニ=一 メ リ ッ グ 又 は グ ラ フ ィ ック 情 報 の い ず れ か
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,バ.、;:}㌧ーを 持 'つ'事 が 出 来 る

g,.

・.・)・・9・×…tイ 巧 晒C ..… 、・誓 の噸 な譲 環 ら:'ftb・'

・)赫 され端 綱 ぽ ρ完了後、約 ・・一 ・鋤 で ドラや ピーデ ・

「

ス プ.レ イ・が 得 ら れ.る ・。.,

・ 〉・び ユニ ・ トけDDD酷 回線網 を瀧 万 ンれ として使mtそ ・'i
コ 　 ヒ びト ン

㍉ 遠 隔 地 で ・財 やrシ ・・γ が 可 能 で あ る ・
...v

■5つ 赦 とは 註 な 晒 醐 礁 存 れ る と コ ピ ー 脚 数 で 戦 廉 ど

の 寿 命 を 有 す る『∵ .. .、.-
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コ ン ピ ュ 一 夕 ー ア ウ トプ ッ1用 マ イ ク ロ フ ィル ム

シ ス テ ム

ゲ に 　

コ ソ ピ ュ ー タ ー シ ス テAで ネ ヅク と な る の は 出 力 情 報 の 発 生 時 で あ ろ こ とs, ,

・' .ぼ ・ 二

は 、 明 ら か で あ る 。 コン ピ ュ ー タ ー の 内 部 処 理 速 度 は 非 常 に 速 く な つ て い'る 、.

が、 出 力 は未 だ に ラ イ ンプ リン タ ーの速 度 に 主 と して制 限 され て い る。 プ リ

ン タ ーの代 替 的 解決 と して よ く採 用 さ れて き て い るの が コ ン ピ ュ ー ター ア ウ

トプ ッ ト用 の マ イ ク ロフ ィル ム(以 後 、COMと 略 す)の 使 用で あ 呂。

COMを 使 用 して い る コ ン ピュ ー タ ー シス テ ムで は、 情報 はCOMレ コ ー

ダ ーを 用 いて マイ クロ フ ィルム 処 理 に よ って 出力 され ろ。 情 報 は 直 接 オ ンラ

イ ンで コ ン ピ ュー タ ーか ら 出力 さ れた り、 オ フ ラ イ ンで テ ープ装 置 か ら出.d].

され た り し、 最 も高 速 の ラ イ ンプ リ ン ターの 数倍 の速 さであ る。 マ イ ク ロ フ

ィル ム リー ダ ーで み ろ場 合 、各 コ マ(ペ ー ジ)上 の情 報は 通常 印刷 さ れた も

の と全 く同 じに現 れ る。 更 に種 々の検 牽 用 ・.,牽引用 の コー ドがCOMに よ っ.

て マ イ クロ フ ィルム 上 に 自 動的 に記 入 され る。 これ らの コ ー ドの使 用 に ょ り

用 紙 を 用 い た情 報 シ ステ ム より 、も 更 に速 く情 報 が み ら れ る。 マ イ ク ロ フ ィル

ム は 用紙 を 用 い た場 合 の2%の 面積 で 同 じ量 の情 報 が 貯 え られ るの で、CO

Mを 用 い る こ とに ょ り保 管 及 び郵 送 費 が 大 幅 に削減 で き る。 マ イ ク ロ フ ィル

ム か ら追 加 コ ピー を とる場合 、事 実 」二も との もの と全 く同 じ もの が得 られ、

カ ーボ ン紙 を 用 い て5枚 、4枚 、5枚 と と るよ りも、 は るか に よ い もの が得

られ る。情 報 は コ ン ピ ュー タごか ら速 くそ して安 価 に 串力 さ れ る もので 、 多

くの会社 で デ ー タが基 礎 とな って い る情 報 や そ の他 の 詳細 な レポ ー トを 出

力す るの に更 にひ ん ぱ んに 用 い る事 が 経 済的 に可能 で あ 不 とい う事 が 判 って

き た 。COMは コ ン ピ ュー タ ー シ ス テム か ら情 報 を 高速 出力 し、 大幅 に 費 用

を 削 減 し、 更 に コ ン ピ ュー タの総 合 処 理 能 力や デ ー汐処 理 増 加 させ る 目的 で

用 意 さ れて い る。;傷 パ
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COMレ コ ー ダ ー

COMレ コ_ダ_に は 、 陰 極 線 管(CRT)、 電 子 波 記 録(EBR)及 び

繊 維 光 学(fiber・ftics)の 三 つ の 方 法 が あ る ・CRTとEBRは ・ 一.

時`.1ぺ_ジ 分 を 言己録 し、 繊 光 学 利 用 で は4一 行 を 一 時{・ 記 録 すB・ ・CRT.

の 技 法 は 最 も 古 く、 現 在COMレ コ ー ダ ー の 技 法 の うち で は 最 も一 般 的 に 使.

用 さ れ て い るρ シ … ・.、
令

■
.

陰極線 管'`・y

電 子波 がCRTの 燐 面 を刺 激 す ろ こ とに よ り1ベ ー ジ分 が一 時 に記 録 さ れ,1

不。陰 極 線 管 上の映 像 は、 半 反射 鏡 とレ ン ズを 通 り、 未 感 光 フ ィル ム 上 に つ.

つ され え。 フ ィル ム はそ の映 像 に感 光す る と1コ マ 進 み 、CRTの 面 上 に は

次 のペ ー ジの映 像 が うつ され ろ。 同様 に して、 デ ー タが フ ィル ム 上 に感 光 す

郷 、 報 告 書 の フ 。 一ム の書 か れ翻 ラス板 又 は フ … ム ス ラ イ ドの後 方 よ

り光 を 当 て る こ とが で き ろ.報 告書 フ チ ニム噸 像 は半反 射鏡 で 反射 され・

フ,・ レム 上 の デ ー タの映 像 にか さね 鋤 る。(F'ig1・)
　 　へ

t、[・ ・㌃:DE

・
/ノ ＼ ンTU・E

。。-Eづ

鵬 蕊 、
目 　 ・'
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電子 波記録

この方法で は、文字 は直 接電子波 にょって未感光 フィルム上に記 録 され る

処理は陸 中で行なわ嶽.未 蹴 フ,ル ムは詮 室に引き峠 れ、 そのフ

,・レム上 に バ ζ疏 が一時 に記録 饅 ろ市 報が電子波 によ り言己継 れる

と、 フ,・・ムは:f・ マ進め られ次 のペ ー塑 記録 される・報鵠 フ ・一ムを'

そ の 上 に か さねた い時 には 、 二 次 レ ン ズ シス テム の 使 用に よ り フ ィル ム 上 に

記 録 され る。(Fig2.)∵

ELECTRONGUN

ELECTRONGUN

COLUMN

ELECTRONBEAM

WRITESON

MICROFILM

MICROFILM

SUPPLY

REEL

FORMS

MERGING

MODULE

_2
HEAT

PROCESSOR

VACUUMMICROFILM

TAKE-UP

REEL

7

戸

一繊 維 光学

・ 発 光繊 維 マ トリ ヅク スの 選 択 照明 が 一行 分 の デ ー タの文字 を 形 成 す る。

'

感 光 した 後、 フ ィル ム は 、次 の1行 分 の文字 が 感 光 で きるわ ず か の 幅 が進 め

vら れ る
。EBRの 時 の よ うに、 も し報 告 書 フ ォー ム をか さ,taた い時 には、 二

次 レ ソ.ズシス テ ム が使 用 され る。(Fig5.)
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吋

上記 の方 法 はCOMの 装 置 と して、 今 日、 最 も一般 的 に市場 に出 て い る も

ので あ る 。技 術 的 に は、CRTが 作 成す る の に最 も簡 単 で あ った 。EBRは

電 子波 を も った個 々の 文 字 の正 確 な形成 と共 に、 フ ィル ム を真 空室 を 通 す こ

とが必 要 で あ ろ。.一般 に.完 全 な もの を作 るた め には 更 に高 度 な精 密 さを要

渋 れ'る・『しか しなが ら渇 醐 ・避 フ泣 ム嚥 光 さ・・ろので・「般 に

使融 れて・・欲 紛 ひ イク・フ・・レムが湿処理 されて・・るρ に枇 て・

EBRの 使用 は乾処理を可能 に してい る。繊維 光学手法 は完成す る¢に最 も
し

単純 な 方 法 で あ る とい う こ とが わか る。 エ レ ク トロニ クス は そ れ ほ ど複 雑 で

はな いが 、t行 分 の フ ィル ムを 動か す時 の 厳 密 な範 囲 を 完全 に 満たす 為 に は

時 間が か か ろ 。又、 も し繊 維 組 織 力 が文 字 の 映 像 を フ ィル ム が 動 く時 に も っ

てい る と、SMEARINGEFFECT(印 刷 した ての イ ン クの よ く乾 い て

・・な・・印届物 を ・す っ塒 に起 る様 興 象)が 起 る・

これ等 三 つ の 装 置 の どれ も、 現在 市 場 に出 てい る。 これ等 の アプ ロー チ の
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●

信 頼 性 を くわ し く比 較 す る 数 値 は な い の で 、COMレ コ ー ダ ー を 購 入;じ よ う'

と し て い る もの は こ 現 在 使 用 し て し{・'るゴ ーザ ー と 話 し合 い 、特 別 のCOM装

置 に こ れ等 の 方 法 を 使 用 した 場 合 、.各 々 に つ い て ど ん な 問 題 が 存 在 して い る

か 確 か め る よ う・i二し な{ナ れiば}な己ら な・い 。t'ttt・t㍑'い しi

●

●

●

・

文 字 の 発 生.唱 ・ ・,・-

COM装 置 で 文 字 を 発 生 す る の に 用 い ら れ る 主 な 方 法 は 、STENCILING

STROKEGENERATIONも し く は 、DOTGENERATIOM

で あ'る 。・',・ 一'・,

可

声

STENCILING.

CRTの 首 の部 分 ピ、大 きさ 約4分 の り程 の 原版 が入 れ ら れ る。 文字 を 形

造 る為 、CRTの 中 の 電子 波 が原 版 上 の適 切 な点(大 文)に 向け ら れ る。C"z

RT面 上 に文 字 を 適 切 に置 く ことは屈折 領域(面)の 使 用 に よ り達 成 さ れ る'

この 方法 は{'創 作 者 、STROMBERGCARLSONに よ ってCHARACT-

RONと 名付 け られ て い るが、 長 年 の問 、 良 い 働 きを して き た。 しか しな が 、

ら、 文 字 の セ ッ トは原 版 上 に彫 ま れ る文字 数 に制約 さ れ ろ。(Fi94,)

○_・
BfCAM

PATH

SELECTION

PLATES

ELECTRONGUN

q

VIEWINGSCREEN

Figl4Useof.aStenci1一 二TypeWater
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s↑R6遠 登 ・GENERATIoN・:d・ 一.・1:'・

こ の 方 法 で'iまご 文 字 は 電 子 波 に よつ てCRTの 表 面 上 に 文 字 通 りに 書 き 込 ・・

ま れ る 。"㍉'∵'○ ・'・

STROKEGENERATLONはCHARACTRONやDOT,:''"t、 ・"㌔

GENERATIONの 方 法 よ り もELECTRONICSを 必 要 と す る 。1ペ

ー ジ の 文 字 をCRTの 表 面 上 や フ ィ ル ム 上 に 直 接 型 造 り、 お き か え るに は い

交EL冠CTRて)NICSが 必 要 とな る。∫主 な特 徴 な文 字 やCH]ARACT・El'R/..)

SETを1追 加 す 元治1ご、1回蹄 を変 えた り、 追 加:しで、…電'子波 の行 ぎ先 を変t

え て や る ことに よ って で き る点 で あ ろ。 文字 の で き る具 合 は 一 般 に、 割 合 良

いo

bb↑GENERATIONに 於 ては 、 行 列 中 の点 をACTI'!VJ'Eに した'り{

し 湊 か つ:た り で 個 々か 文 字 を;形 成 ず る 。STROKEG.ENE]RAT.IONi..iの

文 字 と『は 逆 に 、:電 子:波 は常 にCRT面 上 のDISCRETEな 点 を さ して い ・

る6λ'i"そ}'t故、'ELECTRONICSは 簡 単 に な る傾 向 に・あ る し 叉 コ ス トも一 「

般"菌1こ ぱ 安 ぐな る 。 欠 点 は'CHA'RAcTRON{'や 川s:TROKEGENER-'t

AT':ION'の 方 法;'で作 一り 出 さ れ ・A.文字 程 良 い 文 字 を"メ ー カ ー に よ っ て は 作:り ・・

出す ご とが 困難 であ 石 とい'う点 で あ る。 ・ ・'・.

DOTGENERATIONで 作 り出 された 文 字 は叉、 繊 維 光学(FIBER

OPTICS)を 用 い てCOMREADERで 使 わ れ る。 これ 等 の 装 置 では

文 字 は 光を 発 す る繊 維 を 適 当 にACTIVE{乏 した り しなか った りして作 ら

れ る.CRTE・LECTRONICSを 除 去 す る,こ.とに よ9r,ス トを 更{二さげ
t"i ,Il∵;,:∀,

る こ と が で き る 。

フ ォ ー ム の 重 ね 合 せ

報告書や舗 の多くは決めら鷲7・ アマー トの使用樋 求 さ品 ・会社

のLOGOS見 出 し、 説 明、 図 表 等 は よ くその ベ ージの 上1ニデ 一 夕 を並 べ る

ことが必要 とな る。COMRECORDERで 最1も[般 .的ll用,し1'…ら れて い る

フ ォ ーム作 成 の 方法 は、 フ ィノレム や ガ ラ ス叛 を使iう'ごどで あ る。 時 に はCO:

-1244
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ρ

Mコ ン ピュ ー タ ーの 中 や デ ー タテ ープ 内 に記 憶 され て い る特 殊 な プ ログ ラム

・・よ礁 子波に よってカミか、れることもあ る・r中 郷COMRE『OP-

ERに よ っ て 、 グ ラ フ ィ ック の 能 力 と 共 に 用 い ら れ る
.。.: ・

,・'・ 一ー

フ ィル ム スタ4じ ・ ・、 ㌧..'1'1 .1.一 、r_パ ・.一, .1.

フ、イル ム ス ラィ,ド の利 点 は安 価 で飾 り、 又作 るの が 簡 単 で あ る,と.いラ点 、

で,,あ砥 導 甦 フだ 牢 置 レ・た牢 輝 ⑭ 正 ・1必野 あA・.こと
,ど・ ス..

ラ イ ドの 操作 に よ るい た みが はげ しし'とし'攻 鼓 も って い・る・ .
..

ガ ラ ス ス ライ ド

.㌘ ス.巧 イ雌 フ'や 麺 重ね合牢 脳 場 合 の穂 叉 六 三の設

動 が鮮 で靭 一叉結果が よいと鼓しラ 点で あが ・一方欠点 と,口 ・、㌘.

ス 巧 イ.賄 成時に、コ川 が昧 是 寧 坪 る とい うことがあげ られる・、

プ ロZラ ムマ,ぺ ∵ ...

プ ・グそム棚 ・・填 一 ジソグで は・設 堅r騨 で あることとぷ 果が良

・1・・と・・
,う利顛 塑 が反面・ フ・.一ムが複雑嫡 にTHRUPUT・ の割合嘩

少・プ ・グラムラインとバ ス ト
、砿 要腰 び・LOG?S轍 置化 し鰺

れば な らな い 。

司

鋪

重 織 ぱ ・_'・ ∵y-、 、・、 「 一 一 、 tt

三?の 聯 奏 デー・のぺ7卯 フ㌻ ムを上手に馳 合せ る為壁 捗

る・最初 襲 畔 反繊 が使用さ聾{日G川C亘 順 手からフィ

・特 兵 デ「タが うつしが 品 時、・万 一ムの,スライ ドの うし竺 璽 』s

フ㍗ 撫 す る・
、データと共にそ頸 像は同衛 二㍗!レ ムρ幸 うつさだ

;翻 礪 給 せ妨 部 ・第二レンズ叱ステムを研 し・すでに㌃ 死

蝋 して ・Wフ … ム上・・フ ・一⌒ し叔r・Gr及 亘FglG3)・. .

第三の撚 … のデータ叢:出 さ呼 子1二直接フ三一≡ く1



COMシ ス テ ム の選 択

多 くのCOMシ ステ ムは種 々の特 徴 と オプ シ ョンを 提供 して い る6そ れ等

の うち の い くつか は特 殊 な応 用 を す るの に必 要 で あろ う。 しか し・ レヨ ー ダ

_の オ プ シ ョンは金 さ え出 せ ば 得 られ るの で あ る。 そ れ故 、 緊急 の しか も短

期 間 のCOR使 用 に 際 しては 、COMシ ス テ ムを 選 ぶ 前 に注 意 深 く事 前研 究

を行 な うべ'き で ある 。 この様 な 事 前 研 究 を 行 う こと に ょ り成長 す る には 十分

で ある'よ'うな ジ ステ ム を選 び、 あ ま り必 要 で な い よ うな オ プ シ ョン は選 ば な

い よ うな決 定 を下 す こ とが で き る。

命

じ
.

専

グラ フ ィ ックの能 力

大 多数 の会 社 で はC'oMか らマ イlt1ロ ラ ィル ム上 に グ ラフ を描 くと い う こ

とは まず や らな い 。 この様 な場 合s'何 故 グ ラ フ ィッ クの能 力 を も ったCOM

の 購入 を 主 張す るの で あ ろ うか?COMレ コ・一 デ ィン グの98%が アル フ ァ

==一 メ リックで あ る とす ると、 代 替 的方 法 と して2%の グ ラフ ィ ック の仕

事 を す る のに何 故 サ ー ビス 会社 を 使 わ な い ので あろ うか?こ の こと は、 グラ

フ ィ ック の能 力 を もっ たCOMシ ス テ ムを誰 も買 わな い ど い う ことを い って

い るの で は な し:。グ ラ プ イ ヅク の能 力 が あ るか な いか で重 要 な こと は、CO

M上 に置 か れ る仕 事 に よ って考 え ね ば な らな い とい う ことで あ る。'

文 字 の 出具 合

文 字(や グ ラ フ)の 出具 合 はCOMに よ って非 常 ・・異 る・種 ・のCOMゾ

コ ⊥ダ ニを 考慮 してい る場 合 は 全 て の 文字 と グラ フ の描 か れた サ ンプ ル と を

見 セ て も ら う様 にす べ き で ある。 そ してそ れ等 を 良 く研 究 しな さ い 。 オベ レ

_タ_や そ の他 の 人 ・相 日8時 間、1週5日 臥 そ 鳩 の 文字 を み て い て

いな け れば な ら ない とい う こ とを忘 れ 七 は な らな い 。数 百 ドル の レ ン タル料

の節約 な ど従 業 員 を不 幸 にす る理 由 に はな らな し・し、 そ うい う従 業 員 は しら 一

ず しらず の うち に又 故 意 の こと も あ るが、 更 に マ イク ロ フ ィ ルム 利 用 を 拡大

しよ うと した時 そ の 計画 に反 発 す るか も しれない 。
-126一
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サ ー ビ ス

COMゾ コ ーダ ーの す みや か な サ ー ビスを犠 牲 に しそ迄 特 徴 のts:V・'ものや

レ ンタ,レ料の節締 す○ ぱ なバ'・ れは特に強張され るべ き点で ある。

バ ー ツや サ ー ビ ス マ ン が 西 海 岸 で の み い つ で も 使 え る と し'て も、 二 二Lヨ ー

ク のCOMレ コ ー ダ ー に は 役 に 立 た な い 。 で き る な ら・ば;"他 のcoMレ コ ー

ダ ー を 使 っ て い る 顧 客 と メ ー カ ー の サ ー ビ ス の 程 度 に つ い て は な し合 い 調 べ

て お い た 方 が よ い 。'"FlF--t"∴ ＼ パ1':]'

オ ン ラ イ ン 対 オ フ ラ イ ン

コ い ヒ ミ 　ミドミ

CCMレ コ ー ダ ー を直 接 コ ン ピ ュ ー タ ー に 接 続 す る(オ ン ラ イ'ン)か 、 レ

コ ー ダ ーの 入 力装 置 と して マ グネ チ ック テ ープや デ ソズ クを 用い る(オ フ ラ

イ ン)ヵ 三に っ い て利点 や 欠 点 を十 分討 議 す れば、 問題 は ほ とん どで て こな い

各 々の基 本 的 利 点 の一 部 を 下 に あげ る 。

オ ン ライ ン'-"一'

o最 も速 い ライ ンプ リン タ ー よ力 処 理 が数倍 速 い。'

oイ ンプ ッ トか ら最 終 アi>ト プ ッ トまで一 回 の オ'ペレ ー シ ゴンで ラ ゾで

き る。

o'一 般 にオ フ ライ ンCOMよ りも安 価 で ある。

o特 定 の プ ログ ラム の変 更 の必 要 が な い。

『
oコ ン ピ ュー タ ーに と って は オ ンラ イ ンCOMレ コー ダ ー は他 のア ウ ト

プ ッ ト装 置 と同 じで あ る。

オ フ ライ ン

o情 報 は テ ープ の速 度 で コ ン ビ}一 ダーか ら出 て く るの で、 オ ン ライ ン

COM採 作 よbも か な り速 し・ρ'"t"

oも し何 らか の理 由で そ のJOBを 再 度 ラシさせ な{1ナれ・ば な らな い場 合

(例 えば 現 像 に失 敗 した り、 オ ペ レー汐]が フhニ ム 』を重 ね 合 せ る時 に

ミスを犯 したb"し た 時)、 又 コソ ピ・ユL夕 一 の時 間 を乏b使 用 す る必 要

1.;t'・1,1∴'.,1-・,1.tt・s..

が な い 。
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oCOMレ コ ー ダ ーを コ ン ピ ュー ター ル ー ムか ら はな して設 置 す る こと

が で き る 。 づ'べ(の オ ン ラ イ ンCOMレ コー ダ ー は湿 フ ィル ム処理 が 必'.

要 な の で、 決 定 を下 す時 に オペ レ ー シ ョンス タ ッフが マ イ クロ フ ィル ム

の処 理 が で き るか ど うか が重 要性 を帯 び て く る。

oオ プ シ ョンが 沢 山 あ るの で多 くの 中 か ら選 択 で きる。 オ ン ライ ンCO

Mレ コ ーダ ー で ば、 オ フ ライ ンCOMレ コー ダ ーに比 べ て、 活 字 の大 き

さや映 像 の ロ ー テ ー シ ョンで 一般 に オ プ シ ョンが少 ない 。

¶

●

THRUPUT

行/分 や 頁/分 はTHRUPUTの 基本 的 測 定 方 法 め一 つ で あ る。 しか し

なが ら、 実 際 のTHRUPUTの 測 定 と は、 か な らず しもそ の ど ち ら に'も直

接比 例 は してい な い。 む しろ・ ベ ージ/分 で 測 定 して わずか に速 度 が速 い利

点 よ り も、 仕 事 の セ ッ トを含 んだ 手作 業 の問 題 の 方 が は るか に重 要 で あ る。

フォ ー ム ス ライ ドを 挿 入 し、 直 す ぐに セ ッ ト した り、 プ ラグ ボ ー ドや パ ンチ

カ ー ドや コ ン ピュ ー タ ープ ロ グ ラム を使 っ て仕 事 を コ ン トロ ールす るな どの

多 くの要 因 がCOMシ ステ ム の真 のTHRUPUTを 決 定 す る。 又COMシ

ステ ムが オ ペ レ ー タ ーに と って準備 した り使 用 した りす る のが 簡単 な ら、オ

ペ レー タ ー・t－の介入やオペレータ ー のエ ラーは 非常 に少 な くな る。 この種 の要 因

を決 定 し、 評価 す る に は一 つ だけ の ジ ョブで は な く、 種 々 の一連 の ジ ョブに

CρMを た め しに使 ってみ る こ とで あ るo
I、

イ ンプ ッ ト操作

1・rmaにづ ンカ ンとオ フラ但 まCOMの イン㍗ トの主だ ったオプシ

ョンに よ って決 め られ る。 しか しなが ら、 オ フ ライ ン装 置 で は、 調 べ て評 価

す るに は 、他 に多 くの もの を考 え合 せ る こ とが重 要 で あ る。 も しコシ ピュ ー

・ターの 主 な ア ウ トプ ッ トメ デ ィア が1600bpiな らば なぜ そ の マ グ ネチ

、ッ、ク テ;・一・プ の よ め ない よ うな レ コーダ ー'e購 入す る の で あろ うか?1又 もし

現在 プ リン トイ メ ージ テ ープを コ ン ピ ュー ター の種 々の応 用 と して使 用 して

一128一
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い るな らば、 この種 のテ ープ様 式 の使 え るCOMの 能 力 とい うもの が選 択 の

要 因 にな る。 しか し、 プ リン トイ メ ー ジテ ープ をCOMシ ステ ム に使 用 した

場 合 、 大 き く2っ の 欠点 が あ る ことを判 っ て いなけ れば な らな い 。 第一 に、

COMのTHRUPUTは 一 般 に、COM用 に特.別作 られた テ ー プ のTHR-

UPUTよ り も劣 る。 第 二 に、 効 果 的 マ イ ク ロフ ィル ム シ ス テム を デ ザ イ ン

す る時 に非 常 に重要 な 多 くの横 走 コ ー ドがプ リン トイメ ー ジテ ープ を イ ンプ

ッ トに使 った 場合 には 使 用 で き ない 。 シネ ローテ ー シ ョン(goo)や コ ミ

ッ ク ロ ーテ ー シ ョン(oo)の 利 点 は客 マイ グ ロ フ ィノレム の ロ ール に よ り以

上 沢 山映 像(フ レ ーム)を つ め こむ ことが で き るこ とで ある 。 コ ミック ロー

テーションは 通常 の奥 行 で幅 が 狭 い ベ ージ の情 報 の時 使 うと効 果的 で ある。

シ ネ ロ ーテ ーシ'ヨンは通 常 の 幅 で奥 行 が コ ン ピ ュー タ ーで使 うベ ー ジの 晋か

ら寺 の時 に 使 うと有 効 で あ る。 うま ぐシネ'ロ ーテ ー シ ョンや コ'ミぞック ロ ーテ

ー シ ョンを 使 うとCOMレ コLダ ー1三 よっ てはt太 めマ イ ク ロ フ ィ ル ムに3

倍 の フ レ 一一ム数 を い れ る こ とが で き る。1

る

文字 のセ ッ ト

文 字 数 、活 字 の大 き さ、 イ タ リ ック体 、 あま り使 わ れな い文 字 な どに 対 し

てはCOMメ ーカ ー に よ って 、 文字 の組 合 せ の ヴァ リエー シ ョンが 用 意 され

て い る。 しか しな が ら、 二 つ のCOMシ ステ ム は紙 の上 で は同 じ能 力を もっ

て い るか ら とい って、 相 方 か らア ウ トプ ッ トさ れた もの が 、 マ イ ク ロ フ ィル

ム リー ダ ーで み た時 に全 く同 じに な る と考 え ては いけ な い 。

-

●

OVERSIZEPAGES

t行 に152文 字LJ上 、1ペ ー ジ に64行YJ上 か きた い時 に は そ の 処 理 の

方法 が あ る。

COMレ コー ダ ー の中 には この種 の能 力 を も って い るもの が あ る。 この種

の機 能 の重 要 性 は 可 能 なCOMの 応 用を ため して み るこ とに よ って決 定 さ れ

る・
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ま ど め'.'バ 、 ."'

・今 日市 場 に 出 て い る種 々のCOMシ ス テ ムの 間 に は 多
.〈の違 い 炉 存在 レ て

いゐ 。TABLE1に ・ こ れ等 の装 置4)特 性 の い くつ か を ま とめ て,ある『 ど

の シス テム が そ の会 社 の要 求 に最 も近 い か を 決 定迂 る時 に、 次 の 様 な ことが

SUGGESTIONに な るo、 、., .:,t.、t・,

o今 後 ・12ヵ 月 か ら18ヵ 月 間 にCOMで 行 な お う と 、して い る 事 柄 を 分 析

せ よ 。 こ の 分 析 は グ ラ フ フ ィ ック と か 、 検 車 コ ー ドの 発 生 と か 、 更 に低 級

な 能 力 の よ うな も の に焦 点 を 合 せ るべ き で あ る ・

o前 調 査 の 段 階 の 分 析 が 完 了 した らTABLE牢 を(参 照 し、 読 者 質 問 力"・

ド(とTABLE2)を 使 っ て 、 メ ー カ ー一か ら仕 様 書 を 取 り寄 せ 、 そ し て

希 望 し て い る 特 性 の 組 合 せ が ど の レ コ,一 ダ ー で で き る カミを 決 め な さ い 。

o各COMシ ス テ ム の 出 力 の よ し あ し、 信 頼 性 、 サ}ビ ・スxそ して 最 終 的

に は 価 格 も 含 め て 、 そ の 特 性 を検 討 しな さ い 。 ・∫・",・ ・.

令
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光 学 文 字 認 識 に お け る 性 能 向 上 と 価 格 引 下 げ

O℃Rは そ の長 期 の 見通 しに対 して、 プ プ ト細口状 態 でか つ 頭 打 らの状 態 か

ら現 われ て きた よ うに思 わ れ る。訓 練 さ れた オペ レ ー ターや余 分 なイ ンプ ッ

トにつ い て の準 備 が 最 小 で あ る とい うこ と と同時 に、 非 常 に多 くの量 のデ ー

タ を高 速 で 処 理 で き る とい う能 力 を もったOCRは 、入 力 に関 す る問 題 へ の

最 終 的 な 回答 で あ る と感 じ て い る人 は 多 い⊇

19.60年 代 の市 場 に お い ては 、・OCR装 置 に つ'い て何 の 驚 き・が起 った わ

け で もな い し、 少 な くと も他 の装 置 に比 べ で、 た い してあ ざ ま しい わけ で は

な か った 。1960年 代 に は、 そ の回b'O市 場 にお い てた くさ んの め ざ ま し

い製 品 が発 表 された 。.巾で もキ ー ボ ー ドか ら磁 気 テ ープ に直 接 書 き込 む装 置

や コ ゾ ビュ ー ターの ア ウ トプ ッ トをマ イ ク ロ フ ィルム に書 き込 む装 置 の開 発

は 驚・〈・べ き もの で あった 。 これ ら2つ あ るい は これ ら の進歩 はMohawk'

い はStir,ombergな ど の初 期 のが ん 固 なパ イ オニ ア ー一－b達の努 力 の結 果 で

あ る。 彼 らは コ ン ピ ュー ター の内部 処 理 速 度 の これ ま で の増加 が、 入 出力 周

辺装 置 を あ とぎ り してい くか ら、 周辺 装 置の ス ピ ーペドを上 げ る新 しし〉方法 が

求 め られ る で あ ろ うこ とを 指 て き した 。

書 類 を扱 った り、 印刷 した り、』さ が した りす る場合 の非常 に むず か しい 問

題 の 多 くがOCRの 急速 の発 展 を防 げ た し、'また 一 方 で は、 研 究 を急 ぐ為の

コ ス トや 器 具 の コ ス5が これ らの問題 を解 く為 の開 発 を防 げ て きた6'そ れ'た

加 え て、 キ ー ボ ー ドか ら磁 気 テ ープ に移 す装 置 に よ って得 ら れ る高速 め処 理

能 力 は、 い ろ い ろ場所 で キ ーパ ンチ がOCRに 取 っ て替 って い るめ に1、10C

Rの 使用 に対 して十 分 競争 して き て い る。 ギー ボ ー ドか ら磁 気 テ ごプ に移 す

装 置 の替 りにOCRを 使 うiごとに よづ て節約 を実 現 しよ うとす る試 みが、 キ

ーパ ン チ の替 りにOCRを 使 っ てお 金 を節 約 を試 み るOCRの 設 置 よ り も多

くな るべ き で あ る..・}川.'…

この よ うなイ・ンデ ィキ ャソプ に もか か わ らず 、1960代 の後 半 に は、1と

の40年 の 間 に使 用 可能 に 左 るで あ ろ・う文字 読 取 装 置 を数 にお い て も型 式 に

おい て もか な り増 加 をさ し示 す 。.た く さん の 開発 が な され た 。研 究 の為 の コ
ー131一



ス トは 下 が っ て きた 。 とい うのは 各 々の新 しい会 社 が パイ オ ニア ー と しての

仕 事 に頼 れ る よ うに な って きた か らで あ る。 活字 の標 準 化 が お金 を節 約 す る

負 戦 の可 雛 を高 く した ・ σc臥 の興 味 は ・ こめ 分 野 の 改善 を技 術 が援

.蹴 る 縦 って 増 して・・った ・'・'

多 く の 会 社 が 、 高 ま っ・て い くOCRの 興 味 へ 貢 献 す るOCR装 置 の製 造 に

専 念 し て い っ た 。1967年 ま で に 、 本 質 的 に5っ め 会 社 が 実 際 的 な 開 発 と

.光学 的 文 字 読 取 装 置 に 専 念 し てじ・た 。 そ れPtはFarrington・,IBM・

ControlData.Recogn'ition;Equipment・ とOP.tic-
・二£司、

alScanning社 で あ る 。R℃A.P・hil66とNCR社 は 特 定 の 目

..的を もった読取機 のマーケテ ・ングは行bそ いたが・完鯉 ・CRの 頒 に

入 っ て い る と は 言 え な か っ'た 。 そ の10年 の 後 半 に は 、(Scan-Data,

QolnP11Scan,DataRecognition,Cognlt「onlcs,

Pξ ・rm・tio・1・te「national・Scan.Optlcs・ そ し て

Pi9』ta.lSystem芭 な ど の 新 し い 会 社 とHoneywell,Univ・ 一

・ ・、,1'BM',Rec・g・i…nE・ ・ip'm・nt・
.90ntrolData

な どが、 価格 の範 囲 とOCR装 置 の能 力 に お い て さ ま ざま な上 限 と下 限 を も

った新 し・・読 繊 を領 した ・現 畝 ユ ーザ ーは どrも ・OCR難 を

・2・… ド・レカ・ら15・ ・ …:ド ・v・間 で 買 うこ とが 曾X∵ 最 近 市 場

で 受 け た 装 置 の半 分YJ上 は 、"上 位10社"P]ygの 小 さk会 社 で 製 造 さ れ た も

の で あ る。 そ の"」=位110社'"は 主 体 をOCR装 置 に 置 い て い る の で あ る 。

.1.960年 の 初 期 に 開 発 さ れ た 読 取 機 の 型 式 や 、 今 はAme「1can

NatiO.nalStandardsInst・itute(ANSI)と 呼 ば れ て い

るU。it・dSt・ 七・ ・fAm6・i・ ・St・ ・d・ ・d・1・ ・tit・-

te(USASI)・ に よ って 行 な わ れ た 活 字 の 標 準 化 を 仕 事 を見 る こ と に よ っ

て、 意 味 の あ る 予 測 を す る こ と が で き る 。

イ ン プ ッ トの 種 類 に よ っ1て 分 類 さ れ た 、OCR読 取 機 の4つ の 主 な)f;ル ー

プ が1966年 に 凧 い ら れ た'。そ れ ら は 次 の 通 りで あ る。 ,t.

・ ベ ー ジrリ ー ダ ー(P:a9・re・der)

-132一

丙

d

茗

・

・



●

●

b

4

,

・

これ は8.5イ ン チ ×11イttチ の 書 類 を 読め る 。 .

oド キ=メ ン ト ・ リー ダ ー(documentreader)

こ れ は2イ ン チ ×4イ ン チ も し く は4イ ン チ ×8イ ン チ 位 の 小 さ な 書 類 の

1行 も し くは2行 撮 む ・

∴tttt1'i'

oジ ャ ー ナ ル ↓テ ー プ ・ リー ダ(journaltapereader)

こ れ は 金 銭 登 録 機 も し く4[・加 算 機 の テ7プ を 読 む 。

'・ り 一 ダ ー ・パ ン チ(tead・r-puu・h)
、1・..・ ・'

こ れ は タ ブ'・ カ ー ド(tab'℃ard)に 書 か'れ た デ ー タ を 読 み 、 同 じ

カ ー ドに,,ン チ す る 。 ∵ ぺ ・ ・.

ペ ー ジ ・り一 ダ ーは 次 の2つ の原 因 に よ り大 き くて高 くて活 字 の多 い 機械

に な る傾 向 が ある。 第1に 、 大 き さの 変 る書 類 の 上 のル ー ズ な フ ォ ー マ ッ

トをス キャ ン(8can)す る為 に フ レ キシ ビ リ ィテ ィの為 で あ り・ 第2に

大 きな デ ー タ ・エ リア を ス キ ャ ンす る為 に光学 装 置 と書 類 を扱 う装 置の両 者

を微妙 に動 ず 為 に必 要 な装 置 が非 常 に 大 きいか らで あ る。 ドキ ュメ ン ト ・り

一 ダ ー、 ジ ャー ナル ・テ ご プ ・リーダ ーや リー ダ ー 。パ ン チは 、 た とえそ れ

が活 字 の 多 い機械 で あ って もこ そ のイ ンプ ッ ト ・タイ プ に よ っ て要 求 さ オ1る

よ り簡 単 な移 動 と よ り小 さ なス キ ャンニ ング 。エ リアの為 に ょ り安 い機 械 に

な るの で あ る。

1966年 以来 の もっ と も重 要 な 開発 は ペ ージ ・リーダ ー と ドキ ュメ ン ト

・!}一 ダー の 分 野 で 行 われ た。Farrington社 に よ って、1969年

の1月1に 、i早い ジ ャ ーナ ル ・テ ー プ ・リーーダ ーが 公 表 され た 。 しか し他 の 多

く の会 社 は、 他 の イ ンプ ッ トに対 して設 計 された 読取 機.にジ ャー ナ ル ・テ ー

.プ の フ・イー ド機 構 をつ け る ことに よって 、 これ らの ジ ャ7ナ ル ・テ ープ の問

題 を解決 して いた 。lli6'6年 臓 に は,v－ ダ ー バ ン 操 置 で の新 し・・

発表 と い うの は何 もなか った 。ベ ージ ・り一 ダ ー の多 くは 多 くの 活字 を同時

に 扱 う機械 のま 主で あ るが、 ドキ ュメ ン ト・り一 ダ ー は1つ また は2つ の活

字 を読 む よ うに次 々と改善 さ れ る と同時 に、混 み 合 った活字 を まち が え ない

よ うに して い る。
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t966年 ま で に ・ 製 造 者 達 は 普 通 に
、タイプ さ 塾・ 印 刷 さ.獅 た 文 字 の 特 長

に は 、OCR装 置 に む ず か しい 問 題 を なげ か け る 点 が あ る こ.と を 知 っ た 。.複

雑 な 認 識 を す る為 に 、 デ リ ケ ー トで 高 価 な ス キ ャ ンニ ソ グ ・メ カ 『 ズ ム・が 要

求 さ れ る こ と に な っ た 。 ...、,

そ れ ら の 問 題 点 は 次 の よ う な もの で あ る。 .

o文 字 のOと 数 字 のoの よ うに 形 の 以 て い る 文 字 の 間 の 矛 盾 を 区 別 す る こ

と ・
、,,,・1...…"'一,

oす で に 市 場 に 出 て い る い ろ い ろ な タ イ プ や 印 刷 の 活 字 が あ る こ.と に よ っ

て・ いろいろ婦 聾 ている刷 文字 を区肌 な くて願 らなし'こと.

o印 刷 の際 に精 度 が か なb低 い こ と と、 人 間 の操作 ミス に よつ て起 るイ ソ

1ク四 や まちがった 印刷・ ごみの点・ こわれた活辣 字や ね じまが った

文 字 が ある に もかか わ らず 文 字 を認 識 しなけ れば な らな い こ と。 ・

製 造 者達 は 、 た と えそ の読 取 櫟 が す べ て を読 む こ とが で きな い に して も、

エ 　

そ れ まで普 通 に使 わ カ て きて い 宕活 字 の 多 くを ほ とん ど拒 否 しないで 読 め る

よ うな、 新 しい読 取 機 を 開発 す る為 に、 ス キ ャソニ ン グ ・シ ステ ム と認 識 シ

ス テ ムの い ろ い ろ な組合 せ を試 してみ た。 これ と同時 に、Farri・ngton

社 やNCR社 な ど多 くの会 社 は、 文 字 の 型 を違 い を強 張 した 特殊kOCR活 字

を 工 夫 す る こと に よ って これ らの 問題 の 内の い くつ か を解 決 しよ うと試 み て

いた 。 もち ろ ん、 この こ とは次 の こと を意 味 して い る。 す な わちoC'Rの お ・

客 は文 字読 取 装 置 の み な らず 、 そ の会 社 の作 った 印 刷装 置 も買 わ な く,ては な'

らな いの で あ る。 ・'・,`

、190勲 内 に ・USASIはB.usiness三qu4・pmentMa-

nufacturesAssqciationの 援 助 の下 で 、OCR装 置 の全 体 に

わた る研究 を 完 了 しそ、OCR装 置 の製 造 者 に よっ て普通 に受 け 入 れ ら'ixで

い る標 準 文 字 セ ッ ト(普 通 ρCRアAと 呼 ば れて い る)を 採 用 した 。型 を統 ・

一 され たOCR-A(力 活字 は認 識 を容 易 に す る為 に デ ザ イ ン さ れた 。 この活

字 は 多 くの タイ プ ラ イ ター の活 字 とは大 き く違 っ て い るが、 そ れは人 間 の 目

に よ って容 易 に読 む こ とが で き るの で ある。 オ リジナ ル のUSASIセ ッ ト
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は 、 一 番 た くさん 含 んだ 場 合 には、 英字 と数字 と55個 の特 殊 文 字 を含 ん で

い た 。19 .69年 まで に、 文 字 が最 小 の場 合 の標 準 文 字 セ ッ トが 一般 、に 認

め られ 、 この 能 力 が70年 代 のベージ ・リーダー に た ぶ ん 反 映 さ れ る

で あ ろ うo、 、 パet'、

OCR装 置 は、 もと もと ど ん な タイプ 書 類 も しくは 印刷書 類 も読 め る よ う

に開発 さ わた。・これ は様 々のフ ォ ーマ、ッ トの上 に活 字 や 大 き さや ピ ッチの 異

なる書 類 を意味 す る。Scan--data社 、qompu-Scan社 やInform--

ationInternationa1社 に よ っ て開発 さ れた新 しい文 字 読取 装 置

特に ペ ー ジ ・Il－ ダ ー は、 標準 化 さ れた 活字 の認 識 とは違 っ た方 向で 驚 くぺ

き結 果 を もた ら した 。 しか し, .こ れ ら の装 置は 値 段 が 上 が った こと は、 多 く

.の人 …を勇気 づけ た が ・ 会 社 の ほ とん どは喜 ば なか った 。 ㍉

'しか しなが ら
、 標 準 的 なOCR活 字 を作 る こ とに よ って思 い も よらなか っ

た 影 響 が出 て きた 。 そ れ は イ ンプ ッ トを1っ また は2つ の読 み易 い活 字 に減

らす こと に よ って、 装 置 はそ れ ほ ど複 雑 で は な くな り、 価格 は 安 くな った 。

これ は読 む行 数、 書 類 の 大 き さ、 読 む フ ィー ル ドの長 さや そ の他 を制 限 し、・

特 定 の応 用 泥 限 り、 す べ て の不 必 用 な コ ス トを減 らす 為 の将 来 に対 す る第1

歩 で あ る。

もと もと勘 定 書 きや そ れ に似 た書 類 を読 む為 に導 入 され た ドキ ュメ ン ト.・

り一.ダーは、 計 算 を担 当 す る部 署 の 回 りで 広 く使 わ わ て きてい る。文字 読取

装 置 を特定 の場 所 で使 う場 合 に は、 数 字 デ ー タや1行 も しくは2行 に限 る こ

とは 、 価 格 を下 げ る為 の 第1歩 で あ る。"例 外"(例 えばボ 正 確 な 量 の計 算

書 を返 す ことの で き な い 人 々)を 取 扱 う為 に 光学記 号 セ ン サー あ るい は手書

きの 能 力・をつ け加 え る こ とに よっ て、 多 くの応 用 面 で の基 本 的 な要 求 を満足

させ る。 こ の よ うな種 類 の機械 の新 型 は、OCR-Aだ け を読 み と る

Honeywe11245とOCR-AとUnivacH-14活 字 を 読 め る

Univac2705で あ る。ControlData956-1どScan

Opticsを 組 合 わせ た ベ ー ジ と ドキ ュメ ン ト ・り一 ダ ー を除 い て、新 型

の ドキ ュメ ン ト ・リー ダ ー のす べ ては オ ン ライ ンで あ る。 とい うの は、 そ わ
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自身 のプ ゴセ ッサ ー と共 にオ フ ライ ン装 置 に追加 の出 費 をす る よ り も、 現在

の シス テ ム に統 合 す る こと が可 能 で ある周 辺 処理 装 置 に よ り興 味 を示す よ う

な 由規 模 も しくは大 規.模 の ビジネ スに ね ら い を向け て い るか ら で ある。

専 用 のOCR装 置 に関 す るア イデ ア は、 カ リフ ォルニ ア のDataReco

gnition社 に よ っ て開 発 さわ た もの が 多 い。 こ の会 社 は今 で もそ のOC

R装 置 の能 力 を制限 す る方 向 に進 んで い る。DRC700は 銀 行 の ク レ ジ ッ

ト ・カ ー ドに よっ て記 さ れ た51カ ラム も しくは80カ ラ ムの タ ブ ・Pl.一 ド

の 大 ぎさ の書 類 か ら アカ ウ ン ト ・ナ ンバ ー を読 み と る。 これ は実 に 中間 的 に

リー ダ一一 プ リン ター と言 え る。 この装 置 は、 イ ンプ ッ トを読 ん で磁気 テ ー

プや 紙 テ ープ に書 き出 す と言 うよ り も、OCRの デ ー タ をマ グネ テ ィク ・イ

ゾク ・キ ャ ラク ター ・レコ グニ シ ヨソ(magnetiCinkcharaCt

errecognition)〈MICR>の 形 に変換 し、対 応 す るMICR

ナン バー をイ ンプ ッ ト ・カ ー ドの 裏 側 に 印字 して、 そ れ か らそ の番 号 が 銀行

のMICRリ ー ダー に よ って読 み と られ る。 こ の新 しい会 社 け、 市 場 を十 分

に研究 した上 で 決 め ら れた'怜用 面 に向 け られ る低 コ ス トのOCl～ 装 置 を開発

す る ことに集 中 して い る。

　 ヨ

計 算 書関 係 の仕 事へ の応 用 吐OCR装 置 の主 な仕 事 で あ る。 しか し、 それ

ぞ れが今 ま で の もの よ り大 き い5つ の新 しい多活 字 の ペ ー ジ ・ リー ダー が過

去2年 の間 に市 場 に出 回 っ て き一た とい う事 実 け 、大 型 で高 価 のttな んで もで

き る"ペ ー ジ ∴りニ ダ ーか らまだ 利 益 を 引 き出 せ る よ うな応 用而 の 多様 性 を

試 めそ うど して い る。
ロト ば コ

t968年 ま で にScan-Data社 、CompuScan社 そ し てInf-

。rmati。nInte}nati・na1社 は 、 た く さ ん の 活 字 と 大 き さ の 異

な る書 類 を 読 み 、 活 字 や 大 き さ の異 っ た 書 類 が ま じ っ て い て も読 む こ と が で

き、 決 ま っ た ス ペ ー ス ま た は 部 分 的 な ス ペ ー ス の い ず れ で も読 め る よ うな 読

取 機 を 作 り出 した 。
";～

こ れ ら3社 に よ っ て 開 発 さ れ た 読 取 機 は 、 他 の い ろ い ろ な 応 用 分 野 よ り も

む し ろ長 時 間 の処 理 に お い て 意 味 を な し て く る で あ ろ う。 と い うの は 、 そ れ
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ま で 行 な わ れ た ほ と ん ゼ す べ て の 研 究 開 発 が マ ル テ ィプ ル ・フ ォ ン ト(m己L

ltiplel-font .)の 分 野 で 行 な わ れ て い るか ら で あ る。 こ れ ら の 内 の

た だ1つ す な・わ ちS'can-Data社 の も の だ け が 、 今 で も広 く.市場 に 出 回 っ

て い る 。 他 の2社 に よ っ て 製 造 さ カ た プ ロ トタ イ プ は 、 い ろ い ろ 興 味 を も っ

て い る グ ル ー プ に は売 ら れ て い た が 、 そ れ に つ い て の マ ー ケ テ ィ ン グ と生 産

計 画 が ね ら れ て いる 間 、OCRサ ー ビ ス 部 門 の 基 礎 と し て 使 わ れ て い'た の

で あ る 。.-

Scan・-Data社 は3っ の モ デ ル を製 作 した 。 モ デ ル100と300は

そ れ ぞ れ50個 の 活字 ま で を読 む こ とが で き る し、 モ デ ル200'は1個 か ら5t

個 ま で の 活 字 を読 む こ と が 出 ぎ る。 モ デ ル100と500は そ れ ら の ソ フ'ト

ウ ェ ア を 目 指 し て い る応 用 分 野 が 異 っ て い る 。(100は グ ラ フ ィク ・デ ィ

ス プ レ イ を 目 指 し、300は ビ ジネ ス を 目 指 し て い る 。)Scan-Data

社 の 読 取 装 置 の フ レ キ シ ビ リテ ィ と 多 才 さ は も ス キ ァ ン ニ ン グ の 為 の 高 価 な

ソ フ トウ ェ ア ・コ ン トロ ー ル と、 ま ず 文 字 に 含 ま れ る 小 さ な特 徴 を定 義 し、

そ カ か ら確 率 を基 本 に し て 全 体 の 文字 の 識 別 を 行 うと い う"ダ ブ ル ・コ リ レ

ーーシ ョ ソ(double-correlation)"認 識 手 法 と 同 時 に 使 わ れ て い

る 八 一 ドワ イ ア ー ド(hardwired)の 手 法 の 結 果 で あ る 。Scan-

Data社 の モ デ ル100と500は 月 の レ ン タ ル 料 が7000ド ル か ら あ

b、 買 取b価 格 は325000ド ル か ら あ る 。

CompuScan社 の モ デ ル370は 多 活 字 の り 一 ダ ー で あ るぽ か りで な

くて 、 始 め'て 市 場 に 出 さ れ た 総 活 字(omnifont)の リ ー ダ ー で あ り

そ れ は ど ん な 活 字 で も読 み 取 る こ と が で き る 。2っ の プ ロ トタ イ プ ・モ デ ル

が 北 ニ ュ ー ジ ャ 一一ジ ー の サ ー ビス ・ビ=一 ロ ー.で稼 動 して い る 。 モ デ ル37

0は 、 図 の イ メ ー ジ と 英 数 字 の 活 字 の 両 方 を 取b扱 う こ と の で き る本 当 の イ

メ ー ジ ・プ ロ セ ッ サ ー(imageprocessor)で あ る 。 こ れ は 、 い

ろ い ろ な 活 字 で 印 刷 さ れ た 文 字 を 認 識 す る フ レ キ ジ ビ リテ ィ を獲 得 す る為 に 、

認 識 ロ ジ ッ ク 専 用 の ソ フ トウ ェ ア を 持 っ て い る。 新 しい 活 字 は 単 純 に マ イ ク

ロ フ ィル ム か ら 読 み 込 ま れ た"学 習 さ れ る"、 そ し てCRT端 末 機 の キ ー ボ
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・」 ドを通 し て 文 字 を 識 別 す る 。 約10分 間 か か る こ の プ ロ セ ス に は 、 メ モ リ

ー の 巾 の 参 照 記 号 が ア イ ドル に な る よ うに 、 ライ トペ ン で は ず さ れ た 文 字 の

と こ ろ を 埋 める 作 業 も含ま ーれ て い る 。

現 在 のC・mp・S'6袖 社aプtrセ 。 サ ー は12KのXer・xD・t・

Systemsigma.'2コ ン ピ ュ 」 タで あ るが 、 市 場 に 出 さ れ た シ ス テ ム の

プ ロ セ ッサ ー は 利 用 で き る よ うに な'り しだ いSigma5コ ン ピ ュ ー ター に 取

り換 え ら れ.る で あ ろ う。CompuScan社 で は1970年 の 終 り に は 約

900000ド ル で もモ デ ル を売b出 す と と『を 考 え て い る 。

ソ フ トウ エ ア に 基 礎 を お い た 認 識 が 特 長 で あ るInforniation:t

I。ternati。 。a1社 のG・aphicsIR・ad6f点 や 地 縁 活

字 り一 ダ ー で あ っ てCompuScan社 の モ デ ル370の 多 く の 特 性 を 同 じ

よ う に も っ て い る。 そ して こ カ は す べ て め 種 類 の 能 力 を も'っ た イ メ ー ジ ・プ

。 。セ め 二 を もっ て精 しs・/ソ プ 。 畷 彪1.看 イ ク。 フ,,レ ム を 使

い、新 しい活字 をCRT端 末機 か ら読み込 んで採用す る能力 を持 ってい る。

'現 在 稼 動 中 の シ ス テ ム につ け ら れ て い る プtiセ ッ サ ー はCompuScan

社.百 ぎ7:01よ り・もず っ と.大 き い メ モ リ ー(96K)を も ったDigital

E迂 ゴr面ne五tCoTp社 のPDP-10で あ る 。 こ れ は 、 処 理 の ス ピ ー

コ アヅ ヘ

ドを:下 げ 乏 い で 拒 否 の数 を 減 ら:し 、 エ ラ ー の 数 を ゼ ロ に 近 ず け る よ うな 拡 張

さ れ た ソ フ トウ ェ ア ・ダ イ ア ゴ ノ ス テ ィ 〆(s'oftWarediagnostic)

を 作 る と と を 試 み そ い る こ と と、 こ の シ ス テ ム が1bのOCR装 置 以 上

の も の と して 受 け と ら れ て い る為 で あ る 。 モ デ>v570は 他 の 大 き な コ ソ ピ

ュ 」 タ ご に 頼 よ る こ と な く、 い ろ い ろ'な デ ー タ処 理 を 行 な え る 能 力 を もつ サ

テ ラ'イ「ト 。シ ス テ ム(satellitesystem)と し て も働 く こ と が で き』

る 。Inforrnati'onInt-ernationa1社 は1971年 の 半 ば ま で

に は ご モ デ ル を約150toOOOド ル 位 で 売 り出tご と が で き る も の と考 え

て い る 。

"3':
・4年 φ間期 の研酬 発 噂 食 してい ⊇ で ある .Com・ ≡ …

社 と1… 「h・a・ …1'n…na『 ・'・
,・.・'1社 は ・ そ 肪 の 違 ・・よ り も
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そ の類 似性 に驚 き を感 じ る よ うなシ ステ ム を デザ イ ン した 。 両 方 と も現 時 点

まで のOCRに 関 す る 技術 の進 歩 を結 集 した もの で あ る。 こ れ らの会 社 は こ

れ らの プ ロ トタ イプ をサ ー ビス ・1ビュー ロー の基礎 と して あ いかわ らず 使 っ

てい る。 とい うの は、570やGraphicsIの よ うに巨大な リーダrを テ

ス トして い る間 に、、小 さ な会 社 ρ為 に、 これ らの新 しい 手 段 が収 入 を 与 え る.

よ うにす る為 で ある。.-

CompuScan社 の370やlnformation 、Interna.tio・.na1

社 のGvaphicsIな どは そ れ らが 総 活字 を読 む能 力 を もっ て い る とい うば'

か りで な く、 マ イ ク ロ フ ィ ルム をペ ー ジ ・り一 ダ ー の為 の 入 力媒 体 と一して 使

った始 め て の装 置 で あ る。 マ イ クロ フ ィルム に よ る処 理 は そ れ ら の主 入力 媒

体 で あ る と い うよ りむ しろ そ れ ら の リーダ ー に と って は 中 間処 理 とな る わけ

で あ り・ そ れ ら は マ イ ク ロ フ ィ ル ム装 置 と い うよ り も・ ベ ー ジ ・り 一 ダ ー と

して売 り出 さ れ てい るの で あ る。

しか しなが ら、両 者 の 会 社 の経 験 は、 疑 い もな ぐCOMSか らの ア ウ トプ

ッ トを 読 む 為 の専 用 り一 ダ ー に対 す る他 の会 社 に よ る、 よ リ一層 の実 験へ と

導 いた 。現 在 稼 動 してい るCOMSに よ って作 り出 さ れ る マ イ クロ フ ィルA

は、 そ の縮 小率 もフ ォ ー マ ッ トもか なb様 々で あ るの で、COMに よ っ て作

り出 さ わ た多 くの マ イ クロ フ ィル ム を読 む ことは、 文 字 の解 析 を行 う必要 と

され る特 別 の識 別 光線(信 頼 のおけ る認識 の為 に十 分 な決 定 点 を与 え る為 の

光 線)や い ろ い ろ な レコ ー デ ィン グ ・フ ォー マ ッ トを取 り扱 う為 の ソフ トウ

ェ ア な しで は 困 難 に な って きた 。そ れで 再 び、 今 まで に も言 わ れ てい た、 標

準 化…の 問題 が 出 て きた の で ある 。

縮 小 率 が25:iま で の マ イ ク ロ フ ィル ム を読 むlnformation

International社 のGraphigsIReaderは 、 ほ とん どのC

OMか ら の ア ウ トプ ッ トを取 り扱 うこ とが で ぎ ない 。CompuScan社 の

リt-・一ーダー は45:1ま で の率 ま で な ら読 む ことが で きる の でCO・Mマ イ ク ロ

フ ィル ム を よ く読 む ことが で きる ので あ る。CompuScan社 の370と

GraphicsIは ペ ー ジ ・リー ダ ーや ドキ ュメ ン ト ・り一 ダ ー と似 ては い る
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が・ そ の イ ンプ ツ 湊 体 に よ って 分類 さ れ るOCR装 置 の新 い'タ イプ の例

で あ る。OCR装 置 の他 の タイ プ もまた1960年 代 の後半 に あ らわ れ て き

た'.こ れ らの遠 隔OCR端 末機 で イ ソプ ・ トよbも そ の ア ウ トプ ・ ト(デ 「

・伝送回線)陸 って頒 ◎ る?
、ρorn't「on'Cl社 は この よ う接 置

網 て公表 した会ネロ ある・.口 金ネ+のOCRサ ー ビス部門 にllモ ー ト'

フ 。tiシ'/SJ(rem・t・facsimi1・)伝 達 端 末 機 を厳 つ け ・ ‥ ザ

ー嫁 剛 気㌃ プ端耕 蠕 くか もしく助 一ビス ●セン‥ で記録され

.売㌃ アを隣 す 砂 の方瓢 ・った・9g,g.・'・ …'cs社 のサーピ

け イ ン プ ッ ト ・デ ー タの 量 、 フ ォ ー マ ッ ト、 活 字 、 そ し て タ イ プ の種 類 に よ

5て 、 杜 サー ビス ・セソ・一か らの距離 銅 敵 考慮 されたよで幻25

燃 そ摂 嫌 い繊 で行 飾 れた・

8・.c?r・.iti・nE・ ・'pment社 も蛯 遠 櫟 樵 ぽ 表 し㌘・1

970年 代 は たぶ ん こhら の シ ス テム、 特 に サ ー ビス 部門 で の シス テ ムが7}2

くさん現 わ れ て くるで あ ろ う。 リモ ー ト ・サ ー ビス の時 に 興 味 を引 く点 は

(そ の安 い ナ ー ビス価 格 以 外 に)家 の 中 に書 類 を お い た ま まで 安 全 で ある と

とで あヤる・ 六 に大 鵬 の 涜職 の シス テ ム を難 して い るIBMやCDC

ゼ 吋 酬 ・＼RO.cognit'onEqu'pment社 の後 を追 っ て・ プ

ラ イベ ー トに所有 で きるOCRの デ ー タ収 集 システ ム を作 る為 に 現在 の シス

テム に つ け る こ とので き る遠 隔 端 末 機 を作 る こ とは実 際 可能 な こ とで ある。

.も.い 一 け ・テ ープ.(K・y-to二t・pe.)の ブー ムが 行 な わ なけれ

ば、OCRが 今 まで 以 上 に売 れ る と仮 定 す る のは誤 りで は な い。 この防 げ に

もか か わ らず 、 い ろ い ろ な方 向 で コ ス トを下げ る よ うにデ ザ イ ン され たoC

Rが た くさん 出 て きて い る。 ドキ ュ メ ン ト ・lj－ ダ ーは あ、る特 定 の応 用 分 野

に 向け られ て い る し、高 速 で 大 量 の イ ン プ ッ トを取 り扱 か 破 る興 味深 い能 力

棚 え た低 コス トの遠 隔 端 末WがOCRの 設 髄 進 め てい る1…

、多 くのぞ プ ー に とつ て・ 待 で ば くさん の燗 の多 脚 註 をか けて

手 で ・一デ ・ソ グ レ てい 壕 雑 なフ ・一マ ・ ト嘩 類 を読 ん 卿 聾 して くれ

る・ 高価 で 踊 るが 高 速 の 読敢 然 ・実 際 に多 額 鱗 金 を節 約、して くれ るの
一140一
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信

で あ る。 処 理 しなけ れ ば な らない 印 刷物 が 急 激 に増 した会 社 には、 ど こに もO

OCRの サー ビス部 門 が あ る。OCRに よる デ ー タ収 集 シ ステ ム 、特 定 の応

用 分 野 に 向 け られ た 低価 格 の リー ダ ー、 低 コス トの総 活字 の ベ ー ジ ・り一

ダーや トー タル ・マ イ ク ロ フ ィル ム ・シス テ ム に お け るマ イ クロ フ ィル ム ・

リー ダ ー な どの将 来 の 開発 に対 す る ヒン トは す で に実 現 して い る し、.70年

代 にお い て さ らに発 展 して い くこ とは確 実 で あ る。

しか しなが ら、OCRが 将来 成 功 す るか ど うか は、 そ の 分野 に おけ る技

術 開 発 のみ な らず 、他 の 周辺 装 置の市 場 と利 益 的 に競 い合 う為 のOCR製 作

会 社 の 能 力 に もかか って い るので あ る。例 えば 、 も しViatran会 社 が そ

の価 格 を保 っ た ま まで メ タル ・オ キサ イ ド ・セ ミコン ダ ク ター(metal

oxidesemiconducter)<MOS>の 大 量生 産 に何 か の改 善 をす

る ことが で きた とす れば、 キ ー ・ トウ ・テ ープ の 市場 に おけ る この イ ノベ ー

シ ョンは 電 エ 部品 のほ とん ど の市場 に影 響 を及 ぼ す で あろ う。

白

●

曽
・
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ユニスコープ100端 末 機 の エンジニァ リツ グデザイソ

…t、'・ ・'≠L・,'1い バ 」^一 万1:

概 括

よ り低 価 な コ ス トの端 末 機 シス テム を作 る為 の い くつか の ア プ ローヂ を 与
ご の

えて くれ る よ うな 但 ス トの ア・レフ・二・一・
,㍗ ク 端 末機 に対 す る㌻ ・

が 急速 に増 して きて い る。 この論 文 で 論 じ られ る1つ は、 電話 回 線 の コ ス ト

を含んだ全体 のオペ レーテ ・ング ・ス トに影響を与え るい く
.r姪 領 解

や システムエ レメン トの為 の'ミ ー二‥ シ ・ンシスパ{三 熱 禁 牢 あ

る.さ らに・その端織 がデ ー猿 環・デ ータのエ ン ト‥/糠 ・祭 蚤

九 限 的難 端 末機 の値段の テザイソ.r烈 テ リアと呼r御 す る1"

が・ 但 ス トの端末機 の製造 題 す を'一 け エア櫛 ㌣
.熊 論 じられ

る 。

イン 戸 ダ久㍗ エ
_、

将来のデータブ・㌣ シ㌍ テムの一 ザーが卿 インピーダシ元

よく合うような・たくさんの牢 スト醐 桃 や装蹄 含㌣
,○ 鰭 麺

す亘であうラとい う傾向は明らカ)である・それらの鑓 照 尺 、う嫁 くρ

楓 のイ之 ピニダンスは利用可能であろうが・近・・将来㌧ 篶 .も普通の

入 力 ぱ い ろ い ろな 形 の キ ー ボー ドにな るであ ろ う。 も っとも普通 の 出力 は、

図や㌘ 熔 接喘 びつく印刷さオtたアノ7・ ニー烈!l磐 データll
,

ぽ で あろう・　 ドuピ ーはこれ四 要求の1つ でヴ ∵ ぶ
i,

謙 され勧 ペヒ一夕r対 恒 黙 ・嚥 小市 で㍉ うが・
、燗 のイ元

一々 撰 殴 薮 る恒 の昧 機の能加 ・しだいに鯉 にな・'ていくであ

ろ う 。

データブロ㌣ ン㍗ ゲ ムで使う為の新しし蹴 醐 発表に対して・反

響 が 盛 ん で あ る 。=L=1ス コ ー プ100に こ れ ら の 製 品 の1つ で あ り、 主 に コ

ミユニケーシ 難 嘩 早 たさまざまの応用鱒 指 している・

.川 。、
シ ス テ ム デ ザ イ ン 鰭 察 ・ .㌦,,

アニ7
・ア包隠 弓4繊 警 款CRT)デ イ⇔ イ端糎 で靭

■



ユ ニ ス コ ー プ100シ リー ズは 相 互伝達 の 広 い要求 を 満足 す る よ うに計 画 さ

れ てい る 。次 にか か げ られ る の が 、 システ ムの観点 か ら見た デ ザ イ ン考 察 の

5っ の主 要 な点 で あ る。.. .,.・

0

0

0

0

0

デ ータ表 現

デ ータ エ ン トリー/編 集

伝 達 能力

物 理 的特 性

端 末機 の値 段.

デ ー タ表 現

デ ータ表 現 の基 本 的要 素 は次 の3つ に分 け られ る。表 現 の質 と デ ータ表現

の型式 と表現 され る デ ータ の 量 で あ るp・

CRTデ ィス プ レイの初 期 に お い ては 、 ユ ーザ ーは デ ィス プ レイ'端末 機 の

パ ー フォ マ ソス の利 点 を 実現 す る為 に 、 ち らつ きや 低 い輝 きや 変 な デ ザ イ ン

の文 字 な ど の悪 特 性 に 目を つ む って いた 。 しか しな が ら、 ユ ーザ ーが 明 るい

部屋 の 中 で十分 な輝 き とコ ン トラ ス トを も った 、良 質 の デ ィス プ レイを望 ん

で い る と ころ まで市 場 は熱 して きて い る。 この状 況 を 詳 し く研 究 す るこ とに

よ って、 高 い品質 で低 コ ス トの デ ィス プ レイを 供給 す る こ とが経 済的 に 実行

可能 で あ る ことを ユ ニ パ ックは 確 信 した 。 この よ うに し て 、'ユニ コ♪一 プ装 置

は ち らつ きが認 あ られ ない こ と 、そ の表 現 が 普通 の オ フィ スの 状態 での 照 明

の 中で 読 み易 い こ と、96文 字 のASCIIセ ッ トに含 まれ る文字 の間 に混 同

がな い こ と、 文 字 の間 で の強 さの 変 化が よ り小 さい こ と⇔ スク リー ン上 に表

わ され た 文字 は少 な く とも7フ ィー トの とこ ろか ら読 め る こ とな ど が要 求 さ

れ た 。

個人 的 な 応 用の 観点 か ら、 フ ォー マ ッ トは デ ィス プ レイの使 用 に先 だ って

使わ れ て いた イン プ ッ トと ア ウ トプ ッ トの媒 体 に直 接 的 に 関連 す る傾 向 で あ

る。例 えば 、パ ンチ カー ドは前 に使 わ れ ていた な らば 、801文 字 の ブイ ンテ

ィス ブ レ イが要 求 され る。 も しテ レ、タイ プが前 も って使 わ れ て いた ら、'72

文字 の ライン デ ィ ス プ レイが 普通 要 求 され る。[方 、・.応用 の中 に は、『それ ら
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を デ ータの 短か い ライ ンの表 の 形 式 で リス テ ィ ソグ し よ うとす る傾 向 の もの

もあ る・:この よ う鵬 合 ・ た く れ の齢 ・・司 ン(鱒 類) .を もρ 早

が好 まれ る。応 用 に おけ る こ の よ うな広 い範 囲 の要求 の為 に、 ユ ニ ス コー プ

100は ポ さんの フ・一㍗ ㌧ オ プシ ・ンを徹 るべきであ ること挟

定 された 。

い・たん ・恒 ・一〔 ・トが融 され ると・ デ・スプレイ脚 ・担 う

ん ライ働 『綱 にな る・多 くの麟 面の応用において・合体 の キヤパ

シデ ・ と して は500文 字 が適 当で 靭 ・
、大 多数馴000文 字 で 齪 され

∂『ご どがで き る。 さら に デ ィス プレイ装 置 は デ_タ を ロ_リ ン グで ぎ る よ う

に 設計 され た 。後 者 の要求 は、 デ ー タの大容 量 フ ァイル を ア クセ スす るとい

うデ ィス プ レイの 広 い 使用 面 か ら起 って い る。 とい うの は大 容 量 フ ァイルを

直接 見 られるの比適 した サイズの デ ィス プレ イを供給 す るこ とは経 済 的 に実 行

可能 でな しみ らで あ る.そ の 替 りの ア ブ ・一チ と して デ ・ス プ レイを デ ータ

・ ・イ ル已 っ ・・た 惚"の よ うに 伎 女 ざ ・・ ト・ ・アに よ ・て ・ ・イルが

その 窓 樋 り過 ぎ るよ うに『回 す わ け であ る・ しか しな が ら シス テム の 中 に 、
タ ト　 ぺ

はたくさんのディス㌘ イ懸 詞 能性力ぷ ㌍ という融 憩 宗 ル

・フ ァン ク シ ョンに よ つて ソ ラ トウエ アに 課せ られ る負荷 が最 小 に な る よ う

に ハ ー ドウエ アが設 計 きれ る とい うこ とは絶 対 必要 な こ とで あ る。 これ は ユ

ニ ス コー プ100シ リーズ で は、 デ ー タの 全 うイ ンを削 除す るた め のせ ん れ

ん され た アル ゴ リズム に よ って行 な わ れ る。 またそ の フ ォー マ ッ トへ の再 編

集(リ パ ッキ ン グ)は4bのbン ピ ュー'夕一の 作 る フ ァン ク シ ョン に よ って

行 な わ れ るので あ る。

デ ー タ の エ ン ト リー と編集

ユーザづ 観点から湘 互に働く魅 轡 ‡興 の㌃ 誓 ソトリづ 勧

のみならずゴ 一夕の収集や修鱗 旨㌍
、もっていることρ鞭 である・こ

の意味で端末機は　 ザーに編集勤 を寧 な{ナぱ 妙 ない・次鱒 煕

ア プ ローチが この要求 され た 能力 を供 給 す るこ とに な る。

(1)せぷ された編集ロ㌘ 襟 機の中に供給丁きる㌧
一・一 ・



(2}要 求 された 能 力 を導 入 す る為 の コ ンピ ュー ター ソ フ トウ ェアを使 用 でパ

き る・`つ ・ ㌍

も うS度 言 うと、,シ ス テム の中 の 多 くの 端末 機 は、 ユ ニ ス コー プ100に お tt

い ては 、普 通 に使 わ れ る機 能 に 関 しては、 ソ フ,トウ ェア の負荷 を少 な くす る

為 に、 編集 ロジ ックが 端 末 機 の 中 に含 ま れて い る こ とを指 図す る。 ユ ニ ス コ

ー プ10'0の 編 集 機 能 は
、 あ る ライ ン も し くは 全 体 に 渡 る表 現 フ ォー マ ッ ト

の中 に文 字 を入 れ た り、 削除 した りす る能 力 に加 えて 文字 や ライ ン、や デ、イス 、

プ 以イ を 削除 す る能力 を も一 て い る。..….㍉

ユ ニ ス コー プへ の ユ ー ザー か らの デー タエ ン トリー は標 準 の タ イプ ライ タ ,

一 も しく は10個 の キー を もつ パ ッ ド(Pad)で 行 う
。 ユー ザー に よって 入

れ られ た デー タは 完 全 な エン トリー が表 示 され 、 ユ ー ザ ー に よる検 査 が行 な

わ れ 、 トラ ンス ミ』シ トキー が 押 され るまで は コ ン ピ ュー ター に い れ られな い 。

このデ ザ イ ンア プ ロー チは エ ラー の あ る デー タの エ ン トリー を最小 にす るば

か り でな く、 高 速 の ゴ ミ ュニ ケ ー シ ヲンネ ッ トワー ク と キー ボー ドのエ ン ト

リー 速度 の能 力 の 間 で の効 果 的 な組 合 せ を も可 能 に す るの で あ る。

多 くの マ ニ ュ アル エ ン トリー は相 対 的 に少 な い文 字 を扱 うか ら、い つで も

各 々 の エ ン トリー に つ い て の情 報 の すべ て の フ ォー マ ッ トを送 る必 要が あ る.

な らば 、 コ ミュニ ケー シ ョン ネ・ッ トワ ックや プ ロセ シ ン グキ ャパ シ テ ィに と

って 非常 な無 駄 で あ ろ う。 そ れゆ えに 、 ユ ニ ス コー プ は ユ ー ザー に、そ の エ

ン トリー を 特別 な文 字 で カ ッ コ,する とい う フ ァシ リテ ィー を与 え て い る。 そ

して 、そ れ ゆえ 実際 の エ ソ トi'Jl'rのみが コ ン ピ ュー ター に送 られ る。

伝 達 能 力 …_,

た ぶ ん 、 シス テ ム の観 点 か ら見 た ユ ニ ス コー プ100の1つ の も っ とも重 一

要 な 面 は そ の伝 達能 力 で あ る℃ 利 用 可 能 な ア ル フ ァニ ュー メ,リ ック デ ィスプ

レイ 端末 機 の 多 くは 伝達能 力 が"つ け 加 え られ た"も の で あ る。 こ の アプ ロ

ー チ で は大 規 模 な コ ミゴニ ケ ー シ ョンネ ッ トワー ク に おけ る端 末 機の 信 頼性

の あ るオ ペ レー シ ョ ンに 関 連 す る シス テ ムの問 題 に 要 求が 多 く、残 る、こ ととな

る。 ユニ スコー プ100の デ ザイ ンの 当初 か ら、工まず伝 達 端 末 機 とい うこ と

一1.46一
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を第1と し、 デ ィ スプ レイ とい)こ と は第2の 問 題 と して考 え られ た。 こ.の

9と が ユニ ス コー プの デ ィテァ ル ドデ ザ インの 多 く(D点 に 大 きな 影響 を 与 え

た の で あ る。... ,・

伝 達 に 向 い た 端 末 機 の デ ザ イ ン の 第1歩 は そ れ が 稼 動 す る と こ ろ の 伝 達 環

境を 定 義 す る こ とで あ る 。 伝 達 環 境 に 関 連 す る 変 数 は 非 常 に 多 い 。 そ し て ユ

ニ ス コ† 才i100は こ れ ら の 変 数 の 大 部 分 を 満 た す こ とが 可 能 で あ るべ き こ

とが 決 淀 され た 。 こ の こ と は 多 く の イ ン ター フ ェー ス オ プ シ ョ ンを 考 え る こ

とに よ っ て 解 決 ざれ た 。 しか し な が ら、.す べ て の オ プ シ ョ ン を 通 じて 、 た 父

1つ の 基 本 的 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョン ・デ ィ シ プ リ,ン が 採 用 され た の で あ る。

ユ ニ ス コ ー プ の よ うな 端 末 機 は ス ィ ッ チ ドネ ッ トワ ー ク(switched'、

network)も し くは プ ラ イ ベー・一ーートの マ ル チ イ ドロ'ッ プ ネ ッ ト ワー ク'

(multidropnetwork)の い ず れ か で 使 わ れ るで あ ろ う 。 典 型 的 な ス!

ッ チ ドネ ッ.ト ワー ク の 使 用 は タ イ ム シ ェア リ ン グ シ ス テ ム に 見 られ る。 こ の

タ イ プ の ネ ッ ト ワ ッ クの 端 末 機 の 観 点 か ら見 た 利 点 は 、 電 話 の ス イ ッチ ン グ

ネ ッ トワ ー ク が 競 争 状 況 を 解 決 す る こ とで あ る 。 す な わ ち 、 あ る時 点 に お い

て シ ス テ ムの チ ャ ンネ ルに 結 び つ く こ との で ぎ る 端 末 機 は た だ1つ と い う こ と

で あ る 。 そ の他 の 競 合 す る 端 末 機 は チ ャ ン ネ ル が あ く ま で ビ ジTシ グ ナ ル(

(busysigpa1、)に よ っ て 待 ち 行 列 を つ く る 。 こ の よ う な 予 約 シ ス テ ム の

応 用 に お い て は 、・そ れ ぞ れ の 端 末 機 が ほ と ん ど の 時 間 に オ ン ラ イ ン に な っ て

い る か ら 、 経 済 的 に は 普 通 マ ル チ イ ドロ ップ プ ラ イ ベ ー トラ イ ン の 使 用 が 進

め られ る 。 こ の タイ プ の オ ペ レー シ ョ ン の 為 に は,ス イ ッチ ドネ ッ ト ワー ク以

上 の た くさ ん の コ ミ ェニ ケ ー シ ョ ン デ ィ シプ リン が 要 求 さ れ る。 と い うの は 、

競 争 を 解 決 し マ ル テ ィ、ドロ ッ プ な 環 境 に さ し向 け る テ ク ニ ッ ク を 提 供 す る必

要 が あ る か らで あ る。 ユ ニ ス コー プ100の コ ミ ュニ ケ[シ,ヨ ンデ ィ シプ リ

ソは ス イ ・ッチ ドネ ッ トワー ク 、 マ ル チ イ ドロ ップ 、 プ ラ イ ベ ー ・ト ・ラ イ ソ ネ

ッ トワ1一 ク の い ず れ の 実 行 も 可 能 に す る。 .,'1

ユ=Fス コ ー プ100端 末 機 マ ル チ ィ ブ レ ク サ ー ・・(mu・ltipl・exer)・ を

通 し て 、 直 接 に コ ミ∈ ニ ケ τ シ 、ヨン ネ ,ッ トワー ク も.し くは:イ ン タ ー フ ェー ス

ー147一
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＼、
に結 びつ け る こ とが で き る。一 カ所 で た く さん の端 末 機 を必 要 とす る場 合 、

このマ ルチ ィプ レクサ ー を使 うこと に よっ て次 の3つ の 重 要 な シ ステ ムの利

.点が あ る。 第1に 、 モ デム(mod㎝)を べ らす ご どに よ つ て ゴ ミ⊆ ニ ケー

シ ョソネ ット ワー クの コ ス トを減 少 させ る こ とが で き る。 第2に 、 ス イ ッチ

ドニネ ッ トワー クに お いて は、 コ ミエニケー シ ョン ・シ ステ ムの よ り'効果的

・な 使用 にす る こ とが で き る。 とい う のは 、各 々の デ ィ スプ レイ装 置 は 普通 は

高速 な ライ ンで 利 用 可 能 な 時 間の 中 のほ ん の少 しの時 間 しか必 要 と しな いか

ら・1たくさんのデ ィスプ レイ繊 組鯉 て1三 の ラィ 三にす るこ とにセ

て利 用可 能 な キ ャパ シ テ ィに よ り近 ず け る ことが で き るか らで あ る。3番 目

の要 因は ユ ニ ス コー プ100の コ ミュニ ケー シ ョ』ソ ・デ ン シ プ リソが"ボ ー

・、」 ング(polling)"に 基本 を お い てい る こ とに よ づピ い る。 す なわ ち、

端末 機 か ら コ ン ピ ュー ターへ のデー タ転 送 は端 末 機 が 転 送 す る デ ー タを 持 ち、

＼ かつ,ソ ピ。一 夕一が端 織 か らのデー タ操 求 して・・る雛 醜 行なわ
シ ハ 　ト ヨ ぐ ビ ア

れ る か らで あ る 。 ユ ニ ス コー プ100の デ ー タ ・ポ ー ル(data'pol1)に
ぺ、

購 趣 もの躍 称 のものの2つ があ る・縫 のデ一 夕ポー ノレ嫌 うことに

、よ⇔ て コソ ピぞ 一 夕一 に そ れぞれ の端末 機 に対 して個別 に ア クセ スす る こ と

を要 求す る。 総 称 的 デー タ ・ポー ルを 使 えば 、 プ ロ セ ッサ ー は 、 イ ンプ ッ ト
、

を待 っ て い て その ア ド1ノスが ポー ル ・ア ドレス の一部 分 とな って い るど ん な

端末機 も しくは端 末機 器か ら反 応 を 引 き出す こ とが で き る ので あ る。 ユ ニ ス

t .9-7100で 勧 れ てY'る ア ド躍 進 卵 ア ドレス方 式で あ る・ 知 和

tltが マ ルチ ィプ レク サ ーに 対 す るも ので 、2番 目が デ ィスプ レ イ端末 機 に 対す

る もので 、3番 目が デ ィス プ レイ 端末 機 の構 造 機器 に 対す る も ので ある。 マ

ルチ ィプ レ クサ ー だけ が特 定 の ア ドレスを もっ て いて、 残 りの ア ドレスが 総

称 的 な も ので あれ ば 、 マ ルチ ィプ レ クサー は イ ンプ ッ トを ま っ て い る、 もっ

ともプ ライ オ リテ ィの 高 い(マ ル チ ィプ レ クサー の 中の ハー ドで 決 め られ て

.いる)デ ィスプ レイ 端末 機 か らイ ンプ ッ トを うけ る。 も しイ ンプ ッ トを 待 っ

てい る端末 機 が そ の マ ルチ ィプ レ クサニ に 結び つ1ナ られ て いなけ れ ば 、 ノー

トラ フ ィ ック(no-treffic)な 反 応 が返 され る。 総称 的な ポ ー ル と結 び
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つ け られ た マ ルチ ィプ レ クサー の シ ステ ム と しての利 点 は、 ポー ル ・ポイ ン

トの 数 を 制限 で き る こ と と、 ンス テム と して全 体 的 に ポー リ ングで きる こ と

であ る。

、こ、れ まで の議 論 の 中で は..ユ ニ ス コー プ100は 意 識的 に デ ィス…プ レイ端

末機 と して述 べ 聾 て きた ・ ユ ニ 知 一 プ の デ ザ イ ンの初 期 に お い て・は・ デ

ィス プ レイ と い っ し エに 用 い れば デ ィスプ レイ そ の ものの潜在 的 な 能 力や 応

用範 囲を 補 い 、 拡 張 して い くい ろ いろ な装 置 が あ る も の と考 え られ て いた 。

それ らの 装 置 は プ リン ター 、磁 気 テー プ装 置や パ ソチ カー ドリー ダニ な どで

あ る。 も し端 末 機 が いろ い ろな タイ プの 器 具 に対 す るアク ゼ スを 容 易 にす る

よう にデ ザ イ ン され て いれ ば、 これ らの 必 要 とす る低 コ ス トの リモー ト ・コ

ン ピ ュー ター ・イ ン ター フ ェー ス に と って 有 用 で あ ろ う複雑 な伝 達 の 電 子回

路 と小 さな 上高 速 メ モ リー を ユニ ス コー プ が提 供 す るこ とは 明 らか で あ った 。

それ で 補 助 的 な イ ン ター フ ェー ス(8ビ ッ ト、 並列 処 理 ミ半 二 重'(half-

duplex)オ プ シ ョンが ユニ スコー プ100に つ(1ら れ た 。 この補 助 イ ン

ター フ ェー ス は12の 端 末 器 具 と接続 可 能 で あ り、ユ ニ スh－ プ100が 遠

隔端 末組 織 の 中心 と して 働 くこ とを可能 に した。 図1は 小 規模 の プ ラ イベ ー

トライ ンに おけ る ユ

1三蕪遮鱗ぐ＼
あ る ・ バ ー

、ニ ク ー

ショ ン ・ラ イ ンは1

回線 に 約1500の

端末 機 器 を と りつ け

るこ とが で きる。 さ

らに 回 線 は競 合 的 な

バ ッチ端末 機 の情 報

が 混ぜ合 い に な る こ

¢
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と もで きる よ うに設 計 され て い る。 ・'パ・"

・ゴ・一二ザ ら σ漫 求 を注 意 深 く研 究 す る こ とに よ って 、 ユ ニ ス コー プ が 市場 で

受 け 入れ られ る為 に は物 理 的に 小 さ くなけ れば な らな いこ とにユ ニ バ ヅグは

確信 を もった。]立 て

られ た計 画 に よれ ばご

それ は電 動 タイプラ

イ ダー の普 通 の サ イ

ズ位で あ った。 こ の

また げ られ たけ れ ど

も・、 ゴー ルは 十分 に

達成 さ、縦.(図2.)'iir、tFigu「e,3・UNtSCOPE100

端 末機 の価格 バ

もち ろん 、'デ ィ スプ レ イ.端末 機が 市場 で広 く受け 入れ られ る為 に は、他 の

デ ィスプ レイ装 置 と価 格 面 で 競 争 で き る こ とに 加 えて 、他 の リモー ト ・コン

ピ ュー ター 端末 機 と直 接 的 に比 べ て も競 争 で き る必 要 が あ る。 市場 を調 査 す

るこ とに よ って、 テ レ タイ プで 効果 的 に行 なわ れ る保 全 を含 め て の月 の レ ン

タル料75ド ルが 適 当で あ る こ とが わ か っ:元ヒ。 この 目的 は、.月75ド ル の レ

1'

ン夕蝉 紬 すならば・なにも欲 加三盲唖 置搬 わなくても・端 厳

構成 を 提供 す る こと に よ っ て達 成 で き る こ とに注 意 すべ きで あ る。 とこ ろが

ユ ニ ス コー プ は月75ド ルの レ ンタ ルで 、充 分 に 主体 的で あゐ 構成 を 提供 す

るこ とがで ぎ るの で あ る。 さ ら に この ユ エ・ヅ トの コ ミュエ ケー←シ ョソ、・デ ザ

イン㌣ ゲ 研 部分としてそ地 卵 す為に腰 バ ブラ・・垣 ボ・クプ

を使わ な くて も、 その もの だ け で 使 うこ とがで き るので あ るぶ 子

ハ ー ドウ ェア ・デザ イ ン

ハ ー ドウ ェアは 高 い 効 率 を 出す為 の スペ ックで あ ると普 通 考 え られ・て い る

'1"も のを 含 ん で い る
。 そ れ ら は次 の もσごに総 括す るこ とが で き る。,
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1.明 る さ

高 い 効率 を も った螢 光物 質

2.ち らつ き

デ ィスプ レイは60ヘ ル ツの 周 期で再 表 示 され る。(主 電力を56ヘ ル ツの

ところ では50ヘ ル ツで)

5.文 字

この デ ィ スプ レ イ装置 で使 われ てい る ス トロー ク手 法}ま、 特 異 な方法 によ

っ てASC‖(D .文字 セ ッ トす べ てを分 解 す る こ とがで き る。

4.メ モ リー

温 度 が 同時 に 働 く コア ・メ モ リー を 償 う。

5.保 全 性

プ ラグで つ た げ る こ との で き るモ ジ ュー ルを 取 り扱 え る こ とは たや す い。

91〔,!,

6.'ソ リ ッ ド ■1ス テ ー ト

lt… 一・… 『fil':

真 空 管1ほ陰 極 線 管 た だ1つ で ある。

,磁 気 の ゆ が み 怜1⑪tt'川

電力≦ ツ　 ≡ 僚 艇　 い　 求四 ・・
ユ ニ ス コー プ100は 低電 圧技 術 を使 う よ うに設 計 された 。 必 要 とす る電

圧 を さげ 、必 要 な ときのみ 電 力 を使 うよ うに す る前述 の方 法 を 採 用 す る こ と

によって消費勒 は引き下げられた・・の一 ・ト噸 斑 輌 ・ト

を 消 費 す る。

メ モ リ'一

コ アメ モ リー の中 に電力 を 貯 蔵す る為 に、舗 の システ云 で畑5～3・ .

ボル ト嫌 うの に対 して・ この ユニ ・ トで は 綱 ボ ル トカ週 聯 れ て し1る電

圧を監視す るのに使われる平衡監視の鞭 を達成す る為 に;輌 鈴"ピ

・・うデザイ ン ・フライテ リアを用 ・・られた・それで高 嘩 駐 もつ 苧 レ

一 夕ーカ冷 点監視 回路の各 々に採用 され る ことにな つた唄

,3)
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メ モ リー 全休 は た

て9イ ン チ、 横12

イ ンチ の プ リン ト回

跡 冶 ま縦 し1ξ・,

メ モ リー は8ビ ッ ト

構 成 の1000ワ ー ド

r糸騨 ヒ『恒 θo『o
ビ ッ トを 含ん で いて、

約10ワ ッ トの 電力

を消 費 す る。

向

Figure3.'Me血dryCard

偏 『"　 '-T…

ユ ニ ス コ ー プ100は シ ソ グ ル エ ン デ ィ ド ・ ブ イ ラ バ ッ ク レ ス ・ デ フ レ ク

シ ニ ∴-∴ み(、 、。g、 。_,nd,dflybacklessd,fl。 、,・ 。n、y_

stem)を 活 用 して い る。消 費 され る電 力 は ビー ム の ス ク リー ンの 中心か ら

の距 離 に比 例 す る。 この シ ステ ムは 約2倍 の 電 力 を 消費す るプ ッ,シュ7-～ レ・

デ フ レ 〔
,で1拾 えテム(push-""1'deflectionsyst㎝).ζ 対

照 齢 す ・ それ に加 え て・ 光 束 捌 す の{二必 要 塙 圧 腰 求 され る騨 率 『 ・

比 例 す る。 フラ イバ ッ クの ニー ドを減 ら す た め に、 偏 向の 速 度 は考 え られ る

最 小 にts?て い る。 図4

は デ フ レ ク シ ョン ・シ ス

テ ムの プ ロ グ ラムが い か

にフ ラ イ バ ックの 要 求 を

減 ら して い るか を示 して

いる 。

㌔ ㌻ ドから繍 ㌔ い パ 。・、、‥_一 、い ∵

タ イ プ イ ン し た オ ペ レ ー

:・、・'㍉.・ い ーttI,・ 『'ザ ー'

タ ー は 普 通 の タ イ プ ラ イ 、

タ ー を 打 ら た 文 字 の よ う
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∨

ピ

楡

繭

.

ε

但
舗

に ス ク リー ン に 表わ れ て く る デ ー タ を 含 ん で い る ラ イ ンが 両 方 の 方 向 か ら 再 ・,・

表 示(refresh)さ れ て い
.るg,と 、はわ[ヵ∋身1な しllであ ろ5.。

焦 点
,1、 ㍑ ・

ラ イ ンの 広 さ と文字 の 大 き さが適 当 な 率 に す .るた め に、 ビー ム の 広 さは,

1、0.～15ミ リで あ る ことが 要求 され1た。低 声圧 で の ビー ムの 静 電 焦点 方式

が い ろ い ろts理 由か ら開 発 された 。1第∴ に・ .磁気 焦点 方式 は重 い コ イ ルを必・

要 とす る。 第2に ・そ れ を と9つ け る9～}三過 度 の 注意 が必 要 で あ る こ,とで あ ・

る。 これ ら全体 の 組立 ては パ ース オ7・Z乙 スの 立場か らは確 か に適 当で あ る'・

に もか かわ らず 、 コ ス トの高 い もので あ る、。、.㌧1、,,ttt、li

保全に関 する考察

機 能的 な モ ジ ュー ルの組 合 せ とい う ズ碧 イ1ソアズ ロー チが ・ 交 換 の時 間 と・

コス トを最 小 とす る為 に 採用 され た 。.そ れぞ れ の 機 能 要素 は 次 の よ うな も の

で あ る。 メ モ リー 、 イ ンプ1プ ト/ア ウ.トプ ㌘ ト:、偏 向 、き ㌻ ボー ド。 これ ら

は プ ラ グで結 合 す る モ ジ ュー ノレと交 換 するiこ宅 がで き るp'故 障 した と思 われ 一.

るモ ジ ュー ルを 見 つ 坐 るの に は、 限 られ た 王 手1ジ 千7ノ レ但 そ⑳ 数 を 減 ら さ熱

け れ ば なら な.いし、.ア シ ン全

体 に 関 す る、い くらか少 々で は

あ るが 、細 か ,い知 識 が要 求 さ、、

れ る 。 、

この こ
.とが 図,5に 示 す よ う

な大.:きな 機能 要 素の 要 求を 示

すの で あ る。 故障 の疑 いが も

た れ て い る モ ジ ュー ルは 最初

の製 造 の とき用 い られ る ,自動

的 な方 法 に よ って倉 庫g)}ノ ベ

ルで 交 換 され る:であ ろ 尊。
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製 造 に 関 す る 考 察1、t/.t..
llい 二i'1"

;']

この製 品 が成 功 す るか 失敗 す るか の分 れ 目は、 そ の パ ー フけ ニ ァ)》イス に関

係 た く価 格 で あ る。 低価格 を実 現 す る為 に 自動 化 、 標 準化 、大 量生 産 の考 え

鴎 碩 想 坪 噸 された…'㍉ ・・ぐ・
端榊 煕 ,担 ブル鮪 定のモジーールに分離する為に作られた大き

な甦 回訓 鱒 肺 ことによ〔て・そのモジー㌣レ陣 でρ トガ ルを

雛 の故興 畦 撰 する為畔 常岬 巧雄 験器具力i琴 熟 た・・手動の

醐 輯 ㍗ 嚥 熟 かりすポ しまう・というの尽 煕 論醐 路は120
位 の イ ソテ グ レー テ ド・サ ー キ ッ トき 含 ん で い るカごらiであ る。 それ らの 回 路

の 多 くはDTL950イ ン テ グ レー チ ド ・サ ー キ ヅ ト ・シ リー ズ の も の で あ;ジ

る。 これ らの 回 路 板 は イ 》《プ ッ トの 組合 せ に対 す るす べ て の論 理部 分 の ア ウ

トプ ・ トを チ ・'・クす る と四 ㍗ 三 ト・フ㌣一 ス ・アブ・・,一チ(・ ・u・・

force .apProach)に よ って試 験 ひれ1ヒPそ の試 験 は完 全 に コソ ピュー タ
ペし ロ ド ココ

=・r

,ン ト・一 …の もと嘩 やや え の時点での プ・々 ムが酬 で ぎ
ないま う表新 しい故障部分 が回路板の中 で発 見 され ることも考えて、基本 的
,・ ・.lt・ 「 ・ ・'}噛'一'

な プ ログ ラム は十 分 に フ レ キ シ ィブルで あ る。 そ してそ の プ ログ ラム はそ Φ

問 題 点 を 容易 に分 離 で き る よ うに 修正 す る こ とが で き る。そ れ ぞれ の回 路 板

の試験 に用 す る時 間 は1分 以 下 で あ り・ そ れ ぞ れ の回 路 板 は平 均1000カ 所

の試 験 を必 要 とす る。 も し回路 板に 欠 点 の あ る部分 が あれば 、取 り換 え られ

るべ き部 分 の プ リン ト ・コ ピーが試 験 が 終 っ てか らそ の回 路 相 二取 りつ け ら

れ る。 そ の回 路 板 は コネ ク ター か らは テ ス トさ れ な い? 、どい う?は 、論 理部

分 の すべ てが 利 用可 能 で は ないか らで あ る 。回路 板 は5iOO.～5、0,0の 電 気

接 触 に よ って表 面 が 調べ られ る。 ∴. 、.弐

低 コス トで あ る950シ リー ズ のイ ソテ グ レー テず こサ7キ ッ トを ほ とん

どの 論理 回路 に 用 い られた 。論 理 回路 を 機 能的 な 部 分 に 分 け られ る と い う理

由か ら、950シ リー ズが あた か も非 競 争 的で あ るか(pよ うに、大 規模 集 積

回路 が使 わ れた 。
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臨床医学研究 のための端末機 システムのデザイン

概 括

この論 文 で は臨 床 研 究 と病人 看護 の為 の端 末 機 シ ステム{三つ い て=書か れ て

い る。 この シ ステ ムの特 色 は次 の2つ で ある。 ・
.x:㍉.二 心 ・.

(引 生 理 学 的 な設 備 導 入 が 端 末機 の 全般 的 な部 分 を 考 察 して い るが

(2}プ ログ ラム の構 造 が フ レ キ シブル でか つ 端 末 機 に 向 い て い る。

イ ン トロ ダ クシ ョ ン

ア ラバ マ大 学 の 心 筋梗 塞 研 究機 関(MIRU)が 心 筋梗 塞(心 臓 発作)に

なや ま され て い る患 者 の 臨 床研 究 を 援助 した。 病 室 は 強度(?冠 状 動 脈血 栓 症

の看 護 と研 究 の為 の環 境 に 準備 され た。2つ の 研 究 室 が シ ョ ッ・久 うっ血 に

よ る心臓 障害 や 不整 脈な ど の複雑 な 状況 に あ る 重病 人 の研 究 を 容 易 に した。

病棟 に 近接 した とこ ろに あ る デ ィジ タ ル ・コ ン ピ ュー ター がMIRUの 研 究の

為 の オ ン ライ ン ・リア ル タイム 用 に 当 て られ て い る。

遠隔 端末 機 システ ムが 医 学研 究 と病人 看 護 の為 に デ ザ イ ン され て いる。 病

人の ベ ッ ドの そ ばに 置か れ た端 末 機 は 、 デ ィジ タ ル と アナ ロ グ両方 の イ ン タ

ー フ ェー スを 持 った モ ジ ュー ルで組 み 上げ られた 生 理学 的 装 置 と記 憶 装 置を

も った デ ィス プ レイ と数 字/特 殊 文 字 を もっ て い る キー ボー ドか らな ってい

る。 .・

副 モ ニ ター が 端 末 機 に コア に常駐 す る端末 機 の 為 の ルー チ ンを 与 え て い る。

端末 機 の コ ン トロー ル ・ブ ロ ック(controlblock)と 病 人 の コ'ン トロー

ル ・ブ ロ ックで は装 置 が非 同期 に働 く よ うにな っ て い る。'

端 末機 のハ ー ドウ ェ ア'.

他 の医 学 研 究 用 の 端 末 機 は デ ィジ タ ルデー タを受 け とり、 英 数 字 も し くは

図 の情 報 を デ ィスプ レイ す る為に 提 供 された もの と して述 べ られ て い る。・ζ

'のMIRU端 末機
に は 月並 み の デ ィス プ レイ装 置 と キー ボー ドは もち ろ ん付 い

て い る。MIRU端 末 機 の特 色 は ベ ッ ドの そばへ の 生 理 学的 機 器 の設 置、と伝達

装置 は 端 末 機 の 部分 と して考 え られ る こ とであ る。 図1はMIRU端 末 機 シ ス
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テ ムの 図 表示 で ある 。

研究 室 にあ る端末 機

は グラ フ表 示デ ィス プ

レイ と数字、 特 色 文 字

の うて る キー ボー ドと

アナ ロ グ機 器設 置 の為

の チ ャン ネ ルを14持

って い る。 同 様 に`そ

う重 くな い 病人`の

室に設 置 された 端 末機

は 機器 設 置 の為 の チ ャ

ンネ ルを7つ 持 って い

るだけ で あ る。 看 護 婦

詰所 にあ る端末機 は デ

ィスプ レ イ装 置 と どの

ベ ッ ドに 対 して も切 り

換 えの で き る キー ボー

J「

'Figure1
.

「
　

4
・蒜鵬 ‡・…t怜'

dy。 ・d・di・11nf・r・ti卯Re8earchUnit

ドがつ いて い るだ け で あ る。 図2はtそ う重 くない 病人`の 室 の端 末機 の全

景で あ る。 コ ン ピ ュー ター と端 末 機 の ハー ドウェアの さらに詳 しい こ とは付

録に残 って い る。

デ ィ スプ レ イ ・シ ステ ム

デ ィス プ レ イ装 置 は 記 憶 装 置 ス コー プ(storagescope)の 回 りに置 か

れ る。 その 記 憶 装 置 ス コー プ は何 らの 外部 バ ッフ ァー も レ くは リフ レ ッシ ン

グを必 要 と しな いで 、 そ の表 示 面 に情 報 を デ ィスプ レイす る こ とがで き る。

`CRT1タ イ プの デ ィスプ レイ装 置 が ベ ッ ドサ イ ドの端 末 機 と して え らば

れ た。 とい うの は それ が 英数 字 や 図 を 扱 え る し、 情報 の作成 が 速 い し・ そ れ

に静か だか らで あ る。 記 憶 装 置 デ ィスプ レイは そ の グ ラ フ表現 の能 力 と 低 コ

ス トの2つ の理 由に よ って選 ば れ た 。 図3は ・MIRUの 患者 力)ら送 られ て き
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台

亀

亘♪

触
合

r

たデ ィ ジ タル化 され

た 心 臓 運 動 の 電気 信

号の デ ィ:スプ レ イで

あ る 。 」

デ 超 ス プ レ イ 装 置 ,

は 基 本、的 に は高 速 の

X-・Y・ プ ロ ッ ター で

あ る 。 そ のX、Yそ

れぞ れ の イ ンプ ッ ト

は コ ン ビr・ 一 夕「 の

デ ィ ジ タ ル'ア ナ ロ
、,

グ 変 換 器 の2つ に よ

って 表 示 さ れ る 。 遠

隔 操 作 に よ る 削 除 命

令 は 削 除 を コ と トロ

ー ル し て い る プ ロ グ

ラ ム の 為 σ)↓ エ レ ク

・
、トロ ニ ック ・コ ン タ

綜"◆↑

苧}
ぷ

ξ

↑

こ

シ

〔・夢

野

Figure2.OverallViewofMIRUTermin'al

灘憲慧鳶
鱗鷲 ㌧ ジ1

.1憶1 .
.∂

Figure3.GraphicandAlphanumericDisplay

リ

ク ト ・オ ペ レ ー タ(electroniccontact『operate). .に送 られ る。.

記 憶 装 置 デ ィ スプ レ イ に は 限 界 が あ る。 し か しな が ら、 こ れ ら は 我 々 の デ

ィス プ レ イ の 使 用 に と って は き び しい 制 約 と は い え な い 。

{1)ベ ー シ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ(basicdisplay)は 低 い コ ン トラ ス ト

率 で あ るの で ・ 高 い 光 度 の レ ベ ル で は 読 む こ とが 難 か ・しい 。 テ レ ビ ジ ョン'

デ ィ ス プ レ イ(televisiondisplay)は 高 』い コ ン トラ ス ト率 を も っ て い

るが 、 解 析 に お い て は 同 様 な 犠 牲 を 払 うこ と に な る。

{2}部 分 的 に デ ィ ス プ レ イ の 内 容 を 削 除 す る 方 法 は な 、い 。 削 除 命 令 は ス ク

リー ン全 体 を 削 除 す る 。 削 除 す る為 に は0.5秒 必 要 で あ る 。 しか し、 ソフ ト

ウ ェ ア ・コ ン トロー ル に よ って 削 除 し て い る時 間 に デ ー タ を処 理 す る こ と が
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で き る。

{3、、 ベー シ ック ・デ ィスプ レイ に は 文 字 や ベ ク トル(vector)を 作 り出

す 能力 は何 もな い 。 非常 に 高 い お 金 を か け れ ば、 これ ら0>機 能 を実 行 す るハ

ー ドウ ェア を作 る方 法 はた くさん あ る。MIRUデ ィスプ レイ シ ス テ ムで は

ソフ トウ ェアに よ っ て文字 や ベ ク トルを 作 成す る方 法 を採 用 して い る。 そ れ

を ハー ドウ ェアに 変 換す るこ とは 計 画 され なか った 。 とい うの はそ の為 に組

み合 わ され る命 令 の数 が十 分 に小 さか った か らで あ る。

キー ボ ー ド

イ ン プ ッ トの要 求 は数 字 も し くは数 字 コー ドに変 換 で きる情 報 が優 勢 であ

ると い う理 由か ら、 基 本 的 に は 数字 タイ プの キー ボ ー ドが デ ザ イ ン され た 。

英数 字 タイ プの 端 末機 は よ り フ レ キ シブ ルで はあ るが、 それ な りに 看護 婦 や

医師 に とって は操 作す るの が む ず か しい 。 図4に 示 ざれ てい る キー ボー ドは

情報 の エ ン トリー と検 索 の為 の コ ン トロー ル ・ポ イ ン トと して働 く。 そ の端

末機 は デ ー タの エ ン トリー とプ ロ グ ラム の 呼 び出 しに使 うこ とが で き る。 キ

ー ボー ドは数 字 と端 末機 の 状 態 と特 殊機 能 の5つ の 部分 に分か れ る。キ ー ボ

ー ドの キー は・ も し必 要 が あ ればEBCDICも しくはA .SCffの フ ルセ ッ

トに拡 張 で き るよ うに8ビ ッ トコー ドに コー ド化 され てい る。 吉 一1と ラ イ ト

ー 寸 、

は コン ピ ュー ター の ア ィジ

タル イ ンプ ッ トとア ウ トプ

ッ トの チ ャ ンネ ル に つ なが

れ て い る。 キー・を押 す こと

に よって コン ピ ュー ター に

割 ψ込 み を起 こさせ る。 こ

の割 込 み は端末 機 の入 出力

制 御プ ロ グ ラム に よっ て実

行 され る。

数字 部 分 には デー タエ ン

トリー ・ボ タンが あ る。そ

い.`:・ ひ'/〔 ギ 三 ・・:"オ ロ
ノ ジ ロ め

三で 三驚 剛 煕 〕i竺、
「1∂言 レ

Figure5.VisualVerificationofKeyedData
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れ らはOか ら9ま で の数 、 マ イナ ス符 号 、 ブ ラ ン ク、 そ して小 数点 で ある 。 キ

'
一ポ ニ ドで の デー タ エ ン トリー で の重 要 な特 色 は それ ぞ れ の キー が押 され て

い くにつ れ て、 それ らの:・文字 が デ ィ スプ レイ装 置 の一 番 上 の ラ イ ンに表 示 さ

れご そ れ らを目 で検 査 で きる こ とで あ る。(図5)ズ コー プ に表 示 され た文

字はゴシピ'一一 ヂ 砺 溺 アτに入っていく・座 れ痴 の数輌

ドゥ 土ア に ょ って15憤 ,でに制限 され る。

端 末 機 の状 態 は ラ イ トと音声 に よっ て示 され る。 デ ー タエ ン トリー ¢∫ボ タ

ン獅 され るとi}一;ボ「 ドのアク恒 ブ1烈
、}がっ く・ ・の ・とに・6て

キー ボー ドのバ ・フ ・一 の軟 デ=が あ牢 ぽ 示す・ この ボカ は デー

タが プ ログ ラ ム に送 られ るか ク リ'アー ボ タンが押 され るか イ ンプ ッ トのバ ッ

フ ナLが い っぱ い に なる か のいず れ か の場 合 に消 え る。"・

端 末機 の ア ク テ ィブ ・ライ トは そ の 端 末機 が プ ログラ ム に よっ'『て指 定 さ れ

た 時 につ く。 これに よっ て、 プ ログ ラ ムが その 端 末機 か らデー タを受 け とろ

/i三:ll'「1=

うと して い る か、 また は その端 末機 に情報 を表 示 し.ようと してレ～るか のいず

れ か で あ る こ.とを示 す 。 この ラ イ トは プ ロ グラム が そ の端末 機 の コ ン トロー
'

ル を はず した とき に消 え る。

アラ ニ ムミ ア ラー… ト(alert)も し くはメ ッセー ジ ・ラ イ トは プ ロ グ ラム

が オ ペ レー ター の注 意 を 引 きたい場 合 に 点灯 す る。 これ らは危 急 の状 態 のプ

ログ ラムが 見 つ かったかsそ れ を表現 す る為 の プ ログ ラム を要 求'し て い るか の

いず れ かで あ1るご とを示 す 。機 能的 に は、 すべ ての ライ トは 音 声 で表 現 され

る と とを除 いて は 同 じ・で あ るρ

特 殊 機 能 セ ク シ ョンーは ア クシ ョ ン ・ボ タ ン と プ ロ グ ラ ム 呼 び 出 し ボ タ ン が

1『 備 え つ け ら れ て い る
。.ア グ.シ ョン ・ボ タ ン に は 次 のdiり(iあ る 。家MIT、

CLEAR、RESET、ACCEpT、 .REJECTとALARMAL廊 査MES_

S'A'G・'RESPON・Eでe
、t/,e,,,、,、1 . .、";'

xM1・ ・Tボ タンは コ ソ ピr=仁 ピ 弓 ラ鵠 呼 び 出 穴 しくは 再 び 呼

翻 す よW齢 を 送 る・c・ 醐 ぽ ンは 千一 ボー ド ・バttフ ・一 か ら デ

ー 姥"ぬ ぐい去 るs)為 に恥 早 る
;・ACCEPTとREJECTkwソ は デ

「'''''"

."t't't・ ・ 、「て59二 ・



三 夕 ・バ ッフ ァー は符 号 をセ ッ トして、 そ れ か らプ ロ グ ラム を再 び呼 び 出す 。

これ らは重要 なデ ー タを検 査 す るの に用 い られ る。RESETボ タン は端 末機

を リセ ッ トして、 キー ボー ド・バ ッフ ァー をク リアー して、 端 末 機 の制 御権

を もって い るプ ロ グ ラム を再 び呼 び 出す 。ALARMALERTとMESSAGE

ボ タ ンは そ れぞ れ対応 す る ラ イ ンを つけ るプ ロ グ ラム を再 び 呼び 出 す為 に使

わ れ る。

この 特殊 機 能 ボ タンは 端 末機 が使 い易 い ようにS・F1か らSF・10と ラベルがつけ

られ てい る。 これ らの ボ タンは そめ 端末 機 で もっ と もよ く使 わ れ る10本 の

プ ロ グ ラム を呼 び 出す 。 そ の代 りに、 看 護 婦 は3つ の数字 か らな る名 前 を入

れ て か らXMITボ タ ン を押 す こ とに よっ てプ ロ グ ラム を 呼び 出す こ とに な

るので あ る。

生 理 学 的設 備 の設 置

図6に 示 され て い る生 理 学 的設 備 はフ レキ シ ブ ルで 使 いや す くて量 とな っ

てい るア ナ ロ』グ信 号 を 出 す 。 この信 号 は病 室 も しくは看 護 婦 詰 者で 監 視 す る

為 とコ ン ピ ュー ターへ のイ ンプ ッ トに使 わ れ る。

そ の設 備 の キー の形 は 変 更 の可 能性 が残 っゼ 硲 る。病 室 で は、 器具 の キ ャ

ビネ ッ トは設備 を7チ ャ ン ネル まで 受 け る こ とが で ぎる。 研 究 室 で は監 視 も

し くは オ ッシロ ス コー プ ・レ コー ダ ーの 為 の8チ ・ヤ ンネ ル を加 えて1ら チ ャ

ンネ ル まで使 用可能 で あ る。 これ に よっ て、 研 究 も しくは 臨 床 に向 い た い ろ

い ろ な装 置 の組合 せ に よる ア セ ンブ リが 可能 にな る。

コ ン ビ=_夕 一 の イ ン タ_フ ェー スは コソ ピエ一 夕ー とい ろ い ろ なii受備 と

の間 で の両方 向 の デ ィ ジタ ル情 報 の 伝達 と設 備 の トラ ンス ジ ュー サー ・コネ

ク ター(transducerconnector)`を 通 して あ コ ソぜ=一 一ー夕一へ のL方 向

のデ ー タ伝送 を可 能 にす る。設 置 さ れた機 器 は ポー リング(pOl:ling:')信

号 と フ ァン ク シ ョン命 令 を受 け る。'伝送装 置 は伝 送 用 の情 報 を送 る。

伝 達装 置の パネ ルは そ れ をモ ジ ュー ルた接続 す る為 に患 者1の ベ ッ ドの 上 に
コ て ヒ へ

置 か れ て い る。 キ ャ ビ ネL7ト に 入 っ て い る モ ジ ュー ル そ れ ぞ れ に 対 して1個

の コ ネ ク ター が っ い て い る。 そ れ ぞ れ の コ ネ ク ター の 上 に は コ ン ピ ュ一 夕 一
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に信 号 を送 る為 た鮎 垣 ・ トラ 治 ラ・アニ ァ クテ,ブ 注an〔f。,

ACtive)tボttYカsづ{ゐ そい る。'tれ らの ボ タシ は太i質的 に はキー ボ_ド

の 一部 分 を なナ もので あ るが 、操 作 を簡 単 にす る為 に伝達 装 置 パネ ルの 上 に

つけ られ てい る。

アナログ信 号が必要宏 ときにはご看護婦は伝達装置をつ なげ、信号 を扱 う

状 態 に な っ て い る モ ジ ュー ル に プ ラ グ を つ け て 、 ↓ トラ シ ス ジ ェー サ ー ・ア

ク テ ィブ(transduceピ1active.)'1ボ'タ ン を押 せ ば よ い。 コ ン ビ=一 夕

ー は その モ ジ ュー ル と伝 達 装 置 コネラ ダニ か らデ ィジ タ ル情 報 を読 み ε る。

コン ピ ュー ター のプ ログ ラ ム は、 そ の設 備 の適 当 な設 置 を確 実 にす る為 に コ

_ド を チ 。 。クす る.そ して デ.ス プ レ イ とキ_ボ_'已 吏廠 が ら、 モ ジ

ュー ル と伝 達 装 置 の 組合 せ の 目盛 り合 せ を行 な う。`ト ラ ンス ジ ュー サー ・

ア ク テ ィ ブ'ボ タ ンがっ い て い る ことは信 号が オ ンライ ンで や り とりざれ て

い る こ とを示 す。

トラ ンス ジ ュー サー'ア クテ ィブ ・

ボ タ シを も う1度 押 す こ とに よ って、

再 び 目盛 り合 わ せ をす るふ、 ま たは

信 号 を オ フラ イ ンで受 け と る為 にプ

ロ グ ラム を 再び 呼 び 出す6オ フ ライ

ン を要 求 す る こと に よっ て二 目盛 り

.合 わ せ の為 のテ ー ブ ル を 再 び動 か しご

トランスジ ューサー・ア ク テ ィブ:ボ 『

タン を消 す 。(図6)

簿 臓醸1

　弘轟 騨 ,

饗雛 紫∵;、
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端 末 機 の ソフ トウエ ア
'

v・,t㌧ 、

端 末機 を助 け る ソフ トウ ・ブ の スペ ・旋 は・ リクエ ス トに対 す 埠 頭
,

応・ ソ フ トウ・ ア に よっ てベ グ トル と文 物 生 成 ・ プ ・ グラ ミツ グ,の容 易 や

生理 学 的 設備 可 変 的 機 能 ・ そ してデー タエ ン トリー の フレキ シ ビ リテ 侯

ど 炉 考慮 さ れた。

これ らの スペ ック を導 入 す る こ と に よ って シヌテ ムは次 の特 性 を持 つ こ と

になっ埠 頭 る∵
、"‥

{1ワ ア噂 煕
.銚 機の入出力缶‖御一 ・ン(TIOCR)

(2}コ ア の パ ー テ ィ シ ョ ン(pa'rtit'ion')は 第'1に キ ー ボ ー ドか らデ ー

タ を受 け と る プ ロ グ ラ ム の 為 に予 約 さ れ た。

∫C}特 別 なFOR'i'RANの プ'mグ ラ ミ ゾ グ構 造 ・,

(4}リ ン ク さ れ ご 相 互 に 関 連 す る マ ス ター コ ン トロ ー ル ブ ロ)?,ク の シ ス テ

ム'

TIOCRは コ アー の 中 に 常 駐 す る。'と い うは各 々 の キ ー ボ ー ドの キ ー を 押

す こ と に よ っ て コ ン ピ ュー ター が 割 り込 み を送 る か ら,で あ る 。 割 り込 み を

取 り扱 う この ルー テ ィ ン に コ ア に 入 れ;て お く 已 と に よ 〔 て 看 護 婦 の 負 担 や コ

ン ピ ュー ター の か な り の 電 力 が へ ら さ れ た 。TTOCR・ ・ は:キ ー ボ ー ドか らの

割 り込 み を 受 け と り、 リ ク エ ス トの性 質 を決 め る為'に キー の コー.ド を 読 み と

り、 そ して 要 求 さ れ た ア ク シ ョ ン を実 行 す る 。'そ れ らの ア ク シ ョ ンは 、 デ ー

タ要 素 を バ ッ フ ァー に 貯 え 、 キ ー ボ ー ドの バ ジフ ァー を ク リ ア ー し、 キ ー ボ

ー ドを リ セ ッ ト し、 実 行 す るプ ロ グ ラ ム の 待 ち行 列 を作 り、設 備 の 目盛 り合

せ の プ ロ グ ラム を 呼 び だ した りす る こ とで あ る 。1.,一一1.・tt,

端 末 機 の会 話 型 の 反 応 時 間 を 増 す 為 に1つ の コ ア ー ・パー テ ィ シ ョン

(corepartition)が そ の 最 大 実 行 時 間 が1秒 で あ る プ ロ グ ラ ム の為 に

予 約 さ れ た 。e会 話 に よ っ て 看 護 人 達 と働 くプ ロ グ ラ ム は 普 通 こ の4Kの エ リ

アで 実 行 さ れ る 。

タ ス ク ・コ ソ セ ブ …トー.(:taskconcept)と し て 知 ら れ る プ ロ グ ラ ミ ン グ

構 造 とマ ス ター'コ ン トロー 必 プ ロ ・ク に つ いて は後 で 詳 し く述 べ られ る・
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これ らが 端 末 機 の要 求 を満 足 させ るの に必 要 な もの以 上 のMIRUシ ス テム

を作 らせ た ので ある。

タ スク ・コ ン セプ ト"『 パ:一 べ ・

MIRUシ ステム の 中で働 ぐ基本 単 位 は・1タiク ↓・で あ る。 タ ス クは特 定 ・

の患 者 の為 に 働 き、 プ ログ ラム の名 前 とべ』ヅ ドめ番 号 に よっ てただ 寸つ に定

ま る デ ィス クか ら読 み 込 む こ とので9'・k;・.ti,グ ラ ム と定 義 され る。'1つ の タ

メ コ 　

スク は100ミ リセ コ ン ド位 ゐ も⑳'(全 体 的 姦 デ ィkプ レ イ)あ る い は 患者 ,

の状 態 による もの(適 当 な間 隔で 実 行 ぎれ る監 視 プ 白 グ ラム)な どが あ る。

タス ク は遠 隔 の 端末 機 も し くは他 の;多 ズグ を通 して実 行 が開 始 され る。'

く ヒ

タス ク ・コ ンセ プ トは、 研 究 ユニ ジ トた い る各 々あ患者…に シス テ ム の道 具

を ダ イ ナ ミック,に提 供 す る。 ベ ッ ドサ イ ドに ある端末機 ほ情 報 の エ ン トリー

やデ ィスプ レ イの為 の いろ い ろな 仕 事 に専 念 す る。 ゴ ア㌧どデ ィス ク の ワー ク

』
エ リアは パ ラメ 「 ター の 中間・的記 憶 域 と して ダ イナ ミ ヅグ にア ロ ケー シ ョン

され る・ ラ イ ト暗 敵 ・ る髄 は ア ラー ぽ メ ・}セー ジの状 態 で ある こ と

を知 らせ る為 ピ使 う こ とがで き るg心 臓 の脈 は く 数 や心 臓収 縮 、'弛緩 の圧 力

などの 測 定 はす べ て の プ ログ ラム に リア ル タイ ムで行 うご とが苛 能 で あ る し、

ど のプ ログ ラ ム も患者 の デー タ ・フ ァイ'ル に情報 を書 くこ とがで き る。・

プ ロガ ム∵ タイ マー 酪 々の タスク時 え られるパ 秒 きざみの タイマ

ー が 、、・あ る間 隔 を お い てプ ロ グ ラ ム を 再 び 呼 び 出 し、'デ ー タ エ ン ト リー を チ

ニ

エ つ じ 警 告状 蜘 反応 し・ ある決 ま っ塒 醐 もとつ いてプ ログラムの

実行 を計 画 す る為 に用 い られ る。

プqグ ラム が初 め て要 求 され る と、TI.O.CRは ・tiアの 中 に タ'スク ・プ ロ

破クζ呼寧 祭 ワゴ のブ・・クを配置してダカ のパラメ一夕ニ商 ニ

シャ7イ ・㌘ る㌧rの パラメ+ぱ ・
.17・・グ ラムa・ 端編 号べ:・ ド

の 番 号 、2っ の プ ロ グ ラ ム ス イ ッ チ、8'っ の プ ロ グ ラム の 状 態 を表 わ ナ フ ラ

ッグ(flag)、 ワ ー ド ・カ ウ ン ト と内 部 記 憶 装 置 の －i・・ドレ)c、 デ ン ヌ ク の

・セ グ ター一 ・ア ドレ ス とそ の カ ウ ン トsプ1ロ
.グ ラ ム め ズ イ ッチ を 退 避 さ せ る上

土い ど コ ヨコ 　 コ

リ ア ど タ ス ク の タ イ マ三i詰 ん で い る・'tt

l:・,fl・1弓 一165-
、,



プ ログ ラムの 組織.

タ ス ク.プ 。グ ラム はメ イ ン.ス'わ チ と タイ ジ ニ1詞 。チ の2っ の プ

ロ グ ラ ム ・シー ク エ ン ス ・ス イ ッチ の 制 御 の 下 で た くさ ん の プ ロ グ ラ ム ・ゼ1

グ メ シ ト( .prOgramSegment)、 が! .?に つ な ぎ合 わ さ れ た もの で あ る。

この .ス.イ ・チ の ～ カ ニ ズ ム はFORTRANの 計 算 型G・TOス テ ー トメ ソ

㌧と同 じで ある・プ ・7ラ ム ・セグメ ン トは 計鞠GOTOス テ=ト メ ン

ト9)中 の ス テ ー トメ ン ト番 号 の1か ら始 め・ 終 る とMIRUの エ グ ゼ キ ュ ー

テ ィ ブ ・イ グ ジ ィ ト ・ルー チ ン(executiveexitroutine)が 呼 び 出

い

され る。 これ炉FORTRANプ ログラ ムに多 数 の入 口点 を与 え てい る6こ の

ように して・ デ ィスク に移

す こ とな しに、 プ ロ グ ラム

に入 っ た り、 出 た りす るこ

とが で き るわ けで あ る。 内

部記 憶 装 置 はそ れ ぞ れ の プ

ログラム炉 中間結果 を とっ

てお く為 に ダイ ナ ミ ックに

利用 で き る ように な って い

る。 あ るプ ロ グ ラム が実 行

して い な い 間 は、 そ のパー

『 パ ・ンが他 のプ ログ ラ 、

ムに よっ て使 われ る。 実行

ρ為陥再び呼ぼ出されると・,

靭 プロ㌘ 媒 方 でク 、

か らロー ドさ れ、 計 画 され

たエ ン トリー ポイ ン トか ら

実行 が 続 け られ る(図7)

このプ ロ グ ラ ミング ・シ

ステ ムは 、 割 り込 み の起 つ

－
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たプログラムをディス クに退 避させ たり、あるプログラムが実行中で ない間そのパーチ

ィシ ・ソを解放 す る為 に必要 で ある全体的 婿 間 をも・ている・1っ の タス㌘ ～キ三

ボー・からのデー・の酬 リーを待・ている間・
.他のタ㌍ カ グラ叫 新 さ

れていぷ っのプ晒 ム●シ吻 ソス'スイ・鍋 物 ムにそ轡 ρ タス㌘

対 して独 立 してい る制御 権 を与 え て くれ る・ メ イZ↑ スイ ッチ は・・遠 隔 の端

末 機 を通 して のデ ー タ ・エ ン トリー ある いは ア ラーム 、 ア ラー ト・ 〆 ツセ ー .

ジ信 号 に対 す る反応 が あ っ た後 で 続 け て実 行 す る点 を表 わ してい る・ タ イマ

ー ・ス イ ッチ は タス ク ・タ イ マー が時 間 切 れ に な っ て後で続 け て実 行 す る点

を表 わ して い る 。 ∵ ∵ ・

この2つ の ス イ ッ チ は そ れ ぞ れ 独 立 で あ.る か ら、 そ れ ぞ れ の プ ロ グ ラ ム の

異 っ た セ グ メ ン ト を示 し て い るか も しれ な い 。 デ ー タ を 要 求 し て い るプ ロ グ

ラ ム は」 あ る決 め ら れ た 時 間 が す ぎ る と、 デ ー タ が エ ン ト リー さ れ て い て も

い な く もい ず れ にせ よ、 再 び 制 御 権 が 与 え られ る。

タ ス ク の エ ン ト リー

TIOCRは タ・ス ーク の・始 め る前 に そ れ らの ス イ ッチ ,をエ ン トリー ・,ポイ ン

ト』に セ ッ トす る。 タ ス ク ・プ ロ グ .ラム は ・CALLINITL(タ ス ク の 元
、、

ニ ィ シ ィア ラ イ ゼー シ ョン ・ル ー チ ン(in・ti 、al.iZ.ationrOutine))と

'い う 文 で 始 ま る
。 この ル ー チ ン を通 レ て × プ ロ グ ラ ム を識 別 す る 。 この イ ,ニ

シ ィア ラ イ ビー シ ョ ソ ・ル ー チ ・ン が 活 動 して い る タス ク を 指 し・ シー ク エ ン

ス ・ス イ ッチ を プ ロ,グ ラ ム に 返 す 。

計 算 型GoToス テrト メ ン トに 次 の よ う に書 く。,,…

CALLINI・TL

GoTo(1・00↓200・ ・■e-一・)・IPRSWそ れ ぞ れ の 数 字 は ズ ロ グ

ラ ム へ の エ ン トリ ー ポ イ ン トで あb・lIPRSW,は メ イ ン ・プ ログ ラ ム ・

ス イ ・チ で あ る ・11PRSW,を1・2・ … ・・ 靴 セ ・ツ
.iトす る に つ 垣 ・

そ れ ぞ れ100、200、 ・・… の エ ン'ト リー.・・ポ イ ン トか らプ ロ グ ラ ム は 実

行 を開 始 す る 。 こ れ に よ っ て、プ ・ログ ラム が 実 行 さ れ て い くそ の 時 々 に 同 じ

も し くは 異 っ た エ ン トリー ・ポ イ ン ト・を選 ぶ 強 力 で は あ る が 簡 単 な メ カ ニ ズ
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・'引 ∴ ・'・ ・'・T:'・〕 、 い ., ,

ム を早 熟
.,.『 .川'"‥

1か ら4の エ ン トリー ポイ ン トが レステ ムの為 に予 約 され て い る。
;"i`1き.ご 、k、 、.∵

ホ

哩 ゲ 触 キブ ー ドのリクごス1施 し間 切 ・ラ イズされる・

f21タ ス クは他 の タ ス クか らのプ ログ ラ ムの 呼び 出'し に よっ てイ ニ シ ャラ

イズ され る。"∵ 　

{3、 タス クは外 部 の状 態 に よって再 入す る。・た とえば 、 シ ス テム の1リス タ

ー トが起 った り、 端 末機 の リセ ッ ト・キ.一が押 さ れた り した時 で あ る。 これ
tl
.t'こ1

は タス ク ・プ ロ グ ラム の正 常 の実 行順 序 に割 り込 み を起 こ す。

ω タス クは実 行 時 の エ ラー 状況 に よっ て リス ター トされ る。 コ ン トロー

ルは 多ス ク ・プ ロ グ ラム に返 され る6と い うの はそ れが エ ラー の重要 性 を知

っ て いる か らで あ る。 処 理 を 中止 す る など の訂 正 の ア ク シ ョンが タ ス クか ら

抜 け 出 る前 に必要 とさ れ るか も知 れ ない 。,

タス クの イ グ ジ ッ'ト ・1

すべ て のプ ログ ラム ・セ グ メ ン トの最 後 の実 行 可 能 蛸Lト メントは`CALL

MEXIT`{(MIRUの イ グ ジ ッ ト・ルー チン)で あ る。 この ル一一チ ン を通

して、 プ ロ グ ラム は タス ク ・ブ ゴ ック と連 絡 を どる'。ユ ーザ ー は 、 なぜ 彼 が

プ ロ グ ラム か ら出 るか(イ グジ ッ ド ・タイプ)、 ど こに戻 りた い か(メ イ ン ・

スイ ッチ)、 タイ マ ー が再 び 呼 び 出 さ れ た・どき ど こに戻 りた い か(タ イマ ー ・
ロ

スイ ッチ)、 活 動 しないで 残 る為 にはど れ だけ の時 間 が必 要 か な ど を規 定 す

る と とがで き る。TIOCRは この情 報 を タス ク ・ブ ロ ックに 貯 え、 そ の ダス

クが活 動 してい ない と指 定 じて か らプ ロ グ ラム か ら抜 けで る6)、

TIOCRは タス クの 為 に 次 の7つ の イ グ ジ ッ ト ・タイ プ を用 意 しで陰 る。

'(δジ ダ ズ ゲ
はす べ て の 実 行 を完 了 し た ざ タ ス ク ・プ ロ、ック 、、ワ† ク、・」エ リ

ア、 そ し て 端 末 機 が 解 放 さ れ る○.,1・ 、1.L、 .

{P～{3、 ア ラー ム 、 ナ ラ ーL'ト も し くは メ ッセ ー ジ状 態 が 発 生 し た6そ れぞ

ヒ

れ対 応 す るライ トが ベ ッ ドサ イ ドと看 護婦 詰所 の 端 末機 で 点 灯 す る。 タ ス ク ・

プ ログラ ム は↓ 看 護 人 が 対 応 す る反応 キー を押 す まで 止 ま った ま ま の状 態 が

保 たれ る'。 、_,..
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(4)タ ス ク は、 ある時 間 をす ぎた為 、 あ る決 め られ た時 間 の 問止 ま っ た ま

ま保 た れ て、 実行 の為 の 待 ち行 列 を入 る。、

(5、～(6)タ ス グは端 末 機 か らの デー ター一・エ ン 苗 り一 を要 求 して い る。 タ ス

クはデ ー タ ・エ ン トリー のキー が押 され る まで ぺ丸 ま った ま ま待 って い る。

・・晦 祉 は・ デー ・ ・エ ン トリL擁 点 で茜 絃 レ 熊 消 してし ⇔ ・

マ ス タ ー ・ コ ン ト ロ ー ル ・ ブ ロ ッ ク

MIRUシ スi垣 ・惚 け るす繰 の仕事は
、熊?"と 結 びついてい る・

端織 願 者をeen,「C仕鷲 することはで類 い汲 念n興 ・賭 は・ベ

ッ ド ・コ ン ト ロー ル ・ブ ロ ック(bedcontrolblock)<BCB>と 呼

ば れ る テ ー ブ ル に よ っ て コ ン ピ ュー タ ー の 中 で 表 現 さ れ て い る。4人 の 患 者

に対し㌫ 三口c治 コアら中で永久⊇ 憧 れている.

べぽ 焦 ト梁1レ1:㌍1・ ク酪 興 を識別する鰯 を含んでいる豆

この ブ ・ ・ク は・ 鰭 と鯖 の為 に駆 プ'』グ 独 の間 の リン ク(1i・k)

を 取 っ て い る 』・'tT"t'tt[

い リ プ ボ 　 　

・そ れぞ れの プ ロ:グラム.はあ る特 定 の 患者 の為 に呼 び 出 され る。 この よ うに

して子 煕 一㍗ 禁 男 の単位をfi]llua?る為va作 ら九 その タスク ブ ロ

ック が 直 接 に111つ のBlqlBと リ ン ク を取 る 。

2つ の コ ン ピ ュ ー タ⊥ の 中 に あ る テ ー ブ ル が 端 末 機 を 表 現 す る。

(Pタ ー ミ ナ ル ・コ ン トロ ー ル ・ブ ロ ッ ク'(termfnalcontrolblock)

≦TCB>が キ ー ボ ー ドと そ の 端 末 機 の デ ィ ス プ レ イ 部 分 と 関 連 して い る。

↓2}パ ラ メ ー ターkiコ ン トトロ・一 ル ・フ1ロ ,物 ク(parametlercontrol

block)<PCB>が ベ ッ ドサ イ ドに あ る生 理 学 的 設 備 と関 連 して い る 。

ぞ れ ぞ 鋤 端 末機 に対 応 し て い る最 初 の 固 定 長 の ・ パ ・ 吉 川 ブ ・ ・ク

は コ ア に常 駐 して い る 。 基 本 的 に は、 こ の ブ ロ ッ クは 患 者 と 端 末 機 が1対1

に 対 応 す る よ うにBCBを 拡 張 した も の と言 え る。 ・ 、,t、 、い,

TCBをBCBか ら 構 造 上 分 離 す る こ と に よ っ て、1つ の ベ ッ ドに 対 し て

い くつ か の 端 末 機 を 設 置 してざ 独 立 的 か つ 非 同 期 に機 能 さ せ る こ とが 可 能 に

な る 。 とれ'に'よ っ て 、 看 護 婦 詰 所 の 端 末 機 と ベ ッ ド ・サ イ ドの 端 末 機 は1つ

"`■'
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のベ ッ ドに対 して 同時 に 働 くこ とが で き る のでttある6

TCBは デ ィスプ レイ の生 成 とデ ー タ を キー イ ン に関 連 す る情 報 を含 んで1

い る。 端 末 機が情 報 を英数 字 や グ ラフ をデ ィ スプ レイ、す 尋之 とをソ フ トクェ

アが 援助 ず る。英 数 字 の デ ィス プ レイ を作 る時 に はFgRT!RANの す べ て形 、

式 ステ ー 』・ 一『.』 一 一;

TABLEI
トメ ン トTerminalControl'Bl'ock(TCB)…

能 力が 利

用 可能 で

あ る。 ベ

ク トル生

'W

ordsp*・ Description

成 用 のサ

ブ ルー チ

ンが 図で

表 わさ れ

た情 報 を

デ ィスプ

レ イ す る。

ベ ク トル

と文字 を

生成 す る

サブルー

P

P

1

2

P
昌

D
扇

Z
J

盈4

・5-8

9-10

11-13

14.-21

22-31p

32-47

48

49P

50

Terminalnumber .・.＼,

Addressoftaskblockincontrolof

thetermina1『 ・'… ・1'そ

B・d・ ・nl・ ・lb1・ ・k・u叫 司 ・ ・ 一…
,

Hardwarebitmaskforlightsand

dsplay'一 …

DsplaytmodeＬscalefactors;,

Dsplayoriginforkeyboardentry.

DsplayoriginforFORTRANIOCR;

Dsplayscalefactors... 、

Specialfunctionprogramnames.

Keyboard'bufferandpointer.

Timeofdataentry.
、、き;パ ・

Digitalinputaddress.

Reserved.ミ ・

*NOTE:
`P・meansst・ ・ag・p・ ・t'e6t・d

,・ ・d・'blti・k

§paCemeanSnOtprotected-:.:・tt・1.ゼ ー

チ ン はTCBの ス ケ ー リ ソ グ ー フ ァ ク タ ー(scalingf.actor)を 参 照 .す

る。

FORTRANで 使 わ れ る整 数 型 変 数 と実 数 型 変 数 を端 末 機 の キー ボー ドを

通 して タス ク ・プ ロ グ ラム に入 れ るこ とが で き る。 あるキ ー ボー ドが あ るタ

スクに よって指 定 さ れ る と、 その タ スク ・プ ロ グ ラム の為 に デー タ を入 れ る

こ とが で きる よ うに なる。15文 字 まで の情報(数 字、 マ イ ナス 符号 、 ブ ラ

ンス・ 小 数 点)をTCBの 中1のバ ッフ ァー に入 れ る と と炉 で き る・,個 々 の デ
一-168一
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一 夕は7㍗ ク叉 よ
'つ.て区切 られ るか ら'fつ 以 上の畦 入ぷ ことが可 能.

で あ る 。 例 え ば 〔130.0005-130〕 と い う ス ト リン グ は3つ め異 っ
"

,iノ

たデ ー タを表 わ してい る。TIOCRサ ブ ルー チ ンは この 文字 』ス トリン グ を

TCBか らタース ク ・プ ロ グラ ム に移 し、そ れ はFORTRANが 実数 値 と整 数

値 に 変換 す 1る。

あるTqB .と特 定 の タス ク ・ブ ロ ックに1人 の患者 の仕 事 を す る為 に リン

クす る ことが で き る。 端末 機 のデ ィス プ レ イ装 置 とキー ボー ドは 、TIOCR

のサ ブルー チンで あるATACHを 呼 び 出す こ とに よって、 あ る タkク に指-

定 させ る こ とが で き る。 こ のサ ブ ルー チ ンは タ ス ク ・ブ ロ ック の中 に あ る タ

ー ・ ナ ル ・ア タ ・チ ト ・フ ラ ・ぞ ～・

.・∫mi・ ・1・ ・tacb・ ∵ ・gl

を セ ッ ト し、TCBの 中 の タ ス ク ・ブ ロ ック ・ア ドレ ス を セ ジ トす る 。

このようにして・タスク プ ロ㌘ ムは⊃そρ畦 タスクロ 〇 一㍗

一 ス を 使 わ な い で
、 デ ィ ス プ レ イ した り、 キ ー ボ ー ドか ら デ ー タ を受 け と る

' 、パii"三

こ と が で き る 。 あ る端 末 機 が あ『る タ ス ク・に 結 び つ け られ る と、 他 の す べ て の

プ ロ グ ラム は ソ フ トウ ェ ア ・マ 入 ク に よっ てそ の端 末機 を使 う こ と を 禁 じ ら

れ て しま う。1・ ・'・'

2番 目 の可 変 長 の パ ラ メ ー タ ー ・コ ソ ト ロ「一ル ・ブ ロ ッ ク は 、 設 置 さ れ た
t';It・ 、i,:「t't,'

モ ジ ェー ルが オ ン ・ライン で ある間 だ けい ダイナ ミ ック に予 約 され てい る。

この ブ ロ ックはモ ジ ュ・一 ルだ け に使 わ れ るア ドレス とスケー リ ング に関 す る
エ ハ 　 ト 　 　 エ

情 報 を 含 ん で い る 。PCBを ダ ィ ナ ミ・ヅ ク}に 配 置 す る こ とに よ っ て 、 ベ ッ ド
ベ ピ は の

サ イ ズの設 備 に可 変 機 能 を 与 え て い る。

基 本的 には、PCBは 設 置 さ れ た モ ジ ュー ルがf人 の患者 を直 接 的 に 関連

す る よ うに、BC馳Bを 可 変 的 に拡 張 した もので ある と言 え る。
～

t"れ そ れ の、BCβ ・の 宇 に は・ 活 動 して い る設 置 モ ジ ュー ル に対 して コ ン ト.

ロ ー ル ・ブ ロ ック に リン ク す る 為 の エ リ アが 予 約 さ れ て い る。2ワ ー ドが 病

室 に あ る`ト ラ ン ス'ジ・ゴー サ ー ・ア ク テ ィ ブ`ボ タ ン の そ れ ぞ れ に 対 して 予

約 さ れ で い る・♂ い トラ ヅ ス ジ ュー サ ー ・ア ク テ ィ ブ`ボ ダ ン を 押 す ご と に よ

っ て モ ジ ュ ー ル は オ ン ・ラ イ ン に な る 。 設 置 さ せ た モ ジ ュ ー ルが オ ン ラ イ ン

.'1・ 「1今9-『 、、い ,、,。 、.一=



に'商 と、'パ ラ メ ー ター ヨ シ 守 ・ 一 ル げ 鞠 ク が ダ イ ナ ミ ・ク に予 納

・れ2
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結 論

,.この コンゼ 。一 夕_・ シ ズ テ ムは、 端 端 の ブ ・ ト列 プを 醜 『し亡

1969年6月 か ら稼 動 し てい る。'MI』RUの イ'969'年10月 に 設 置 さ れ 、

そ こ には コ ソ ピ ュ ・Lタ ー と設 備 力㍉2っ の 病 室 ど2う の 研 究 室 で の 研 究 を す

.㍉,

る為 に導入 され た。 動 物 研 究 室 の導 入 は1970年 に 計 画 さ れ.たP

・の馴 なMiRUシ 巧 磁 障 確 賢 ピ‥ 頭 めからうまく受け

入れ られ た。我 々 は、 シ ステ ムの開発 に従 っ て、 い くっ か の ス テ ップ に分 け
'1・r .1∵11:;

て 受 け 渡 し を 行 っ て い っ た 。 ・ 一

川 臨床研究員 は、 ・のプ ・グラムの初 めか ら、 シズテム'ブ ラニ ジグ
せ 　 ヒ し

の中 に組 み 入れ られ て い た。 ハー ドウ ェア機 能 や物理 的 な配 置 に 関す る彼 ら

の意見 は、 十 分 に考 慮 され、 可能 な限 り取 り入 れ られ た。

(2}臨 床研 究 の環 境 の 中 で の実 施 テ ス トを行 う為 にプ ロ トタイプが 作 られ

た。 これ には次 の2っ の意 味 が あつた'。'1つ ば と の装 置』をテ ズ ドす る こ ど、

もうfつ は ス タ ッフ達 を シス テ ム に な れさ せ る ど とで あ る。't'

{3、1拡 張 され た端 末 機1を 採 用 す る こ とに よ っ て、 す で に働 きす ぎ であ

るス タ ッフ に課 せ られ る不 慣 れ な仕事 の 数 が最 小'に な った。

感 謝 の言 葉

、著 者 はN'現 在SharedMedicalSystemsCorp.に い るJearyVogt

氏 に多 大 の感謝 を して い る 。彼 には監 視装 置 の選 択 とベ ッ ド硫 イ ドの設備 た
■

対 す る デ ィ ジ タ ル ・コ ン ピ ュー タ ー の イ ン タ ー フ ェー ス に つ い て の 概 念 と デ

ザ.イ ソ に 関 し て教 え を受 け た か らで あ る 。.

付 録

医 学 研 究 用 の 端 末 機 は、・マ ル テ ィ プ ロ グ ラ ミ ン グ 、 エ グ ゼ ク テ ィ ブ

(MP～Oを 備 え たIBM1800のDataAcquisitionとConirolSy-

stemの も とで 開 発 さ れ た 。't

IBM1800が 適 ,当 で あ る とい うの は 次 の 点'ecよ る 。

(a>ア ク セ ■ タ!イ ム が2マ イ'ク ロ セ カ ソ ドで あ る32Kワ ー ドの コ ア は 、

1ワ ー ド16ビ.ッ ・トでf2掴 め デ ー ダ ・チ ャ ン ネ ル を 持 っ て い る 。

∵.一 †71一



(b).3個 の ダ イveト'ア ク セ ス'デtス ク 媒1 'f"イ ス ク当PS.qOK

ワ ー ドを記 憶 し・ そ の 転 送 速 度 は毎 秒55Kワ ー ドで あ る。

(c)毎 秒60Kバ イ トを 転 送 で き る テ ー プ 装 置 、が2台 あ る。

(d、 毎 秒300イ ソ ク リメ ソ ト(increment)を 転 送 で き6水 平 な デ ジ

ィ タル ・プ ラ ッ タ ー 、(digita .1plotteDが あ る 。

(e)'毎 分50 .o枚 の カー ドを読 み 、 毎 秒60'カ ラ ム を パ ン チ す る カー ド ・パ

ン チ装 置 が 付 属 し て い る 。".一

(f)毎 秒20Kを ア ナ ロ グ か ら デ ジ タ ル に交 換 す る コ ンバ ー ター が あ る ・

プn・.グ ラム は8・11・14ビ ヅ .トの情 報 ・..64'の ア ナ ロ グ ・イ ン プ ッ ト)

1'5ボ ル トの 情 報 を解 析 す る こ とが で き る。

(9>4っ の デ ジ ィ タ ル ・ア ナ ロ グ ・コ ン バ ー ター が あb、 出 力 電 圧 を同 時

に送 り 出 す 。

(h、128カ 所 で デ ィジ タ ル ・イ ン .プ ッ トを'す る こ と.がで き る。

(i、128カ 所 に 電 子 接 触 オ ペ レー タ ー が あ る。

・(1、32個 の 処 理 割込 み が あ る 。

(kl電 圧 に 関 し て、16個 の 処 理 割 込 み が あ る 。

{1、f2個 の 割 込 み レ ベ ル が あ る 。

lin>・'3つ の イ ン ター' .ミノレ・'カ マ ー(intr .ltime「)埋 る ・ 『KHz

4、KHz、64Ws。

図 型 表 示 シ ス テ ム はTek・tronix .デ ィ ス プ レイ に 基 本 を 置 い て い る。?t

の 強 い研 究 室 に お い て はConracテ レ ビ ジ ョン ・モ ニ ター を稼 動 さ せ る為

に モ デ ル4501のScanConverterが 採 用 さ れ て い る 。病 室 で は 、 端 末 機

の稼 動 が よ り少 な い の で 、 モ デ ル,6 .01(6イ ン チ ・ス ク リー ン)の デ ィ ス

プYdが 使 わ れ て い る・ 看 護 婦 詰 所 で は モ デ ル611@Uγ チ つ ク リ

ー ン)の デ ィス プ レ イ が 使 わ れ、 医 師 の ラ ウ ン ジ も し くは コ ン ピ ェ一 夕一 室

で は 卓 上 端 末 機 が 普 通 用 い られ て .hる 。 モ デ ル611デ ィ ス プ1ノ イ装 置 は も

っ・ども品 質 の 高 い、も の で あ る。 すNて の デ ィ ス プ レ、イ か らのX軸 ・Y軸 か ら

の イ ン プ ッ トはそ れ ぞ れ に対 応 す る .2.Dopデ ジ タ ル'・ ア ナ ロ グ ・コ ン バ ー タ

ー に結 び つ け られ る
。 そ れ ぞ れ のZ軸 く ビー ム ・コ ソ5ロ ー ル 〉 は離 れ た と
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こ ろvaあ る=VOト ・ 二 ・ク ・コ ン タ ク・ト ・オ ペ レ ー タ、(・
,}i・ect・o・i・

cont・act'opetate))に 送 ら れ た 。 そ れ ぞ れ の デ ・イ〆ス プVイ か .ら送 ら れ た

消 去 ラ イ ゾ は デ ジ タ ル ・イ ン プ ッ トと コ ン タ ク ト..ポ イ.ソ トに結 び つ け られ

る。 高 速 の コ ン ピ ュー タ ー で 作 られ た 情 報 を 受 け と る為 に 、 モ デ ル4
.501

はZ軸 の 信 号 か らイ シ'プ:ッ ト・のlr'ラ イ ト… モ ー'ド(,Writemode),↓ に 変

え る為 に トラ ン ジ ス タ ー ・ス イ ッ チが 必 要 と さ れ た 。

生 理 学 的 な設 備 はStathamのSMシ リ ー ズ の 標 準 医 学 セ ン サー に 、 部

分 的 に 組 み 立 て 回路 を 使 っ て組 み 立 て られ た 。Stathamキ ャ ビネ ッ トの 後

ろ側 の パ ネ ル や す べ て の モ ジ ェ ー ル は、 す べ て の モ ジ ュー ル に 対 して ア ナ ロ

グ 出 力 信 号 が1つ の チ ャ ン ネ ル に 集 ま る よ う に 再 配 線 さ れ た 。 そ れ ゆ え 、 コ

ネ ク ター の 位 置 は デ ィ ジ タル ・イ ン ター フ ェー ス と関 係 を 持 た ず に 自 由 で あ

っ た 。 多 くの 場 所 に信 号 を送 る の に、 ラ イ ン ・ ドラ イ バ ー(1inedriver)

を 取 り つ け て 出 力 イ ン ピー ダ ン ス を 低 くす る と い う方 法 が と られ た 。 す べ て

の トラ ソ ジ=一 サ ー ・コ ネ ク タ ー は12個 の ピ ソ を もっ コ ネ ク タ ー に 取 り換

え られ た 。 余 分 な ピ ン は デ ィ ジ タ ル 情 報 の 為 に 使 わ れ る 。

キ ー ボ ー ドは35個 の ス イ ッ チ ・ボ タ ン と ラ イ トか らな っ て い る 。(こ れ

はHoneywellのKBシ リ ー ズ の もの で あ る。)そ れ ぞ れ の キー ボー ドか ら ・

の デ ー タ 回 線 は 並 列 に8個 の デ ジ タ ル入 力 点 に結 び つ け ら れ、 入 力 情 報 を処

理 し よ う と試 み る 。 デ ィオ ー ド ・コー デ ィ ン グ(diodecoding)が ラ イ

トの つ くプ ッ シ ュ ・ボ タ ン か らの デ ー タ信 号 を 一般 化 す る為 に 用 い ら れ て い

る 。処 理 時 間 の 割 り込 み の 高 い レ ベ ル は、 キー ス トロー ク に対 す る ミ リセ コ

ン ドで の 反 応 を確 保 す る為 に 使 わ れ る。

IBM1800の マ ル テ ィプ ロ グ ラ ミン グ ・エ グ ゼ ク テ ィ ブ ・オ ペ レ ー テ

ィ ン グ ・シ ス テ ム は コ ソ ピ=一 ター の リア ル タ イ ム ・モ ニ ター で あ る。MPX

は 、 デ ー タ 入 出 力 装 置 、 ユ ー ザ ー ・プ ロ グ ラ ム ペ 自 動 プ ロ グ ラ ム ・ス ケ ー ジ

ュ ラ ー 、 オ ン ラ イ ン の ハ ー ドウ ェ ア診 断 、 リ ア ル タ イ ム、・ル ー チ ン の為 の タ

イ ム シ ェ ア リ ン グ、 処 理 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム、 そ し て バ ッ ク ・グ ラ ン ドの

処 理 な ど で 起 る割 り込 み を 自 動 的 に扱 っ て くれ る 。MIRUシ ス テ ム で は 、
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プ ログ ラム の実 行 の 為 に これ らの エ リア を与 え て い る。 そ れ らは、 特 別 のコ

ア'ロ ー ド繊(SPAR)・'ア
.㌃,ド 領聾 亘 可 変的㌘ 珊 域で

.ある↓ぴ 旗 リアはそれぞれ1'遠 眼 応 と轡 鱒 時助 力 触 ・

普通の反応 と普通の実獅 問のラの ム・.そしズ顕,嘩 い呼 も・案

頭 はさ膏 あ㌍ ラごがアrケニシぷ る.
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デ 夕 ・ バ ン ク

著 者 デ ヴ ィ ッ ド ・デ ィ ロ ソ ジ

ニ ュ ー ヨ ー ク市

ナ イ ザ ッ ク ・コ ソ ピ ュ 一 夕ズ 社

グー テ ソ ベ ルグ の印刷 術 以 来、5世 紀以 上経 っ て、今 日で は 書 籍 、 新 聞、

カ タ ロ ク、 電 話 帳、 月刊 誌 、 そ の 他 沢 山 の、 有 用 か つ経 済性 有 る広 範 な印 刷

メ デ ィア が 氾濫 してい る。 一☆

コ ン ピ ュー タの歴 史 は、 ほ ん の20年 。 そ め コ ンピ ュー タ と云 う名が 示 す

様 に・ 初 期 の製 作 者 やユ ー ザー は、 強 力 な計 算機 ど しがみ て居 友か っ た。 そ

の大 量 、 か つ 低 コ ス トの 蓄 積 性 能 を利 用 す る ご とで 、 コ ンピ ュー タ を情 報 機

械 とユ ー ザ ーが みな し始 めた の は、 ほ ん の こ こ2べ3年 で ある。

今 や 、 コ ン ピ ュー タ ・シ ステム が 情 報 源(infornfationresources)

として、 ど れ も〆全 く新 しい、 巾広 い応 用 面 を有 す る と知 られ始 め た 。 これ ら

情報 源 は 、,急 速 に発 達 中で あ る。 事 実 、 印 刷 メ デ ィ アの発 達 に比 べ れば 、 技

術革 新 や進 歩 の早 さは、 め ざま しい。 太章 で扱 う情 報 源 ぱ すべ て、 一般 実 務

用か、 実務 用 に開 発 途上 の物 で ある。似 た様 在 デニ 万 ニパ ソ クが幾 つ か の機

関 で 、そ の専 用 々途 に合 せ、 設 立 中。 こ こで の 目的 は、発 達 中 の コ ン ピ ュー

タを基 盤 とす る主 要 種 類 を幾 つ か取 り上 げ てみ よ う。 他 に も幾 つ か の分 類 が

有 るが、 実行 可 能性 を既 に試 した中 か ら選 ん だ。 一'

デ ー タ ・バ ン ク、情 報 サー ビ ス、 情 報 産 業ミ 名 称 は何 で あ ろう と こ れ等 が

印 刷メ デ ノア と比 較 され るの は何 故 か?'デ ー ダ ・バ ン クに保 存 す る 資料 の

種類 は、大 低 の 場合 、 リ ス ト、 名簿 類 、 作表 又 は回 禄 の、 印 刷物 に成 っ'て居

,る こ とが 多 い。 その 他 は、 フ ァ イル状 。以 上 の物 は 、印 刷、 或 い ば タイプ 、

、1.,手書 きの こ と も有 る・ 印 刷 メ デ ・ア と同 様・ ・ソ ピ ・一ータ も・ 大 量 の固 定 デ

三 夕 を 一定 の シー ケ ン スで、 ハ ー ド ・コ ピイ形 状 で 保存 す る事 も出来 る。だ

が、 コ ン ピ ュー タ ・ベー ス の情 報 に新 しい次 元 を加 え るのは 、 数 々の その 他
一1]77-'

、



の特 性 で あ る。勿論 、 そ の殆 ん ど は、 印刷 物 で も可能 だが・ 大 変 な苦 労 ・ 時

間 、費 用 が か か る。 コ ン ピ ュー タ と適 切 な ソ フ トウ ェア を利 用す れば ・ ヒの

様 友数 々 の機 能 が 自動 的 に行 友 え る。

デー タ ・バ ン クが行 な うこ と

サロ ミ

与Lタ 『∴ ・シ ク情 轍':/'tt-

・
。 愛 重 追 加 ご 諭除 ぶ 患 い 吐 ま。

o検 索 様 々 の望 み の形 式 で検 索 で きる。

。 操 パ 綜 以前庇＼σ ぼ 方 ニシ。ソ)『癬 だ る。

・融 合ぜ 酬 を勝 二若 ・ソ・と糸」み今当 る・

冷1蒜 デニ・内(zi…夕ー ソを繍 出来る様剛 兵 も必要 姑 ㌘7

形状 で表 示 で き る。

t'
o選 択 指定 基準 に合 うデ ー タだ け、発 出 す る。

-6伝 達 ゴ
ソピ ュ三 夕ー適 合 、 フ ォー マ ッ トにの せれ ば、長 距 離 伝 達 可

」能
。

多様 化 ず る種穎 の情 報 サ ー ビ スは 、将 来、 ど の コ ン ピ ュー タ装 置 に も重要
♂ 、 ・i

とな ら'て来 る:情 報 は端 末 装 置 を通'っ て、 印 刷形 式 或 いは音 声出 力 と して 利

用 す る∴ この様 な サー ビス は、 公益 事 業が 行 な うで あろ うが 、 コン ピ ュー タ

ー タ イ ム や蓄 積 の仕 事 は大 半、 タイ ム シ ェ ア リン グ会 社 が行 な ってい る。 事

実、 タイ ム シ ェア リン グサ ー ビス の仕 事 を押 しす ふめ る乏 自 然 そ うな る。 も

う、"大 低 の コン ピ ュー ター 装 置 で 、合 衆 国 の経 済 統計 とか航 空会 社 の輸 送 率

とか の情報 を、 独 自 の コン ピ ュー ター ・オ ペ レー シ ョンに使 用 す る目 的 で入

手 し始 め て居 る。.

之 の様 なサー ビ ス の範 囲が拡 が っ て便利 に な る につ れ、 それ ぞ れ の コ ン ピ

ュー ター をエ ン ド ・ユー ス コン ピ ュー ター につ ない で 拡 げ て行 くと想 像 出来

る6例 え ば、 広 範 囲 な出荷 作業 を行 な う会 社 で は 、そ の コン ピ ュー タrで 別

左配 達方 法 を分 析 してみ る こと も有 る。 プ ログ ラ ムの 妥 当 左個 所 で 、計 算 に

必 要 な沢 山 の率 を 出 す為 に コ ン ピュー ター を自動 ダイ ア ル化 して 出荷 率情 報
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サー ビ スを受 け る とと も出 来 る。 ユ ー ザー が希 望 す れば、 コ ン ピ ュー ター は

サー ビス か ら必 要 左情 報 を得 る 費用 を まず 見 積 り、ピ実際に価格計上す る前にオ

ペ レー ター に表 示 して承 認 を得 る手 続 き も行 な う。 も っ と進 め ば 、 ユ ー ザー

が この種 のサー ビス を使 い こ なす の に熟 練 す れば、 自動 ア プ ロー チ等 もご く

有 りふ れ な もの と在 る。.・ ∴ …

コンピー之 一の応用範囲鋤 がるにつれは の種のぽ サゴ スが広範

囲 に わ た り、 経 済 的 にひ き合 うか ら、 沢 山 出 て来 る と思 う。 同 一 の 共有情 報

のユ ーザ ー に と り、 そ れぞ れ別 のデ ー タ ・六 シ ク を作 って、 個 々 に大 量 の関

係 フ ァイ ルを保 存 してお くのが 引 き合 わ ない と思 うか らで ある。'

他 の コ ン ピ ュー ター に よ る情 報サ ー ビ ス業 は、 コ ン ピュー ター'・ユ ー ザー

を相 手 にせず、 む しろ この様 な特 殊 資 料 を求 め る人 達 、 た とえ ば 持 家 希望 者 、

論 文作 成者 、:高卒 者 、求 職 又 は 求 人 者 等 を対 象 とす る。 或 る場 合 は1資 料 の

提供者 が 情報 セ ン ター に得 た仕 事 に対 してサ ー ビス料 を払 う し、 他 の場 合 は 、

資料 の ユー ザー が支 払 うこ と も有 る。<1

一 情報を金に変える－

es

げ

・
・

初 期 の情 報 サー ビス分 野 で 、経 済性 要 因 を うん ぬん す る のは むつ か しい。

デー タ ・バ ン ク に は 巨大 な先 行 投資 が要 る。 次 に は、 その管 理 、運 営 に、 継

続 して金 を 食 う。 は っき り した必 要 性 が無 くて も、 客 先が 提 供 され る情 報 の

種 類 を熱 心 に待 ち構 え て居 る位で 有 れ ば 、 その サー ビスは、 ま あや っ て行 け
,

る 。

営業 を ス ター トす る 一

始 め る に当 って、 情 報 の必 要 性 を慎重 に分 析 し、 情 報 入手 コ ヌ トを妥 当 に

見積 り、 サ ー ビス を 経 済 的 に引合 う価格 で 決 め る。 デー タ を何 百 回 と無 く引

続 い て使 用 す る大 企 業 は 、月 に$100(約¥36,000-)以 上 で も喜 ん で

支払 う。 将来 の希望 と、 ふ とこ ろ具合 に合 わせ て 大学 一覧 表 をみ た い 高 卒者
一179一



で あ れ ば 、$1'5J(約¥5.400)程 度 で あ るP例 え て 云 え ば こ の 二 種 の デ ー

タ ・バ ン ク を設 定 す る 上 で 、'コ ス トが 大 巾 に違 っ て 、 む つ か しい 為 に、 こ の

両 者 が 共 存 理 由 を 有 し、 かxる サ ー ビ ス が 共 に現 存 す る。,

次 の 段 階 に進 む と決 定 す れ ば 、 シ ス テ ム 設 立 の 為 に 、 段 階 を 練 る 。 次 が そ

の考 察 す べ き諸 要 因 と な る 。(下 表 参 照)

oデ 三 夕 を準 備 す る 。

と の 手 順 に は、 デー タ 構 成 、 必 要 左 コー デ ィ ン グ 、'イ ン プ ッ ト又 は ア ウ ト

プ ッ ト用 フ ォー マ ッ ト、 デ ー タ の キ ー ・ワー ド又 は イ ン デ ック ス 、 必 要 な 抽

出作 業 、 類 似 要 因 等 を 含 む 。 更 に生 デ ー タ ・ソー ズ を 決 定 し、 ζ れ を コ ン ピ

ュー タ ・'イ『ソ プ ッ トに 変 え る 手 続 き も 含 む 。

oデ ー'夕 ・イ ン プ ヅ ト

これ に は 、 デ ー タ ・バ ン ク の 開 始 設 定 と、 そ の 更 新 の 再 手 段 を 含 む 。

oデ ー 々操 作(マ ニ ピ ュ レ ー シ ョン)

デ ー タ を 伝 達 し、 或 い は 、 ア ウ トプ ッ トと して 取 捨 を 行 な うに は 、 ソ フ ト

ウ ェア 開 発 が 必 要 。

oデ ー4・ ア ウ トプ ッ ト

ユ ー ザ ー が 直 接 に ア ク セ ス 出 来 る か?交 互 作 用 能 力 は?印 字 レ ポ ー ト又

は 形 式 は?コ ン ピ ュー タ ー テ ー プ は?或 い は 、 こ れ 等 の 組 み合 わ せ か?

6請 求 書:作 成 手 順

使 用 す るア ウ トプ ッ ト形 式 、 及 び、 ユ ー ザ ー が 加 入 者 か 又 は サ ー ビ ス 一 回

切 り か 、 時 た ま の 利 用 者 か に よ力 決 ま る。 これ は大 事 な こ と で 、 た とえ ば 、

ガ ソ リン ・ク レ デ ィ ッ トを ク レ デ'fッ ト ・セ ン タ ー で 調 べ る。 ガ ソ リ ン ス タ

ン ドの店 員 の場 合 、 カ ー ド発 行 者 の ガ ソ リ ン 会 社 が 支 払 う 。 或 い は 単 に、 ユ

ーーザ ー が 必 要 な デ ー タ を 入 手 し た 際 、 一 定 料 金 と す る。 予 約 制 な ち 、 会 員 制

又 は 契 約 方 式 に しろ 、 一 定 料 金 で 行 くか?で な け れ ば 、 一 定 料金 に 問 合 せ

回 数 毎 の 料 金 を 加 算 す るか?↓1. .t./

デ ー ダ ・バ ン ク 運 営 方 式 を 概 略 、 分 類 す る上 で,上 記 五 段 階 の違 い を は っ

き り さ ぜ て お・く こ と。
'二
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入 力 装 置 出 力 装 置

勾'

鯵

↓

報 告書作成

デLタ ・テープ

コ ソ ビュー 々

貯 蔵 デ ータ ・"くシク 芸一 夕の処理 ∋ ㌘㌶倒

デー クバ ソクの更新

フ

要求したデータ
の受理

質 疑 応 答

o史 料 デ ー タ ・バ ン ク

第 一分 類 は 、 史料 デLタ ・バ ンク6こ の種 は 、累積 又 は非 累積 型 の いつれ

か。 累 積型 は時 系列 資 料 、 即ち 過 去の 一 点 で 始 ま って 次の 資 料 が 入 手 す るに

従 い 、連 続更 新 す る資 料 を 含 む。 即 ち、 デー タを"累 積"す る。 非 累積 型 は、

過 去の 或 る時 点で の情 況 ・を 概 説 す る。

例 え ば、 最初 の例 は∴合 衆 国経 済資 料 で あ る。 色 ん な機 関 の エ コ ノ ミス ド

達 が 、GNPぱ 国 民 総生 産)、 失 業 率 、 消費 者 物 価指 数、 そ の 他 、も ろ も ろ

の 測 定値 を利 用す る・6'"t-iダ57年 に 、 ニ ュー ヨー ク市 所 在 の大 会 社25社 か

ら成 る グ ルLプ が 、〉主 と し'て銀 行 と保険 会社 だが ご"プ ロジ ェ ク'ト ・エ コ ノ

ミックス"と 云 う共 同実 験 調 査機 関 を設 立 した;こ れ を母 体'と し て:合 衆国

経済 資料 を 提供 す る ザ ー ビス業 が 二社 、 発 達 した。 ゼネ ラル.』 ニレ ク ト'リッ

ク とラ ピデー タで 、共 に ニ ュ]ヨ ー クに 有 る○

この 合弁 が ス タニ トす る以 前 に 、 会員 各 社が独 自の 経 済時 系 列 デ ー タを継

続保 存 して 来た 。 フ ァ二 大 ド ・ナ シ ョナ'ル ・シ テ ィ ・)ミシク あ 主任 エ コ ノ ミ

ス ト、 ロバー ト'■E・)レ イ ス{三 よれ ば 各 自 がfOOシ リー ズ保 存 した だけ で 、
-1 181「
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'k

月 当 り保 存 料 は シ リー ズ$1.75(約630円)で あ り 、1ケ 月 で$175

(¥、6'1'5.・・q)、 年 間$・ ・f・ ・(¥756・ …)と な る・ ゼ ネ ラ ノレ ◆エ レ ク

トリ ヅク社 の時 分 割 グ・‥ プ との 期 作業 で ・ この カ ー ブ は ・ ㍗ パ ㌘ .

D・C・ .研砂 ブ ・レ・キ ン グ ・イ ソ ステ ・テ=・一 シ ・ンか ら締 時 系 列,200

近 く、1947年 か ら、 入 手可 能 の最 新 デー タ まで ・ を 入 手 し ・GE265コ

ソ ピ ュrヲ ニ 用 の適 切 な フ ォー マ ッ トに変 換 した 。 まず 、 この グル ー プの各

奈員が、政府 白書 その他の統計機関か ら入手 した 最新の数字を入れ て、約

12・ つ つ の シ リ._ズ を 保 存 割 当 て を うけ た 。 そ の 後 、 こ の プ ロ ジ ェ ク トは ・

'G
E'社 も 自体 の経 済 デ ー タ提供 サ ー ビ スを継 続 し て行 な っては居 るが 、 ラ ピ

デ_タ 社 に継 承 され た.そ の 上、 多 数 の ユ ー ザー に デー タバ γク継 帽 任

を分 担 して受 持 たせ る と云 う試 み も うま く行か ず 、 現 在 ・ 資料 更 新 は ・ 国 立

経済研 究所 で行 なっている。現在 利用 出 来 る時 系列は 、500～600に 増 え

た。

i>Vイ ヌ に よれば
、1969年 の初 め は 、 月 間、,保存 料 と協 力 プ ロ グラ ム の

支 払 いは$6・ ・(約¥21・6・ ・)以 下 で 済 ん だ ・'とす れは シFズ 月 当C)

の チェ ック、更 新 及 び即 時 ア クセ ス料 は12～14セ ン ト(約¥431『0)

に なる 。 この グルー プ の ユー ザー が次 第 に増 えれ ば ・ コ ス トが 下が るか ・ 資

料 ベニ スが拡 が るか で あ る。 ル イ ス に よれ ば 、今 迄 の所 、 この グルー プは 岡

三価格 を 維持 し、 利 用で き る シ リー ズ 数 も 増 え、 プ ログ ラム も向 上 し てい る

そ うで あ る。 コ ン ピ ュー ター が 一 層能 力 を増 し、 デー タ保存 料が 下 が れば、

ナ_ビ ス業 も 、 コ ス トが 安 くな るか 、 利 用で き るサ ー ビ スの種 類 が 増 え て・

次第 に も っ と利 用 され る様 に な る。

ゼネ ラ ル ・エ レ ク トリ ック社 の現 在 の運 用法は 最 上段 の プ ロ グ ラム図 解の

通 り。 ユ ー ザー は 、 特 定 の数 字 、統 計 測定 値 、 時 系 列 プ ロ ッ,トの いつ れ も人

入㌧
手 出 来 る点 に注 意 。 時 系 列の組 み 合せ が時 が 経 つ につ れ 増 え て 行 けば 、 数学

上 の サ ブ㍑ ル_テ ィゾを シ スデ ムに加 え て行 け る。GE社 は今 は・ ス タン ダ

ー ド ・ア ン ド ・プー ア社 か ら、そ の デ ー タの大 半 を 入 手 し て いるの で 、ユー

ザー はS.ア ン ド ・P社 の 加 入 者に な る必 要 も あ る。
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非累 積 型 史 料 デー タ ・バ ン クの 実例 を 、 次 の 図 式 で 示す 。 バ ン カー ・ラモ

は 、 全米 の株 式取 引所5ケ 所か ら、 株 式表 示機 の情 報を集 め 、1-一日の 取 引 き

終了 時』に、 コ ン ピ ュー ター テ ー プで 読 み取 る。 次 に このテ ー プ を ラ ピデー タ

に 持ち 込 み 、 そ こ一で 、 当 日及 び 当年 の終 り値 、高値 、 低値等 を 各株 式 に つ き

12』 滅 し、'り.ケAl・$・ ・(¥18,…)払 えば、 加 賭 ・・流 して く

れ る。 こ の ヂ≡・タほ 、・翌 日、市 場 が 開 けば 株 価 は変 って来 るの で 、 史料 デー

タで あ る 点 に留 意。

本 来 、 同 一 デー タが 、 ウ ォー ル ・ス トリー ト ・ジ ャー ナ ルで 分 るの に、 な.

ぜ 加 入者 が要 求 す るの か?例 えば 、 投 資家 が い つ も株 式 相場 を み て 、年 間

高値 の 寺 で売 りに 出 る物 を探 して い る と しよ う・ そ ん塒 投 資 すれ ば ・株 価

下げ要 因 が持 ち 直せ ば、 今度 は 急 イ申す るか も鯛 な … コ,ソ ピ ー一 滴 合 フ

・一 マ ・.!の 株 価 が 入 軸 来れ ば・ 自分 の コ ン ビ・ニ タに 裁 入 れ るt'ltrで

当 日引け 値 と年 間高 値 が比 較 出 来 、.判定 基準 に 合 う物が分 る事 にな る。 コ ン

ピ ュー タ用 の デー タが あれ ば 、大 きな メ リ ッ トを生 む。 ド 、/,

禽
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鳴

,
・
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出 力

●

■

偏

入 力

(食 料品倉庫).、

○'○ 域

○○ 、地
○#20

O地 ○域 ○

○#○

ス ピー デ一 夕

デ 一 夕 ・'バン ク

マーガリン報 告 書
、

地 方 出荷

マーケットの パー

セ ンテー ジ価 格

小売#(EST)

小 売 利益rEST)

× 醐⌒
その他の麟 ⇒

情報サー ビろ(ア クセス不能)・ 広範囲に

データを鴎 辱 》 但 玲 ユーザーの琴

求疏 じ
,て処煕 レポ「 ト`警 障 る,,

●
P
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情 報 サー ビ ス

基 本的 に は、 二種 の 情報 サー ビ スが有 る。 どち ら も、 本 来は 、 常 に 更新 し

て行 く分厚 い年 鑑 類 を 保 存 す るの が 目的 で 、 一 方 の サ ー ビスの ユー ザ ー は

デー タ ・バ ン クに直 接 ア クセ ス 出来 る。他 方 の 報 告 書 類 は、 特 定 ユー ザーの

要 求に 合 せた 特 殊 な もの であ る。

初 め の 種 類 の 実 例 は 、 カ リ フォ ルニ ア州 、 ヴ7ソ ・ナイ ズ のイ ンフ ォマ テ
,「i

イ ック ス社 とニ ュー ヨー クの』イ ン ター パ ブ リ ック社 が設 立 した デ 三 夕プ ラ ン ・

サー ビス であ る。 『i

デー タプ ラ ンは、 ニ ューーヨ「一クに 本 社を 置 き、 全国 に 事 業 所 が あ るが、現

在 のデ ー タは レポー ト形 式 で出 て い るが将 来 は オ ン ・ライ ンの便 を 目的 と し

て 、、る.国 ご醜 空難 や 貨物 運 賃 率 力・2⑪ … 対以 上の 端 点 用・・保存 し

てあ る.こ:の サー ビス が オ ソ ・ライ ンにな れ ば 、 加入 輸 送業 者 は デー タバ ン

クに直接 問合 せ て 、必 要 な 運賃 率 を入 手 で き る。 どのユ ー ザ ー も保 存(記 憶)

した運 賃 卒 す べ て に関 係 あ る と思 う ので 、 ア ク セ ス出来 るデ ー タ ・バ ン ク は

現実 に商 売 に な る と思 う。

他 の事 例 では 、個 々の ユー ザー は、 デー タ ・バ ン ク出 力 の 一部 分 しか 利用

しない場 合 が 多 い。 こ の場 合}ま、各 加 入 者 が そ れ ぞ れ の必 要 に合 せ た定 期 レ

ポー トを 受 け る非 ア ク セス式 情報 サ ー ビスが ふ さわ しい。 こ の 実例 は、.食料

品卸 業 出荷 情報 サ ー ビス 、 ニ ュー ヨ ー クの コ ン ピュー タ ・ア プ リケー シ ョン

社が聾 す るス ピデ一 夕で㌘ 頃 地⑳ 売 デー タを麺 峡 料糎 品 目に

つい礫 計す る・ グ パ ラ ・㌘ ㌃ ガ リソ
,の願 人 は・,マー ガ リン ●デー

タだけ に 関 心 を 寄 せ る。 統計 数 字 は 、 現在.の週 間 出荷 量 、更 に は 、現在 迄 の

年 間集 計 を オー レオ 全種 に つ いて 、 か つ各 ブ ラ ン ドの市 場 占有率 も 出す 。 ス

ピデ一 夕 は、 この取 引 きの小 売 り商 い 高見 積 り、 更 に、 小 売 商 向け に 荒利 ま

で 、 は じき 出 し て くれ る。 この情 報 に 基 い て仲 買 人 は 自 分 の広告 キ ャン ペー

ン効 果 を評 価 し 、同 業 者 の動 き とに らみ合 せ て、売 り込 み 方 策 も樹 て る こ と

が出 来 る。
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]

、

苛

パ

入 力(不 動産業者) 出力(不 動産 購入顧客)

ブ ロ ー カ ー

#1

プ ロ・一 カ ー

#2

ソ
く ぽ

づミコトNISARC

ノ

デ 一 夕 ・

ン ク

リ ブ ・デ ー タ ・バ ン ク

不 動産 、 劇場 、 航 空 座 席 とい っ た

もの の 現状 リス トを 提供 す る。 実

例 と して の不 動 産 は デー タを提 供

す る業 者 が コス トを負 担 す る。

e

ワ

・

入 力

科学的又は工業的

雑誌

準 備
キー ・ワー ド

＼ タイ トル ・抄録' /
レジ稼パ ぐ

.当ク

専門 デ≒タ・バンク

1化学 医学、石
ぱ医化学、その他

出 力
(科 学又は工 業)

一ーノ
w

・銚c灘 .

選
兀全 ピ◎ 違

情 報検 索 シス テ ム(科 学 技 術)ユ

ー ザ ーが 文 献 ・資料 を 即 時 に 探索 ・

調 査 で き る。
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入 力

ニ ュー ヨーク ・タ

イム 誌

出 力

}
1

ノ
大 学#1 一

一

9'

そ の ー他 の 新 聞

史 料 結 果

デー タ ・バンク 図書館#1

.

椋

雑 誌

鳶

大企業#1

情 報 検 索 シス テム(一 般)

コ ン ピ ュー タの 中の 図 書 館 と して利 用法

企 業 財務 諸表

デー タ ・バンク 貸 借 対 照 表

ア メ リ カ経 済

デー.タ ・バ ンク

相 互 関 係

経 済 測 定 ら

株 価

デー タ ・バン ク
＼ 相 互 関 係

●

.

株チー タ.価 格 二 販売 、 利益

種 々 のデ ー タバ ン クか ら、特 殊 目的 にそ った デー タ

を 再 し ゅ うサい す るバ ン ク
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●

生 デ ー タ ・バ ン ク

(な ま)

次 の基 本種 類 として は 、生 デー タ ・バ ン ク、 現 行 情 勢を 写 し て 行 くも の が

あ る。 この 種 デー タ ・バ ンクの 実 例 として は、不 動 産、 中 古車 、求 職 、劇 場

前売券等 ・その 踊 の ど酔 嚇 れ ると学 効"リ ス トか ら除1・ 働 とか・

航空 機 の 便 の場 合 、割 当 全 部 を シ ス テム か ら除 く。

図 表 の 実例 は、 ジ 。一 ジア 州 ア トラン タ、 コネ テ ・カ 。 ト州八 一 トフ ・一

ド両 市 の ナ イ ザ ック社 が 提 供 す る不 動 産 サー ビ ス。 不動 産 ブ ロ ー カー は 手持

ちの 住宅 を デー タ ・バ ン ク,にリス トして お き・ 一 軒売 れ た場 合 は・不 動 産仲

介 、手 数料 の ご く一部 に 当 る料 金 を ナィ ザ ックに 支 払 う。 この シ ス テム に よ

り、 そ の 場 所で 一 層広 範 囲 の 住宅 が 、利 用者 に 提 供 で き る。 更 に、 支 払 え る

価 格 、 その 他 の 好 み を 条 件 に して フ ォー ム に 書 き込 めば 、 そ の 明 細に 合 った

住 宅 だけ が 、 コ ン ピ ュー タに かか る。需 ・給両者 に と り・ず っ と好 都合 とな る。

・の場 合 、 デ ー タ提 供 側 が デー タ ・バ シ クサ ー ビス料 金 を払 う点 に注 意 ・

他 の事 例 で は、 ユ ー ザー が 払 うこと もあ る。

(利 用者)

f

情 報 検 索

情 報検 索 サニ ビス に は、 主 に 二通 りあ って 、 ニ フ は既 に実 用段 階 に あるが 、

他方 は開発途 上。

最初の種類は、科 学技 術の 内で、医薬、化学工 学、物 理等の分 野に応用 出

来 る.ま だ利潤 は 出な・・が、国家、ひ・・てはそのデー 痛 利用す る馴 家・;

価値が あるの で・.剛 や科学・酬 工撒 係 昨 今か ら補助金が大 巾に出て

い る。 図表 は、 オ
,ソライ ン ・シ ス テム を使 えば 、 端末機 を利 用 す る調査 員や

調 群 ・大量の々 デクス榊 酬 力1ら渡 とする解計 刷 け理 味あ
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る部 分 を技粋 し、求 め る資 料全 体か ら ハー ド ・コ ピ イが取 れ る。 技 術 が 進歩

し、端 末 装 置 の コ ス トが 下が れ ば ・ この情 報 入 手 方 式は 技 術 者 に と り・ も っ

と身 近 な もの とな る。 現 在 、 こ の 種 の サー ビ スは、 大 低 、印 励 した 索 引 を も

とと し、 ユー ザ ー が その デー タの保 管 場 所 に 行 くか、 郵送 で 入 手す る。早 く

て便 利 な サ ー ビス は 、、初 め は高 い が、 利 用 者 が増 えれば 、採 算 が とれ る様 に

な る。

,変 、つ た 所 で は ・ カ リ7オ ノレ三 州iサ ン タ'バ ー バ ラの シ ・ ア'リ サ ーf*±

が提供 す る パー ソナ ル科 学 、 技 術情 報検 索 が あ る。 加 入 者 は フ ナー ム の 関 心

あ る個 所 を埋 め て行 く「2,400冊 の雑 誌 か ら毎 週 ス000の 記 事 を 索引 し

て、 そ の 興味 に従 って ユー ザー に その 目録 を送 る'。加 入者 か らの 返 信(フ ィ

ー ド・バ ック)を 個 人 デー タ(プ ロ フ ィー ル)、の修 正 に利 用す る。 政 府 の 調

査報 告 書、 技 術 資料 、調 査 進 行 中 の報 告書 等 もデ ー タ ・ベ ー スに 入 れ て 行 く。

標 準 加入 者}た とえ ば大 企 業 の一 社等 は、 レ フ ァ ラ ンス ・カー ドを毎 週 セ ッ

トす る作 業 に年 間$300(¥108.000)払 うn

次 の種 類 は、 一般 情 報用 の検 索 シス テム で あ る。 この 種 の シス テム は、 来

年早 々 の導 入 に備 えて ニ ュー ヨー ク ・タイ ム ズ社 が 開発 中 。

情報 ナー ビス担 当部 長 の ジ ョン ・ロ スラ ン ド博士 の言 で は、 この シス テ ム

の ユー ザ ーは音 響 カ ップ ラー で電 流器 に 接 続 した リモー ト ・デー タ ・イ ンプ

ッ ト(遠 隔操 作 資料 入 力
.)装 置 を使 って ・IBM360/50コ ソ ピ=一 ター

に直 接問 合 わせ で き る。 この プ ー タ ・バ ン クは、 ニ ュー ヨー ク ・タ イ ム ズ 、

及び 、 た と えば ニ ュー ス ・マ ガジ ンの 様 な新 聞や 情 報源 か ら得 た 索 引付 き情

報 をかXえ て居 る。 ユ ー ザー は 情 報 を 要求 して も・いい し、 或 い は 、 ダイ ア ル

装 置を 使 って コソ ピ ぞ一 夕 と直 接 、 交 信 し、機 械 か ら発 出す る音 声 応 答 を受

け て も良 い。 出力 装 置 は、 普 通 の 印 字機 か らTV型 表 示機 迄 の広 範 囲に わ た

る。
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ユーザー は、大 出版 社、テ レビ会社か ら、地方の 図書館 に勤務 す る調 査員∫

に 迄 、 広 範 囲 に わ た る 。 加 入 費 用 は 月 に$100か ら$2.OOO(¥56,000～

¥720,000)だ が 、 勿 論 、 こ れ で は 、 ま だ 採 算 が とれ な い 。 ロ ス ラ ン ド博

士 は 、 これ を 図 書 館 で ゼ ロ ッ ク ス ・コ ピ イ を 取 る サ ー ビ ス と 比 べ て居 る 。 ゼ

ロ ック ス コ ピイ 一 部 当 り に 、 学 生 がた とえ ば25～50セ ン ト(¥90～

180)払 う と す れ ば 、 情 報 サ ー ビ ス で は 、1回 答 が$3～$7(約¥'1,000'

～2500)位
。 必 要 な 情 報 だ け 郵 送 で コ ピイ が 欲 しい と思 え ば 、 ず っ と安

く付 く。

複 合 デ ー タ ・バ ンクか ら合 成 デー タを 得 る

ゐ

最 後 の図 表 は 、 複 合 デー タ ・バ ン クに ユー ザ ー が ア クセ ス出 来 る、 シ ス テ

ムを 図解 した物 。 ゼ ネ ラ ル ・エ レ ク トリ ック社 は 、 米国 経 済資 料 と し て株 式

市 場 価 格 を 独 自 に提 供 し てお り、 カ ン プ スタ ッ トの 資 料 は、 法 人 の財 務諸 表

か ら資 料 作成 し て い る。経 済 ア ナ リス ト達 は、 上記 デー タ ・バ ンク を組 み 合

せて 、 た とえば 、特 定 の 会社 の 株価 変動 、利 益 、 そ の他 か ら、特 定 の 経 済 要

因効 果 を評 価す る。 ソ フ トウ ェ アに よ っては 、 選 ん だ デー タを 組み 合 せ 、 さ

か のぼ って分 析 した り、 種 々の統 計値 を 出せ る。

遠 隔 端末 装置 利用 の分 野 は 、急 速 に成 長 してお り、無 理 の無 い 競争 を 行な

って、 本 文 で取 扱 う よ り一層 多 くの サー ビスが ど しど し導入 され るの は間 違

いな い。 ユ ー ザー は大 低、独 自 の 企業 用 デー タ ・バ ン クを 設 立済 みか 設 立 中

なの で 、成 長途 上 の 専 門 の 企業 外 サー ビス を認 め て使 い こな せば 、 ユー ザー
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ひ

∂

④

⇔

時 分 割 サ ー ビ ス の 選 定 法 ・'1、.・.

時分割 システ ムの 能 力 は 、各 自 の要 求 に合 わせ て、㌧慎重 に割 りあ て る こ と。

ダ イ アナe■ダ1Jr(主 任 編 集 考)著

現 在 の、 或 い は将来 の 時 分割 ユ ーザ ーは、 使 用契 約 書 に結 んで くれ と群 が .

る売 手 に、 うる さ くせ め られ て い る の が普通 で あ る。,

或 る システ ム、 或 い は サ ー ビスに お 金や 人手 を 注 ぎ込 む前 に、 代 りの シ ステ

ム を じ っ くり査定 して み る 必要 が あ ろ。: 、.・ ・、三・.、

大企 業 の デ ィシ ジ ョン、 メ ーカ ーが、 広範 囲 の ユ ーザ ーの要 求 を考 慮 せね

ば な らな い場 合 を除 い ては 、 大小 の 会社 が直 面す る決 定事 項 は 似 た よ うな

もので あ る。 会社 の 時 分割 作 業 を ま とめ る立場 に 選ば れ たな ら㍉ まず 、 エ ン

ド・ユ ーザ ーを 考 え よ6ユ ーザ ーの 望 んで い る こ と、 そ.の適 任性rそ の 要求

.にいか に応 じ るか 等 を、 まず 見 つけ 出 す ことで あ る。,・.

会 社 とい う もの は、 コ ス トに うる さ く、 時 分割 価格 は、 複 雑 で評 価 しに,く
x∴,

い け れ ど、 適 正 な サ ー ビス に至 る迄 は、価 格 だけ か ら、 分 ろ もの で もた し1ρ
.

時 分割 応 用 の潜 在 能 力 は、 ど の シ ステ ムを 選定 す るか に、 大半 か か ってい

る。 用途 を幾 つか の 方 式 に 分類 で きる。 科学 又は 一般 実 務 用、 資料 保 存 用∀、

プ ロ グラム ・サイ ズ、 デ バ ギイ ソ グCdebugging)又 は生 産 用、.更 に プ ロ

グ ラム向上 用(Sophistication)に であ る。・ 、

科 学 用 途 対 一般 実務 ⑳ ・

一二般 実務 ユ ーザ ー(計 理 、 在 庫、 給料 明細 等)は 、 大 量 の イ ン ・プ ッ ト、

ア ウ ト・プ ッ ト、良 好 な フ ォ ーマ ッテ ィン グ能 力、 更 に大 量 の フ ァイ ル を 必

要 とす る。 数 学 上、 又 は料 学 上 の ユーザーは、多 くの 科 学 的 サ ブル ーテ ィーン

や 機 能 に も っ と関心 を 抱 く。特 定 の装 置 は、 一般 実 務 用 途、 会 計 基 礎 資料 等

で あ る。 そ の他 は、 技 術 上 文は 統 計作 業 専用 と云 って も よい。
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資料 保 存(DataStorage)

一'在 庫 管 理作 業
にお け る様 に、 沢 山の 資料 を保 存 した い と思 えば、 プ ログ ラ

ムは短 くて よい が、 フ ァイル は大 量 な もの とな る。 そ こで フ ァイル 処理 能 力

が問題 とな る。 フ ァイ ルを 十 進法 と同 じ く、 三進 法で 保存 出 来 るか?

フ ァイ ル は、 で た らめ に、 又は、 引 き続 い てア クセ ス(呼 出 し)出 来 るか?

_つ の プ ロ グラム で何 冊の フ ァイ ルが 続 い て出 せ、 又、 一 度 に何 冊 が 出せ る

か?端 報蔵 したい時以上を撫 することが大切である・沢山の㌃ 摂

保存す るのでなければ・ 或・・は二進法 認め る・・で紺 れぽ・ もし・無蜘 三

売 り込 まれ な いか ぎ り`、高 等 な フ ァイル 処 理 技術 な どは 向か ない9

(
C

ー
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プ ロ グ ラ ム ・サ イ ズ

初 心 者 な ら 自 分の プ ロ グ ラム が、 どれ位 か か るか、 前 も って 決 め るの は む 、

つ か い ・が・ 自 分の 用途 に あわせ て説 明 す れ ば・ 販 売 代 那 が 概 算 で きる。

プ 。グ ラ ム,拘 ズ は、 ソース キ 。勃 タ 轍 とオ ブジ'エラ ト数(繊 用 詞

語数 で 測 定 で き る。 キ ャラ ク タ ー ・ リミ ッ トが 十 分で あ って も、 ワー 、ド・ リ

ミッ ト、 ア レイや テ ー ブルの サ イ ズを 含 むか は、 十 分で な い こ とも あ る。 た

とえば、 一 万 語 を 分類(sort)す る短 い プ ログ ラム を組 め ば、 基本 プ ロ

グ ラム は、6,000キ ャラ クタ ー以下 で 書 け るが・ 機 種 に よ り・25・000オ,

ブ ジ,エク ト語 ぐ らし・に な るか もしれ な い。 シ ステ ム が、 プ ロ グ ラム 当 り

・・… オ ブジ ・ ク ト ・ワ ー ド ・"Jミ ・ は 有 す れ{董 灘 し く な る
、・;.keで

問 題 の プ ロ グ ラ ム 測 定 法 は 、5種 あ る 。 キ ャ ラ ク タ ー ・カ ウ ン ト・ ワ ー ド ●

カ ウン ト、 それ に ア レ イ ・サ イ ズで あ る。 バ ッチ ・コ ン ピ ュ ー ター用 の プ 『

グ ラム の故 障修 正 に、 時 分割 を利 用 し よ うとす れ ば・ 貴 方 の プ ログ ラム ●1ナ

イズ は大型 に な る。 沢 山の ル ープで 短 い プ ログ ラ ムを操 作 し よ う と思 えば、

」・型 サ イ ズの'・リミ ッ トで 十 分で あ る。

●

㌃

一

イ ンプ ッ ト/ア ウ トプ ッ・ト算 定混 合

沢 山の 数 字 を 読 み 取 る、 又 は印 刷 す る作 業 は 、"イ ンプ ッ ト/ア ウ トプ ッ
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'・ト・一バ ウン ド ・とい う計 算 が 多 く
、 読 み 取 りや 印 刷が 殆 どな い作 業 は、"コ

ン ビ と一 トCバ ウン ド"'と じそ知 られ て い る。 更に 、 この中 間に 当 るもの も

あ る。 も し、 そ の作 業 が1/Oバ ウン ドな ら、 超速 集 中処理 機(CPU)は 、

主 として端 末 時 間(タ ー ミナル'●ユ ニ ッ ト・・タイム) 、を利 用 す るの で、 それ

もど難 し くはな い。 だ が、 端 末 速 度 と印 刷能 力(キ ャ リツジ ャ、'フ ォ ーマ ッ

テ ィン グ等)に.次 に、 関心 を抱 くと思 う。 コ ンビ ュ ー い パウ ン ドな ら・

CPU速 度 が 問題 で あ る。 応 答 時 間は、 考慮 しな くて は な らぬ 要 素 で あ る。

迅 速 な コ ン ビ ューb－タ ー ・シス テム を有 して い て も、 応 答 時 間(個 々の 劣rミ ・

ナル に コ ン ピ ュー タ ーが反 応 す る時 間)が 、 遅け れ ば、 速度 も低下 す る。 故

に、 自 分の 用途 に ど の等 数(cla『s}:・ が あ ては まるか 分析す る 必要 が あ ・

る。 装 置 の反 応 速 度(そ の ユ ーザ ご ・コ ー ドに タイ プ イ ン して 待 ち時 間 が ら

5分 な ら反応 が遅 い)を テ ス トし、 そ れ に よ り、 シ ステ ムを 判 断 す る。

プ ログ ラム の複雑 さ 、

自 分の プ ログ ラム の程 度 で、 どの言 語 を 必要 とす るか が 分 る。 初 心 者 は、

ベ ーシ ックの よ うな 言 語 は、 よ く出 来 る。 ス ノボル、 又は、 ジ ヨスの 嫌な 言

語 は、 プ ロ'グラ込 の 心得 の あ る人 向 きで あ る。 短 い 簡単 な プ ロ グ ラムの 人 は、

や ば り、 短 い簡 単 な 指 令 言 語 を好 み、 作 業 制 御言 語や 、 複 雑 な 校正 指 令 を 必

要としない。"

シ ス テ ム の 信 頼 性'一 ノ

も っと も配 慮 すべ き点 は・ システ ム の信 頼性 で あ る。 信頼 出 来 る シ ステ ム

は、 使 用 した い 時"ア ップ"で あ る よ うな もので あ る。
,た い(い の シ ステ ム

は、 時 々、故 障 す るけ れ ど、 あ る もの に つい ては、 休 止 時 間 が「 か な り多 い。

信 頼性 を判 定す るσ)に二 つ の方 法 が あ る。 シス テム を最 低 「 プ月 以 上 使 用 し

て 、 その シス デ ムを 長 く使 って い る ユ ーザ ーに、 話 して み る こ とで あ る。外

観 は非 常 ピ 信 頼で きるサ ー ビスか ら さえ、 プ ロ グラム 、:デー.タヌ は、 時 間 の

損失 を 取 り'返す た め に売 手 が、置 い た 限界(measure)が 分 る。 バ ック ・
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ア ・プ㍗ ピユ弓 一に・
.㍗ グラムが自動的にある㌍ テム!'ら 次 へ転

換 で き る か 、 た つ ね る こ とで あ る 。(会 社 に は 、 バ ッ ク ア ップ ・コ ン ビ ュ ー

;恒 する所が多い‥ る砂 ・・デ〆 フ・碗 三靭 ピユ

苧 峠 換てきないかもし麺 い.)損 害を与え三ディス㌘ 興 ㍗ 、

グ乏ム中断のない様}担 保金を と って もよい。

応答難 は?

信頼性が一番大切であ る 、
kl"

読み書き計算

自 分の 会社 で シス テ ム を利 用 した いの は、 誰か 。 ユ ーザ ーか 、 プ ロ グ'ラマ

ー、 秘 書、 部、 課長 、 そ の 他 の 誰 か?ど の 程度 の 講習 と学 歴 を 必要 とす る

か?売 手か らプ 。グラムの翻 は、 あ る程度 受 け るご とが出来 るし、 シ

ス テ ムを い かに利 用 し、 プ ロ グ ラム す るか で 分類 で き る。 自社 で の 定 期講 習

以 外 に、 出張 教 授 も して くれ る販売 業者 もあ る。実 際 に時 分割 を 採用 す る 必
の も ら り

要 が有 るか ど うか、 は っ き りしな い場 合 に は、 売手 契約 書 に署 名 す る前 ピ、

講 習 会 に も出 席で き る。 正 式 な 講 習 の他 に 、プ ログ ラム指 導 書 や タ ー『ミ'ナル

自体 の 講 習会 さえ あ る。 指 示 が す べ て タ ー ミナル に 印 刷 して あれ ば 、 タ ニ ミ

ナ ル 講 習 会 は 、コ ン ピ ュ ー タ ー 利 用時 間の 大半 を 費 や し、 非 常 に高 くつ く。

講 習会 の あ るもの は、 指 導 書 に レ ッス ンが書 い て あ って 問題 を タ ー ミナルで

や って み る様 に な って い る。 これ も非常 に役 立 つ。 訓 練 に 必ず 必 要 な の は、

言 語 と シ ステ ム両方 の指 導 書 で あ る。指 導 書 を 見て、 通読 す る こ とで あ る、

(蹄 は うとすれ ば ・.却 ・て・ ぼ う ・ ζな ・て・.判 断 しに くは る)・ 指

導書 が 有 料 で あ るか 問 い合 わ せ て み る と よい。少 量 な ら無 料の 筈 で あ る。'プ

ロ グ ラ ミン グ ・サ ポ ー トの 或 る もの は、 あ らゆ る'ナー ビス を して ぐれ る。個

人 教授 だ け で な く電 話 相 談 に応 じて くれ る技 術要 員 が い る筈 で あ る。 この人

達 が初 め に ち ょっ と した、 プ ロ グ ラムを書 いて くれ る とは思 うが、 勿論 ニ プ

ロ グ ラム全部 を面 倒 み て は くれ ない。たいていのサー ビスでは プ ロ グ ラ ミン グ

も有 料 で や って くれ る。 他 の シ メテ ムで の プ ロ グ ラム が、 既 に あ れ ば、 販売

一198一
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業者がそれ を組み変 えた り・ 組み変えを手伝 った りしてくれ るであろ うか?

組 み変えは 簡 単で は な くて、 移 り変 る シス テ ムに は大 きな障 害 とな る。'更 に

特 定 の シ ステ ムの 固 有 の特 技 に よ り、 妨 げ られ る こと もあ ろ。 フ ォー トラ ン

は・ 単"『 フォー トラン ∬、 叉 は 、IVで は な くて、様 々の 中間 の変 機 種 が あ る。

三 目 ザー は大 抵 、 将来 の推 移 を 見込 して、'固有 特性(た とえ ば、 アル フ ァベ

ット記述 ラベ ル)を 避{ナ よ う とす る。 パ,… 一

貴 社 のた め に プ ロ グ ラム しま した 。

Lib「a「ymanu・1
,Cあ ら かPめ 用 意 し た プ ・ グ ラ ム 、・ブ ・ ・ク の 重 さ

で 気 を 呑 ま れて は な らな い、 大低 の場 合、 これ は商売 の]・道 具 で あ って うの

目願 泪 の ユ ーザ ーを お び きよせ る え さ・・す ぎ ない・ 時 分別 ユ ーザ ニは・、大

低・ 各 勘 プ ・ グ 安 雄 局 は 完 了 す る・ ラ イ ブ ラ ・「 ・マテ ーアル 娼 る

こ と・ 会 計 係 頭 越212酬 パ グラムe・・ 役 立 た熱 ・-9プ1u.グ ラム

を 貴社 の 用途`ご適 用す る場合 、 貴 社 の要 求 に ど の様 に うま くあ わせ 、.いか に

う ま く、 文 書 に 出 来 るか?セ ール ス マ ンは よ く云 う 「当社∫二は それ が有 り

ます!」 ・厳 密 に 調べ ると、 その プ ロ グ ラムは、 一 般 的 す ぎた り、 特 殊す ぎた

りす る事 が 多 い 。 た い て いの サ ー ビス では、 簡 単 に、 リス トア ウ ト、 又は修

正 出 来 ない"ラ ン ・オ ン リー"プ ロ グ ラムを有 す る。 三 目並 べや ブ ラ ック ・

ジ ヤ ・ク ●プ ロ グ ラ ム は ・ きれ い な デ モ ソ ス トレ ー シ ・ン に は な る が
}月 翫

は、 引 き合 わ な い。

時 分割 サ ー ビス提 供 企 業 は 約200社 近 く有 るけ れ ど、 一 般 に使 用 す るぜ.コー

ン ピ ュ ー タ ー モ デ ル は、 十 指 に 満 た な い 。 そ の うち
、 一 番 、 一 般 的 な の ・は ㌧

G.E-265、IBM-560 、XDS-940、PDP-8、 叉 は、10

で あ る 。 コ ン ピ ュ ー タ ー機 種 、 各 シ ス テ ム は 特 定 事 項 の た め 知 ら れ て い る が 、

無 視 して よ い 事 項 で は な い 。

ソ フ トウエ ア は 、 ハ ー ドウ エ ア よ り、 一 層 む つ か レい 。 イ ン ハ ウ ス適 合 性 に

関 心 が あれ{主IBM560・ セ ン トラ
、ノ巨 プ ・セ サ三 ・)Yろ テ ムは ま さ1・・1貴

社 の イ ン ー!・ウス560の 榊 プ ・ グ ラ樋 行 す1るt.eに 必ず し も従 う必 要 ・

は な い 。

-1Y
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(時 分 別 シ ス テ ム は ・ イ ン ー ハ ウス 装 置 と適 合 す る か?)

コ ス ト}ま ど ゐ 位 か?'t・ ・:・'ノ ・i…

価 格 は 、 販 売 者 に よ っ て 、 或 い は 、 機 械 に よ っ て も異 る。 同 等 の コ ン ビ ュ ー

一 夕 ー の 販売 者 が 四 社 あれ ば 、 価 格 も4通 り あ る 。 各 社 は 、価 格 差 を 埋 め る

ソフ トウ エ ア ・ リ ン クル 又 は サ ー ビ ス を 有 す る 。 時 分割 に は5種 の 基 本 料 金

が あ る 。

・ タ ー ミナル'昧 ク い エラカ ト'力 三・ ユ ーザー誠 チ ン トリ

ー か ら、 電 話 回 線 し ゃ断

o・CPU－ タ イ ム は、 プ ロ グ ラ ム ・ス テ ー トメ ン トを 実 際 に 処 理 す る の

に 、 使 わ れ エ ア へ の ス ワ ップ イ ン 及 び 、 ア ウ トタ イ ム、 或 い は マ ル テ ィ

プ ラ イ ヤ ー ・フ ァ ク タ ー を 含 む 。(ど σ)コ ン パ イ ラ ー、 ど の プ ロ グ ラ ム

等)

oコ ン ピ ュ ー タ
,一 、V .ン タ ーで デ ィ ス ク 又 は ドラ ム の 保 存 持 続 プ ロ グ ラ

ム及 び 、 デ ータ

.この 三 種 の範 囲 に つ い て、 多 くの シス テ ム は別 々に料 金 を とるが、 あ る料

金 は、 単 に タイム に つな ぐか 又は接 続、 保 存 のた め だけ で も とられ る。 接 続

費 用 は、 時 間当 り4ド ル95セ ン トか ら18ド ルの 間 で あ る。 コ ン ピュ ー タ

ー、 タ ー ミナル及 び ライ ン速 度 、 プ ラス 応 答速 度、 イ ソフル ア ソ ス接 続 速 度 。

この 接 続価 格 は、CPU料 金 に 関連 して い る。 プ ログ ラム運 行 コス トを 見 積

るに は、 この 再価 格 を 見な くて はな らな い 。 更 に・ 速度 時 間合 計 も 見な くて

はな らな い。 あ る システ ム は、 コス トは 号 か も しれ な い が、 逆 に50培 の 時

間が か か るか も しれ ない 。

保 存 価 格 は、 キ ャ ラク ター、 又 は、 ワ ー ド数 当 り× ドルで 見 積 るが、 デ ィ

ス ク・ トラ ック又 は・ レヲ ー ドで も見積 りで きる。 更 に・ 次 の 様 に煮 つ まる。

各 シス テ ムの 同一 デ ー タ、 又 は 同 一 プ ロ グ ラムを 保存 す る コス トは い く らか

?ワ ー ドや キ ャ ラク タ ーサ イ ズは、 シス テ ム1二よ って異 る。 フ ロー・一テ ィソ グ、

ポ イ ン ト(デ シマ ル)ナ ン バ ーは、 あ る装置 で、4キ ャラ ク ター、 ワー ド

ー200一
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を 占め、 そc7S他 の シス テ ムで は 、3キ ャラク ターワ ー ド、2個 、 又は、6壬 ヤラ.

ク タ ー ワー ド1'個 を 占め る.特 定の プ ロ グラ ム又 は デrタ ・フ ァイ ルに つ い

て、 各 シ ステ ム に 占め る キ ャ ラ クタ ー数 を 割 り出 し、,保存 価格 を か け て比 較

す るC単 な る価 格 だ け で ま どわ され て は な ら ない 。'

保存 価 格 を か け て、'比較せ よ、 しか し価格 だけ で、 誤 った 判断 を しな い よ

うに すべ きで あ る。 コス トの 正 しい比較 は、 性能 当 り価格 で 決 ま る。 幾 つか.

の シス テ ム と連動 す る タ ー ミナル を 入手 し、 セ ールス マン を.口説 い て、 トラー

イ多 元レ・タ イ ム を無 料 で貰 い(よ くあ るこ とだ が)そ の 時 間を フル に活 用 す

る。 見 込 み 客(User)に は、 各種 の シ ステ ムを試 用 させ る。 同 一 プ ログ

ラムを行 いざ(コ ン ピ ュー ト ・バ ウ ン ド、1/0バ ウ ン ドを数 回 試 み よ、)

接 続 時 間及 びCPU時 間 を 計 算 し(通 常 コン ピ ュー タ ーで 印字 で きる)価 格

を つけ、 全体 コス トを比 較 す る。

ベ ン チマ ー ク とい う以 上 の テ ス トは二 貴方 自 身の プ ログ ラム で あ、って.、セ

ール ス マ ンの で は な い。 自 分で プ ロ グラム で きなけ れ ば、 プ ロ グ ラム の 分る

人、 た とえば、1か ら、100,000ま で 数 え られ る簡 単な プ ロ グラム を書 け

る}人を 見 つけ る こち で あ る。一シ スデ ムは、 長 くテ ス トす る程、 良 い、 応 答速

度、 ロ ー ド問 題 及 び 信頼 性を 調 べ る手 口 とな る。、

全体 の装 置 能 力 に 対 して、 性 能 当 り価 格 を 比 較せ よ。安 売 りの装 置 は、 ラ

イ ブ ラ リー ・プ ログ ラムや 応 用 数 に 欠け る怖れ が あ る。能 力の 最高 範 囲 は、

必 ず し も、 貴 方 の 考 え通 りにな る とは限 らな い 。 貴方 の要 求 がs短 い ベ ー シ

ック ・プ ロ グ ラムや 少 量 の フ ァイルな ら、 小型 で 安価 な シ ステ ム はや め た方

が よい ご

θ

マイ ク ロセ カン ドが意 味 す る も のは?

どの 機械 に つ いて も、 貴 方が幻 惑 され る様 な プ ワセ サ ー速 度、 デ ィス ク速

度 な どの実 例 と数 字 が山程 あ る。記 憶 サ イ クル 時 間 は、 貴 社 の プ ロ グラ ムを

処 理 で き る速 度 に関 して の概 略 の めや すに 過 ぎな い 。(価 格/性 能表 を 見 よ'。)

デ ィス クや ドラム ア クセ ス速 度 の み を論 じて も無意 味 で あ る。但 し、 貴社

.-2{〕1一



用途 が・ 主 と して・ 修 正 用途 な ら・、デ ーダ を保 存 装置 か ら出 し入れ す 秀 ア ク

セ スが 沢 山、 要 る,ので、 迅 速 な デ ィス ク又 は ドラ拾 を 必要 とす る。_、

も う一 つの幻鯉 素 は三 デ ・ス ク容 量 で あ る・全 部 の デ ・ス クを 齢 嘩

用 しな い 限 り、 保 存 キ ャ ラク タ ー数 が20 .0万 だ ろ うが150万 だ ろ うが気

に しな い と思 う。 貴 方 が関心 を もつ のは 、 この 能力 の 内、 幾 つが 関 係 が あ る

か とい うこ とで あ る。 イ ン ・ハ ウス 時 分割 シ ステ ムを 選 定す るに は、 デ ィス

ク容 量 は 非常 に大事 で あ る。
、

全部 が 貴方 の為 とい う訳 で は な い ので 、デ ィス ク容 量 に幻 わ さ

れ なし・事 ・

CPU点 滅 速 度や 莫大 な デ ィス ク容 量 よ り・ も っと大事 な物 はr各 シス テ

ムが ナ ポ ー トす る タ ー ミナル の種 類 で あ る。会 話 用 シ ステ ムは通 常 ・ 広範 な

印 字 能 力(120キ ャラ ク タ ー対75)を 有 す る テ レ タイ プや タイ プ ライ

タ ー ・ タ ー ミナル を サ ポ ー トす る。 テ レタ イプ ライ タ ーは今迄 の所 、 一 番 安

い が・ 印 字能 力の 巾 が限 定 され る 。幾 つ か の部 課 の 年 間予 算 を運 用 して い る

な ら、 特 別 の 巾を 必要 とす る。 テ レ タイプ は、 キ ー ボニ ドエ ン
,ドリィ ー使 用

を許 す の みの 上;己の タ ー ミナル に比 ざ て、 紙 テ ープ読 取機 が つ い て、 安価 ニ

パ ソチ 出 来 る。紙 テ ープ は、 コ ス ト節減 入 力媒 体 と して、 また保 存媒 体 とし

て有 用 で あ るg幾?か の ター ミナル も}力 三 ド読 取機 や パ ンチ に連 続 で きる。

これ らカ ー ド読 取機 は、 一 般 に 非常 に遅 い けれ ど も、 イ ン ハ ウス シ ス テ ムか

らの デ 三 タが、 沢 山有 った り、 時 分割 ア ウ.トプ ッ トを、 他 の コソ ピ戸 一夕 ー

の イン プ ・}に 利 用 したけ れ ば・ カニ ドが顧 る・ 以 上の 漣 条 件 は ポ ータ

ブル ・ター ミナルを使 うと心 を 決 め る前 に、 確 定 して お くこ とで あ る。 大 抵

の メ ーカ ー には、 ポ ー タブル ・タ ー ミナル が あ るが、 これ は 固定 用 で は ない

け れ ど、 持ち運 び に 便利 で もな い 。(私 自身 、1か ら2メ ー ター 以上 、 掲げ

てお ㌣ い と思 った の は・一 つ とな し・・)プ ロ ・タ ㍉ 視覚 テ ・ス プ レイ・

高 速 タ ー.ミナル等 に 関心 あれ ば 、 そ れ らを サ ポ ー トす る装置 も調 べ てお くべ

きで あ る。 、
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ロー デ ィ ング開 始

使 い始 め る前 の ユ ー ザ ーは、 そ れ迄 は 分らなか った 非常 に難 か しい限 界要

素 に 面す る。応 答 速 度 は、 シス テ ム ロ ー ドで 大 きく変 わ る。 一 つ の シス テム

を、 同 時 に使 用す る人 数 が増 えれ ば、 た い て の場合 、 応答 速 度 は遅 くな る。

ロ 三 ド要 因が どの くらい か は、 前 も って 分る はず がな い 、 日に 数回 、 何 日間

か但 週 間磯 つか ⇔ ステ 竺 実 際 ・二値 って み 碑 外・ この 要 因 は決 定 出来

な い 。 販売 代 理店 に・ コ ン ピュ ータ ーへ の回 線が・ 平 均 して使 用 され て いる

か、 た つね てみ る とよ い。新 シス テ ムは 普通 、 軽 く ロー ドされ るが、す ぐ変

更 で きる。 安 定 した企 業 は、 ロ ー ド要 因が常 に変 るのでガ 新 しい コン ゼ ユ 一

夕を常 に齢 している・他のぞ 一ザ づ 名前を きいてみ ること・時 分割 の経

験炉 な けれ ば・ ユ ーザ ー と話 して み る の も非 常 に助け に な る。

用語 が どの程度基本 的なもので あるか?

繊 ど呼 手は・,噺 割 コン ビ… ターと・ 英語に似た用語で交信で きる

と主 張 す る。そ の点 は、 貴 方 が 英語 に 関 して 抱 く概念 で決 ま る。 ご くあ りふ

れ た 時 分割 言語 は・ フ ォ ー トラ ン及 び ベ ーシ ッ,ク・ そ の他 アル ゴル、 カル、

ジ ョス、 ス ノ ボル、APL等 も あ る。 大型 装 置 の い くつか は、 最近 、 コ ボル、

及 び、 人造 語 を使 って い るが、 これ は、 初 心 者 向 きで は ない 。 どの コ ン ピ ュ

ー タ ー ・シス テ ムを使 う場 合 で も、 プ ロ グ ラ ミン グ指図 書 を 覚 え な くて はい'

け な い の と同様 、 シス テ ムの 制 御 指 令 が あ る。 大抵 の装 置 は、 フ ォ ー トラン ・

ベ ー シ ック、 また は、 この 両方 に、 そ の他 上 記 の幾 つかを ミ ック ス した 言 語

を使 い、 選 定過 程 も、 幾 つか の装 置 の 同 一言 語 を 比較 し、 指令 用語 に 洗練 さ

れ て くるの を み る ことで、r般 ユ ー ザ ーに と り、 システ ム指 令 が、 複 雑 にな

れば、機械 も大巾に制 御で きるが、善趣 数多 くある手 っ取g早 いや っつけ

畷 のプn..グラム1ヲも こんな巨大 な能力は腰 ない・編 集齢 を厳{ま ・

貴 方 の プ ログ ラムの ライ ンや キ ャラ ク ターを編 集 出来 る。 しか しな が ら、 編

集 指 令 の多 くは、 め った に使 わ ず 、 分 りに く くて、 指令 の 手 引 きの 指令 が必

要 な く らいで あ る。 プ ロ グ ラム 中で ラ イ ンや ラインの ブロ ックを変 更、 追 加、

一一・20.5－
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又は、 削 除 す る助け とな る特性 は 大事 で あ る。 人 間 は 当然 、 間違 い が あ るし、

_`

それ を 訂正 す る必要 もあ る。

フ ィン ガー 及 び トウズ'

特 定 の シス テ ムに使 用 す る言 語 を ざ っどみ る'と綿密 に 検討 す べ き特 性 が三

通 りあ る。 プ リシ ジ ョシ 、 フ ォ ーマ ッデ ィン 久 及 び デ ィバ ッグ指 令 で あ る。

プ|ピr・ ン・印 報 は エ ン タ ー出 来 る シ グニ フ ・カン ト'デ ・ジ ・ ト数 は・

大 巾に 琴化 す る。 た とえば・ フ ォ ー トラ ンで は9デ ィ ジ ッ ドで二 他 の機 種 で

は、16デ ィジ ッ トで あ るとす る。9デ ィyッ トは多 い様 な 気 もす る が、高

金額 の 計 算 を 処理 す る場 合、999、999、999ド ル或 は、9;999、

999ド ル99セ ン トを 必要 とす る。 以 上 の 限 度 は;科 学的 技術 上 の計 算 で

は無 理 が あ る。 一 つの 数字 を表わ す こ とが 出来 る ダ ブル ・プ リシ ジ ョソで 、

.こ
,の点 を 解 決 で きるが、 どの装置 で も とい う訳 には いか な い。 フ ォーマ ッテ

ィ ン グ、 叉 は、 数 字 を一枚 の 紙 の ど こに、 どん な 方 法でざ 印字 す るか を制 御

す るの も同 じ く重 要 で あ る。 載 る シ ステ ム は、"フ'iJ-・ フ ォーマ ッ ト"を

有 し、 地 種 は フ ォ ーマ ッ トを指 定 で き る。 印字 レ ポー ト'・フ ォーマ ッ トは大

切 で あ る。 あ るシ ステ ムで は・ ベ ーシ ック・ 又 は・ フ ォー トラ ンの様 な 言語

,.・1・t'..デイ 〉 グ指 令 醐 み込 む・越 えば ・ 醒 の臥 プ ログ ラムが 男1」の ス

テ 三 ソ ン}に 分れ る毎 に・ 又 は・ 可 変 価 働 唆 化す る毎 に・ 印字 齢 が 出

る場 合 もあ る。 これ らの 指令 は 、貴 社 、 又 は、 貴社 のプ ログ ラマ ーが 使 い こ

なす 方 法 を 知 って いれ ぽ 、非常 に有 益 で あ る。 大 都市 の コ ーザ ー、特 に、 ニ

ュ ーヨ ーク 叉は ロサ ンゼル ス等 で は 、 コ ン ピ ュ ニタ ⊥位置 に関 係 な く、地 域

呼 出し 電 話 番 号 が あ る。 しか し、 小 都 市 、 或 い は↓ 地 方 の時 分割 サ ー ビスの

ユ ーザ ーに は 、長 距 離呼 び 出 しの 問題 が 有 る。 売 手 が勘 定書 を 払 う為 、 イ ン

ワ ー ドワ ッ トの様 な、 或 る種 の 取 り決 め を 定 め な い 限 り、 或 いは 、貴 社 が、

ワ ッ ト ・ラ イ ン、 タイ ・ライ ン、 プ ラ イ ベ ー ト ・ライ ン等 を有 して居 な い限

り コン ピ ュ ータ ー ・タイム よ りライ ン'・コ ス トに払 う費 用の 方が 大 きい と考

え られ る。 い
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時 分割 を、 全 国 ベ ースで 使 用 し よ うとすれ ば 、 必要 な通 信 装 置 を 取 り付 け

た シス テ ム、 また}ま全 国 ネ ッ トで操 作 す る装置 を 必要 とす る。 ほ んの 少 しの

売 手 だけ が全 国 ネ ッ トサ ー ビスを 持 って い る。 どれ が そ うか プ ロ グラ ムの 交

換性 及 び、 ライ ン条 件 と同様 、 コン ピ ュータ ーか ら コ ン ピ ュ ータ ーの デ ー タ

・フ ァイルを 検討 せ よ。

コ ン ピュ ータ ーの定位 置 、及 び アク セ ス法 に 加 え て、 いつ 利 用で き るか?

シス テム は週5澗 で1'日t・8時 間 か ら・週 に7日 で ・Hに24
、時間i*で あ

る。 残 業 や休 日出 勤 しよ うと 思 えば 、そ の 時 に利 用 で きるサ .一ビスを得 ね ば

な らない 。

装 置簡 単 に近 付 け るか?一 般 に 、会社 は、 全部 の 得 意先 が シ ステ ムを 同時

に使 用 しな い とい う前 程 の下 に、 保 有 数 以上 の ライ ンを売 って い る。 とい う

こ とは 、金 曜 日の 午 后 の様 な特 定 の 時間帯 に、使 用 中の 信号 が 増え る とい う

わ け で あ る・ ・の事 は ニ ト㍗ ヤ・レや エ ラー・ 叉 は現 在 の シ ス テ ムー ザ ー

に た ずね て み て 始 め て 分 る こ とで あ る。,

、

e

9

機 密 保 持

フ ァイ ルの保 護 は 叉 別 の 問題 で あ る。 どの シ ステ ムで も貴 社 の プ 白 グラム

とデ ー タを 、十 分管理 す るた めの 手 順を 調べ る こ と。 この 保護 は 符 号 、制 御

用 キ ャラク ター、 ラ ソオ ン リー指 令 、 そ の他 複 雑 な シ ステ ムが 有 る。 この保

護 で は他 社 が使 用 す る場合 だ け でな く同 じ社 内 で みだ りに使 用 され るの を防

ぐ為 に も必要 で あ る。 この 手 順 は シス テ ムに よ って 大 巾に 異 な り個 々 に 対す

る その 変更 度 に よ って 判 断 す る こ とで あ る。 売 手側 の特 殊 サ ー ビスで 選定 基

準 とな る もの は オ フ ・ラ イ ン印 字 及 び カ ー ド読 取 り磁 気 テ ープ イ ンプ ット、

ア ウ トプ ッ ト、 リモ ー トジ ョブ、 エ ン トリイ一菜 は リモ ■ ト、舎1バッチ 、 サ ー

ビ ス で あ る。 価 格 、 テ ープ 、 又 は カ ー ドフ ォ ー マ ッ ト等 を 調 べ よ 。 テ ー プ は

7又 は9ト ラ ッ ク で あ る か?。 どの コ ラ ム を パ ン チ す るか 等?こ こ で も イ ン

ハ ウ ス 或 は イ ン ハ ウス 装 置 と適 合 す る か ど うか が 大 事 で あ る 。 貴 社 め イ ソ バ 、

ム ス ・コ ン ピ ュ ー タご が 、 時 分 刻 コ ン ピ ュ ー タ ー とは 全 然 違 った 磁 気 テ ープ

ー201-一
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*Thisisaselectedlistofservicesthatareavaila-
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theEaSt,Wast,MidwestandSoutkLTherear6mariy

othermulti-officeserviceswhichareオeg・ionaJo・r,

local..

を 出せ ば(よ ぐあ りそbな こ と)ト ライす る前に 発 見せ よ6il標 準 料金 以 外 に

時 分刻 契 約 に は 入会 金 との 最低 料 と云 った 費 用 もか か る.TOO－ ドル約C妥 …

56,000)前 後 の入 会金 が各 社 に 残 ってい る。・これ は 一回 き りの戻 って来

な い 費 用で 事 実 上、 契 約 を 結 ぶ 以外 に は何 の 見返 りも無 い。 その 他 に も初 同'

金が 有 って 、 大 量 の デ ータ フ ァイル 又は カ ー ド読 取 ゆ 直iニデ ィス ク 又はせ ん

礼 紙 テ ー プ 用の 磁 気 テ ープ 転 換 に用・い る端 末装 置 に も約 一ケ 月 分の レ ン タ

ル料 に あた る。 月 決 め、 最 低 料 金 は昔 は あ った が今 はた いて い会 社 が殆 ん ど

と って な い6但 し月 決 め最 低 料 金100ド ルや そ こ らはそ ん な に不 当 と も思

わ れ な い。 時 分刻 端末 装置 を 借 りて お こ うと思 えば 、 月`ゴ1・00ド ル以 下 の

支 払し・二は おか しい 位 。 しか七 年 間12ケ 月 は使 用・しな:い とす れ ばご 何 ケ.厚分'

か の最低料金 を引いて貰 う特別契約 も出来 るσ塁ヒ記 は東部'・西部、 中西部、南 部 に一

それぞれ、 セ ンター又は本社 を置 く代表的全国 ネヅ トワークのサー ビス 会社 を作表 『

す る。 他の料金 は管理費ジ声 一ザー番号 の追加叉は別途、 プログラ.ム転送 及びその

他雑務 の経費で ある詳細 な価格 表 をいつ も要 求す るこ と時 分割業界 は流動的で あり

どの売手 も常 に新 しい市場 分野 を開拓 しよ うとして居 るか ら価格構造 には大抵或 る

程度余地が有 って時間外の各学校教育機関が長時間買い切 卯(は 各種割引きもある。以上は貴

社 の 用途 に あ て は まれ!ぽ非 常 に有 益 で あ る。 これ等 の サ ー ビスは 表 面 に 出な

いのC漠 難 易畔 有・て割弓!率ぷ らか、鞭 ておく⇒ 矩 ユ,

一ザ ーな ら特 別割 引 ぎ も有 るボ めヤっ竈 に無 い こ とだ が い 或 るユ ーザ ーは
、独'・

自の 契約 も結 ん で居 る。 現 在 、 大半 の サ ービス社 は一 ケ男前 の 予 定つ き・で 取,

消 し出 来る 月 決 め 契約 を結 んで 居 るが 契 約者 は じ っぐ り読 んだ 方が 良 い。端

末鑓 塒 酬 限契縦 横 意した加 ・良い.麹 しそ熟 亮 思え職 つ

か の 契約 を結 ん.で、長 時 間 テ ス トを行 ら て見 る。そ の 内だ と えば 特 定 の デ ー

・がら ろ㌻ ・バ・ク1指令がすぐ吾C・ る・暢 プ・㌘ ムがあるなどの・

..,・;s'.,4.ξ 一20.ス ーt・t.二 〆 ・lI



　ニ ヒ

理由で・じ・くつかのシステム鞭 用織 したいζ思う・糎 紅今≡ いた:

な い、 又 は、 そ の分 使 い切 りた い と思 えば 、 特 に あ る システ ム が 二様 に記 憶

した 酷 な;ど、 この 方法 は、 有 効 で あ る。

綱'・ プぱ 間と鯉 の聯 ・なる・轡 螺 堅 篶
コ

よ く賠 され 加 ス ト'は大 横 坤 る・ ・ … パ ー ㍉

時分 割ゴ ーザ ーも これ を分 類 して い る。 メ、, .

端端 に向声 問が訪 れ峠 それだけ人件費も上る・昧 継 続醐 もバ

件`三加算 され る。応答速度が問題 とな る訳で ある。たいていのサ ービスは比

較的鴻 名桧 社が多いので、或 る醒 販売会社を調べ る・と、質問事廊 、/ll

営業年数 、コンピュータr・ センターの数及 び位置、将来の計画、 システム1

要量の待機位昌 ユ ーザ蛾 育解 の流 し方 、(ニ ューズ、 レター等)、 で

き嫌 法 の会社の財務状 態 も或 る程 度・半,年間で破顧 る鱗 システム と

契約すれば高 く付 く・質問願 がぴ担 ～妙 ・、ユ ーザーに話 し頭 分 にぴ ・

た'りσ)ジステ ム と組 んだ 立派 な テ スパ プ ロ クラ 冷を 運 用す る事 に な る。

(次 ペ ー ジに 、 時分 議 定 プ ・セ スに 役 立つ ア ェ.一ックノ 社2枚 が あ る・"一

つ は シ ステ ム、 ハ ー ドウ士 ア・及 び ソフ トス エ 乃 ・比 較 す る為 の もの で ・

地 方 は 重 要 だ が 、 非 計 量 の 特 性 の 査 定 法{二 つ い て 。)
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forprogramcompilationandexecutiononly.Muchofa

user'smont・plybillmay .r.e『ultf.rom'programdevelopment

timqWU・ ・y・uli・t・ ・edit・pr・9「amy・na'ealsogha「-

ge(L

Comparisons .Shg〔vninthecharfwererunonaterminal

・,ピ熾 営塒 くξ寧 噛'～・～ 縞Y・ .r・C・ ・yw・i・h・ff・rsa.

w;alkintrial6f'severalservicとesonacosf.perminute

i.b'

asis

㍉:.8'

上記の表は数種め シプ 〉ムコス トを行 う簡単な実例。表示 したのは、一方は

殆 んど 計 算 で他 方 は 」/Oば か りの 極 端 に違 う、 プ ロ グ ラム、2種 の運 用結

曝 勤 鷲 尽 聯 繋 プ・グラム数種を含む・・』 用途を慎重
に 司祭 じ比 較せ よ。 保 存コ ス 、トも 考 慮 す る こ と。 運 用 ナ ロ グラ ム短 くて も大

量 のデ ニタ ー フ ァィ ルが 、 幾づ も必 要 とな る こと もあ る。運 用合 計 時間 に 注

意す る こと。 安 い シス テ ムは これ が 良 い。 この グラ フは 、 ・1/0、 バ ウソ ド

ブtiグ ラムか ら コ ソ ピ ー トバ ウ ン ドプ ロ グ ラム に移 行す る際の シ ステ ム4種

を比較 した もの。CPU、 速度は接続速度の大半を 占め る⑳で、伝標は高 く

なが その割舗 楡 であb・ 仕事のまぎり方・1中位極 、矧 の組み合せ

結果が出る・湖 棚 はシステム速度・・一テジ 波 風 応答速度・醐

分 割等 で 変 って くる。 以 上 の 実例 は、 単 に プ ロ グ ラム編 成{実 行 用 の み 。毎

月 の ユrザ ーに行 く請求 書額 の大 半 はプ ロ グ ラム 開発 時 間 の 費用 で あ る。 プ

ログ㍗ 剖 スト又嚥 封 ボ それにも料金醐 る・表中で比較したのは・

ニ ュrヨ ーク市 の タイ ム .・プ ロ戸 カ ー社 、 端末 機 運 用 例 で あ り(サ ー ビス数

社嘩 用例の分当 りの コス 憤 る.※G・ マ ーク ・融 の使用例をベー
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※良 い 見積 りとは、 簡単 に 計 算 で きない.

鑛 も考慮してある筈である・酸 度… 基いて轡 聾 響 てる・

0～3の 各特性を見積 り、それを重要度で かけてみれば、各々の点数が出 る。

※各 システムの点数 を加 えで比較 数の基礎 とす る。全体点数だけ でな く、

lt」・・の 鰍 も よ く検 討 せ覧 パ 、;1-

・Jl

q

亀

⑱

一;212一



、

お客が逃げ る理由を シ ミュレー シ ョンで

簡単に解決 出来 る

i著 ア ー ノ ル ド ・オ ッケ ー ソ

シ ミ三 レ ー シ ョ ン ア シ ジ エ イ ツ社

'ホ ウ ィ トプ レ イ ソ ズ .ニ ュ ー ヨ ー ク

デ ジ ダ!レ ・・ ン ピ ユ ータ ー一 ・シ ミユレ ニシ ・シ1テ クrッ ク剛 考 数 年間 ・

進 歩 し、(シミ ュレ ーシ ョンが 、経 営 に と って必 要 で あ り、効 果 を上 げ る こ と

ゲ

が 明 白 とな り、GPSSの 様 な 言語 が 、 プ ロ グラム の手 数 を減 ら して くれ た

ぐ

の で コ ン ピ ュ ー ターを知 らな い 人で も、 これ らの 技 術 を用 い る こ とが 出来 る。

シ ミュレ ー シ ョンは、 モ デ ルを 使 う シス テム を実 行 す る研 究 に 使用 され るρ

その モ デ ル とは、風 洞 に 置 か れ た飛 行 機 の モ デ ル とい った 様 な 物理 学 的 な

も口であり・又 剛 のシステムを説明する誓 う一醐 程工の嚴

数学的 な'もあで もあ'る。例 として、衛星が地球に戻 る軌 道の研究をあげ るこ

と紬 来 る∴ ∵ ・ ∴ 　 一 夕'""

∴しパ
、物 理判 にも、数学的搬 術の どちらに も厳密に模す る・との 出

来 な い 広 範 な部 類 の システ ムが あ る。 経 営 情報 システ ムや製 造 シス テ ムや 、

幹線道路の交麺 流れ叉 資料処理システム等に基く、'これらのシステムは

様々繊 間の複数 柚酢 硫 って、㈱ づけら旭 それ・・蝋 て、

これらのシステ繊 概して・状態の変イ野 繍 牢 お1・で已 情φi

crat.e・ ・-eventパ 型 で あ る。 これ ら の シ ス デ ム は 、 デ ジ タ ル 、 コ ン ピ ュ ー

タ ーを 使 っ て 簡 単 己 模 す る こ とが 出 来 る 。 この 様 な シ ス テ ム の 研 究 の た め に 、
づヒ し び

ゴ シ ピ ュ ー タ ーを 使 って 、 ア ナ リ'ス トは 、'研 究 中 の シ ス テ ム を 、 物 理 学 的 な

構 造 と決 定 論 理deCiSiOnIOgiC-(操 作 規 則)で 説 明 す る 。 そ れ か ら 彼 は 、

`ニ

システムの性能にどの様な影響があるか見 るために、 モデルに変 化を導入す
r'エr/t:

る こ とが 出来 る。

.この記軌 これr噸 ㌫ 関連卵'㌍ ムを齢 する9頃 砿 く,
使 お れ て い る 言語 で あ るGpsS'の 内 容 と 構 造 を 論 じ て い る も の で あ る。 こ

・i・:ぺ'＼
_2i5_"〔 』 ・

刀.

t
lし"x∫!l'1tt

、



の 言 語 を用 い て モ デ ルが どの 様 に 構 成 され てい るか とい う実例 は 、GPSS

に .も限界 が あ る とい う事 実 を含 ん で い る。"… ・川

GPSSが 広 く受 け入 れ られ て い る第 一 の理 由は 、難 しい プ ロ グ ラ ミ ン

グの 知 識 は要 求 され な いで 、^や さし ぐ学 習 出来 る。 誤 りが 生 じて も、 す ぐれ

たプ 。㌘ 忘 罐 こて くれ 、 醐 的 、・統 計 的轍 字(・u・p・ ・)・ ・、 出

るの で遠 心 鱗 詰 る.大 法 ・ ソ ピ ュ ータ ー製 造業 者 の 機械 を利 用 出

来 る∴1':lr・,:「:・[・7't㍉'… ㌦'

.「./'(v・ ＼こt

GPSSTの 轟`'∴1∴'''":'1'"

J・:「'G'PSSを 用
い纏 型 を 構 赫 る 際 、 ア ナ 必 トは 、 始 あ ・・、 言 語 の 基 礎

c
)}r'成す 形 態 ぞ あ る4づ の 実 体 に つ い て 考 えね ば な ら な い'。 す な わ ち 、 トラ ン ザ ク

錫 ぬ シ1つ 。の ナ,、 ス トv－ ジ、そして、パ 。クである.こ 紡

渡 体が荷か渓 τて心 様に作用するめ'か蜘 るたあにぱ、GPSSの 働

註 略 語 纏 鱒 妄 ご威 癖 ・じ・鱒 である.∴ ㍉

トラ ンザ ク シ ョン:上 に記・遠 した 様 な物 理 学 的 な ユ=一 ゲ トは 、 シス テ ムを

遙 らて諭 拍 晶 々の トラシザクシ 。ソは、(広 範 ☆ 寿 ム醜 究をす

る面 。加 キと、ら 数字に凋 まるであろう.)研 究輌 治 テムの リ・一ス
ぽ" ・《 リソ .気 、後に棚 霧 力・、)直 柄 ・とによ うそ、他叫 ラソザク

シ 。ジと相互に作用 ば う1け 沙 ク拓 ソの例 として、 ・ソピ一 夕ー、

システムあ研究におけ る一つのメ ↓セージや高速道路の交通の流れを研 究す

る際あ車輌や、工場運営を研究 してい るモデルと しての生産指図書(sh命

・論;,ゾ 注 げ る ことが で き る∴ … ∵'・ ・' ,

＼レ『ステ ム の リ・ソLス:GPSSに は1リ ソー スの2っ のダイ ブが あ る
。 即 ち

ち設 備(facili・i・ ・)と 保 管(9r・r'zig・)で あ る。"設備 ど じそ は、 コ

シピ_タ ー、 シス宕 中 央処 理 癬 やa…lb・ σ・hあ ぶ ・'は、 工場 の

の特 殊 な機 械 とい った 様 な、 一 度 に 、 一 つ の トラソザ ク シ 白ンを 操 作 で き る

肪 ニスが あげ ら旭 。'「 い い い'"

涙 管 とは、指令 れ撮 大限 まセ ζ・沢山ひ"ドラソザクシ 。ンを綱 ・二操作
'弓
14一
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し

で'き る能 力 を い'う6そ の1例 ど し.・C、C・ ・e・t・ ∫・ge・1・n・ …一・ft・affi・

や 工 場 の 一 連 の 同 質 の 機 械 が あ る'。t-i

▼リ ソ
ー ズを 定 義 づ け ,よ う・と す る と 、"し ば 、しば 不 明瞭 さが 生 じ て く る。 例 を

あ げ る と、 工 場 の 機 械 は 存 各 々 独 立 し て 考 え る'こ と が・出 来 る.な らば 、 設 備 と

して 設 計 す る こ と が 出来 る:ゴ 又 、'そ れ ぞ れ の 機 械 が 、 同 質 で あ る,な ら 、,

st.or・ageと し て 設 計 す る こ と,が 出 来 る 。 そ し て 機 械 が トラ ソ ザ,ク シ ョ.ンに

よ って 、'実 際 に 使 用 され る.な ら、そ の ど ち ら で も 、 大 し て 重 要 で は な い。 ト

ラ シ ザ ク シ 才ソ の 実 際 の 本 質 で あ る 設 備 と保 管 はv研 究 す る シ ス テ ム に よ る

の で あ る。 ア ナ リズ トは ご モ デ ルを 構 成 す る 際 、 各 々 に 意 味 づ け る の で あ る 。

Blocks:シ ス テ ム の 構 成 は モ デ ル さ れ 、'そ し て そ の ロ ジ ッ ク(決 定 規

.則)は 、GPSSプ ロ 》シクに よ,っ て 記 述 ミれ る 。 各 々 の ブ ロ ッ ク は 、 モ デ ル

を 通 る 際 に 、 あ る 方 法 で 実 行 す る よ うに 、 トラ ン ザ ク シ ョン に 指 令 を 出 す 。;

ア ナ リス トは べ これ ら の ブ ロ ック を 使'oて 、.シ ステ ム の 流 れ 図(.af10W・

chart'/'/')を 構 成 す る。 そ し てUGPSSプ ロ グ ラ ム を コ ー デ ィ 膓くグす る事

に よ って 、 各 々 の ブ ロ ッ ク は 、 三 つ の パ ン チ ・カ ー ドと な る 。.流 れ 図.は 、 様

々 な 定 義 や 、、シ ミ ュ レ ー シ ョン の 作 動 す る長 さを 制 御 す る よ うな コ ソ ・トロ ー

ル カ ー ドと共 に 、 い くつ か の ブ ロ ッ クで 構 成 され 、 そ の 時 、GPSSの モ デ

ノレも 構 成 さ れ る。GPS・Sの プ ロ ッ グ の 機 能 が ど の 様 に 違 うか と い う 事 は 、

言 語 で 構 成 さ れ て い る モ デ ル の 例 で 説 明 され て い る 。 ブ ロ ッ ク を 通 って 流 動

し リ ソ ー ス(s.tragesandfac江ities)に 入.る トラ ン ザ ク シ ョン の 概 念

はGPSSに と っ て 独 特 の も の で あ る。 し か し、GPSSの 他 の 面 を 見 る と

あ ら ゆ る 不 連 続 に 起 る 事 件(dis..c.rete-event)シ ミ ュ レ ー シ ョン言 語 と

共 通 し て い る 。

最 初 に 、 モ デ ル は 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ が 造作・で 行 くに つ れ て 漸 増 し て い く

11COrestorageに 位 置 す る"aclock"を 有 し て い な け れ ば な らな い.。

ク ロ ック に よっ て表 わ され る時 間 の 単 位 は 、.モ デ ル され て い る シ ス テ ム に よ

る。・例 え ば、交 通 を 制 御 す る 様 な 研 究 の 場 合 は 、単 位 は 秒 で あ り・ 工 場 研 究 に

於 て の そ れ は 分 で あ り 、 小 売 の 在 庫 品'の モ デ ル の 場 合 は 、1日 単 位 とな る。 計

一.r21.5一
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蒔単位を選ぶ一般的な規則は、選んだ単位 が、重要 と思われ る細部の細かい

水 準 の モデ ルに 、十 分 な だ け 小 さいか とい うこ とで あ る。 一 定 の計 時 単 位 を

使 用 す る。 唯一 の 制限 は 、 同 じ単位 が モ デ ルを通 して 、一 貫 して、 用 い られ

る㌔三榔 滅 、ど已 ・とであ る。 ∴'

す べ て の 、discreteeventシ ミ ュ レ ー シ'9ン 言 語 に 共 通 す る二 番 目の

面は、実際に実社会のあらゆ'る関係 におけ る、不 確定要素の結果を結合す る

た め に必 要 な 乱 数 ジ ェネ レ ー ターで あ る。 例 えば 、 コン ピ ュ ータ ー㌦ シス テ

ムの 場 合、 特 定 の時 期(ご伝 達 され るメ ッセ ージの 平 均数 ば、 だ い た い分 る。

しか し、 次 あ'1「5分 間 に;い くつ が タ ー ミ〉ルビ 入 って い くで あ ろ うか?

一 二 ド シし く ヨ 　 ト ドれ ビ

1次 に 必 要 な の は
、 ラ ン ダ ム ・プ ロ バ ビ リデ ィ ・デ ィ ス トリ ビ ュ ー ゾ ヨソ か

らザ ゾプ リソグ 出来 るこ どで あ る。 この 例 で はこ 過 去 の性 能 統 計 デ ー タか ら、

イぢ分 梅 に'平均 して9つ の メ ・ッセ ージを 送 る事が 出来 る とい う事 を示 し'てい
ド び つ ドどパ ハ

る。・しDlし 、 同 じ統 計 デ ータが 、8つ の メ ッセ ージが 伝達 ざれ る確 率 は'40
・'tt・','11;

%で あ り'、9つ の メ ッセ ー ジ は30%で あc>、10の メ ッセ ー ジ の 確 率'は

20%で あ り'、11の メ ッセ ー ジ は'70/oで 、12の メ ッ セ ー ジ は'50/oの 確 率

で あ る と い う:か も「しれ な い 。 そ の'時 、 伝 達 し た メ ッセ ー ジ の 総 数 は8と12

あ 間 の 範 囲 で あ る 。8つ の メ ッセ ニ ジ が 、1'2に 対 し て 送 られ る と い う よ り

大 ぎ た 寵 幸 が あ る の で 、a'pr5babili'tydiCtributionが 引'き 出 す ご

どが 由 来 二9か ら100ま で の 数 字 を 任 意 に 選 ぶ こ と が 出来 る 。'右 の 図 を 見

る と、 選 ん 磁 宇 が0か ら・40の 齢 ・ら 、8つ の メ 。セ ー ジが 送 ら れ 、4'1

と'70剛 で ぽ 、r9っ'd5'/。 ゼ ー ジ が 送 ら れ る。71と90の 間 で は10の

メ'ッ ゼ ー1ジ で あ り、98と1'00'の 間 で は 、12の メ ッセ ー ジ で あ る 。

GP☆ ノ360に 、 実 際 に 使 わ れ た 舌L数 は 、 各 げ ジ 。 トで あ り一、t非常

に 祥 し い 確 率 配 分 構 成 が 出 来 る 。'シ ミ ュ レ ー シ ョン言 語 は 、 モ デ ラー(mo-

di。1。,)で 註 す る 臆 確 率 配6iS"i三吉 ・)ぼ ン プル す遠:観 す る 乱 数

と機 構 を 有す る。GPSSで は 、 この機 構 は フ ァンク シ ョン とい う。

第ヨ.、 ハ ユ‥ レ ゴソ言 語が行 う最 も大敵 ト ビスは、剖 耐'・ジ己
　 の び 　 ヨ コ

リ ズ ム で あ り 、G'PSS'o)一 部 で あ る プ ロ グ ラ ム は 、 モ デ ル の 正 し い イ ベ ン

'・ ・h・'tt・'
.-2'1'6L」'い
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ト,、 シ 』 ク エ ソ ス の 維 持 の 働 ぎ を す る 。GPSSで は 、 ・こ の ア ル ゴ リ ズ ム は

ト ラ ン ズ ア ク シ ョ〈ソ が 、 モ デ ル 内 を 移 動 優 先 順 位 に 従 っ て 、 動 く よ う 配 分 し

た 時 間:に 従 って 、 ト ラ ソ ズ ア オ シ ・ヨソ ・ リ・ス トを 保 有 す る 。 こ の ア ル ゴ リ ズ

ム は 、 別 の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン が 、・優 先 順 位 を 有 し て な い 限 り 、 モ デ ル

内 で 先 づ 一 点 に 到 達 す る トラ ン ザ ク シ ョン は 、 そ の 点 か ら ＼ 分 離 す る

フ ァーシ零.ト ・イーソ 、 フ ァ ー ス ト ・・ア ウ.ト 原 理 に 従 う。 、

最 後 に1、・'GPSSは 、 他 の シ ミ ュv－ シ ョソ言一語 にも 共通 で あ るが 、 ア ナ

リス トに とり有 益 な形 で 、 ア ウ トプ'ヅ ト及 びデ バ ギ ン グ(debugging)の

設 備 を有 す る。 設備 の利 用 、 又 は 列 の長 さ(queue.1ength)の 様 な 統 計

数字 は 、(設 備 、 又 は保 存 を利 用 す る トランザ クシ ョンの 待 ち 時 間)特 に 指

定 な く、 自動 的 に 類積 され そ の結 果 は、 固定 フ ォ ーマ.ッ トに 印 字 され る。 特

殊 リ'ポー ト ・フ ォーマ ッ トが 、 ユ ーザ ーに必要 な ら、 フ ォ ーマ,ッ トに 。 レポ

ー ト,..と 指 定す れ ば 入手 で き る。 プ ログ ラ ム ・ミスは そ の時 の シ ステ ム状 態

を 完 全 にプ リン ト ・ア ウ トす る診 断 メ ッセー ジで示 され る。,
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GPSSを 使 った モ デル 設計

GPSSを シス テ ム研 究 に使 う方 法 を説 明す る一番 効 果 的 な や り方は 、 実
　

例 方 式 で あ る。 この 実例 で、 幹 線道 路 の ガ ソ リン ・サ ー ビス ・ス タ ン ドを の
　 　 コ 　 ミ

ぞ いて 見 よ う・ 商売 が さか ん に な ・て・給 油 整 備 の 間・ 客 は 長々 と敬 され

る。 以 下 の問 題 を検 討 出来 るモ デ ルが 欲 しい。 ポ ンプ を増 や す の かく 人 員増

加 が 必 要 か 、そ の ス タン ドを利 用 す る見込 客 の うち、 ど の位 が 待 た され て、

い らい ら し ガ ソ リンを 買わ ず に 立 ち去 るか 、 この簡 単 な実 例 で 、GPSS作

業 力だ け が 分 る。 言 語 は、 一 段 複雑 な シス テム に おけ る と同等 の 働 きをす る。

GPSSブ ロ ックを 使 う構 成 の 問 題 の ブ ロ ウ ・チ ャ ー ト.は58と59頁 に あ

る。各 ブ ロ ックは、 リフ ァレン ス用 に 番 号を 打 ってあ る。

最 初 の ブ ロ ック ・ジ ェネ1ノー トは トラ ンザ ク シ ョンを作 り 出すGPSS機
、'li9"

r～ ㌔ 場 合ゴ ゴ ス◆、㌘,一 シ・ソに入る輪 頸 転 デ じ⇒
・宍1ブ ・・クぽ6嘩50坪 トランザク・シ ・三を生馴 ・

こ
、の事は・鴫 の醐 糖 間隔力s、1ρ,Dこら.1,10秒 間・平均60秒 で変わ

ること接 わす・GPSSttフ ・ソ
,クシ ジ"又 は・ ㍗ 祭 解 配 分は・

馴 配分が・直角'(1・ か ら川
、r助 醐 僻 し嘩 詞 で あ.るので・一使

用
1され 亘 ㌣ 鮮 烈'ひ の ガ ソリン ●スタン ド!ま・ノ'イ'テ パ ガ

スと序 ㌃ の両班 売 ・ている叩 模 疑ス タンTも 鯉=定 した・各

トラ ン ザ ク シ ョンが 、 ス テ ー シ ョン に 到 達 す る と、 ア ナ.イ、愚 グ ・ブ ロ ック(

{ぶIJ,r・1,ゴi・Il}呂 ・;t'lt"

(ブ ロ ック ・ナ ン バ ー2)は 、 出た ら、 出た ら 目に 選 定 した 二 次 数 を、 トラ
ピ1い 川 ・lil・ ・㌔1・ 一 ・・t・11't・ ・'

ソれ 慕 ン○
.'▽チ ター+1`二 お1・ このナン1く鷲 ㌘ 顯 シ〔ン2

か ら選 定 し、 別 の 種 類 斑 抗 す る ガ ソ リンの 一 種 を表 す トラ ソ、ザク.シ、・ン確
1

/t＼1"1;・.・ ・t-、 ＼,"vv「 「

鷲 ㌘ 烈 ・r・r、警 デルでは洛 ト酬 クシ・ヲ・ンは・三勤'く ラ/:一 ー
タ一拍 し・一方 ∴㍗ プ クシ ョソはモデノレ{瀕 す る・その:くラーメ∫ ター・

は 、 或 は 、 数 字 は 、 トラ ン ザ ク シ ョンに つ い て の 情 報 保 存 に 利 用 す

る 。 こ の 場 合 、 レ ギ ュ ラ ー ・ガ ス を 表 す に パ ラ メ ー タ ーli1の あ る数 値 を 用

い 、2っ の 内 一 方 の 数 値 を ハ イ ・テ 入}を 表 す に 用 い る。 下 に 示 す 様 に 、 全

車 輌 の 七 割 は 、 エ ギ ュ ラ ー ・ガ ス5割 は 、 ハ イ ・テ ス トを 求 め る 。 も し 、G

--218一
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'

PSSプ ロ グ ラ ム が 、 乱 数 ジ ェネ レ ー タ ー輪 を 回 し 、 数 字 は0か ら70の 間

に な り 、 そ れ は レ ギ ュ ラ ー ・ガ ス を 、 必 要 とす る トラ ン ザ ク シ ョン で あ る。

数 字 が91か ら100の 間 に な れ ば 、 ハ イ ・テ ス トを 必 要 と す る 。 こ の 最 初

の トラ ン ザ イ シ ョ ソ は レ ギ ュ ラ ー ・ガ ス を 使 用 す る と仮 定 し よ う』 ブ ロ ッ ク

5は 、 給 油 ポ ン プ の 待 ち 時 間 が、 長 す ぎ る 時 、 ス タ ン ドか ら 出 て 行 く。 これ

が テ ス ト ・ブ ロ ッ ク で 、 パ ラ メ ー タ ー 井1(こ の 第 一 の 場 合 、 レ ギ ュ ラ ー ・

ガ ス 給 油 ポ ン プ)で 示 す 数 字 の 列(待 ち行 列)が 、 車 輌5台 以 下 で あ る か と

い う質 問 を す る。 ブ ロ ッ ク で は、 こ の 列ttQ*1"と リ フ ァ レ ン ス さ れ る 。

答 がyesな ら ト ラ ン ザ ク シ ョン は、 プ ロ ヅク4の 列 に 加 わ り、{cパ ラ メ ー タ

ー#1で 表 す 数 字 の 列 に 加 わ れ(レ ギ ュ ラ ー ・ガ

と指 令 す る。 パ ラ メ ー タ ー#1は1ま た は2な の

会
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・た は 列 裡 を レ フ ・レ ジ知 ろ・ この ブ ・ ヅク崎 トラ ンズ ア ク シ ・ソが ポ

1、y,ブの 空 きを 待bに 必要 な 、遅 れ の統 計 数 字 を 自動 的 に 累積 す る。 ブ ロ ッ ク

.5の 質 問の 答 がu盃"で あ れば 、 列 が3以 上 で あ る ことを 意味 し、.ト ラ ソザ ノ

,・ ク シ'ヨゾ は 、端 末 装 置 の ブ ロ ック19に 行 き、 装 置か ら離れ る。 プ ロ,ック[

.19iに 行 き集 結 す るFラ ソザ クシ ヨソ 数 はGPSSに 自動 的 に カ、ウソ トされ

る・ アウ トプ ・ 陀 して生 じ磁 字は、ガ ・リソを全然力・わな嘩 畷 授

,し ・ とい.うの は,鶴 繭 授 くな る と 思 うか らで あ るご 騨{・ い 鋸 、 こ
ト ゾ ノ

の カ!7ン トは、 ス タシ ドが;逃 が した お 得意 数 で あ る。

ス ト ノ

ブ ロ ッq{4iat給 油 ポ シ プ 列 に 加 お る と、 トラ ン ザ ク シ ョン は 、 トラ ソ ザ ク
ロ レ

シ ョ.ソの'パ ラ メ ータ ー 十1(P1')'で 表 わ す 数 字のGPSS記 憶 装 置 に 入 る。

Cこ の場 合 、P'1=tで レ ギ ュラ ニ ・ガ シ リソをな す)。 各 記 憶 装 置 の 能 力

は 、 ガ ソ リンの種 類 に あお せ て、 給 油 ポ ンプ台 数 と同 じに 決 め て あ る。 どの

程 度 に も、 一台 以 上 の給 油 ポ ンプ が あ るの で 、 フ ァシ リテ ィで な く、記 憶 装

置 を 使 用 し 、 トラ ン ザ ク シ ョン は 、 どれ に も行 け る の に 留 意 せ よ 。 エ ソ タ ー

・ブ ロ ッ ク(ブ ロ ッ ク5)は
、 記 憶 装 置 が 一 杯 な ら 、 即 ち 給 油 ポ ン プ が 全 部

ふ さが っ、て い る 場 合sト ラ ン ザ ク シ ョ ンへ の エ ン ト リ ーを 拒 否 す る 。 待 ち 時

間 の 数 字 は 自 動 的 にt'出iて ぐ る 。 レ ギ ュ ラ ー ・ ガ ソ リ ン の ポ ン プ が 、 空 い て い

れ ば 、 トラ ン ザ ク シ ョン は ブ ロ ック5を 通 り、 ブ ロ ッ ク6の 列 か ら 離 れ る 。

分 離 ブ ロ ッ ク(ブ ロ ック6)は 、"パ ワ ス ・キ ー ピ ン グ"要 求 で.n分 離 プ ロ

・クに より・ ポが 待酬 間が牢 なるまで・列の統計数は ロ ザ クシ ョ 〃

ソに保 持 され る。"

ス タ ン ド要 員 の管理"　 '

トラ ソザ ク汽 ン(車 楠)が 、 給 油 ポ ンプ位 置 に くるので 、 次に は ス タ ン

腰 甑 サ ー ビス繊 させ 秘 要 が 箏 ・
、.tここで ・各 類 をρpR,E.s.7・

シ リデ ィ'と 設 計 し{要 員5名 をミ'1"`O～14と 割 り あ て た と す れ ば ＼ 選 定 プ

ロ.ヅ ク、ブ ロ ッ ク7ば こ 手 持 ち の要 員 を 選 ん で 、 そ の 番 号 を 、 トラ ン ザ ク シ

ョン の パ ラ メ ー タ ーii2に 入 れ る。 ス タ ン ド要 員 の 手 が 空 い て い な け れ ば 、
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トラ ソ ザ ク シ'ヨ ン は ブ ロ ッ ク6に と.どま る。 この モ デ ルで 、.ト ラ ンザ ク シ ョ

ン を 使 っ て 、要 員 を 管 理 す る に は 、.・Gps's(把 握 プ ロ ・ヅ ク 、 ブ ロ ッ ク8)

を㌻ ・
、この ステ ーY・ ンで は・'5名 の 内 が ら・要 員 数 をtE]esL'c..前 述 の

選聾 豆 ・クの下 ラ ソザ ・ シ ・ソo'1・"ラ メ ータ]≠2に 置 く・ 拒 ホ ース

搬 観 て}7ニ ドを あ け て点 齢 加 ・泌 歎 醐 を 一 即 万 ぶ マ ・

イ ナ ス6b秒 の 初 期 サ ー ビ ス 時 間 が 、 前 進 ブdiヅ ク(1プ ロ ヅZ,9、)、 の い ♪2.

ソプ ㌘ ・ンで終 る・ こ塒 点 で・GPSSは トランザ"・ 津 待ち'・"

螂 三堅 剛 た醐 サ ー'ビス・奇聞が ・鮎 まで ・乱数を選択して・・チ旨

嘩 融 ら 文 選治 るまで・次の移 動 を行脚 … 塒 間が終 ると,

ト㍗ ザ・.シ・働 き・解放 ブtr・ クn・ へ瀕 し・要 員(フ ・卿D

を 解 放 し、 ブ ロ ック4:で 待 機 して いゐ 。次 の車 輌(・ ドラツ ザ ク シニョソ)に 向
　 　 グ

け る.ご の イベ シ い シ ーケ ゾ ス・ま、 そ の点でvガ ・ソ・リソ ホ ー・ス螺 初 .の車

輌 ・轡 書す る こ とを表 し ・要 員 は 次 の車 輌 の サ'←'ビスに 向 か え る・最 初 の ト

ラ ソ、ザ クシ ・ンの タ・・クが 蹄 にな る と頭 は給 油 ポ ン プへ 戻 り・ ポ ンプを

しめ て 、 ガ ソ ジソ代 を 集 め る。 この最 初 の 車輌 が 、 この 点 で 、。ア テ ン ダ ン ト

の注意 を 引 く指令 を 確 実 に 出せ るの で、 初 期 サ ー ビスの 他 の トラ ンザ クシ ョ
ロ くコ コ ニド

ジよ.り}高 哩 醍 鞠 り当ててある・ ・の作業は・優先 力 ・ク・ カ ・

ク11'(で 行 う 。 ジ ェ ネ レLト ∴ ブ ロ ッ ク(ブ ロ ッ ク1)で 生 じ る ト ラ ン ザ ク シ

ョ ン は 優 先 度0 .・"'一..
o

優先 ブ ロ ックは、 優先 度1を 割 り当て る。

トランザ クシ ョンは 、 ブ ロ ック15が 、要 員 を把 握 し、 給 油 ポ ンプ を しめ て、

:SC,i,f$,,を苛 み う1二・絵 雛 業 の 終 了 後・ さら`二'20プ ラ ス マイ・ナ・ス60

、琴 壁 『せ あ る ・ パ ラメ ータ ー#2が ・ 変わ ・でな・いの で品 腰 員 を

選 定 す る トラ ソ ザ ク シ'ヨ ン は 、 そ の 要 員 が 、 客 の 世 話 を す 、る に 必 .要な 時 間 を

シ ミュレートす る の に 、 ブ ロ ッ ク14(前 進 ブ ロ ッ ク 〉、'で1'8、、0プ ラ ス マ イ ナ

ス120秒 が か る。 こ の トラ ン ザ ク シ ョン は 、 要 員 が 、・他 の 車 輌 を サ ー ビ ス

し て 、 ブ ロ ック 句6一 他 の 前 進 ブ ロ ッ クベ 進 め る様 に ζ ブ ロ ック15で 彼

を 解 放 す る。 こ こで 、 トラ ン ザ ク シ ョン は 、 給 油 ポ ン プ で の 次 の50ブ ラ ス
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マ イ ナ ス20秒 か か る 。 こ の 作 業 は 、 自 動 車 が 、 入 っ て来 て 出 て い く ま で の

時 間 を シ ミ ュ レ ー… トす る。 ブ ゴ し ク17、 出 発 プ ロ・ック は 、 記 憶 単 位(こ の

,・ 場 合 は レギ ユラ ー ガ ・ リジ給 油 ポ ンプ)に 戻 り・ ブ≡
,・に入 り・ ・の

も コ

パ 朗 タイプで噸 モデルの次∩ ラソザクζ㌍ 準備する・最初

の トラ ソ ザ'ク シ ョン は 、'モ デ ル を ブ ロ ッ ク48で は 示 す 。G-PSSプ ロ グ ラ

ム の パ ン チ ン グ 、 以 上 で 説 明 した シ ミ ュ レ ー シ ョン で は 、 各GPSSプ ロ ッ
ペ ぐ

ク は 、 一 枚 の カ ー.ド に 、 キ 」 パ ン チ さ れ る。 フ ァン ク シ ョン 十2、 レ ギ ュ ラ

、一一又 は ハ イ チ ス トガ ソ リン を 選 定 す る 機 能 は 、 も う二 枚 の カ ー ドを 必 要 とす'

、る1。 記 憶 能 力 十.t(レ ギi;ラ ・一・・ガ ス 給 油 ポ ン プ)及 びll2、 記 憶 能 力(ハ

….・・:イ テ ス トガ ソ リ ン 給 油 ポ ン プ)を 決 定 干 る に は
、 や は り2枚 ひ カ ー ドが 必 要

'

げ

で あ る。 余分 に必 要 な カ ご ドとい うの は、 シ ミュ レLシ ョン作 動 の時 間 一

,時 間 、 日、或 いは 週 を 決 あ る制御 カ ー ドで あ る。 この プ ロ グラ ムは'、実施 用

で あ る。統 計 数 字 は、列 の待 ち 時 間、 給 油 ポ ンプで の待 ち時 間 、 ス タ ン ド要

員 の ザ ジ啓 ス 待ち 時 間等 の情 報 を 与 え る作 業 の 終 りに、 自動 的に 出て く る。

この ア ワ トプ ッ トを分 析 す れ ぽ、 ナ ー ビス改 善 の た め、 シス テ ムの ど こを変

えた らい}いが が 分 る。 例 えば 、行 列 が長 い と、 自動 車 が 逃げ て い く。 この シ

ス テ仏 を変 更 オ るに は、'ア ナ リス トは 更 に も う一 、 二 回の 運 用 を必要 とす る。

そ の場 合;三 プ デシ リ テ ィ ー数 をか え る。(ス タン ド要員 を増 やす)或 い は記

憶 能 力 を 増 や ず筏 給 油 ポ ン プの 据 えつ け 数を 増 や す)等 を行 う。 条 件 を か え

て、 数 回違 乱 て み れば 、 ア ナ リス トが 、1・髄 弓 ステ辻 決 め る 。とが

出来 る。

この情報 は・ システム改鯨 を実行す るために必要な三ス 吋 寧 そ えて・

マ ネ ジ メ ン㌧トに 提 出す れば 非 常 に 貴重 であ る。 だ と えば 、そ の ス タ ン ドが 、

レ ギ ュラ ー又 は ハ イテ ズ ド給 油 ポ ンプを 増 設す る。 或 は、 も う二、 三 名 の 人

員 増 加 を遅 らせ た だ め ピご どれ位 お 客を 失 ったか が 分 る二

GPSSそ の 限界 .、 ・"

し ニち

G'PS・Sを 採用 す れ ば 、ll以上 説 明 した 様 な 簡単 な問 題 には限 定 され ない。
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例 えば、 次の 研 究 は、GPSSを 使 用 して行 った 。 ・ ・

鉄 道 車輪 用運 搬 車 の大 き さ及 び 配 車(セ ラ三 一 ズ、 ケ ミ カル 車)、 露 天 掘 り、

・'(コ ソテ ネ ソ タ ソオ イ ノレ社) 、飛 行 機 用 コ1ンテ ナ ーシ ステ ム(BOAC')、

v7ソ バワ ・一プ そニ ン グ(,IBM、 バ リア ソ ・ア ソシ ェイ ツ)・ コン ペ ア シス

テムー∫Cキ ャスル:・.オウ トメ イテ ドシ ステ ム、 プ廿 ワ タ 占アッ ドギ ギ'ソプ ル○

フ ォ']ト ラ ンの 様 な 共 通 言語 で は、(ク ロ ックや 乱 数 ジ:エネ レ ータ ーの様

な ものを プ ロ グラ マが 作 成 す る時 、 必要 とな る。)言 語 は 、応 用性 が あ りニ

モ デ リソ グに 比 較 して使 い やす いの で 、GPSSは 、 その 限 界 を有 す る。・T

l先 づ 、 トラ ンザ クシ ョン ・7ア ミリテ ィーズ、 及 び記 憶 の 応 用 の:きか な い

デ ー タ構 成 で は、 複 雑 な シ ステ ム は モ デ リング しに くい。 簡 単 に云 えば ミ シ

ス テ ムを言 語 に あわ せ ね〔ば なら な い。 複 雑 な イ ン タア ク シ ョンの あ'るシ ステ

・ムで は
、 ユ ーザ ーに、 研 究 中の シス テム に あ わせ て言 語を 調 整 で1き る シ ミス

ク リプ トを用 い て 、 モ デ ルす るのが 一 番望 まし い。 次 に'GPSSを 用 い る実

施 時 間 は、 シ ミス ク リプ ト又 は フ ォー一・トラ ソの様 な多種 のプ ロ グ ラ ミン グ用
↓
.

語とば殆ど比較出来ない。GPOSモ デルを運 用するに必要 な正確な時 間は、

勿 論 ぶ モデ ル中 の シス テ ム の複 雑 さ【二よ るb;G』PSSは こ 普通 、 ゴア記 憶 装

1置 を 他 の 言 語 よ り モ デ ル 運 用 に 必 要 とず ろ
。 必 要 な コア の 正 確 な 分 量 は`ア

ナ リス と が 構 成 中 の モ デ ル の 複 雑 さ で 決 ま る 。 但 し、GPSS用 の 最 少 コ ア

、必 要 条 件 は64Kの み で あ る 。、,、',

▼ 冒 ・',".i・" ∨
砕ssモ デ ル 伽 パ は?○

.・L":i・k""

GPSSを 用 い て 、 シ ミ ュ レ1一 シ ョン 研 究 を 行 う 費 用『は 、 モ デ ル 中 の シ ス

テ ム の 複 雑 さで 決 ま る 。 コ ス ト見 積 り に は 一 般 原 則 は な い の で 、 シ ミ ュ レ ー

シ ョン費 用 は 、 一 万 ドル(360万 円)以 上 に す ぐ な る 。 例 え ば 、 上記 の'セ

ラニ ー ズ ・ケ ミカ ル 社 の 事 例 研 究 は お よ そ2r万 ド1,L・・(72iO万 円)で あ る 。

この 内 に は デ ー タ集 め 、 モ デ ル 開 発 、 運 用 時 間(560/65タ イ ム の 約

20分)が 含 ま れ る。 この モ デ ル は 、 一 定 期 間 、 私 鉄 タ ン ク ・カ ー貨 車 を 一
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